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発行にあたって 
 
 
 
 
本報は，富山大学人間発達科学部附属特別支援学校の先導的取組として，教職における今日
的課題を踏まえた組織開発の試みをお知らせするものです。したがって従前の学校課題研究報
告とは発行の目的も執筆の体裁も大きく異なっております。学校研究で取り上げられた仮説命
題や実験計画，さらには検証の議論もありません。本校が学習する組織として歩んだ言わば実
践的認識論をお伝えいたします。一人一人の顔が見えることをモットーに，管理職，プロジェ
クト，教師の実践と省察を著すことといたしました。この一年間，学校改革の取組の中で，管
理職が従事したこと，プロジェクトが教師に働きかけたこと，そして教師それぞれが悩んだこ
と，考えたこと，反省したことなどを正直にお伝えする学校組織と教師の自己点検活動報告書
（セルフスタディ・レポート）です。 
 
今後は，この経験的で多様な学びを次の学びの糧にしていきたいと考えています。 
皆様からの忌憚のないご感想，ご意見をお待ちいたしております。 
 
 
 
学校長 竹村 哲 
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１ はじめに 
 
文部科学省は，「次世代の学校・地域」創生プランの策定（２０１６年１月２５日付）の中で
「学び合い高め合う教員育成コミュニティの構築」を謳っています。国立の附属学校において
は，これを踏まえた先導的取組へと展開すること，すなわち学びあい高め合う教師コンピテン
シを培う学校コミュニティになるための仕組みをどうするかが喫緊の課題です。また，そのた
めに組織開発するパイロットスクールでの臨床を，これからのスクールリーダーに充てること
は，教職大学院の連携校として重要な役割といえます。そこで，富山大学人間発達科学部附属
特別支援学校（略：富附特支）では，新しい仕組み（活動システム）として「学びあいの場」
と称する公開の教育研修を提唱し，これを２０１６年度から開始しています。さらに同研修の
推進プロジェクトのメンバーに教職大学院派遣生もＯＪＴ（On the Job Training）として加え
ています。 
本論では，「附属学校の使命に適う組織開発の現状と課題」と題して，この教育研修の導入に
至るまでの流れと「学びあいの場」の概念，加えて現状における課題と展望について述べます。 
 
 
  
 
 
 
附属学校の使命に適う 
組織開発の現状と課題 
 
 
学校長 竹村 哲 
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２ 組織開発の流れ 
 
私は，２０１４年度に就任
した際に行った附属教師の疲
労度蓄積調査やＥＱＩ検査
（相川 2001）の結果を受けて，
疲弊の原因分析のために教師
全員へのアンケートと県立学
校や大学，県の教育委員会な
ど外部利害関係者からのヒア
リングを実施しました。そし
て富山大学に“学校支援プロ
ジェクト”を立ち上げ，教師
アンケートに対して第三者的
な分析を主導しました。次に，
富附特支の中堅の分掌主任を
召集して結成した“自己点検
プロジェクト”にそのデータ
をフィードバックして，彼ら
に当事者的に分析するよう指
示しました。私は，同点検プ
ロジェクトの協議にオブザー
バとして参加しながら，疲弊
のより本質的な原因の究明に
努めました。そして，これを
「教師が，授業研究者としてのあるべき姿を自己決定してこなかったこと，さらにそのための
コミットメントを失念してしまったことである」と特定しました。 
その上で，２０１５年度最初の職員会議で学校改革ビジョンを明らかにしました。それが「格
を上げる～同僚共生と学校の社会適応～」です。国立大学附属学校としての存在意義を示すた
めには，その組織メンバーである教師が，協同の福利―仲間感と社会的関心―（アドラー 1984）
に適う教育実践家へと転換するべきであるとしました。 
ただし，そのためには教職活動における様々な制約を緩和していかなければなりません。教
職における最も大きな課題の一つが，教師の多忙（感）です。学習指導と呼ばれる営みに教職
生活上の時間の多くが割かれるべきですが，実際は，様々な要請が齎されて，受け皿としての
学校が果たすべき役割の議論を先送りにしたまま，それらが教師にしわ寄せされ，まるでジャ
グリングでピンが一本一本増えていくかの様にただ直向に頑張ることばかりをお願いする結果
となっています。中でも富附特支の教師は，教育中心の他校と比較して，一人一人が多様で負
担の重い仕事を担わなければなりません。そこで，同年６月に学校改革ロードマップ（図２）
によって，３年間という猶予を設けて分掌業務などの負担逓減を図るための実行可能で合理的
な道のりを示しました（竹村 2016）。前述の中核的取組と並行して，教育課程の見直し，会議
の効率化，対外業務の点検と削減を掲げました。そして，負担逓減の目安として週内の定時退
図１ 組織開発のプロセスコンサルテーション 
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勤日数を設け，これを段階的に増やしていくこととしました。 
中核的取組である富附特支型研修「学びあいの場」は，その概念を２０１６年１月に著し，
延べ１１回実践してきています。本校では，これを推進するための管理職直轄組織としてプロ
ジェクトを設け，教師の実態に合わせて研修を改善しながら彼らの態度変容を図っていくこと
としました。また，同年７月に実施した第３回「学びあいの場」では，公開のパイロットテス
トと位置づけ，教職大学院生，県立学校からの研修生，さらには県教育委員会が主催している
１１年次研修者などに対し，新しい研修の在り方を示す試みを実施しています。 
学校改革３か年ロードマップ ～授業研究を学校経営の中核に据え、教師が専門家として育ち合うための同僚共生を築き、学校の社会適応を図るために～
年 度   
目標とする
退勤時刻
〇１９時までに退勤
後期より週２日（火・木）
〇後期より休日出勤の制限
〇１９時までに退勤
週３日（月・水・金）
〇１９時までに退勤
毎日
業
務
削
減
の
た
め
の

本
柱
研究の
在り方の
見直し
〇学びあいの場の捉え方の共通
理解・試行
〇新しい研究の進め方の具体化
〇新しい研究会・紀要の在り方の
具体化
〇学部主事の責任の下推進する研究
体制への移行
〇研究部に研修部の機能の導入
〇学びあいの場の完全実施
〇個人での授業研究の実施
〇日常の授業をそのまま公開することを
基本イメージとした研究会の実施と
Ａ４を枚程度とし原則全員が執筆
に携わる紀要の作成
〇これまでの研究資源（支援ツール、
授業づくりのコツ）の体系化、ＩＣＴ
を活用した支援ツールデジタル化の
推進
〇教職員アンケート結果を
基にした個人での授業研究、学び
あいの場に関する運営面の改善
〇授業研究協議会参加者のアン
ケート結果等を基にした研究会の
運営面、紀要の改善
〇Ｈ２８業務の継続、地域貢献を
目指した研究の効果的な発信の
仕方の検討〇月以降の研究に関する業務の
削減（月からの授業改善は
必要最低限とする。ＩＣＴ等の
共プロ・学部研を中心に進める。）
教育課程の
見直し
〇時数削減を基本とした
新教育課程の編成
〇新時間割の編成
〇新年間指導計画の作成
※ＰＴＡへの説明
〇新教育課程の実施
（時数の削減）
〇新時間割の実施
〇新年間指導計画の実施
〇新教育課程の改善
〇新時間割の改善
〇新年間指導計画の改善
分掌業務
・会議の
見直し
〇グループウエアを活用した連絡・検討
の試行、効率的な会議運営
〇各業務・会議のもつ機能の分析と既
にある業務会議への統合の検討と
試行、グループウェアの活用
※４０周年記念事業
〇校務運営委員会・分掌会議・実
行委員会の統廃合等による業
務・会議の軽減
対外業務の
見直し
〇対外的な出張の洗い出し、対外的
業務の削減に向けた県教委・校長
会での説明・協力依頼
〇教育実習の退勤時間短縮
〇附属学校関係の団体を中心とした
対外業務への絞り込み
≪現状≫
退勤時刻
平均２０時
≪ゴール≫
１９時までに
全員退勤
図２ 学校改革３か年ロードマップ 
 
３ 富附特支型研修「学びあいの場」の概念 
 
本校には，所謂ファカルティ・ディベロップメント（Faculty Development）［通称：ＦＤ］
活動として，互見授業を通じた教育指導力向上の協働的な学びあいがありました。これは，より
・ ・
良い
・ ・
授業づくり
・ ・ ・ ・ ・
を模索する問題解決型の取組です。次の実践で成果が分かるように教え合うこ
とです。ところで，授業展開の工夫や最近のＩＣＴなども含めた支援ツールの効果的な授業活
用などは，経験ある教師なら比較的適切に助言してあげることができます。問題が客観化して
いて，原因を特定しやすく，解決策もある程度一般化されているからです。しかし問題には，
このように原因が見つかりやすいものと，そうでないものがあります（竹村 2000）。例えば，
教師が漠然と悩んでいる場合，それはまだ前意識的な問題であり，これに安易に熟練教師の経
験知や枠組みを当てはめるべきではありません。現象学的な捉え方，つまり，授業場の働きか
けでは，授業者はどのように子供を捉えていたのかについて同僚参観者が捉えることが子供の
実態把握のためには必要ですが，そのプロセスが飛ばされてしまう恐れがあるからです。教師
は，研究者ではなく教育実践者です。目の前の無二の子供に，何ができるかを考えるためには，
その子供の理解と関わりについて考えなければなりませんし，互見授業では，そのことにも精
力を費やされなければならないと思います。 
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例えば，一人一人の子供に合わせた変容の願いがあり，それがうまく実現できないと悩んで
いる場合，本来ならば自身の力でこの原因を掘り下げることができればいいのですが，このよ
うに当事者が背負ってしまっている関係性の問題を，自力で客体化することは大変に難しい。
そこで，身近な同僚の支えが必要になります。つまり新たなＦＤ活動として，同僚がこのよう
な悩みを受け止め，一緒になって原因を見付け出す。すなわち発見することを同僚が支えるの
です。授業場で違和感をもった関わり場面を中心に，授業者の子供の行動の捉え方について聴
く，さらに同僚参観者のそれとの差異を埋めるために詳しく時間をかけて聴くのです。そこで
の素直なやり取りを通じて授業者は，関わり方の思い込みに気づいたり，あるいは自分の悩み
の正体が明らかになったりするように思います。 
同僚参観者も，授業者の内部的照合枠（Internal Frame of Reference）（ロジャーズ 1983）
から授業場を観るようにすることで，相手の立場に立つ訓練になります。そればかりではなく，
同じ学校の子供の実態をより深く把握することができます。また担任ばかりに任せるのではな
く，一人一人の子供の教育にできる限り皆で責任をもつという態度変容にもつながっていくの
です。教師が，学校というコミュニティの構成員として一人一人の子供の特性を大切にした関
わりを実現するには，成果として伸びしろの大きいこれまでのＦＤ活動だけではなく，たとえ
成果をすぐには見込めないとしても，もう一つのＦＤ活動が不可欠であり，それによって同僚
性も高まるのではないか。両者の関係を織
物に例えれば，縦編み用の糸と横編みのそ
れであり，横糸がしっかり絡まなければ生
地はすぐに綻び絶えてしまうような捉えで
おりました。 
そのような折に，文部科学省の「学び合
い高め合う教員育成コミュニティの構築」
という提言は，活動として一歩踏み出すた
めの後押しになりました。それが，教師の
直近のニーズ（Needs）以上に，将来備える
べき要件（Requirements）を満たすための活動，具体的には子供への関わりの捉えについて学
びあい，同僚性を高め合う活動です。 
しかしながら，長年踏襲され続けた授業研究法の無謬性を危うくするような変革を受け入れ
てもらうことは簡単ではありません。その意義を理解する教師は，決して多くはありませんで
した。一部の教師からは「授業者のために今までも充分にやっています」，若手からは「それで
何が吸収できますか」，一方熟練教師からは「まわりくどいのではないでしょうか」「同僚を巻
き込むことでどのような成長が期待できますか」といった質問や意見などを受けました。これ
らは，むしろ当然の反応であるといえましょう。また，この様なことは，恐らく本校に限った
ことではないと思います。多くの教師は授業研究で先学の実践からは吸収すること，一方，後
進の教え方に何か違和感があったら，それを指摘してあげることに意義を感じていますし，そ
のように切磋琢磨してきているからです。 
「同僚参観者が授業者の目線に立つよう努めながら一緒になって考えていく」という授業者
の為に尽くすパラダイムの転換は，ボトムアップで進めることが難しく，そこで私は，トップ
ダウン的に組織活動を促すことにしました。それが，文部科学省「次世代の学校・地域」創生
プラン策定で謳っている先の提言に適う「学びあいの場
・
」という社会関係資本を作るプラット
図３ ＦＤ活動の新しい展開 
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フォーム（Platform）への全員参加です。 
この活動の最大のねらいは，子供へのより公平で良質な教育のために “関わりを観る力”を
培うことに重きを置いていることです。授業の現場で教師は，子供が助け補い合いながらそれ
ぞれに活動の意義を見出せるよう，全体の動性を俯瞰しながら臨機応変に関わり方も変えてい
かなければなりません。しかしながら，そのような授業者の働きかけ自体を俯瞰し関わり方を
改善するためには，それを映す鏡が必要です。これまでもこの力の必要性が指摘されてビデオ
記録を通じて点検する例も散見されますが，そのほとんどが客観的な点検であり，授業者が自
らに問い，改めて関わりを主体的に意味付けするプロセスを支える組織的な取組とはなってい
ません。 
そこで，「学びあいの場」では，授業場の出来事を題材にした組織的ケースメソッド（Case 
Method）（図４）を行っています。授業者は，子供の特性に応じて，どんな内容をどのように仕
組むのかを考え，準備し，実践場では一瞬一瞬の判断で目の前の子供に応じてその都度最善と
思われる選択をしています。「学びあいの場」ではそこでの出来事を一つの現象として捉え，こ
れの描写と記述から関わりの実態をより明晰化するために授業者と同僚参観者が学びあいます。
特に同僚参観者が授業者のために彼の内部的照合枠に寄り添って学ぶよう努めます。どう関わ
ったから「良い」あるいは「良くない」と判断することに力点を置くのではなく，同僚参観者
はむしろ，うまくいかなかったと授業者が感じた事象があるとすれば，そこから関係性をより
深く掘り下げるよう努めること，一方授業者も自らの子供への働きかけを俯瞰して観てくれて
いる同僚参観者の助けを受けて，働きかけの不全性の本質とは何か，どのように関わることが
より適切であるのかを主体的に見出していくのです。 
「学びあいの場」では，前者（同図の破線から上のプロセス）のオーナシップ（Ownership）
を授業者に，一方後者（同図の破線から下のプロセス）のそれを同僚参観者に与えている点が
特徴的です。具体的には，公開授業に臨む（Stage１）に先立って授業者は，これまでの実践を
通じて感じていること，例えば子供に学んでほしいことの願いを踏まえての「働きかけの戸惑
図４ 自分らしい授業づくりを支える学びあいのラーニング・マネジメントモデル 
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い」や「授業実践の不全感」など葛藤していることや悩んでいることを重点的にブリーフィン
グシート（Briefing Sheets）に書き留めておきます。同僚参観者は，これを踏まえて授業場に
臨みます。後の振り返り（Stage２）で授業者は，特定場面における反省やそのときの思いを正
直に述べます。これを受けて同僚参観者はグループ単位で働きかけや子供の行動の原因（Stage
３）を話し合い，さらに授業者が子供との関係性を明らかにするためにどう聴くかについて検
討します（Stage４）。この際に技法として，ラベルコミュニケーション（Label Communication）
というラベル図解法を採用して富附特支の実態に合わせこれをアレンジしています。その理由
は，この技法が図解の完成度よりもゲーム感覚で楽しみながら対話的な学びを促すことに主眼
を置いていることから，参加者間に“共感的理解”の行動特性が高まることが富山大学におけ
る２００９年からの臨床実験で確認されており（島居 2016），よってこれを採用することが，
同僚性の向上に資すると判断したためです。 
また “人には成長の力と自己実現へ向かう力があり，これは他者との対話によって引き出す
ことができる”というロジャーズ（1983）の考えに倣い学びあいではそのように聴く（Active 
Listening）ことを助ける役割としてプロンプタ（Prompter）を配置しています。プロンプタは
同僚参観者に適切な質問を促しながら，授業者のものの見方と同僚参観者のそれの統合を図り
ます。そこでの対話から気づきが，あるいはどんな些細なことであってもその記録（Portfolio）
を残し貯めていくことで，いずれ有益な発見が後追いで生まれると捉えています（Stage５）。
また一人の教師の授業公開は，年間で一回に過ぎませんが，その時以外でも同僚参観者として
授業者のために考え聴きあうことの経験の積み重ねによって，少なくとも同じ場面を見ていて
も人それぞれ色々な捉え方があること，さらに自分自身が抱えている課題との共通点や原因の
類似性があるなどの気づきも生まれることで，その後の授業づくりに臨む際の行動選択の幅だ
けではなく深みも増す可能性があります。それだけではなく，この活動を通じて子供の実態を
担任だけではなく全ての同僚教師で共通理解することにもなります。またこのような継続的な
支え合いこそが「“教え合う関係”をお節介の関係，“学び合う関係”をさりげない優しさの関
係」（佐藤 2012）の後者の関係を生み，双方に同僚性を育むと捉えています。 
 
４ 現状における課題と展望 
 
今年度は，学校改革ロードマップに従って「学びあいの場」を実施しました。これと並行し
て，それを支援するための環境づくりも図ってきました。その際に，管理職には以下の職責を
割当て，取組の進捗に関しては管理職会を定期的に開催し点検を行ってきました。 
 
富附特支型研修モデル「学びあいの場」の推進 
校務合理化による多忙解消 
校務情報化の推進          
教育課程の抜本的見直し           
 
これらについては，後述にて詳しく報告をしますが，以下では，本年度の実践を踏まえて，
特に私が重きを置いている次年度のマネジメントに関して言及したいと思います。 
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「学びあいの場」の一層の推進と情報発信のプロジェクト・マネジメント 
「全ての授業者が関わり
・ ・ ・
を
・
観る
・ ・
目
・
を
・
主体的
・ ・ ・
に
・
高める
・ ・ ・
ために，同僚参観者が彼らの目線に立つよう努めなが
ら一緒になって考えていく」という授業者を支えるパ
ラダイム転換（Paradigm Shift）（図５）については，
一年間取り組んできてみて，確かに教師の変容が始ま
ってきてはいますが，深く広く及んでいるとは言えな
いと感じています。現在，その役目を担っている「学
びあいの場」推進プロジェクトには，一層の浸透を図
るために，自分たちで研修のやり方を考え，教師の実態と変容の歩みに合わせて，それを改善
するだけでなく，この取組を県内外に発信し，社会的な貢献に資するかについても点検して，
そこでの学びを，改めて学校での働きかけとして還元していただいています（柳川 2017）。 
なお，同プロジェクトのメンバーには，教職大学院派遣生もＯＪＴ（On the Job Training）
として加えて，教職の今日的課題の一つであるマネジメント能力開発の臨床として実施してい
ます。大学院生は，組織開発の意味と本校における仕組み（活動システム）としての研修の意
義を理解し，指導教官（メンター役）のもと研修推進プロジェクトチームの一員となって担う
活動の省察（図６の①）とプロジェクトチームにおける協同的な学び（同②）を繰り返しなが
ら，今度はプロジェクトとして一丸となって学校組織へと働きかけ，そのリアクションから組
織の変容を知り，そこからまた省察・チーム学習へとつなげるというアクションラーニング（ガ
ービン 2002）（同③）を実践しています。なお，このような組織内プロジェクトが学校組織に
対してアクションラーニングする活動（竹村 2004）に大学院生を協同させる取組は，私の知る
限り極めて少ないと思います。 
ところで，次年度この活動を一層促進するためには，従前のパラダイムの良い点はもちろん
悪い点についても熟知している熟練教師の賛同がむしろ欠かせないと思っています。専門的知
識を教え合うことだけではなく教師の資質を学びあうことも欠かせないこと，特に後者の学習
経験は，熟練教師にとってこれまで気づくことの少なかった十全な関わり方を自分の力で変容
するための機会になることに，理解を得なければならないと考えています。そして，「学びあい
の場」というプラットフォーム自体は，決して教師の専門性向上を阻害するものではなく，そ
れを上手に使えば資質と共に高めることができること，あくまでも今までとは別のアプローチ
図５ 授業者を支えるパラダイム転換 
図６ 教職大学院生の研修推進プロジェクトにおける OJTの構図 
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をとっているだけであるというように，もう少し柔軟な理解に変わる必要もあると思っていま
す。組織全体の態度変容は，一朝一夕には生まれませんが，「学びあいの場」推進プロジェクト
に対しては，そのことを踏まえた取組をお願いする所存です。 
 
業務のフラット化と組織構造改革による効率化のタスク・マネジメント 
 
図７ 意思決定のプロセス・ロス 
 
これまで本校では，教師によって分掌の負担に偏りがあることから，今年度当初に副校長に
対しては，校務を部品化した上でこれを同程度の負荷に収まるユニットに再配置するというフ
ラット化をお願いしました。その後，それを踏まえて，今度は分掌間において臨機応変な負担
融通措置も図ろうとしました。しかしながら，これに関してはうまくいかず，現行の意思決定
プロセスの中では分掌を管轄する部主事間での調整が難しいこと，教頭による指示も機能しに
くいという課題も浮上しています。 
また，私が割り当てした改革職責を果たすためには，管理職は分掌をまたいで働きかけをし
なければならず，分掌関係者に新たな協力をお願いすることになります。その上，今年度から
始まった管理職会や「学びあいの場」推進プロジェクト会議などで時間をとられたことから，
管轄下の分掌会議が滞ることも新たな弊害となってきています。このように校務のフラット化
を進めていく過程で部主事を中心とした新たな負担と校務の滞りが派生しています。 
そこで，現行の意思決定構造（図７）を明らかにした上でプロセスのロスをなくす組織へと
次年度は構造改革することにいたしました。特にそこでは分掌の意思決定プロセス管理を教頭
に一元化するとともに，部主事には教務を兼務して戦略的な教育課程編成に専念できるよう留
意しました。これに合わせて分掌主任には，これまで以上の主体性と自立性をお願いする所存
です。 
 
次代を見据えた教育課程の見直しのティーチング・マネジメント 
ビジョンというのは，現在の立ち位置から見えている言わば山の峰の様子です。その向こ
うには次の峰があるかもしれませんが，今は，眼前の峰に対して３年掛けて登るルートを辿っ
ているところです。今回の「学びあいの場」を通じて学ぶものとは，知識というよりも特性で
あり，その行為とは価値醸成にあたります。これを例えれば，上流から水を流して，ダム湖に
それを満たすようなことです。価値を伝承するとは，それをさらに下流に流して，下のダム湖
に満たすことです。今は，一番上の教師の学習観のダム湖に新しい価値観を満たそうとしてい
ます。そうして初めて，その教師が子供の“ダム湖”に正しく価値観を満たすこともできまし
ょう。 
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私は，アクティブラーニン
グと「学びあいの場」の理念
には相通じる点があると考え
ています。図４右側の問題解
決プロセスでは，学びあいで
対話的に学ぶこと，疑問の発
見，その意味付け，さらに実
践場における応用的知見まで
模索する深い学びを行うこと，
そしてその営みによって後追
いで合点のいく学び，つまり
主体的な学びになるよう留意
しているからです。したがっ
て，教師自らの学びの実践を
通して「学びあいの場」の意
義を踏まえたうえで，子供た
ちへのアクティブラーニング
としての教育展開を始めたい
と目論んでいます。 
ただし，全ての教師がその
意義を理解したと言うことは
拙速であり，現時点において個
人差があります。今後も「学び
あいの場」を通じて価値醸成を
推し進めながらも２０１７年
度以降，教育課程の見直しを重要課題として掲げて，できるだけ多くの教科においてアクティ
ブラーニングを実施するための検討を本格化する予定です。 
また教職大学院の連携校として，この取組に対してもＯＪＴを実施し，新たに大学院生の管
理職研修（図８）として展開していくつもりです。 
 
５ おわりに 
 
国立大学附属学校の優位性は，大学と連携した優れた先導的取組にあります。これは，本校
教師一人一人の協働の如何にかかっているといっても過言ではありませんが，それだけではな
く秀でた教師を養成する組織的活動の仕組み（活動システム）が内包されていないならば，優
位性を堅持することは難しいのではないでしょうか。またそうであれば，県採用で本校に異動
する教師が，いずれ県立学校に戻ったとしても評価されることはありません。今後の交流異動
活性化の意義はさらに薄れてくることにもなりましょう。 
私は，本校が掲げた学校改革ビジョンを追求すること，またそのための新たな活動の仕組み
を構築するメリットの方が，そのために費やすコストよりも大きくなること，そしてそのメリ
図８ 富附特支における教職大学院生の OJTの展開 
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ットが富附特支だけに留まらず，引いては県全体の学校の抱える今日的課題への取組にも波及
する性質のものであることを説明しながら，人事交流の拡大に努めてきました。現在は，関係
機関の理解と高配のおかげで，インクルーシブ教育発展に資する義務籍特別支援学級への輩出
を継続しています。また，富山大学採用の大学講師および他の国立大学採用による附属学校管
理職への異動，逆に富山県の教育研究機関からの研究主事の異動など県立学校以外にも交流が
活発化してきています。さらに本校の管理職に対しても，県教委の厚意により，県立学校異動
時の格付け押し上げに関する申し合わせを行うこともできました。 
附属学校のパイロットスクールとしての使命を失念することなく，教職大学院連携校として
教師の学び直しも合わせて次代を担うスクールリーダーを育成する役目を担うためには，並行
して本校自身が抱えている諸課題を解消していかなければならないという三つ巴の輻輳的で困
難な状況に置かれながらも，真剣に向き合い，ときに対峙しても尚協働してくれている本校教
師が，このように評価され，その活躍の場も広がってきていることが，本校の社会適応を表す
一つの証であると思っています。 
本校の取組は，学校改革３か年ロードマップの３年目に入ります。未だに課題は山積しては
いますが，残りの任期においても，共に学びながら富附特支らしい組織開発の行動特性を主体
的に宿していきたいと考えています。願わくは，社会還元に資することのできる学びあい高め
合う教員育成コミュニティ開発のスタイル（たたき台）を創ることができればと期待していま
す。 
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第１項 富附特支型研修モデル「学びあいの場」の推進 
 
 
校内教頭 近江ひと美 研究・研修部主任 柳川公三子 
 
１ 富附特支型研修プロジェクトの設置 
 
富附特支型研修「学びあいの場」を推進するためのプロジェクトが設けられ，新たな研修ス
タイルを本校に浸透させるためにワーキンググループを中心に働きかけを行ってきました。
プロジェクトは管理職直轄組織として設けられたので，メンバーは校長，副校長，校内教頭，
各学部主事と各学部の研究・研修部担当者，教職大学院生で構成されています。ワーキンググ
ループはその中の研究・研修部担当者と教職大学院生が担います。具体的な働きかけについて
はワーキンググループが中心になって行いますが，プロジェクトのメンバーが各学部の状況に
応じて一人一人の教師をバックアップし，推進を促してきました。 
これまでの研究・研修部を中心とした学校課題研究の形ではなく，新たな授業研究，校内研
修の在り方を提示して推進していくということに一年間取り組んできました。校内に働きかけ
たことに対する教師の反応は様々で，その都度アンケートを基に，解釈と新たな働きかけを検
討し，プロジェクト会議で推進の方向性を確認しながら進めてきました。 
 
（１）自分らしい授業づくりを支える学びあい 
富附特支型研修モデル「学びあいの場」は，従来の“教え合う”授業研究の在り方を見直し，
同僚教師が互いの見方や捉え方を“聴きあう”ことを通して，それぞれの授業者がその人らし
い授業づくりを実現することを支え合う授業研究への転換を図ります。具体的には，観察した
授業について，ラベルコミュニケーションの手法を利用して，教師の関わりと児童生徒の様子
から感じたことを互いに聴きあう対話的コミュニケーションを行います。そして，授業者を含
め観察者それぞれが，自分自身の子供の見方に気づき，自分らしい授業の在り方を考える機会
にしていくのです。 
授業者と観察者が互いの思いを “聴きあう”ことによる学びは，具体的なアドバイスをもら
える “教えあう”ことによる学びに比べ，授業改善や問題解決に時間が掛かる場合があります。
しかし，自分自身で気づき，試行錯誤を重ねて解決策を見出す経験は，その他の場面やケース
にも応用，般化できる本質的な学びであり，専門家としての確実な力量形成につながるのです。 
以下に，富附特支型研修モデル「学びあいの場」プロジェクトワーキンググループの働きか
けと参加者の変容を振り返り，“自分らしい授業づくりを支える学びあい”の意義や目的，特
徴を紹介します。 
 
（２）「学びあいの場」の年間計画 
「学びあいの場」は表１のように年間 11回設けました。公開授業，ワークショップを行い，その
中で段階的に“自分らしい授業づくりを支える学びあい”の理解推進を図りました。そして毎回事
後アンケートを実施し，働きかけの手掛かりとしました。 
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  表１ 「学びあいの場」年間計画 
 
（３）これまでの研究との違い 
 これまで，本校は研究主題の解明に学部ごとに取り組んできました。子供たちの生活年齢，
発達段階に応じ，よりよい授業を展開するために学部の教師の力を結集してモデルとなる授業
を作り上げてきたのです。どんな展開にするか，どんな題材でどんな教材を使い，教師はどの
ように関わり，評価はどうするのか。授業が終わったら，ねらいを達成できたのかどうかを分
析し，改善を行う。それらのことを学部で何度も話し合い，モデルとなる授業を作り上げてい
く作業は大変意義のあることでした。 
 今年度の取組は，今までの実践を土台に，教師一人一人が，子供との関わりの中で様々な判
断をしながら，授業を進めるための実践力を高めていくことを，同僚教師が支えるという研修
です。そのため，公開授業は日々行っている授業の一つを公開するのであり，決して完成度の
高いモデルとなる授業を公開するのではありません。個人個人の授業を公開することに不安は
大きく，一回の公開授業でどれだけの学びがあるのかと懸念する声も聞かれました。しかし授
業者として公開するのは一回ですが，観察者として授業を観る機会も大いに学ぶことができま
す。 
  回 期 日 授業者学部・人数 
第１回 
4/20/水/15:30～17:00 ラベルコミュニケーションに触れる 
5/18/水/15:30～17:00 
ラベルコミュニケーションを体験する 
6/20/水/15:30～17:00 
第２回 
6/27/月/２限 ラベルコミュニケーションの手法を用いた
「自分らしい授業づくり」の学びあいを体験
（練習）する    
授業者：中学部（瀧脇） 
6/28/火/15:30～17:00 
6/29/水/15:30～17:00 
第３回 7/1/金/全日 小（柳川） 中（青山） 高（本田） 
第４回 
7/12/火/２限 
小（稲垣） 高（坂田） 高（松原香） 
7/13/水/15:30～17:00 
第５回 
9/27/火/２限 
小（廣島） 中（中林） 高（松原健） 
9/28/水/15:30～17:00 
第６回 
10/31/月/２限 
15:30～17:00 
小（ 幅 ） 中（片平） 高（ 堀 ） 
第７回 
11/30/水/３限 
15:30～17:00 
小（遠藤） 中（黒地） 
第８回 
12/09/金/３限 
15:30～17:00 
小（高附） 高（越村） 
第９回 
12/12/月/２限 
15:30～17:00 
中（ 紺 ） 高（竹脇） 
第１０回 
1/25/水/３限 
15:30～17:00 
中（岡村） 高（絈野） 
第１１回 
2/01/水/３限 
15:30～17:00 
小（山﨑） 養（池田） 高（野﨑） 
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 授業者を支えるためには，授業者の思いや悩みに寄り添って同僚教師が授業を観るというこ
とが大切です。そのためには授業者が思いや悩みを分かりやすく伝えることが必要になります。
そして観察者は観た事実を基に子供の実態を語り合う中で，授業者の悩みの糸口を一緒に探り
ます。授業者と観察者がこの作業を行うことで，どちらにも，その授業場面での子供の実態が
より分かるということにつながり，その子供と，授業者を支えることになるのです。この「学
びあいの場」の意義を校内で共有するための働きかけを行いました。 
 
 
２ 働きかけの実際 
【第１段階】「学びあいの場」の体験
第１回：4/20，5/18，6/20 
「学びあいの場」の意義や目的を理解しやすいために，導入を丁寧に行いました。授業の事
後検討に，なぜラベルコミュニケーションの手法を用いるのか，そうすることで何を得られる
のかを，３回に分けて体験してもらうことにしました。 
 
（１）ラベルコミュニケーションに触れる 
 富山大学 澤聡美氏を講師として招へいし，ラベルコミュニケーションの進め方について研
修を行いました。単に手順を知るのではなく，一つ一つの行程にどんな意味があるのかを聞き，
実際に体験しました。                       
①  グループワークの良さを体験 
グループワークの最初にアイスブレーキングを行
いました。鳥を描くという一つの課題に向かってグ
ループ全員で取り組むのです。（図１）それぞれが
思い描くものは違っていても 1人目の人が表現した
ものに次々と付け足していくのです。そこには前の
人の描いたものを受け入れ，活かして作り上げてい
くという作業が組み込まれていました。共同作業に
より，最後には，どの班も愛嬌のある鳥が仕上が
り，ユニークな名前が付けられました。みんなと作
るといいものができるんだというポジティブな意識
付けを行うこともアイスブレーキングを取り入れた
目的の一つです。
② グループ全員に役割分担 
 グループで話し合う際には，進行，記録，報告の役割が設定されることは多くあります。
その場合，役割がない者は話し合いに協力的に参加するとはいうものの責任がない状態です。
しかし，今回の進め方は全員に役割があるので，それぞれの役割分担において主体的なリー
ダーシップを発揮することが求められます。（図２） 
図１ アイスブレーキングの内容
「干支（鳥）を描こう」
１人目：鳥の輪郭
２人目：目
３人目：脚
４人目：鶏冠
５人目：この鳥が欲してい
るもの
最後に全員で名前を付ける。
これがグループ名となる。
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  チアリーダーや環境係は目新しいので，どのよう
に振舞えばよいのか，班によっては戸惑う様子が見
られました。特にチアリーダーは話しやすい雰囲気
を作るための相づちや聞き返しなど重要な役割だ
ということが認識できました。また，それぞれの役
割を侵さないということが重要だとも気づかされ
ました。日頃，会議等で進行役を行っている者は，
ついつい進めがちになってしまうのです。それぞれ
の役割に徹するということがお互いを尊重して話
し合うことになると確認することができました。 
③ ラベルには人格がある 
ラベルコミュニケーションを行うに当たって
ラベルの書き方（図３）を研修し，同時にラベ
ルを扱う際の「心得」を確認しました。一枚一
枚のラベルを“人格をもつ人間”だと考え，大
事にするということです。書かれた内容につい
て丁寧に聞き，少数の意見も全体のまとめの中
にしっかりと位置付けることが大切なのです。
こうすることで，どんな意見も受け入れられるという安心感が生まれます。このことを念頭
に置いてラベルコミュニケーションに取り組むこととしました。 
 
④ テーマ「自分らしさとは何か？」についてラベルコミュニケーションを体験する 
    初めて行うグループワークは，本校が昨年度の研修課題として取り組んできた「キャリア 
発達を促す授業づくり」を土台に，それぞれが考えてきたことを深め，共有するためのテー
マであることが必要だと考えました。そこで，本校が捉える「キャリア発達」とは，「変化 
していく社会（状況）の中で，周りの人と関わりながら，自分らしく前向きに生きていこう 
とする過程」と定義しているところから「自分らしさとは何か」を取り上げることにしたの 
です。このことは，私たちが目指す授業というものを深く考える機会になると共に，今年の 
研修テーマ「自分らしい授業づくりを支える学びあい」の「自分らしさ」についても大きく 
関わってくるものです。ラベルコミュニケーションでその考えを深めることができれば大変
意義のあることになります。 
  自分らしさについて自分の考えをラベルに記入することから始めます。それぞれが分担さ
れた役割を果たしながらお互いの意見を聴き合っていきます。ラベルに書かれたことの意 
味内容を確認し，「なるほど，そういう考えもありますね。」「私もよく似たことを考えて
いました。」とやりとりは進んでいきました。ラベルは順番に発表するので，グループのす
べての人に話す機会が保障され，受け入れられる機会となっています。話し合いの中にはい
くつもの視点が出され，ラベルを仲間分け，レイアウトすることでグル－プで出た意見を整
理していくのです。ラベルを動かしながら，「これとこれは考え方が似ているのか。」「こ
れは上位概念と具体の関係ではないか。」「違う視点に見えて，言っていることは似ている
のではないか。」など，疑問が湧いてくるたびに聴きあい，その過程にこそ学びあう姿勢と
学びそのものがありました。しかし，ラベルを並べながら図解を作ることが最終目的のよう
①進行；司会進行 
②チアリーダー；各係のフォロ  ー                
雰囲気づくり 
③記録；記録を率先 
④環境；文具，教材の配布等 
⑤報告；チームの活動を報告
①１枚に１つのことだけを書く 
②誰が読んでも分かるように具体的に 
書く。 
③主語と述語のある 1つの文章で書く 
④グループ番号と氏名をはっきり書く
図３ ラベルを書くときのポイント
図２ 役割分担
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に感じられ，時間内に出てきた考えをうまくまとめることができないと不全感が残る様子も
見られました。
 
（２）ラベルコミュニケーションを体験する 
 ～授業リフレクションの講話を聴いてラベルコミュニケーションをやってみよう～ 
 
 １回目の研修において，ラベルコミュニケーションの手法でグループワークを進めることの
大まかなイメージと意義を知識として得ることができました。しかし，それを授業研究で行う
ことの利点がどれほどあるのかについては理解されていません。そこで富山県総合教育センタ
ー研究主事 北山功臣氏を講師として，２回目の研修を行い，目的を二つにしました。 
 一つは「講話」を聴きながら，自分なりの気づきや意見，疑問をラベルに書き表し，グルー
プごとに講師の先生に聴いてみたいことをまとめていく作業を体験するということです。これ
は，今後，授業を観察した際に，違和感や疑問など自分の中から湧き出てきた気づきを書き表
して伝えるという作業につながることを前提にしています。自分の中から湧き出てきたことを
言語化すること自体簡単なことではなく，それを端的にラベルに書き表すことも難しいと思わ
れますが，繰り返すことによって力は付いていくと考えられます。 
 もう一つは講話の内容によって，新たな授業研究の方向を共有することです。授業改善の方
法を出し合うだけでなく，授業者の思いに寄り添い，授業者の意図を確認しながら気づき合う
授業研究です。これまでの授業研究の方法を否定するものではありませんが，様々な授業リフ
レクションの方法を聞くことにより，これまでの授業研究を振り返り，成果と課題を確認して，
これから行う「学びあいの場」が何を目指しているのかを共有しなければなりません。今回の
講話によって，それぞれの教員がその糸口を掴んでほしいと願って設定するに至ったのです。
 
（３）なぜラベルコミュニケーションの手法を取り入れるのか 
ラベルコミュニケーションには次の利点があります。 
① いろいろな立場の教員が対等に話し合える環境をつくることができる。
② 参加者一人一人が役割をもち，主体的に参加できる。
③ ラベルに事実を書くことで，関わりを観る目を育てることができる。
④ ラベル（事実）を基に聴きあう体験ができる。
 付箋を用いて意見を交換し合いまとめていくラベルワークの手法は他にもあり，ケース会議
や授業研究で取り入れられることは多いと思われます。しかし，富附特支型ラベルコミュニケ
ーションは意見や情報をまとめ上げていくだけでなく，教師の力量を上げていくためのポイン
トが仕組まれています。教師と子供の関わりを観る力，子供の実態を観る力，自分の視点から
だけでなく，相手の考えを聴こうとするコミュニケーション力など，教師集団がより質の高い
教育をしていくときに必要な力を，このラベルコミュニケーションによって培うことができる
のです。
 もちろん，「学びあいの場」だけで教師に必要な専門性が高められるわけではありません。
時には専門性の高い教師から学び，子供の障害特性や指導法について学ぶことも不可欠なので
す。今年度は「学びあいの場」に特化して研修を進めてきましたが，両輪の関係で進めること
が必要であると考えています。
 また，富附特支型ラベルコミュニケーションには，教師の力量を上げていくためのポイント
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が仕組まれているとはいうものの，環境を設定しただけではその成果はすぐに現れるものでは
ありません。参加した教師がこのポイントの意図することを理解するための働きかけが必要な
のです。
【第２段階】授業研究にラベルコミュニケーションを導入 
第２回：6/27（公開授業・授業観察）28，29（ワークショップ） 
 
授業研究に初めてラベルコミュニケーションを導入して“自分らしい授業づくりを支える
学びあい”を体験しました。授業者は自分の思いや悩みをブリーフィングシート（図４）に
まとめ，観察者はその思いに寄り添って授業を観るという取組をスタートさせました。「授
業改善」につながるように，ラベルコミュニケーションの進め方のポイントや時間配分を見
直し，『富附特支型ラベルコミュニケーションの進め方』『富附特支型進行チェックリスト』
を提示して取り組みました。ラベルコミュニケーションによる授業研究のやり方に慣れてい
ないため，ワークショップを２回に渡って時間を十分に掛けて行いました。ワークショップ
の手順は次の通りです。 
 
① ブリーフィングシートの作成（公開授業の事前に行う） 
授業者はブリーフィングシートに授業の 
  ねらいや悩みを書きます。同僚はそれを読 
  んで，授業者に寄り添って授業を観るため 
  の準備をします。 
 
②  公開授業 
 同僚は，授業者の思いに寄り添った視点 
で授業を観察します。気になった部分の事 
実をメモします。このメモを土台にラベル 
を書くことになります。 
 
③ 授業のリフレクション（5分） 
 ブリーフィングと実際の授業から授業者 
が振り返ったことを伝えます。 
 
④  ラベルコミュニケーション（40分） 
（５～６人のグループで行います。） 
〇同僚は一人３枚のラベルを書きます。 
・ 授業者のブリーフィングや省察に 
寄り添った視点でラベルを書きます。 
・ 授業で気になった場面を選んで，子 
供を主語にした文で書きます。 
・ 疑問があれば児童生徒の行動や姿で 
具体的に書きます。 
図４ ブリーフィングシート
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〇ラベルを 1枚ずつ読み上げ，意味内容を確認しながらカテゴライズし図解にまとめます。 
・進行，記録，環境，報告の役割を分担して話し合います。 
・ラベルの内容がよく似たものを中皿に乗せ，さらに大皿にまとめてグループの論点を
明確にします。報告係は報告することをまとめます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ ラベルコミュニケーションの図解 
 
⑤  アクティブ・リスニング（15分）（授業者と全体で行います。） 
報告係が，グループで話題になったことを報告し，疑問や確認したいことを授業者に聴
きます。 
  
⑥   グループ・リスニング（30分）（グループごとに行います） 
公開授業とラベルコミュニケーション，アクティブ・リスニングから気づいたことをグ
ループで出し合います。 
 
⑦   ポートフォリオへの書き込み 
各自が授業改善のヒント，子供との関係性，その他の気づきをまとめて記入します。 
 
＜ワークショップの課題＞ 
・小皿づくり（ラベルコミュニケーションのプロセスにおける類似ラベルの分類）に時間を
要した。 
・役割分担，係の仕事に徹することが難しいグループが多数あった。 
・１５分間で報告のまとめができないグループもあった。 
・アクティブ・リスニングの時間が足りず，授業者との対話を深めることができなかった。 
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授業研究として初めてのラベルコミュニケーションやアクティブ・リスニングは，「学び
あいの場」の趣旨である「授業者の思いに寄り添う」とはどういうことか，授業者の悩みを
解決につながる学びあいとはどういったものなのか，まだまだ十分な理解が難しく，手探り
状態でした。 
アクティブ・リスニングを班ごとに時間制限して行ったため，授業者が自分の捉えや疑問
等を述べたり，観察者と意見交換をしたりして深めることができませんでした。授業者から
は，「アクティブ・リスニングでたくさんの意見が出て，いっぱい，いっぱいになった。」
との感想が聞かれました。 
 
【第３段階】 授業者の思いを焦点化 
第３回：7/1， 第４回：7/12     
 
第２段階を踏まえ，ラベルコミュニケーション，アクティブ・リスニングの論点を焦点化
するために以下のことを確認して実践することにしました。 
 
＜ワークショップの確認事項＞ 
・ブリーフィングシートや授業リフレクションでは授業者が知りたいことを中心に論じる。 
・ワークショップ開始時にラベルコミュニケーション，アクティブ・リスニングのキーワ 
－ドを視覚化する。 
・アクティブ・リスニングでは授業者の思いに寄り添って質問する。 
 
さらに，授業における子供の姿が詳細に書かれたラベルに基づいて対話を深めることが，
授業者自身の気づきを促すと考え，ラベルの書き方やラベルの枚数，ワークショップの時間
配分等の改善を重ね，以下の点について変更することにしました。 
 
＜ワークショップの変更点＞ 
・１グループの人数を４～５名に減らした。 
・ラベルコミュニケーション，アクティブ・リスニングの時間を１０分間ずつ増やしグル
ープ・リスニングの時間を２０分間減らした。 
・アクティブ・リスニングの座席配置を（図６）のように変更した。 
 
 
アクティブ・リスニングにおいて，プロンプタは授業者の隣りに座り，授業者の悩みの解
決につながる授業者と観察者のやり取りが深められるようアシストすることを目指しました。 
ワークショップ後の振り返りで，プロンプタがこの役割を担うためには，対象児童の実態や
当日までの変遷など授業の背景を理解していることが重要であることが見えてきました。ま
た，ラベルコミュニケーションの論点を授業者の悩みに方向づけ，深めるには，ブリーフィ
ングシートやリフレクションの在り方がポイントとなることが分かってきました。公開授業
当日までの授業者の試行錯誤や授業の経緯，背景を端的に伝えておくことで，授業を観察す
る際やラベルコミュニケーションやアクティブ・リスニングにおいて対話をする際に，授業 
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者の思いを汲み取りながら，
授業者の立場に立って悩みの
解決策を探ることができるよ
うになると考えられます。 
そこでワークショップ開始
時に，プロンプタが授業者の
思いを焦点化したキーワード
を板書して視覚化し，ラベル
コミュニケーション，アクテ
ィブ・リスニングの論点を焦
点化することとしました。さ
らに，時間配分や各活動のポイントについても板書して確認してもらいました。特に，限ら
れた時間以内で話し合いを深められるように観察者がラベルコミュニケーションに向けて書
くラベルの枚数を一人２枚と減らし，「図解」づくりにおいても「中皿づくり（ラベルコミ
ュニケーションのプロセスにおける類似小皿の分類）」を省略しました。そして，大切なこ
とは「図解」を完成させることではなく，「図解」を作成するプロセスにおいて同僚観察者
がラベルに書いた子供の姿を基にした対話を通じて，自分にはなかった視点やものの見方に
気づくことであることを教員に呼び掛けました。 
その結果，徐々に具体的な子供の姿を基に教師の働きかけや子供の見方についての意見交
換が深まるようになりました。 
授業者からは以下のような手応えや不全感が聞かれました。 
 
＜授業者の感想＞ 
（手応え） 
・アクティブ・リスニングにおいて自分なりに改善の方向性をつかむことができた。 
・ワークショップ後に「図解」をよく見て振り返ると，観察者にもっと聴いてみたいこと
が出てきた。 
・児童との関わり方，言葉掛けの仕方に関する気づきがあった。 
・アクティブ・リスニングにおいて観察者とやり取りする中で，改めて自分がねらいたか
ったことや困っていたことに気づいたり，整理したりすることができた。 
 （不全感） 
・色々な先生の意見が聞け，気づきや学びがあるが，実践に活かそうとするとき全て自分
にかかっているようで，少々プレッシャーを感じる。 
・具体的な改善策を見出すまでには試行錯誤が必要である。 
  
＜ワークショップの課題＞ 
・「学びあいの場」の意義や目的について確認し，これまで本校で行ってきた授業研究と
現在目指している授業研究のねらいの違いについて共通理解を図る必要がある。 
・アクティブ・リスニングのやり取りにおいて授業者が真の自分の悩みや困り感に気づい
た場合，そこから授業改善に向けた話し合いを深める時間が足りず，観察者にとっては
自分が抱いた疑問や違和感を声にし，授業者とやり取りする時間がなくなり不全感が残
った。 
報告者Ａ 報告者Ｂ
授業者 プロンプタ
（図 ６）アクティブ・リスニング場面座席配置図 
観察者 観察者
観察者
観察者
観察者
観察者
観察者
観察者
観察者
観察者
観察者
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【第４段階】  授業者の問題意識の明確化 
第５回：９/28， 第６回：10/31， 第 7回 11/30 
 
第３段階の課題を受けて，授業者の思いや悩みを観察者に伝えるためのブリーフィングシ
ートの重要性を再確認することができました。また，授業者と観察者がやり取りし，互いの
思いや疑問を聴きあうことが大切であり，そのためのアクティブ・リスニングの時間を十分
取ることが必要であることが分かってきました。そこで，以下の点を変更して第４段階に取
り組みました。 
 
＜変更点＞ 
  （ブリーフィングシートの確認，改善） 
・公開授業前に授業者のブリーフィングシートを基に，授業者が教頭，プロンプタと自分の
子供の捉えや授業のねらい，悩みについて話し合う機会を設ける。 
（意図） 
・授業者自身が他者（教頭，プロンプタ）との対話を通して，自分でも気づいていなかった
自分が真に子供にねらいたいと思っていることや困っていることに気づき，整理する。 
・授業者の思いや困り感が，授業を観ていない同僚や，子供の実態を知らない同僚に伝わる
ようにブリーフィングシートに書き表されているかどうかを確認し，ブリーフィングシー
トの改善を図る。 
・授業者の思いや悩みをプロンプタが理解することで，授業者の悩みの解決につながる有効
なアクティブ・リスニングを目指す。 
（ワークショップの方法） 
・アクティブ・リスニングの時間を２５分間から３０分間に延長する。 
・キーワードを確認する時間を５分間設定する（ラベルコミュニケーション，アクティブ・
リスニングの論点焦点化）。 
・ラベルコミュニケーションは１グループ
３～４人で行う。 
・ラベルは一人２枚書く。 
・中皿づくりを省略する。 
 
 
＜成果＞ 
・小皿づくりがスムーズになり，ラベルコミュニケーションの所要時間を短縮できた。 
・ プロンプタが授業者の思いを理解して論点を整理したり，授業者の意見を拾ったりしやす
くなり，アクティブ・リスニングにおける授業者と観察者の対話を深めることができるよ
うになった。 
・アクティブ・リスニング後のグループ・リスニングにおける観察者の振り返りでは，各自
の学びを言語化する中で，ラベルコミュニケーションのときよりも活発に意見交換し，楽
しそうに共感，共有する姿が見られるようになった。 
※ラベルコミュニケーションを
１０分間短縮する。
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（授業者のアンケートより） 
・ 他学部，異年齢の人の話を聴くのはとても新鮮だった。自分とは違う視点で提案されるこ
とは，自分の新たな視点となり考え方が広がり，より深まった考え方ができるようになる
と思った。 
・ 自分の悩みに対して，みなさんが真剣に考えてくださり，自分が避けていたことを指摘し
てくださったことで，やっぱりやらなくては！と勇気がもてた。 
・ 授業者自身が同僚（観察者）に対して心を開くことが大切だと思った。 
・ 完成した素晴らしい授業より，意図が明確な授業，子供を大切にした授業を提案すればよ
いと思った。 
・ これまでは少ない支援で子供たちに考えてほしいと思って授業づくりをしていたが，考え
させるための支援をこちらがもっと考えなければいけなかったと学んだ。 
・ 当日の授業だけでなく，それまでの時間の中で，もっと考えるポイントやヒントを示して
準備，運営を子供ができたらよかった。 
 
以上のように，「学びあいの場」による学び（成果）や前向きな姿勢，具体的な改善策の
発見などが見られるようになりました。 
 
＜課題＞ 
（授業者のアンケートより） 
・先生方からの質問やラベルなどから，「協同学習」の捉えが個々で違うように感じた。 
・これまでの研究に基づいた「協同学習」について，もっと分かりやすく説明する必要があ
ると感じている。 
・観察者は授業の一場面を捉えて質問や意見を述べているが，授業者は生徒の実態を踏まえ
て話をするので（アクティブ・リスニングで）“ずれ”や“差”を感じている。 
・生徒が自分で考えて動ける授業をいろいろ見られたらいいと思う。 
・これまでの研究について共通理解する場があればよい。 
・個人でやっていると，何に向かって授業づくりをしていくのか分からなくなる。 
 
以上のような課題も見られ，再度，「学びあいの場」の趣旨を伝え，確認し続けていくこ
と，併せてこれまでの本校の取組との違いを整理して伝えることと，これまでの取組の成果
である授業方法についても研修する機会も設け，継承していく必要があることを実感しまし
た。 
「学びあいの場」は，これまでとは異なる新たな取組であり，プロジェクトを推進するワ
ーキンググループもやってみては改善を図るといった手探り状態でした。毎回時間配分やラ
ベルコミュニケーション，アクティブ・リスニングのやり方等に変更点があったため，これ
でいいのだろうかと不安に思ったり，なかなか意義を見出せず参加の在り方に戸惑ったりす
る職員もいました。 
そこで，１０月から全ての教師が集まる職員会議の後に「ワーキンググループより」とい
う時間を設け，「学びあいの場」の趣旨を確認したり，ワークショップの進め方やラベルの
書き方等の変更点等についての情報を共有したりする機会としました。「今は，これでいい
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んだ」と全ての職員が目的や取組について共通理解し，安心して，主体的に「学びあいの場」
に参加できるようにしていくことを目指しました。 
 
【第５段階】 子供の姿を事実で書く 
８回：12/9，第９回：12/12，第 10回：1/25，第 11回：2/1 
 
少しずつ「学びあいの場」の趣旨について理解が浸透し，前向きに参加する中，難しいも
のが「ラベルの書き方」でした。ラベルは，「観察者の解釈を入れず，観たままの事実，子
供の姿で書く」ことを共通理解して取り組みました。例えば，算数の授業で，同じ数に分け
る場面を観察したラベルコミュニケーションにおいて，「先生が○○は全部で何個ありまし
たかと質問したとき，A君は間違えて答えた。」と書いたラベルがありました。これは一見，
子供の姿で書かれているように見受けられます。しかし，「間違えて」という部分が観察者
の“解釈”になっているのです。“ありのままの事実”は，「四つですと答えた」となりま
す。「四つです。」というのは，質問の答えとしては確かに間違えだったのですが，そこに
は観察者の“解釈”が入っており，“事実を書く”とは「四つです。」と子供の言葉をその
ままラベルに書くことです。何故，このように一字一句を“ありのままの事実”で書くこと
が重要かと言いますと，その事実こそが授業者の悩みの解決策を探る糸口になるからです。
つまり，Ａ君がどうして質問に間違えて答えたのか，その原因を探る手掛かりとなるのは，
“どのように間違えたのか”ということを分析することから始まると考えられます。この  
“分析”をするためには，「四つですと答えた」という“ありのままの事実”が重要な手掛
かりとなります。四つと答えたということは，Ａ君は，自分が取り組んだ「○人で分けると，
一人何個ずつ配ることができますか。」という“問題の答え”を答えたのではないかと推測
することができます。そうすると，“教師の質問の意味が分からなかったのだろうか”“教
師の質問をよく聞いていなかったのかもしれない”などと間違えた要因を推測することがで
きます。そこから教師はＡ君の言葉の理解や捉えの実態に気づくことになり，発問の仕方を
見直し，Ａ君に分かりやすく視覚的に提示するように改善したり，よく聞くように注意を喚
起したりするように心掛けたりできるようになることが期待できます。 
こういった“ありのままの事実”に基づいたラベルコミュニケーションを実現するために
は，授業における子供の姿を詳細にメモに取っておく必要があります。しかし，４５～５０
分間の授業の一部始終を詳細にメモに取ることは至難の業と言えます。そこでブリーフィン
グシートに授業者の思いや悩んでいることを焦点化して示しておくことが重要となります。
観察者があらかじめブリーフィングシートを読んで授業者の思いや悩みを理解しておくこと
で，その悩みの要因となっているのではないかと思う場面や関わりについて特に詳細に観察
し，メモに記録しておくことができるようになることが期待できるからです。そこで，授業
を公開する前に観察者に読んでもらうブリーフィングシートの書き方が重要となります。授
業者が子供の実態をどのように捉え，何をねらい，どんな力を育てたいと思っているのか，
その実現のためにどんな工夫をしているのか，そして何を悩んでいるのかといったことを焦
点化して書き表されていることで，観察者はその視点で子供の言動や教師の関わり，子供同
士の関わり等を詳細に観察し，メモに書き留めておくことができるのです。 
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しかし多くの教師は，今年度からの「学びあいの場」において，自分が授業を公開する際
に初めてブリーフィングシートを書きましたので，なかなか上述したようなことが書けてい
ませんでした。 
そこで授業者は，ブリーフィングシートを観察者に配布する前に，教頭，プロンプタとブ
リーフィングシートを基に授業の打合せを行うようにしました。教頭，プロンプタがブリー
フィングシートを読んで分からない点を授業者に質問しながら，授業者の思いや悩みを整理
したり，ブリーフィングシートに書き表す内容や書き表し方などについて確認したりしまし
た。この対話を通して，授業者自身が自分の思いや悩みに改めて気づいたということもあり
ました。 
さらに，アクティブ・リスニングにおいても各グループの報告係は，グループで話し合っ
た「聴いてみたいこと」を質問するようにすることや，ラベルコミュニケーションで作成す
る『図解』のタイトルも「こうしたらよい」というアドバイスのようなものではなく，ラベ
ルに書いた事実に関する質問の形にするとなどを共通理解しました。 
 
＜成果＞ 
・目的を明確にしながら，具体的な例を提示して確認や共通理解を積み重ねることで，「学
びあいの場」の趣旨が少しずつ理解されてきた 
・ラベルコミュニケーションの中で，「アドバイスをするのではなく，授業者自身の気づき
を促すように質問するんだよね。」「何て聴けばいいかな，難しいね。」などのやり取り
が聞かれるようになってきた。 
・グループ・リスニングでは，「改めて○○が大切だと思った。」「自分も○○に気をつけ
るようにしようと思った。」などの再発見，再確認したことを前向きに語り合う観察者の
姿が多く見られるようになってきた。 
・アクティブ・リスニング後の授業者とプロンプタとの振り返りにおいても「勉強になった。
今度，○○をやってみようと思う。」「確かに○○だと思った。」「Ａ児がそんな様子だ
とは気づいていなかった。今度からもっと視覚的な手掛かりを用意しようと思う。」など
の改善策や目指す方向性を具体的に語る授業者の姿が増えてきた。 
 
 
＜課題＞ 
・「こうしたらよい，という方向性は分かったが，子供の実態からどうやって取り組めばよ
いか具体的な方法が分からない」という声が聞かれた。 
 
ワーキンググループでは，「学びあいの場」での気づきを基に，授業者が具体的な改善策
を見出すことができるようになるために，どのような学びの場や研修の機会を設定していけ
ばよいか，今後の課題として捉えています。多忙な日々の業務の中においても，普段から同
僚同士が気軽に悩みを共有し，学びあい高め合うような教員育成コミュニティを確立するこ
とを目指し，富附特支型研修モデル「学びあいの場」の在り方を追究していきたいと思いま
す。 
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３ 授業者の主体性を尊重した授業リフレクション 
 
「学びあいの場」はよい授業になるための手立てを考えることが目的ではありません。授業
者の思いや悩みに寄り添って授業を観察し，子供の姿で語り，違和感を抱いたことを聴きあう
ことにより，教師の子供を観る力を高めることが目的です。授業者は聞かれたことにより授業
を振り返りながら語っていく中で，一つでも二つでも気づきや発見があれば，結果的に授業の
改善につながるのです。これらを効果的に行うためには，授業を観察する同僚に，授業を観る
観点を示すことが重要になってくるのです。すなわち，それは授業者が，自分の授業のどこを
観て欲しいのかを明確にすることであり，授業者の悩みや思いをできるだけ明確にするという
ことにつながります。それを表現するのは指導案ではなくＡ４一枚程度のブリーフィングシー
トにしたのです。 
Ａ４一枚に授業への思いと悩みを書き表すのは至難の業です。1 時間の授業はそれ以前とそ
れ以後の流れの中にありますが，そのどこから書き始めるのかは人によって違います。目標や
願いと実態の関係をどのように書き表すかによって，読む者への伝わり方が違ってきます。従
来の学習指導案は型どおりに順に書けばよかったのですが，教師が抱えている悩みの部分を表
すことはできません。指導案は単元や授業を組み立てる際にはガイダンス的な役割があると思
われますので，普段から略案程度のものを書いておくことは必要でしょう。しかし，ブリーフ
ィングシートでは思いや悩みを表すことが求められているのです。自分は何を悩んでいるのだ
ろうか。自分はこの授業で何をしたいのだろうか。これが漠然としているとなかなか書けない
のです。これは一人ではなかなか整理できず，誰かに聞いてもらうことが必要になってきます。
チームティーチングの場合，話し合う相手はいるのですが，この場合，徹底して聴くことが必
要なので授業者以外の者が聴くことによって，授業者の真の悩みにたどり着くと考えられます。
 授業の前に，これだけ深く考える機会をもつことができれば，具体的な思いや悩みを伝える
ことができ，授業の後の振り返りも主体的に行うことができると思います。ここからは，同僚
の力の見せ所です。授業を観て授業者が観て欲しいと思う場面の子供の姿をとにかく細かく観
る。その中には授業者が気がついていない事実もあるでしょう。その事実について「なぜ，彼
は～したのだろうか。」と，観察者で分析しあうことで，子供の実態が深く捉えられる機会と
なります。そこに悩みの糸口があるかもしれないのです。観察者が思いついた支援策を言うこ
とは簡単です。しかし，それはあくまで観察者が観察者の見方によって出てきた支援策です。
その見方は「きっと～に違いない」と決めつけた見方かもしれません。だから，自分の考えを
言う前に授業者に聴くということが必要なのです。これは聴く方にとっても，聴かれる方にと
っても，学びあう第一歩として重要な行動と言えるのです。
しかし，この「聴く」がなかなか難しく，プロンプタの役割が期待される場面でもあります。
 
４ 来年度の目指す姿 
 
（１）アンケートによる働きかけ 
全体研修会で「学びあいの場」の意義を説明したときから，毎回アンケートを実施してきま
した。最初は分からないことや質問したいことの割合が高かったのです。しかし，多くはあり
ませんが，感じたことや学び取ったことも記入している教員もいます。それは，何か学び取ら
なくてはという義務感から書いているようにも感じられました。
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しかし，全体説明会を重ね，「学びあいの場」を重ねていく中で，実感を伴う学びがあった
ことを記入する教師が少しずつ増えてきています。プロジェクトではアンケートによって参加
者の状況を解釈し，働きかけのヒントを得てきました。それと同時に，記入した教師自身がア
ンケートに書いたことをたどってみると，自分自身の変容を観ることができるのです。これは
ポートフォリオに蓄積すべきものです。今後は「学びあいの場」に参加した教師それぞれの振
り返りとして活用できるアンケートにしていきたいと思います。振り返る観点をアンケートに
示していけるとよいのではないかと考えています。
（２）専門性を高める研修と両輪で 
来年度は年間８回の「学びあいの場」を予定しています。子供の姿を事実で語ることや，聴
きあうということを充実させていくことは最も重要な課題です。さらに，「学びあいの場」は
１ヶ月ほどの間隔を空けながら実施するので，このインターバルでの取組が大切になってくる
と考えています。 
現在，「学びあいの場」でいろいろと感じた授業者が，その後，周りの教師に自分の考えを
聴いてもらったり，疑問に思ったことを尋ねてみたりする姿が見られています。それが，授業
直後の場合もあれば，少し経ってから，あるいは次の単元に入ってからという場合もあります。
まさに日常的な学びあいの姿です。こういった気軽に聴きあえる環境をつくっていくための働
きかけが必要だと考えています。そして，その際には誰もがプロンプタの役割を果たし，お互
いに寄り添った聴きあいができると，主体的な学びとなり，自分らしい授業づくりにつながっ
ていくと思うのです。 
そして今後は，「学びあいの場」と両輪の関係で進めていく専門性を高めていくための知識
を得る機会を確保していくことも図っていきたいと思っています。本校がこれまでの実践で積
み重ねてきたチャレンジタイムの目的やその内容，「働く」「暮らす」「遊ぶ」の三つの観点
を中心に据えた個別の教育支援計画の考え方，そのほか，指導法や障害の特性に関する知識な
どを，研修として計画的に学ぶ機会を設定したり，日常的に先輩教師が後輩教師に機会を捉え
て伝えたりしていく予定です。そこにおいても，教師は聴き役になったり，伝え役になったり，
状況に応じてスイッチの切り替えをしながら関わることが重要になってくると思います。 
校内のあちこちで，教師が授業での事実を基に子供の姿で語り合い，学びあう雰囲気をつく
っていけるとよいのではないでしょうか。そうすることが，子供たちにも反映し，さらには子
供たち同士の学びの質にも影響していくと思うのです。 
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第２項 校務合理化による多忙解消 
 
 
 副校長 野原 秀年  
 
本校では，平成２７年度から同僚性を基盤とし，授業研究を中核に据えた学校経営を実現す 
るために，学校改革に取り組み始めました。学校改革は３か年計画で，２年目を終えようとし
ています。 
今年度，大きな変化が二つありました。 
一つは，本学人間発達科学部に教職大学院が設置されたことに伴い，その研究協力校となっ
たことです。 
もう一つは，「学びあいの場」と称した教員研修の取組を始めたことです。各教員の実践を年
間に少なくとも１回，同僚に公開することを義務付け，授業後には教職大学院生も交えて授業
者の気づきを促す授業リフレクションを実施します。（公開授業日は年間１０回を設定，１回に
２～３授業実施）これは「学び合い，高め合う教員育成コミュニティの構築」を目指したもの
です。本校は，「授業研究を核とした学校運営」に本腰を入れて取り組み始めました。 
教員が日常的に「授業研究」を進めるためには，そのための時間を捻出し，確保しなければ
なりません。しかし，現状では，時間を捻出しても，その時間を埋めるようにして，次から次
へと仕事が舞い込んできます。そこで， 
 
「授業研究を核とした学校運営」を行うためには，校務合理化が必須となる 
 
と考えました。 
この報告書には，この２年間学校改革として，「学びあいの場」の推進と併せて「校務合理化 
による多忙解消」として取り組んだ内容をまとめました。 
 
 
１ 定時退勤日の設定 ～超過勤務の削減～ 
   
学校改革は，次年度を含め３か年で終了する予定です。なぜ，３か年という長期に渡る時
間が必要だったのか，それは学校改革を進めるに当たり，教員の超過勤務の問題が大きく横
たわっていたからです。 
  本校の教員に超過勤務が多い理由は，次のとおりです。 
 
〇他の県立特別支援学校に比べて教員数が少ないにもかかわらず，他校と同じ量の業務
をこなさなければならない。そのため，一人一人の業務分担量が多くなり，時間が必
要となる。 
〇大学附属校として，研究並びに教員養成を使命としている。研究に関しては，研究授
業について何度も授業改善を行ったり，外部に発信するための研究紀要原稿を作成し
たりする必要がある。教員養成に関しては，３週間の教育実習とそれに向けた事前指
導，のべ約２４０名の介護等体験の受け入れなど，ほぼ年間を通して学生の指導に当
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たらなければならない。 
 
児童生徒や学生のために時間を惜しまず働こうとすれば，どれだけ時間があっても足りな
い状態になります。 
  このような学校風土の中で，超過勤務を削減するにはどうすればよいのでしょうか。 
 
        日々の業務に，定時退勤という「デッドライン」を設ける 
 
 ことが有効と考えました。 
  業務削減を行った末に定時退勤日を設けるのではなく，定時退勤日を設けるからこそ業務
削減が図れると考えたからです。 
  本校の定時退勤日には，教員は１９時までに退校しなければなりません。平成２７年の前
期までは週１回，水曜日の設定でした。同年度の後期からは，週１回を２回に増やし，火・
木曜日としました。定時退勤日が隔日でやってくることになるため，先生方は自分のペース
で業務を進められなくなり，満足するまで業務をこなすことができないストレスを強く感じ
たことと思います。また，限られた時間の中で業務をこなさねばならなくなったことで，一
部の教員に休日出勤が増えましたが，誰に業務が集中しているのかが顕在化する結果になり
ました。 
次の平成２８年度は，定時退勤日を週３日に増やしました。隔日の定時退勤日のサイクル
は変わりませんが，自分のペースで仕事ができる日は週に２日間しかなく，１週間の中では
定時退勤日の方が多くなりました。教員にとっては，更に締め付けられたり，追い立てられ
たりしている感覚が強くなったと思います。 
しかし，次のような結果に結びつきました。 
 
超過勤務が，定時退勤日が週１回の月に比べ，月平均１５時間前後抑えられて推移 
するようになった（※長期休業や休日の多い月以外） 
 
定時退勤日が増えたことで超過勤務が物理的に抑制された効果もありますが，例年の業務
量をより少ない時間でこなしたのですから，教員の工夫や努力により，業務スピードが向上
した面があると考えています。一方，教員のサラリーマン化に拍車をかけるのではないか，
超過勤務時間の月平均が減ることよりも一人一人の勤務状況の改善が重要なのではないかと
心配する声も聞かれています。 
超過勤務の問題そのものについて，ここでは論じませんが，教師自身が心身共に健康であ
り，一般的な家庭生活や地域生活の時間を得ながら，人間として豊かに生きるということが 
 教育の質を支える大きな土台になると考えます。 
  これまでの教員の働き方が当たり前という思い込みや，忙しいのは仕方がないという諦
め，より多くの時間を働くほど熱心な教員であるいう誤解など，教員の労働時間に関して私
たち自身の意識の中にあるものについて，自覚的になり，臨んでいくことが必要であると思
います。 
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２ 児童生徒の下校時刻の変更 ～研修時間の確保～ 
   
本校にはスクールバスがないため，路線バスのダイヤに準じて，他校に比べ登校時刻が早
く，下校時刻が遅く設定されていました。そのため，授業以外の時間が存在し，児童生徒を
学校で長時間預かっている状況でした。そのことがまた，教員が業務をこなすための時間を
少なくする原因にもなっていたのです。そのような中，大学の教職大学院の協力校にもなり
ましたので，研修時間を確保する必要も生じ，どうしても校時表を変更しなければならなく
なりました。 
  今年度から始めた「学びあいの場」（取組の詳細は，第１項を参照）は，本校の教員の専門
性を高める重要な研修であると同時に，教職大学院生の演習の場になっています。そのため，
教職大学院の研究協力校としての役割を果たすためには，「学びあいの場」に十分な時間を取
らねばなりません。なおかつ，先生方の勤務終了時刻の１７時５分までに終わるようにする
ためには，放課後のできるだけ早い時刻から研修を開始する必要がありました。 
そこで，日々の児童生徒への指導時間を確保しながら，登校から１限開始までの時間や６
限終了後の帰りの会の時間を削減することで時間のやりくりができないか考えたところ，下
校時刻は小学部で１０分，中・高等部で３０分それぞれ繰り上げることが可能だと分かりま
した。児童生徒の下校後には先生方の休憩時間（３０分）を設定する必要がありますが，そ
れを除けば，１７時５分の勤務終了時刻までに９０分の研修時間が確保できることになりま
した。（同時に「学びあいの場」は，ラベルコミュニケーションを取り入れ，９０分という時
間に合わせた本校独自なものとして設計することにしました。） 
その後，下校時刻の変更に向けて行ったことを列記します。 
 
〇平成２７年度末の授業参観の折りに，保護者に体育館に集まってもらい，管理職（副
校長）から登下校時刻の変更について，理由を含めプレゼンテーションを行った。 
〇自立通学の生徒は，春休み中に行われるバスのダイヤ改正を踏まえ，各家庭で新しい
時刻表を確認の上，必要があれば事前に練習してもらうよう保護者案内を配布した。 
〇デイサービス機関にも登下校時刻変更の案内を配布した。 
 
実際には，下校時刻よりも少し早く学校を出なければ予定のバスに乗れない，利用するデ 
イサービスの送迎車が，巡回の都合で下校時刻ちょうどに迎えにくることが難しいなどのケ
ースがありましたが，柔軟な対応をするこ
とで，大きな混乱もなく進めることができ
ました。 
しかし，登校から１限開始までの時間や
６限終了後の帰りの会の時間が削減された
ことで，以前に比べて学校生活にゆとりが
無くなったり，本校独自の取組である「チャ
レンジタイム」を行うことが（登校から１限
開始までの時間を含めて実施）が難しくなっ
たりするなどの課題も出てきています。削減
した時間帯には，校内の清掃に取り組む児童生徒も多かったため，校内の清掃が行き届かな
くなったことも挙げられています。また，帰宅時刻が早まったことで，デイサービス等を利
図１ 登下校時刻の変更 
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用していない児童生徒については，帰宅後の余暇の過ごし方も課題となっています。 
 
 
３ 業務量の削減による時間確保  
 
（１）会議の効率化 
    本校は研究校であり，研究が優先されることから，全体研究会や学部研究会を大切に
していました。その他の会議については勤務時間を過ぎてから開始することも珍しくあ
りませんでした。 
    そこで，定時退勤と同様，会議の実施についても次のように考えました。 
 
会議にも「デッドライン」を設ける 
 
会議も児童生徒下校後の１５時３０分から１７時までの時間帯に行うようにしました。 
特別な理由が無い限り，１７時以降の会議開催は認められません。勤務時間内に会議を
終了させなければならないことは，勤務時間が設定されているからには当然のことです。 
平成２７年度は，長引く会議が多いことに対して，「人間の生理的な面を考えてみても
６０分以内に終了することが適切である」ことを呼び掛けました。平成２８年度はさら
に，会議の時間帯の制限が加わったことで，どんなに長引いても９０分で終了するよう
にしなければならなくなりました。それに伴い，「事前に資料を配付して読み込んできて
もらう」，「会議の進行は司会者に責任があり，ファシリテートする力量が重要である」
など会議に対する教員の意識が高まる様子が見られました。 
 
（２）学部研究会の廃止 
    平成２６年度末から，校長の決断で，学校課題研究として学校全体で取り組む研究体
制が一旦ストップになりました。「キャリア発達」をキーワードとする研究主題が設定さ
れたことにより，その意味の捉え方に教員個々の教育観が反映されるため，教員全員で
合意しながら研究を進めることが難しくなったことが大きな理由です。そして，平成  
２７年度は，研究は学部主事の責任の下，各学部で進められる形になりました。その際
には，月に行う学部研究会の回数を制限し，１７時までに終了することとしました。さ
らに，今年度からは，「学び合い，高め合う教員育成コミュニティの構築」を目指した「学
びあいの場」が本格的に稼働し， 
 
研究は個人研究となり，学部研究会として費やしてきた時間を他のことに使う 
 
ことができるようになりました。 
しかし，これまで学校課題を設定し，共通のテーマの中で教員同士が切磋琢磨してき
たことに意義を感じている教員が多いのも事実です。そのような教員の考えにも配慮し
ながら「学びあいの場」を進めるようにしました。回数を重ねる毎に，「学びあいの場」
の意義も少しずつ理解されてきています。 
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（３）分掌部会の削減 
    特別支援学校は，他校種と違い，授業もチームティチーング，校務も分掌部会という
チームで進める特性があります。そのために，打ち合わせや会議が必要となり，教員を
拘束する時間が多くなります。チームで進めることにはもちろん利点がありますが，あ
る特定の人に責任が集中したり，あるいは逆に責任の所在が曖昧になったりする傾向が
あります。そこで， 
 
担当者に任せ，「ドライな意思決定」や「責任の所在の明確化」を可能にする 
 
ようにしたいと考えました。 
 分掌部というチーム全体で業務の責任を負うという意識があると，どうしてもメンバ
ー間での相談や意見のやり取りが生じます。結果的に実施の決定までのプロセスが複雑
になり，業務の責任者が分担されていることのメリットが生かされていないと言えます。
このことはまた，立案や実行に関しての責任の所在が曖昧になることにもつながります。
「ドライな意思決定」とは，各業務の担当者が（必要に応じて分掌主任に相談しながら）
自分の責任や裁量権において立案・実行を担っていくことであり，実施の決定までのプ
ロセスがシンプルになることで業務削減につながっていくと考えます。 
このような考え方を反映させると，分掌部会は，どのような在り方になるでしょうか。
特別支援学校においては，分掌部会で協議・連絡しながら業務を進めますが，小学校で
は，分掌部会のない学校が多いと聞きます。また，県内において，本校と同規模の特別
支援学校にも分掌部会がないことから，本校でも廃止できるのではないかと考えます。
冒頭に述べたように，「授業研究を中核とした学校経営」を実現するためには，どうして
も校務を削減・効率化する必要があります。たった月に１度の分掌部会を廃止するだけ
ですが，意思決定がシンプルになり，各担当者は業務を進めやすくなります。また，分
掌に関わらず，全校的な視野で各教員への業務の割り振りができるというメリットも見
込めます。今年度後期から，特定の分掌組織において，分掌部会を行わずに業務を進め
ることを試行しました。その成果と課題を基に，来年度からは全分掌部会に広げる計画
です。 
そのためには，どうしても新たなグループウェアの活用が必要となります。フェイス・
トゥー・フェイスで会議をしない代わりに，アンケートを取ったり，意見を集約したり
するための方法が必要だからです（詳細は第３項を参照）。新たに導入したグループウェ
アは，県立の特別支援学校に導入されているのと同じものです。なぜならば，本校の教
員は県との交流人事で異動してきているので，同一の環境で取り組むことが県に戻った
時のことを考えると望ましいことと，同じグループウェアを使って少しでもパイロット
的に取り組み，発信することが附属校の役割と考えるからです。 
 
（４）学部会における個別の教育支援計画，個別の指導計画に関する検討の効率化 
    「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」については，平成１７～１９年度に学
校課題研究として取り組んでおり，作成や評価の方法について取り決めた内容を現在ま
で引き継いでいます。適切な目標や評価は指導上重要であり，全教員が連携して児童生
徒の指導に当たるためにも，検討作業を通じて共通理解を図っていくことは大切です。 
    しかし，目標や評価の検討のために，会議を連日行うとなれば，教員の負担が大きい
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と言わざるを得ません。 
研究成果として引き継がれている内容を大切にしつつも，長年の継続で形骸化してい
る部分がないか，より効率的に進める方法はないか考え直す必要があると思われます。 
教員が個人で個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成に関して，どのような取
り組みをしているのか調べてみると，作業が効率的になるように，様々な工夫をしてい
ることが分かりました。例えば，担当している授業の全ての単元で全生徒の成績を書き
込んだ「一覧表」（図２）を作成している教員が複数いました。授業のねらいを元に「評
価文」を作り，一人一人の到達度や頑張りが見られた点を付け加え，児童生徒一人一人
に合わせて差異化して成績を付けていました。 
図２ 教員が自主的に作成していた「一覧表」例 
このような， 
 
必要に迫られて，教員の中から効率的に進めるための工夫に着目する 
 
ことが無理のない方法ではないかと考えました。 
さらに，その「一覧表」を授業ごとではなく，学部の教科等ごとに 1 枚に集約するこ
とで，学部全体の教科運営について顧みることができる資料にもなり，この蓄積が教科 
等の育ちに関するデータベースになる可能性があることも発展的に見えてきました。ま
た，児童生徒一人一人の成績の表現や内容だけに着目して，それが妥当かどうかを検討
するよりも，他の児童生徒の成績との相対化の中で行う方が効率的になる面も見えてき
ました。現在，学部会における個別の教育支援計画，個別の指導計画に関する検討は，
各担任が立てた目標が適正かどうかを全教員で検討する形から，前述のような資料
を用いて，教科担当者で目標を確認し合う形に徐々に移行してきています。 
H M L
生徒 個への手立て
３年　水野、酒井
２年　北山
３年　宮前 １年　桃井、中川
目標 目標 目標 目標
・友達を知るための質問内容を考えて質問し、聞き取った内
容をメモに取ったり、質問をよく聞いて、的確に受け答えをした
りすることができる。
・聞き手に分かりやすいように、得意なこと、好きな活動など
の話す内容の順序や話し方に気を付けて自己紹介やクラス
紹介などをすることができる。
・話す内容をいくつかの項目から選択して書き、メモを手掛か
りに、姿勢や話す内容の順序や発音や声の大きさなどに気を
付けて自己紹介やクラス紹介などをすることができる。
評価 評価 評価 評価
「自己紹介をしよう、友達を知ろう」では、友達の発表を聞き正
しくメモに取り、その内容を踏まえて更に友達の知りたい事柄
について考え「私は～ですが、〇〇さんはどうですか？」など
自分の事や思いも伝えながらの質問をすることができた。
「自己紹介をしよう、友達を知ろう」では、最初に何の発表をす
るかを伝えたり、「初めに」「次に」など順序を表す言葉を用い
たりして、好きな食べ物や本などやクラスで行っているゲーム
などについて発表することができた。友達の発表を聞き項目
ごとにメモに取ることができた。
「自己紹介をしよう、友達を知ろう」では、発表したい事柄を選
択して書いたメモを手掛かりに、「初めに」「次に」など順序を
表す言葉を用いて、自分の好きな食べ物や授業などについて
声の大きさや話す速さに気を付けて発表することができた。
生徒 ３年　水野、酒井
目標 目標 目標 目標
・行事について、５W1Hの内容を踏まえて順序立てて書いた
り、体験した時に感じた気持や感想などを、詳しく書いたりする
ことができる。
評価：水野 評価：酒井 評価：水野 評価：酒井
「宿泊学習の思い出」では、５W1Hの情報伝達のポイントを踏
まえて、順序立てて行った活動やその時の気持ちについて詳
しく書くことができた。中学部卒業後、宿泊学習の体験を活か
し家族での旅行先としたい願いも書くことができた。
「宿泊学習の思い出」では、５W1Hの情報伝達のポイントを踏
まえ、頑張った活動や楽しかった活動について順序立てて書
くことができた。岩魚係を担当し、どのようにカッターでさばき
串に刺したかやリーダーとして頑張ったことなどを詳しく書くこ
とができた。
「宿泊学習の思い出」では、５W1Hの情報伝達のポイントを踏
まえて、順序立てて行った活動やその時の気持ちについて詳
しく書くことができた。中学部卒業後に、家族と一緒に行って
みたいという感想を書くことができた。
「宿泊学習の思い出」では、５W1Hの情報伝達のポイントを踏
まえ、頑張った活動や楽しかった活動について順序立てて書
くことができた。岩魚をカッターでさばいて串に刺した様子や
リーダーとして頑張ったことなどを詳しく書くことができた。
３年　宮前
２年　北山
１年　中川、桃井
目標 目標 目標 目標
・目的の場所までの行き方（道順）を、方向や目標物などを示
して正しく説明したり、説明を聞いて目的の場所まで行ったり
することができる。
評価 評価 評価 評価
「分かりやすく案内しよう」では、「最初に」「次に」など順序を
表す言葉や方向、目印となる教室名などを用いて、目的場所
までの行き方を分かりやすく説明することができた。案内文を
正しく読み取り、宝物がある教室までたどり着くことができた。
（北山、宮前）
「分かりやすく案内しよう」では、宝物を隠した教室までの行き
方を表した案内文を、「最初に」「次に」など順序を表す言葉や
方向、目印となる教室名などを用いて詳しく説明する（書く）こ
とができた。案内文を正しく読み取り、宝物がある教室までた
どり着くことができた。（水野）
「分かりやすく案内しよう」では、｢最初に｣｢次に｣など順序を表
す言葉や方向、目印となる教室名を手掛かりに案内文を読み
取り、校内図上に行き方を正しく線で書き込んだり、宝物があ
る教室を探し当てたりすることができた。（酒井、桃井）
「分かりやすく案内しよう」では、｢最初に｣｢次に｣など順序を表
す言葉や方向、目印となる教室名を案内文の中から探して丸
で囲み、案内文通りに校内を歩いて宝物を見付けたり、宝物
がある教室を校内地図上に正しく印を付けたりすることができ
た。（中川）
生徒 水野　北山 宮前　酒井　桃井 中川
目標　水野　北山 目標　宮前　酒井　桃井 目標　中川 目標
・新聞の記事や雑誌のコラムを読み、伝えたい内容を項目を
考えて整理して書いたり、順序立てて発表したりすることがで
きる。
・新聞の記事や雑誌のコラムを読み、伝えたい（興味をもっ
た）内容を５W1Hの言葉を手掛かりに整理して書いたり、書い
た物を手掛かりに順序立てて発表したりすることができる。
・新聞から必要な情報を読み取り、伝えたい（興味をもった）
内容を項目に応じて書いたり、書いた物を手掛かりに分かっ
たことを発表したりすることができる。
評価 評価 評価 評価
目標　水野　北山 目標　酒井　宮前　桃井 目標　中川 目標
・物語を読んで、登場人物や話の移り変わりなどのあらすじを
正しく書いたり発表したりすることができる。挿絵を手掛かりに
情景や登場人物の気持ちなどを発表したり書いたりすること
ができる。
・物語を読んで、場面ごとの挿絵を話の順番どおりに正しく並
べて話の大まかな筋を書いたり発表したりすることができる。
情景や登場人物の気持ちなどを発表したり書いたりすること
ができる。
・物語を読んで、（登場人物を書いたりく発表したり、）場面ごと
の挿絵を話の順番どおりに正しく並べて、話の大まかな筋を
書いたり発表したりすることができる。→大まかな筋に登場人
物もふくまれるのでは。
評価 評価 評価 評価
単元名
｢自己紹介をしよう、友達をしろう｣
個別の指導計画の目標・評価
単元名
｢連休の思い出作文｣
｢宿泊学習思い出作文｣
単元名
｢分かりやすく案内しよう｣
校内案内図、周辺地図などを使用し道順、目印とな
るものなどが分かりやすいようにする。
順序を表す言葉「最初に」「次に」「それから」「する
と」などを使用した文例を確認したり、言葉を手掛か
りとできるように提示しておく。
道順などを説明する際に使用される語句（まっす
ぐ、左右、所要時間）などを確認する。
ポイントとなる言葉を提示しておく。
自己紹介の内容の項目（青年月日、住所、家族、
好きな動物、食べ物、テレビ番組など）を提示し手
掛かりとできるようにする。
最初に何について発表するか伝える、発表を終え
る事を伝えるなどのポイントを確認する。
友達の自己紹介を聞く際に、項目が書かれたメモ
用紙や罫線のみのメモ用紙など生徒の実態に応じ
て使用できるように準備する。
5WIH（いつ、誰が、どこで、なにを、どうした、どのよ
うに）の内容を踏まえて書くことができるように言葉
カードを提示する。
宿泊学習の様子の写真を何枚か提示し、時系列に
並べたり、何について書きたいかを教師と一緒に話
をして振り返る場を設定する。
順序を表す接続詞（最初に、次に、それからなど）を
用いて書くことを確認する。
単元名
「昔話や物語を読もう！」
物語の内容を示す場面の挿絵を準備する。
登場人物、情景などの絵を準備する。
場面を表す挿絵や動画を見て、気持ちや言い方な
どの選択肢をいくつか準備して提示する。
単元名
「どきどき、わくわくニュースを探そう！」
前期
新聞や雑誌のコラムなどに興味をもちやすいよう
に、オリンピック関係の記事が掲載されている新聞
や雑誌を準備する。
生徒が読むことに苦手意識をもたないようにふりが
なが振ってある子供新聞を活用する。
掲載されてある記事の内容を読み取りやういように
５W１Hの項目シートに読み取った事を書き込む活
動を行う。
後期
第２章
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次年度に向けては，一覧表データのデータベース化等について検討を進めています。 
 
（５）校務のフラット化 
    一体，各学部･分掌において，年間にどのような仕事が存在するのでしょうか。また，
それをどのようなボリュームで先生方は分担し合っているのでしょうか。ある教員は早
く帰宅し，業務が集中した一部の教員は，夜遅くまで勤め続けなければならないという
状況は望ましくありません。    
 
業務のフラット化を進めるためには，「見える化」により業務内容や業務量を把握する 
  る必要がある。 
 
    平成２７年度末には，各分掌主任に
「業務一覧」を作成してもらいました。
どんな業務があるのか，誰がどのくらい
の分量をどの時期に担当しているのか
を図式化してもらいました（図３）。ま
た，学部内の業務についても，できるだ
け同様に整理してもらいました。特に，
高等部は他学部に比べ，進路という大き
な業務を抱えている上に，生徒会執行部
を始め，各種行事等を生徒主体で運営す
ることが多く，その指導等の業務が集ま
りがちです。正教員を多く配置するなど
の工夫はしていますが，分掌主任が高等
部に集中しやすいこともあるため，業務
のフラット化においては，同じ分掌部員
間の業務量のバランスだけではなく，年
間を通じた業務のバランス及び学部間
のバランスに配慮した調整が必要であ
ると考えています。 
例えば，昨年度からフラット化を着実に進めている地域生活支援部という分掌では，
年度初めの起案スピードが驚くほどアップしました。これまで分掌主任が行わなければ
ならないとされていた業務を他の部員に任せることが効を奏したようです。そのため，
地域生活支援部においては，起案文書の責任者として様々な教員の名前が見られます。
それは，若手育成にもつながることだと気付かされました。 
また，業務を進めるに当たって，見通しがもてないために，取りかかりが遅れ，業務
が停滞することは時間の無駄を生みます。 
そのため， 
 
いつ始め，どのような手続きで行い，いつまでに終われば良いかを明確にした 
「業務引継表」（図４）を充実させる 
 
１５会計 １２進路相談 1４理解推進 進路指導主事 小学部 中学部 高等部
③事業所会報 職業相談 会計 物品管理 物品管理
④事業所から 委託作業 会報
 の販売・委託 販売
4 ・事業所依頼 ①●年間行事一覧 ●実施計画 ●実施計画 ・アフター報告 ●担当者報告 ①年間行事一覧 アフター報告 ②進路講演会
●保護者案内 ・決定保護者連絡 ●保護者案内 ●保護者案内 ●実施計画 ●進路研修会申し込み ①●進路だより 進路だより1 ③就業体験説明会 ①高２事業所見学
許可証、通勤届 ●依頼状、礼状 ●予算報告 ●依頼状、礼状 ●依頼状、礼状 ●保護者案内 担当者報告 会計予算
・依頼状送付 ②●進路希望調査 ① 高 ２事 業 所 見 学 ・参加者集約、掲示 ・参加者名簿 ●進路研修会申し込み ②進路希望調査
●実施計画 ●保険案内、手続き ・礼状送付 ②進路講演会 ●説明資料 ００２校内003校外
5 作業班編成 ・面接調整 ・礼状送付 ・掲示 就体説明資料 004保険 001書類００２校内 ００２校内003校外
介護学生放課後 ・巡回計画 ●実施計画 職場体験希望報告 ③ 就 業 体 験 説 明 会 職場体験希望報告 ④校内保護者参観
打ち合わせ資料 ●許可願、通勤届 ●保護者案内 事業所依頼●実施計画 事業所依頼 ●実施計画 ⑥校外保護者参観 ⑤高1事業所見学
激励会計画 中高打ち合わせ 事務報告① 手土産購入 ・参加者名簿 ●保護者案内 ●保護者案内 事業所依頼
許可証作成 助成金書類 支払い ・事前打ち合わせ ●依頼状、礼状 ●依頼状、礼状
6 ・掲示 ・依頼状送付 ・依頼状送付 ●進路研修会申し込み ●原稿訂正 進路研修会申し込み ②進路のしおり
④ 校 内 就 業 体 験 参 観 ・参加者名簿・連絡 ・参加者名簿・連絡
⑤ 高 １事 業 所 見 学 ⑥ 校 外 就 業 体 験 参 観 ●画像選択
報告会計画 反省資料 礼状送付 給料支払い 講師依頼 ・礼状送付 ・礼状送付 ●生徒、卒業生コメント ⑨進路研修会
反省会 事務報告② ●実施計画 ② 進 路 の し お り 進路だより2
7 ●保護者案内 ●実施計画 ・実施計画 ●富山市提出書類 富山市提出書類 ⑦アフターケア ⑧職場体験
●依頼状、礼状 ●保護者案内 ●進路だより
求職登録、重度判定 ・依頼状送付 職業相談
・参加者名簿 ・日時調整
・掲示 ・事業所依頼 ⑦ アフ タ ー ケ ア 事業所依頼
8 ⑨進路研修会 ・決定連絡（保護者） （夏季） 決定連絡（保護者）
・礼状送付
・体験先一覧
・事業所依頼 進路だより3
9 ●保護者案内 ・決定保護者連絡 ・報告書 ●進路だより 003校外
●依頼状、礼状
・依頼状送付 就労支援セミナー希望報告 ②進路のしおり 就労支援セミナー希望報告 ②進路のしおり
●実施計画 ●保険案内、手続き ●原稿校正
作業班編成 ・面接調整 ●内定報告 ●冊数報告 内定報告
10 介護等体験割り振り ・巡回計画 ●実施計画 ００２校内 004保険 001書類００２校内 ００２校内003校外
打ち合わせ資料作成 ●許可願、通勤届 ●保護者案内 移行支援計画 ⑩校内保護者参観
激励会計画 中高合同打ち合わせ 助成金書類 ・参加者名簿
許可証作成 事務報告① 手土産購入 ・事前打ち合わせ
支払い ・掲示 ●内定報告 内定報告
11 ⑩ 校 内 就 業 体 験 参 観
報告会計画 反省資料 礼状送付 ●実施計画 ④進路懇談会
反省会 事務報告② 給料支払い ●保護者案内 ●保護者案内 ⑪デイサービス連携事業
●依頼状、礼状 ・集約 ●内定報告 内定報告
12 ・事業所依頼 ●事前資料 ●申し込み ●進路だより ００３校外 進路だより4
・決定保護者連絡 ④進路懇談会 ●裏面 ⑪ デ イ サ ー ビ ス 連 携 事 業
●保護者案内 ●依頼状、礼状 ●送付先一覧 アンケート集約 ⑫年賀状 001書類
●実施計画 ・依頼状送付 ⑤就職手続き ・送付 ⑤就職手続き
・巡回計画 事業所依頼 ⑫年賀状 ●内定報告 事業所依頼 内定報告
1 激励会計画 ●許可願、通勤届 ●進路に関する資料 ●実施計画 ・受文書チェック、送付 ⑤進路に関する資料 ⑬就労支援セミナー
助成金書類 ●保護者案内 事業所見学
許可証作成 事務報告① ●依頼状、礼状
●資料１，２ ・依頼状送付
報告会計画 ・礼状送付 ⑥ 進 路 に 関 す る資 料 ・参加者名簿 ●内定報告 ●進路だより 内定報告 進路だより5
2 事務報告② ・掲示 ・実施計画 ●富山市提出書類 ●富山市提出書類 ⑭アフターケア
⑦移行支援会議 ⑬ 就 労 支 援 セ ミナ ー ⑦移行支援会議
事業所見学
（進路年間行事一覧） ・礼状送付 （進路年間行事一覧）
●内定報告 内定報告
3 ●決算報告 ●進路だより 進路だより6 決算報告
（事業所見学交渉） ⑭アフターケア （事業所見学交渉）
（進路講演会交渉） （年度末） （進路講演会交渉） アフターケアファイル作成 （進路のしおり）
・報告書入力 ●内定報告 管理指導計画 内定報告
地域生活支援部　　業務分担一覧　①
アフターケア
ファ イ ル作成
月
①　～　⑭ ⑮提出文書
進　　路　　関　　係 　業　　務 担当者
１１実施計画
③冬季就業体験
①春季就業体験
②秋季就業体験
③●移行支援
計画
（進路決定後
順次）
⑧職場体験
002校内
合同、高等部、
介護等体験
001書類
003校外
004保険
1３企画渉外
図３ 地域生活支援部の「業務一覧」 
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ことが必要であると考えました。  
意思決定がスムーズにできるようにな 
ることで，業務の取り掛かりが早まり，年 
度始めに地域生活支援部の起案において 
見られた「ロケットスタート化」のような 
現象がどの分掌においても見られること 
になると思います。人間は見通しがもてれ 
ば，すぐに取り掛かれるものです。その結 
果，業務に停滞がなくなり，時間短縮が図 
れると考えています。 
業務のフラット化については，業務が均  
等になればよいと考えているわけではあ 
りません。大変難しいことですが，授業の  
持ち時間数など各教員の置かれている状 
況を把握しながら，本当に分掌主任しかで 
きない業務なのか，高等部担当がしなけれ 
ばならない内容なのか，年度始めだけでな 
く，随時，管理職がフレキシブルに判断す 
る必要があると考えます。 
 
４ 校務分掌組織の改編 
  平成２９年度に向け，現在取り掛かっている
のが，「校務分掌組織の改編」です。校長と副校長の私は，本校の「組織構造」の中に業務が
減らない大きな原因があり，それが学校運営の指示系統等に大きな影響を及ぼしていると考
えるようになりました。 
  その点について分析するために，校長は院生にＩＳＭ図の作成による組織構造の分析を依 
頼しました。（第１章図７を参照）この図は，業務合理化が図られているのかどうかについて
視覚化できるものです。図上，各担当者を繋ぐ線が交差しているほど，そして「ダミー」と
呼ばれる記号（クエスチョンマーク）が数多く見られるほど合理化が図られていない構造で
あることを示しています。本校において，学部主事が管理職として分掌を束ねている等の県
の校務組織とは違う点が業務の進め方を複雑にしている可能性があることが分かります。 
 
   管理職構造を含めた組織構造を見直し，業務がスムーズに進む組織体制を作ることが 
必要である 
 
 と考え，次年度に向けて検討しています。  
 
 
 
 
 
 
地域生活支援部  進路関係業務・引き継ぎ表 （平成 27年度） 
業務区分  １１ 実施計画  ① 春季就業体験 ０１書類 
業務内容 
※業務毎に時系列で入力 
担当者 引き継ぎ 
▲要改善事項 
→次年度への改善点 
△今後の検討事項 
●保護者案内 ・事業所依頼 
・決定連絡（保護者） 
●実施計画 ●依頼状、礼状 
・依頼状送付 
●保険加入案内・手続き 
・面接調整 
・巡回計画 
① 春季就業体験・礼状送付 
 
  
◇校外就業体験 
 
校外就業体験の期間について 
・前年度末懇談会で進路希望を十分聞き、福祉事業所希望者は、
体験先希望を決定しておく。企業就労希望者は、ハローワーク
などと連携し春休みから開拓を行い、早めに実習先を決定する。 
・各生徒の体験先、目標は学部内で検討する。期間は高３は３週
間、高２は２週間を上限とし、事業所の受け入れてくれる期間行
う。 
 ・４月に入って見学を実施した件あり
。 
→１、２月の間に見学等を行えるとよ
い。 
・企業就労希望者は、ハローワークな
どと連携し春休みから開拓を行い、
早めに実習先を決定するとよい。 
 
校外就業体験中の支援について 
・校外就業体験における配慮事項を春季就業体験時に注意点を共
通理解する。 
・巡回指導の予定は学部で共通理解し、管理職に報告する。主事、
副主事、進路担当のいずれかが外部からの連絡を受けられるよ
うにする。 
  
・副主事と進路担当が兼務のため、主
事も不在になる際は副校長、他学部
の管理職からの指示を仰ぐことで
共通理解した。 
就業体験にかかる経費について 
・細菌検査や貸与物品のクリーニング代は個人負担とする。 
保護者案
内や説明
会でその
旨を保護
者に伝え
る。 
・保護者案内や説明会でその旨を保護
者に伝えた。 
提出書類作成に当たって  ▲提出書類に赤ペンや修正ペンの使
用が見られた。 
→秋季には、記入例に書類記入に当た
っての注意点を追加した。 
教員向けの配慮事項について  ・配慮事項のプリントを配布し、校外
へ出る教員で確認の時間をもった。 
   
図４ 地域生活支援部の春季就業体験業
務に関する「業務引継表」 
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５ まとめ 
   
新聞に「教員のゆとり，どうつくる」をテーマにした次のような記事が掲載されていまし 
た。校務合理化による多忙解消を進めてきた私自身の思いと重なる部分が多いので紹介しま 
す。 
 
  教員の１日から労働，睡眠，食事などの時間を除くと，残りは２時間ほどしかないこ 
とが明らかになった。教員には献身的な姿勢が求められ，それに乗っかる形で労働が搾 
取されている。 
 労働時間の量だけでなく密度にも注目したい。教員が担当する週辺りの授業時数は何 
十年も変わらないが，ＩＣＴやアクティブ・ラーニングなど新たな取り組みが求められて 
いる。疲れると，自ら研究するより，パッケージ化された教材を使うようになる。専門 
的知識が不要になるので，先生という職業が社会から尊敬されなくなる恐れもある。 
              
 今年の２月に次期学習指導要領改訂について示され，教育の在り方が大きく変革しようと
する中，学校において「授業研究」はますます重要になります。しかし，学校の労働環境は
改善されにくく，労働時間，業務量は増える一方です。これからの学校運営においては，「授
業研究」と「校務効率化」を両輪とした体制づくりを整える必要があると，学校改革の取組
を通じて感じています。 
 
 
６ 参考文献 
 
佐藤学『学校を改革する』岩波ブックレット（2012） 
吉越浩一郎『デッドライン仕事術』祥伝社（2014） 
油布佐和子「教員のゆとり，どうつくる」朝日新聞朝刊（2017/2/4） 
平成２８年度富山市立こまどり支援学校 学校管理指導計画 
平成２８年度新潟大学教育学部附属特別支援学校 学校要覧 
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第３項 校務情報化（グループセッションの活用） 
             
 
            中学部主事 中江 麻由美  
 
平成２８年度からグループセッションを導入し，分掌部会を行わずグループセッションを利
用して連絡や議題検討ができないか，まずは学校生活支援部（以下，学生部）で試行すること
としました。 
 
 
１ ７・８月：グループセッションの試行開始 
 
全分掌に「グループセッションでできるとよい機能」について意見を聞き，グループセッシ
ョンの活用に生かすことにしました。また，学生部では，上記のアンケートに加え，「ウェブ
サイトとソーシャルメディアの運用管理規則」「グループウエア運用規則」についてもグルー
プセッションを利用して意見を収集することにしました。その後，各分掌からの意見も参考に， 
グループセッションの機能と利用法 
現在のまま行う方がよい業務の精選 
グループセッション利用にあたって整えておかなければいけないこと 
グループセッションを利用した連絡・意見交換・起案・次年度へ向けての改善までの 
流れ 
などについて検討しました。検討した内容は以下の通りです。 
 
（１） グループセッションの機能と利用法
機  能 使 い 方 
掲示板 全体へ周知するだけの情報（返信を求めないもの）を流す場合
や，意見をやり取りする場合にも使用できる。 
回覧板 
 
案件について返信が必要な情報を流す場合に使用する。（地域
生活支援部から要望） 
アンケート 
 
行事前や終了後のアンケート集計に使用する。（研究・研修部
から要望） 
在席管理 在席状況の登録，簡単な伝言やお知らせ，閲覧ができる。 
ショートメール メールの送受信に使用する。 
施設予約 特別教室等の施設の予約と状況確認ができる。（教務部から要
望） 
スケジュール 学校行事等の毎日の予定を入力する。（教務部から要望） 
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（２） グループセッションを利用する業務の精選
出張伺いと校外学習届については，紙媒体で保管できた方がよいこと，起案については，グ
ループセッションを利用するとかえって手間が掛かることから，現在のシステムの方が効率が
良いと判断しました。 
 
（３） グループセッション利用にあたって整えておくこと
グループセッションを利用して効率よく業務を行うためには，「便利だ，使ってみよう」と
思える環境づくりが大切です。パソコンの不具合が多かったり，必要なデータを探すのに時間
が掛かったりしないために，パソコンの保守・管理の見直しやフォルダの整理などのネット環
境の整備が必要だと考えました。また，情報セキュリティポリシーを確認し，グループセッシ
ョン利用の際のルールと責任について共通理解を図り，情報漏洩に対する危機感や，自己責任
についての意識を高めることも必要だと考えました。 
 
（４） グループセッションを利用した連絡・意見交換・起案・次年度へ向けての改善まで
の流れ
これまでの業務の流れを基に，次のように考えました。 
①分掌主任から学生部全員に校務運営委員会提出書類と期限の連絡・確認 
②担当業務に関する実施計画等の資料の作成 
昨年度と変更のないもの 
前年度のアンケートや申し送り事項を確認し，それを踏まえて作成する。（必要に応じて
担当のメンバーや分掌主任と相談）  
新規のもの及び昨年度から変更したもの 
担当のメンバーや分掌主任と相談し，作成する。 
③「掲示板」で意見をもらって集約し，資料を見直す。 
・変更箇所と変更理由および，検討して欲しい箇所やその理由を明示しておく。 
・担当者は返信期限を連絡する。 
④起案もしくは提出 
昨年度と変更のないもの 
校運資料（連絡事項）として提出する。 
新規のもの及び昨年度から変更したもの 
主事会→起案→校運資料（協議事項）として提出する。 
⑤業務終了後，「アンケート」及び「回覧板」で，全員または必要な関係者に業務に関する意
見をもらう。 
⑥もらった意見を基に次年度への改善案を考え，「次年度への引き継ぎ」としてフォルダに残 
す。 
 
 
２ ９・１０月：グループセッションの運用 
  
グループセッションを利用した連絡や検討の仕方（案）に基づいて，９月，１０月は分掌部
会を行わず，グループセッションで議題について検討しました。 
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そして，９，１０月の２回，グループセッションで議題を検討したことについてどうだった
か，次に向けての改善点などについてグループセッションでアンケートをとりました。アンケ
ート結果は以下のとおりです。 
設問内容 回答結果 
設問１ グループセッションを利用してどうでしたか。  
・便利だと思った      ５人  ４５％ 
・不便だと思った      １人   ９％ 
・どちらともいえない    ３人  ２７％ 
回答人数  ９人 ８２％ 
設問２ 設問１で「便利だと思った」と答えた方，その理由を
聞かせてください。 
    ・検討に掛かる時間（手間） ２人  １８％ 
が短縮できた 
・連絡に掛かる時間（手間） ２人  １８％ 
が短縮できた 
・その他          １人   ９％ 
事前に資料に目を通すことができる 
回答人数  ５人 ４５％ 
 
設問３ 設問１で「不便だと思った」と答えた方，その理由を
聞かせてください。 
    ・検討に掛かる時間（手間） １人   ９％ 
が増えた 
・連絡に掛かる時間（手間） １人   ９％ 
が増えた 
・その他          ２人  １８％ 
みんなで集まって顔を合わせて話し合うことが
大事だと感じた。検討がじっくりできない気がす
る。 
決定までに何度もやり取りをして時間が掛かる。 
いろいろな意見が出たとき最終決定するのが難
しい。 
回答人数  １人  ９％ 
 
設問４ 設問１で「どちらでもない」と答えた方，その理由を
聞かせて下さい。 
・分掌部会で必要以上に時間を掛けて話し合うことが
なくなったのは良いと思ったが，必要なことを十分
に検討できたのか，疑問に思う。（２人） 
・手間が掛かる部分と省略できない部分がある。 
回答人数  ３人 ２７％ 
 
設問５ グループセッションを活用していくために必要だと
思うことは何ですか。 
・グループセッションの活用でよい場合，メッセンジ
ャーを使用した方がよい場合，直接話し合った方が
よい場合をきちんと判断して使い分けることができ
ると便利になる。（４人） 
回答人数  ９人 ８２％ 
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    ・全員が毎日確認し，すぐに返事や意見を伝えること。
（２人） 
    ・仕事の流れを決め，共通理解する。 
    ・検討のための時間に余裕をもつ。 
    ・分からない。 
 行事実施後にグループセッションのアンケートで，次年度に向けて意見を聞いたときにいろ
いろな案が出て係だけでは決めきれず困っていると相談がありました。 
 
 
３ １１月・１２月：グループセッションの活用についてのまとめ 
  
１１月はもう一度グループセッションを利用して議題検討を行いました。 
１２月の分掌部会で，前回のアンケート結果と合わせてグループセッションの活用について
検討しました。活用するために必要だと思われることは以下の２つです。 
 
 
  
＜グループセッションを利用するとよい場合＞ 
 前年度と変更が少ない議題 
・意見をもらいたい部分を明示し，前年度と変更した理由を明記することや意見を集約す
るための時間の余裕を考慮する。 
 ＜分掌部会で検討するとよい場合＞ 
  大きく内容を変更する，見直しが必要である，新規に行う，全校に関係する議題 
  ・広く意見を聞きたいときや話し合うことで新しい見解を期待するときなどは，担当 
主事や主任に相談し，分掌部会を開くようにする。 
 
 
 
 
・自分の業務に責任をもち，児童生徒や教職員にとってどういう意味がある活動なのか，
考えて仕事をすることが必要。 
 
 
４ まとめ：グループセッションの活用を通した会議の必要性について 
 
 
 
  分掌部会－グループセッションの活用を進めている。各資料が丁寧に検討されれば，その
後の協議や起案に要する時間が軽減される。 
  校務運営委員会－各分掌・学部だけでは気が付かなかった点が分かったり，連携が必要な
場合に調整・確認できたりする。 
  職員会議－現在はほとんど連絡の場になっている。 
効率の良い議題検討の仕方を明確にし，場合に応じて使い分ける。 
分掌の業務を図式化し，自分が全体のどの部分の業務を担当しているのかを意識して
できるようにする。 
分掌部会と職員会議はグループセッションの活用により削減可能である。 
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校務合理化のための「分掌業務・会議の見直し」の中で，学生部でグループセッションを実
際に利用しながら，活用について検討してきました。グループセッションの利用を進めていく
ことで，いろいろな連絡や簡単な検討などはパソコン上でできるようになりました。 
今後はグループセッションを利用する際のモラルやルールについて各自が意識を高め，グル
ープセッションの確認を習慣化することで，メンバーがスケジュールを調整して集まる機会を
減らし，連絡や検討が効率良くできるようにしていきたいと考えます。また，グループセッシ
ョンを活用した検討を進めると，業務の意味について理解し，その上で内容等を吟味すること
なく，形式的に仕事を進めてしまう可能性が出てきました。自分の仕事として責任をもって業
務にあたるためには，分掌業務を図式化し，自分がどの部分のどんな業務を担当しているのか
を明確にすることや，年間の業務内容を係ごとに分かりやすくまとめた業務引継表を作成する
ことで，自分の業務の見通しをもつことが必要となると思います。 
グループセッションを活用した校務の効率化に向けて，今後も校務の情報化を進めていきた
いと思います。 
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第４項 教育課程の抜本的見直し 
～児童生徒の「生きる力」を育む特色ある 
教育課程はどうあるべきか～ 
                         高等部主事 栗林 睦美 
 
 
１ はじめに
 
昨今，２０３０年の社会について議論されることが増えています。２０３０年はどのような
社会なのでしょうか。教育課程企画特別部会，論点整理（2015）において，２０３０年には少
子高齢化が進み，６５歳以上の割合は総人口の３割に達する一方，生産年齢人口は約５８％ま
でに減少すると見込まれ，グローバル化や情報化が進展する社会の中では，多様な主体が速い
スピードで相互に影響し合い，一つの出来事が広範囲かつ複雑に伝幡し，先を見通すことがま
すます難しくなっていると述べています。さらに，子供たちが将来就くことになる職業の在り
方についても，技術革新等の影響により大きく変化することになると予測し，中でもキャシー・
デビッドソン教授の子供たちの６５％は将来，今は存在していない職業に就く，マイケル・オ
ズボーン准教授の今後１０年～２０年程度で半数近くの仕事が自動化される，また２０４５年
には人口知能が人類を越える「シンギュラリティ」に達するという指摘など，グローバル化，
情報化，技術革新といった変化はどのようなキャリアを選択するかに関わらず，全ての子供た
ちの生き方に影響するものであるという認識に立った検討が必要であると述べています。 
 このように，子供たちが将来の変化を予測することが困難な時代を前に，いかに対応するか
は，社会の変化に受け身で対処するのではなく，主体的に向き合って関わり合い，その過程を
通して一人一人が自らの可能性を最大限に発揮し，よりよい社会と幸福な人生を自ら創り出し
ていくことが重要です。 
 つまり，これからの子供たちには現在の社会で必要な知識の習得にとどまるのではなく，他
者と協働し，新しい社会構造を作り出す力，コンピテンシが求められています。 
 そのために，学校教育は何を準備しなければいけないのでしょうか。文部科学省の中央教育
審議会は，学習指導要領の改訂の目標を「社会に開かれた教育課程」に置いています。よりよ
い学校教育を通じてよりよい社会をつくるという目標を学校と社会が共有し，連携・協働し，
子供たちの資質・能力を育むという考え方です（小松 2016）。必要な力の育成を各学校の教育
課程や各教科等の授業に浸透させ，具体化していくためには，「社会に開かれた学校」の視点に
立ち，社会の変化に向き合い，適切に対応し，学校教育を通じて育むべき資質・能力を教育課
程全体の構造の中でより明確に示し，それらを子供たちが確実に身に付けることができるよう，
教育課程の全体像を念頭に置きながら日々の教育活動を展開していくことが求められています。
また，文部科学省は，学校経営においても「新しい時代の教育と地方創生の実現に向けた学校
と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について」，「チームとしての学校の在り方と今
後の改善方策について」，「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～学びあ
い，高め合う教員養成コミュニティの構築に向けて～」の三つの答申を推進するべく「『次世代
の学校』創世プラン」を策定，発表しました。こうした中で，学校がいかにカリキュラム全体
をマネージメントしていくかという課題とともに主体的・対話的で深い学びの取組への進展が
期待されています。 
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 そこで，富山大学人間発達科学部附属特別支援学校（以下富附特支）においては，校長のリ
ーダーシップの下，学校改革を掲げ，「３か年ロードマップ～授業研究を学校経営の中核に据え，
教師が専門家として育ち合うための同僚共生を築き，学校の社会適応を図るために～」（竹村
2016）を作成しました。 
 改革の一つである「教育課程の抜本的見直し」については，平成３０年度の新教育課程での
運用を目指し，３か年児童生徒の生きる力を育む新教育課程の核となる学校教育目標から下り
た児童生徒の目指す姿を実現するための年間指導計画について検討，改定を行い授業研究を行
います。３か年計画の平成２７年度は，校時表の改定，年間指導計画の改善，平成２８年度は
新校時表の実施，新年間指導計画作成，平成２９年度は１項で述べた「学びあいの場」の研修
と合わせて新年間指導計画を基に授業研究を行い，評価し，更に改善を加えます。 
本論では，「授業研究を学校経営の中核に据える」という学校改革の下，主体的・対話的で深
い学びの視点で切り口を変えるというパラダイム転換を行い，児童生徒の「生きる力」を育む
特色ある教育課程・教育実践に向け，改革を進めてきた経過について述べます。 
 
 
２ 昨年度の取組 
 
（１） プロジェクト型カリキュラムに着目して
「プロジェクト型カリキュラム」とは，＜主題－探求－表現＞の単元によって組織されたカリ
キュラムであり，登山のように学びの道筋がいくつもあり，学びの経験それ自体の発展性，さ
らに，学びの経験の「意味」が追求され，その「価値」が質的に評価されるものです（佐藤 2012）。 
 また，佐藤（2012）は「２１世紀型の学校」における教育様式の変化の一つとして，一斉授
業から協同的な学びの転換，つまり学びの質を高め，学びの過程の複雑さや複合性や豊かさを
維持するためには「協同的学び」を推進することが重要であると述べています。 
 そこで，学校改革１年目の平成２７年度は，佐藤（2012）ら，学びの共同体が提唱する「２
１世紀型の学校」における教育様式である「プロジェクト型カリキュラム」に着目して，年間
指導計画の見直し，改訂を図りました。 
富附特支が，「プロジェクト型カリキュラム」に着目した理由が，以下の２点です。 
一つ目は，「プロジェクト型カリキュラム」の学びが「主体的・対話的で深い学び」の実現を
目指す視点における学びに通じると思われるからです。 
二つ目は，富附特支が，知的障害のある児童生徒の協同学習を行い，児童生徒が主体的に授
業に参加している実践において（富附特支 2012），やり取りをすることで参加への動機が高め
られ，同じ意見や活動を共有することによってグループ意識が高まることが明らかになってお
り（清水 2013），学びの共同体が提唱する「２１世紀型の学校」における「協同的学び」の重
要性と合致していると思われるからです。
 
（２） 各学部の年間指導計画改定に向けて
小学部，中学部，高等部の３学部の年間指導計画の改定に向け，平成２７年８月，平成２８
年３月，２回の教育課程委員会での検討を重ね，以下２点が改定の骨子となりました。
①プロジェクト型カリキュラムが意図する学びのねらいがイメージでき，教師も子供も学びの
目的が分かる単元名にし，できるだけ単元名の語尾を「～しよう」に統一する。 
②富附特支の個別の教育支援計画の目標立案時に「労働」「生活」「余暇」の三つの観点で立て
第２章
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ることから，児童生徒の「労働」「生活」「余暇」につながる内容を盛り込む。 
 改訂を前に，各学部の年間指導計画の現状を把握しました。①については，生活単元学習や
総合的な学習の時間においてはテーマを決め，生活に密着した内容を発展的に達成しようとす
るねらいが分かる単元名になっていました。単元の語尾については，いろいろな教科において，
３学部ともに，「～しよう」の表記は多いものの統一されている訳ではありませんでした。②に
ついては，３学部の２７年度の年間指導計画の学習内容が，「労働」「生活」「余暇」につながる
内容になっているかを教務が中心となり，学部で検討しました。その結果，作業学習のように
「労働」に関する内容が単元の中心となっているものがあったり，生活単元学習など各教科等
を合わせた指導は「労働」「生活」「余暇」の三つの内容が単元の中にいずれも該当したりする
など，ほとんどの単元において，「労働」「生活」「余暇」に関する内容のいずれかが該当してい
ました。以上の結果を受け，年度末に，各学部で検討を行い，平成２８年度の年間指導計画を
作成しました。 
 
（３） 各学部における平成２８年度年間指導計画の作成の実際
例えば平成２７年度の小学部，中学部の国語においては，学習指導要領の「聞く・話す」「読
む」「書く」などの内容構成に対応した学習内容を前期，後期と大単元で計画していました。平
成２８年度の中学部は，内容構成は一つの単元の中に複合的に関連し合っているという観点で
区分せず，習熟度別に２～３か月に１度に単元計画をしている高等部の表記に合わせました。
また，数学の「校外学習へ行こう」という単元名に見られるように，生活に密着した生徒に
目的が分かる単元名にし，学習内容を各教科，行事を関連付けることを工夫しました（図２）。 
高等部は，選挙権年齢が１８歳に引き下げられたことにより，主権者教育の必要性から，１，
２年生の生活単元学習に選挙の学習を位置付けました。国語，数学，保健体育，芸術の４教科
においても，生活単元学習，総合的な学習の時間同様，卒業後を見越して高等部で学んでほし
い３年分の学習内容が見て取れる年間指導計画（３年プラン）にしました。学習内容を縦で揃
え，学年によって，習熟度が異なる学習グループ（Ａ～Ｆ）に変わっても３年間で学習内容が
重複したり，行わないものが出てきたりしないように工夫しました（図３）。さらに，校外学習
など行事に関連させて数学の「金銭」の単元を，就業体験で礼状を書くことに合わせて国語で
「手紙の書き方」の単元を計画するなど中学部同様他教科と関連付けた年間指導計画を作成し
ました。 
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生活単元学習な
ど生活に関連付
けた単元名 
図１ 中学部平成２７年度 年間指導計画 図２ 中学部平成２８年度 年間指導計画 
４ ５ ６ ７ ８ ・９ １０ １２ １ ３
話す・聞く
書く
読む
話す・聞く
書く
読む
話す・聞く
書く
読む
数と計算
量と測定
図形・数量関係
実務
数と計算
量と測定
図形・数量関係
実務
数と計算
量と測定
図形・数量関係
実務
英語とその表現への
興味や関心
英語の表現
歌唱
器楽
身体表現
鑑賞
表現
顔を描こう
点で描こう
鑑賞
材料・用具
体育 集団行動、ラジオ体操 陸上①（短距離走） 陸上②（投てき） 水泳
保健
１年
新しいクラス
すてきな中学生になろう
チャレンジって何？ 余暇施設に行こう
身の回りを整理しよう
調理をしよう
チャレンジを点検しよう
１年間を振り返ろう
（アルバム、文集など）
２年
目標を決めよう
すてきな中学生になろう
余暇施設に行こう 調理をしよう
チャレンジをレベル
アップしよう①
チャレンジを
レベルアップしよう②
１年間を振り返ろう
（アルバム、文集など）
３年
目標を決めよう
すてきな中学生になろう
調理をしよう①
余暇施設をまとめよう
余暇施設に行こう
修学旅行に行こう
調理をしよう②
卒業に向けて①
春季就業体験 秋季就業体験
縫製班
ﾘｻｲｸﾙ班
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ班
身近なことや経験したことを話そう　身近なことや経験したことについての話を聞こう
手順表どおりにやってみよう　簡単な説明文や物語を読んで質問に答えよう　文章のおよその内容を読み取ろう
比べ方を考えよう（速度、単位量あたりの大きさ）
友達と一緒に歌おう（輪唱、合唱） 卒業の歌を歌おう
表やグラフで表そう（棒グラフ、折れ線グラフからの変化を読み取る）
比べてみよう（長い・短い、重い・軽い、多い・少ない）
身近な物の名前、様子、動作を表す言葉を書こう 身近なことや経験したことについての文を書こう
身近なことや経験したことについての文を読もう
聞いたことをメモに書こう　手順表や簡単な説明文を書こう　漢字を覚えて書こう
さまざまな文を音読しよう
早口言葉を話そう、手順を聞き取って活動してみよう　見聞きしたことや経験したことを説明しよう　
簡単な説明文を読もう　作文や日記、感想文を読もう
音楽に合わせてダンスをしよう
漢字を覚えて書こう
体験したことや感想文などを分かりやすく要点を押さえ、文法に気を付けて書こう
手順表や簡単な説明文を読もう　生活に必要な説明書を読んで使い方を知ろう　新聞や物語を読も
グラフで表そう（棒グラフ、折れ線グラフ）、表を作ろう（〇×表）
指示や手順などを聞き取って、活動してみよう　相手に伝わりやすいように、正しい発音や態度で話そう
計算しよう（四則計算、小数、分数）
お金を出そう（ちょうど、およその値段、割引）
　ウ　中学部　年間学習指導計画
月
教
科
別
の
指
導
国
語
数
学
A
計算しよう（繰り上がりや繰り下がりのない加法、減法）
B
C
外国語
見聞きしたことや経験したことを話そう　話を聞いておよその内容を聞き取ろう　丁寧な言葉づかいで話そう
漢字を覚えて書こう　身近なこと、経験したことについての文を書こう　手紙や日記を書こう
作図しよう（定規で三角形や四角形、コンパスで円を作図する）
英語の言葉を書いて話して覚えよう（ＡＢＣフォニックス、天気、曜日、数字、食べ物、身体部位など）
英語で遊ぼう（カード取り，すごろくなど）
きれいな声で歌おう(発声練習、校歌など）
世界の名画を描いてみよう
スクラッチで絵を描こう
３Ｄ工作ティッシュボックスを作ろう
宿泊学習などの経験画を描こう
時間を計算して計画を立てよう
量ってみよう（重さ）
体験したことや自分の意見を話そう　メモを取りながら聞き取ろう
計算で求めよう（繰り上がりのある加法・繰り下がりのある減法）
整数を知ろう（約数、倍数）
B
１１
漢字を覚えて書こう　　国語辞典や漢和辞典を使って調べて書こう
簡単な手紙、作文や日記を書こう　　聞いたことをメモに書き取ろう
A
身近なことや経験したことを話そう　身近なことや経験したことについての話を聞こう
大きさ比べをしよう（三角形、四角形の面積の理解） 　かさ比べをしよう（容積、体積の理解）
針の糸通し、玉止め、玉結び、運針の練習、ミシン、アイロンの扱い方,刺し子製品等の製作 ティッシュボックスカバー、コースター等の製作
C
時間を計算しよう
美  術
清潔・身なり、食事の配膳・マナー、清掃、持ち物の管理、お手伝い課題、運動課題、余暇的課題、学習課題、係活動
学　　級
情　　報
保健体育
お金を出そう（同一貨幣、両替）
地域の美術館や博物館などを見学して美術作品を鑑賞しよう
（学習発表会）
リズムに合わせて身体を動かそう
計算で求めよう（繰り上がりのある掛け算）
長さや重さを量ろう(道具を使っての計測・単位） 比べよう（単位の異なる量）
英語で会話しよう（どんな気持ち、好きな色、動いてみよう、行きたい国など）
英語で歌おう（Tick tock 、Rainbow song、 Teddy bear、Clap your handsなど）
楽器の音色を楽しもう
身近な物の名前、様子、動作を表す言葉を読もう
図形を知ろう（二等辺三角形、正三角形、円、球、平行四辺形、ひし形、台形、多角形、正多角形） 式で表そう、表やグラフで表そう（比例、反比例、百分率）
英語の言葉を書いて話して覚えよう（色、動き、気持ち、いろいろな国、クリスマス・ハローウィンフォニックスなど）
英語で遊ぼう（カード取り，すごろくなど）
英語で会話しよう（あいさつ、自己紹介、買い物しようなど）
英語で歌おう （The Alphabet ｓong、Hello ｓong、Ｇood bye song、 Head sholders kneeｓ and toeｓなど）
ワード、パワーポイントなどのソフトウエアの活用（ポスタ－、クリスマスカード、年賀状作りなど）
iPadなどのタブレット端末の操作
牛乳パック再生紙作り（紙ちぎり、ミキサーがけ） 、ちらしごみ箱作り、空き缶つぶし
日常生活の指導
いろいろな曲（沖縄民謡、外国の曲等）を歌おう
自分と友達の作品の表し方の違いに関心をもって見よう　国内外の美術作品のよさや美しさに関心をもって鑑賞しよう
大切な体（思春期と健康、男性・女性の体のしくみ） 病気の予防（病気の種類と予防） 健康な生活（運動　休養　生活リズム　ストレス）
キンボール、フットベースボール
コンピューター等の情報機器の基本操作 インターネット利用、携帯電話などの決まりやマナー
デジタルカメラやコピー機などの周辺機器の使い方　ワード、エクセルなどのソフトウエアの操作（文字入力など）
買い物をして調理をしよう
自分の持ち物の
収納・管理をしよう
いろいろな曲を聴こう
買い物をしよう（予算、概算、割引の計算）
素材の性質を考えて作ろう　ペンチ、きり等の工具を使っていろいろな物を作ろう
就業体験作
業
学
習
時間、時刻、暦など
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
くるみボタン作り、新聞紙籠作り 、新聞紙エコバッグ作り、空き缶つぶし
全自動洗濯機での洗濯、洗濯物干し、洗濯物畳み、アイロン掛け、洗濯物の配達・回収 全自動洗濯機での洗濯、洗濯物干し、洗濯物畳み、アイロン掛け、洗濯物の配達・回収
生活
単元
学習
作図しよう（定規で三角形や四角形、コンパスで円を作図する）
２
チャレン
ジ小遣
いで買
い物をし
よう
卒業を祝う会を
成功させよう
卒業に向けて②
   全 学 級 アルバム作り、行事の目標・振り返り、スケジュール帳、毎月の目標
音  楽
曲に合わせて演奏しよう
水彩絵の具や色鉛筆などを使って描こう
（就業体験）
（宿泊学習）
（就業体験）
はさみやのりや定規等を使って作ろう
針金で作ろう　墨で描こう　モザイク工芸で作ってみよう
自然の風景やすぐれた作品等の美しさや良さを味わおう
版画をしよう　（コラグラフ版画・モノプリント版画）
フライングディスク 器械運動（マット運動、平均台、跳び箱）
計算しよう（繰り上がりや繰り下がりのない加法、減法）
調理をしよう②
衣服を収納しよう
班別作業
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３ 今年度の取組 
 
平成２８年度改革の方針
学校改革２年目の今年度は，「学校改革ロードマップ」に従って，教育課程については教育課
程委員会（今年度７月，１０月，１２月，３月の４回）と管理職会，教務部会，学部会と協議
を図りながら以下四つの方針に基づき改革を進めました。 
Ａ 主体的・対話的で深い学び，プロジェクト学習と富附特支の研究実践との関連付けと明
確化 
Ｂ 富附特支の個別の教育支援計画の目標立案において「労働・生活・余暇」であるべき必
要性の検討 
Ｃ 小学部，中学部，高等部の３学部のより高い教育体制を目指した，３学部の年間指導計
画の教育内容の体系化 
Ｄ 教育課程において日常生活の指導に位置付く富附特支の「チャレンジタイム」について
の共通理解と今後の展望 
 
Ａについては，主体的・対話的で深い学びや昨年度着目したプロジェクト型カリキュラムを
推進するにあたり，一つの単元の中で，児童生徒が自分で課題を発見し，その解決へ向かう目
標を立て様々な活動を行う「プロジェクト学習」の文献を調べ，富附特支の実践歴との関連を
考える。そこから，富附特支の新教育課程に取り入れられる視点を検討する。 
Ｂについては，富附特支の個別の教育支援計画立案時に「労働・生活・余暇」の三つの柱で
立てているが，なぜその三つなのかを職員が共通理解を図ることができるよう文献等を調べ，
必要性の有無と教育課程へのつながりを明確にする。 
Ｃについては，教育理念，学校教育目標，学部目標から目指す児童生徒像を明確にし，育て
４ ５ ６ ７ ９
木工
清掃
縫製
ハウス
キープ
春季就業体験
高等部の生活について考
えよう
働くことの意味について考えよう・企
業と事業所について考えよう
就業体験先・進路先を考
えよう
職場でのマナーや振る舞
い方について考えよう
卒業後の生活について考
えよう
学校行事 交通安全教室 運動会 避難訓練
学部活動 歓迎会 チャレンジ発表会 チャレンジ発表会
ふれあい育成スポーツ大会
チャレンジ発表会
HR活動
委員会
総合的な
学習の時
間
１年
自宅・学校周辺の余暇施設や
公共施設の地図を作ろう
宿泊学習について
調べよう、計画を立てよう
日常生活の指導 清潔な身だしなみ・習慣、食事、排泄、挨拶・言葉遣い、持ち物の管理、清掃、
領
域
別
の
指
導
道徳 教育活動全体を通して指導
特別活
動
ホームルームや学校の生活の充実と向上に関すること、健康や安全に関すること
運動・給食委員会　　美化・保健委員会　　報道委員会　　図書・生活委員会
自立活動 健康の保持、心理的な安定、人間関係の形成、環境の把握、身体の動き、コミュニケーション
２年
余暇施設・公共施設を利用しよう
修学旅行について調べよう、計画を立てよう
３年
余暇施設・公共施設を利用しよう
修学旅行について調べよう、計画を立てよう
学習発表会を成功させよ
う
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
作
業
学
習
班
別
作
業
基礎技術を身に付けよう
（計測道具、のこぎり、電動糸のこぎり、鉄・紙ヤス
リ、ドリル、色付け、組み立てなど）
製品を作ろう①
（ブックスタンド、鍋敷き、コースター）
基礎実技を身に付けよう
洗濯（干す・畳む）、掃除、炊事（食器洗い）
シフト表を確認して分担された作業に取り組もう
洗濯（干す・畳む・収納）、掃除（部屋・窓・玄関・トイレ・風呂・庭・ごみ分
別）、炊事（おやつ作り・お茶入れ・食器洗い）、車椅子操作・掃除
就業体験
生
活
単
元
学
習
１年
春季就業体験について考えよう・振り返ろう（先輩の体験先見学含む）
金銭の管理をしよう
（安全な管理、口座開設、銀行・ＡＴＭの利用）
いろいろな家事に取り組もう①
（電球・電池の交換、ゴミの分別・リサイクル、昼食・弁当作り）
２年
春季就業体験について考えよう・振り返ろう
３年
春季就業体験について考えよう・振り返ろう 卒業後の「働く、暮ら
す、遊ぶ」について考え
よう①家庭生活について考えよう①　（健康管理、食生活、家事）
基本的な清掃道具の使い方を身につけよう
（自在ぼうき、ダスター、モップ、スクイージーの使い方）
いろいろな場所を掃除しよう
（廊下掃除、階段掃除、玄関扉ガラス掃除など）
基礎技術を身に付けよう
（針の糸通し、玉どめ、玉結び、運針、
ミシン・アイロンの扱い方）
（私の「働く、暮らす」生活） いろいろな家事に取り組もう（洗濯・アイロンがけ）
製品を作ろう①
（コースター・ランチョンマット･小物入れなど）
（刺し子の模様付け・しつけ・ミシン・アイロン）
芸術
音楽
好きな曲を紹介しよう
（リズムや曲想に合わせた身体表現、楽器の特色や音
色を生かした合奏）
世界の音楽を知ろう
（１：アメリカ、２：アジア・中近東、３：ヨーロッパ、）
美術
情　報
情報機器（パソコン、タブレット端末、デジタルカメラなど）を操作しよう
インターネットのきまりやマナーを知ろう
ソフトウェア（フォトギャラリー、ペイント、ワードなど）を活用しよう
保健
体育
保健
男女の違いについて知ろうⅠ
（体の変化、エチケットやマナー、身を守る方法）
男女の違いについて知ろうⅡ
（１：将来の生活、２：異性との接し方、３：思春期の心の変化）
体育
集団行動を身に付けよう
運動会の練習をしよう
創造的にかこうⅠ：絵にかく（素描き、水彩画、版画、切り絵、デザイン）
１：切り絵（ちぎり絵、絵手紙水墨）、２：スクラッチボード、３：スパッタリ
ング
創造的につくろうⅠ：工芸（食器、花器、置物、箱物など生
活に役立てる器物や装飾品を作る）１：染色、２：樹脂粘土による
装飾、３：紙バンド編み、籐網み
自分の作品のよさ、友達の作品のよさを見つけよう
陸上競技をしよう
（１：リレー、２：障害走、３：フライングディス
ク）
D
外国語
英語で自己紹介をしよう（名前、誕生日、年齢、住所、好きな物など）
英語を知ろう・書こう（食べ物、国の名前、身体部位、天気、色、フォニックスなど）
英語の歌を歌おう（Good morning song、Good bye song、ABC songなど）
英語を使ったゲーム をしよう（カードゲーム、ビンゴ）
外国の文化に触れよう（外国の料理）
読み取ろう
（１：新聞記事・情報誌、２：物語文、３：説明文）
数学
A 数（１０の合成・分解、１００までの数唱）
１：カレンダー、時間（時計、生活と時刻）、２：簡単な位置関係、簡単な図
形、３：表
B
数と計算（整数と小数、2桁以上の加法と減法、乗
法）
１：カレンダー、時間（生活と時刻、時刻表）、２：位置関係、図形、３：表・
グラフ
E 数と計算
（１：小数・分数、２：正負の数、３：概数）
１：時刻表の活用、スケジュール、２：作図、面積、３：表・グラフの読み取
り、グラフの作成F
C 数と計算
（１：少数、２：分数、３：大きな数・概数）
１：暦（カレンダー、スケジュール帳）、時刻表の活用、２：図形、３：表・グ
ラフ
ウ　高等部　年間学習指導計画
月
教
科
別
の
指
導
国語
A
自己紹介をしよう
身近な人の名前を知って読んで書こう
写真や絵、カレンダーからの質問に答えて書こう
（１：身近な動物や物の詩、２：生活場面の様子、３：行事名や日課、内容）
D
E 自己紹介をしよう
（１：自分のことを伝えよう、２：友達の話を聞こう、３：敬語を話そう）
要点や意味を読み取ろう（１：新聞記事、情報誌、２：こと
わざ、四字熟語、いろいろな語句、３：説明文）F
B 自己紹介をしよう
（１：詳しく話す、２：質問する、３：理由を含めて書く）
身近な名前や様子を書こう
（１：身の回りの物、２：生活場面の様子、３：市町村名・都道府県名）
C 自己紹介をしよう（１：正しく伝える、２：インタ
ビューをしよう、３：メモを取る）
グループ
が異なっ
ても学習
内容をそ
ろえる。 
３年分の初
年度の学習
内容を１，次
の年 ２，３
年目を３で
表記 
図３ 高等部平成２８年度 年間指導計画 
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たい児童生徒像の実現に向けた教育課程を検討する。年間指導計画の学部内，学部間の教育内
容の系統性，体系化を図り，平成２９年度の年間指導計画を作成する。 
Ｄについては，平成２０年から平成２２年にわたり富附特支の研究主任であった副校長が「日
常生活の指導」に位置付いている富附特支の「チャレンジタイム」について，歴史，教育課程
への位置付け，授業の展開，今後の展望についての講義を行う。 
Ａ～Ｄを進め，それぞれのつながりが見えてくる中で，主体的・対話的で深い学びとカリキ
ュラム・マネジメントが連動した富附特支の特色ある教育課程の改革となると考えています。 
 
① 学部目標の見直しとアドミッションポリシーの策定 
教育課程を考える上で，管理職会，学部会，教育課程委員会（７月，１０月）を経て富附特
支へ入学を希望する幼児，児童，生徒に対する入学指針としてアドミッションポリシーを策定
し，育て上げたい児童生徒像を明確にしました。アドミッションポリシーの外部への発信につ
いては，平成２９年度より行います。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 平成２９年度年間指導計画作成に
向けて 
 次に，昨年度の改定を経て，平成２９
年度年間指導計画作成に向け，更に見直
しを図りました。見直しを前に１２月の
教育課程委員会を経て，１月，教育課程
の改革の担当者が，全教員に対し，特色
ある教育課程に向けて，共通理解を図る
目的で方針を伝え理解を求める場をもち
ました。 
趣旨は以下の５点です。 
（ア）新学習指導要領が目指す新しい時 図５ 新しい時代に必要となる資質・能力 
 
図４ 教育理念，教育目標，学部目標とアドミッションポリシーとの位置関係 
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代に育成すべき資質・能力として「何ができるようになるのか」「知っていること・できる
ことをどう使うか」「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか」という「三
つの柱」の観点からの主体的・対話的で深い学び，カリキュラム・マネジメントの意義（図
５） 
（イ）知識の伝承から正解のない課題から知を創造し，表現し共有化する「学力のパラダイム
転換」を図ることの必要性（相澤 2016） 
（ウ）児童生徒の協働的な学び合いを支え，教
師自身が探求のファシリテーターとしての
アクティブラーナーとなり，子供たちがア
クティブラーナーとなる授業づくりを行う
ことの重要性（図６） 
（エ）本校の実践歴と合致する点が多いプロジ
ェクト学習の手法を使って主体的・対話的
で深い学び（アクティブ・ラーニング）の
視点で授業づくりを行うことの提案（図７，
８） 
（オ）目指す児童生徒像を基に，教育目標を実
現するために，年間指導計画，個別の教育
支援計画を作成し，授業実践を行い評価す
ることを関連図で提案（図８） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ 学力のパラダイム転換 
 
図７ プロジェクト学習と富附特支の研究
実践との関連 
 
図８ プロジェクト学習 
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図１０ 生活お助けブック 
    
 
図９ Ｈ２９富附特支教育課程・個別の教育支援計画関連図 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ア）～（オ）を伝える中で，大切にした点は，新しい時代
に向けて教師自身が変わることではありますが，現実とあまり
乖離しないよう富附特支が今までやってきたことを大切にし，
今の時代が求めている視点と富附特支の実践などの類似点を示
しながら皆に説明したことです。学習者自ら課題を発見し，目
標を明確にして，情報を集め，課題を解決していくプロジェク
ト学習は，評価として「ポートフォリオ」を用いて自己理解・自己評価を行い，自らを客観的
に見て，セルフコーチングできる人を育てることを目的としています（鈴木 2012）。 
その点について，小学部や中学部においては個々の教師が授業の最後に「振り返り」を目的
にした「ポートフォリオ」を作成している例，高等部においては，学部として平成２５年度か
ら取り組んでいる「ポートフォリオ」を活用した教育実践を例に挙げ，重なる部分が多いこと
を伝えました。生徒が豊かな社会生活を送っていけるように「労働」「生活」「余暇」の三つの
観点で生活単元学習や総合的な学習の時間などの各単元の中で卒業までの３年間にわたって学
習したことを，「生活お助けブック（働く編・暮らす編，遊ぶ編）（図１０）」，「進路学習ファイ
ル」とし蓄積して卒業後も活用している実践です（和田，栗林，池田 2015）。プロジェクト学
習がペアやグループで課題を解決していく過程で協同の学びを大切にしている点においても，
協同学習を行ってきた富附特支の実践と重なることも多く，主体的・対話的で深い学びを実現
するためにも改めて協同学習を取り入れることの必要性を伝えました。「やってみましょう！ア
クティブ・ラーニングの視点で，プロジェクト学習の手法を使い，児童生徒の生きる・生き抜
く力を育みましょう！」，「児童生徒の生きる力を育むような授業展開ができる年間指導計画を
見直し，作成しましょう！」と。 
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③ ２９年度年間指導計画作成 
1 月の共通理解の場を経て，次年度の教育課程の編成に向け，見直しをスタートしました。 
上記の見直しのポイントを基に，小学部（資料１）は，①，③，④（図工など一部）に取り
組みました。児童に分かりやすく，生活に根差したものになるよう心掛け，中学部，高等部の
表記に合わせて，学習内容，単元名を改訂しました。また，改定に向け学年ごとに検討するの
ではなく，今年度は，各学年の担任が集まり，１年生から６年生までの学習内容が系統的にな
るよう全教科，領域，合わせた指導について話し合いをもちました。②の教科横断的な考えで
教科，行事を関連させることや３か年を見越した３年プラン（仮称）については，今後も改定
が必要です。 
中学部は，①，②，③，④に取り組みました。特に，①の数学の「計算の仕方を考えよう・
発表しよう」，作業学習の「学習発表会に向けて製品を作ろう」という単元名に見られるよう，
数学的な思考を学習することをイメージできるようにしたり，作業学習のテーマが見えるよう
にしたりするなど，子供たちや教師にも分かるような単元名にするよう工夫しました。また，
②の教科横断的な考え方を昨年度より更に進め，校外学習の時期に数学で金銭，就業体験の時
期に国語で手紙の単元を扱うなど行事や他教科に関連させて学習内容を計画しました（資料２）。 
 高等部は，①，②，③，④について取り組みました。今年度は「生活の中で目にする表や図
形を活用しよう（暦・スケジュール帳・時刻表の活用／図形／表・グラフ）」というように数学
の表記について他教科同様，生徒に分かりやすい表現にし，語尾を「～しよう」に統一しまし
た。②と④については，３年プランの学年，習熟度における学習内容の整合性を横断的に検討
し改良を加えました。今年度，年間指導計画に進路指導行事を加え，生活単元学習の指導計画
の上に表記し，進路学習単元との関連性を分かりやすくしました。同様に，就業体験，事業所
見学，校外学習，児童生徒総会，卒業式など年間の学校行事や学部行事を表記し，実施時期に
生活単元学習や総合的な学習の時間など他教科の学習を関連させていることが見て分かるよう
にしました（資料３）。 
各学部が作成した年間指導計画を教務部において①～④の視点で改訂がされているか，出て
きた３学部の系統性があるかなど検討し，指摘されたことを各学部で他学部の年間指導計画と
照らし合わせて再度検討をしました。 
 
 
 
 
＜年間指導計画見直しのポイント＞ 
①単元名，表記の仕方（～しよう）を３学部，統一する。  
※小学部は中学部，高等部のものを参考にする
②教科横断的な考えで他教科，行事と関連させる。 
③小学部→中学部→高等部の学習内容の系統性，一貫性（逆転がないよう）をもたせる。 
④学習指導要領の内容が網羅されるよう，学部内で３年間分を見越して立てる。 
 ※学部の目指す児童生徒像を念頭に置き，３年間で系統的に学んでほしい内容にする。 
 ※生活に根ざした内容にする。 
 ※主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の視点で，プロジェクト学習をイ
メージした学習内容，単元名を考える。 
 ※３年分の学習内容の表記はスラッシュで区切り，その年度で行うものは太字で下線を引く。 
例：目的に応じて話そう（自己紹介／電話の応対／面接，敬語）
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４ 今年度の取組を終えて 
 
今年度，四つの方針について取り組みましたが，Ｂの富附特支の個別の教育支援計画の目標
立案において「労働・生活・余暇」であるべき必要性の検討ですが，文献による明確な理論付
けには至っていません。Ｄの教育課程において日常生活の指導に位置付く富附特支の「チャレ
ンジタイム」についての共通理解と今後の展望については，１０月に副校長から「チャレンジ
タイム」が教育課程に位置付いてからの１０年について講義を行いましたが，教員が入れ替わ
ることで形骸化されている現状にあります。その現状を受け，中学部においては「チャレンジ
タイム」について学部で共通理解の場をもったり，互見授業が行われたりしました。他学部に
おいても３月中に次年度に向けて検討する予定です。上記２点は，教務が教員に向けて取って
いる教育課程と富附特支の個別の支援計画についてのアンケートにも，個別の教育支援計画の
目標立案において「労働・生活・余暇」の３観点から立案することの意味を理解し，具体的に
目標立案することの難しさ，日常生活の指導に位置付いている「チャレンジタイム」の目標立
案や評価の方法の難しさなどの意見が挙げられ，形骸化の現状が明らかになりました。改めて，
Ｂの「労働・生活・余暇」の３観点である必要性，今年度一部見直し改定しましたが，富附特
支の個別の教育支援計画のマニュアルである富大附特プラン（通称ＴＯＦＵプラン）の共通理
解及び今の時代に合った更なる見直し，改定という課題が見えてきました。反面，年間指導計
画においては，「系統的になりすっきりした」など平成２９年度に向け概ねよい意見が出ていま
す。新たに提案したプロジェクト学習については，図９の「Ｈ２９富附特支教育課程・個別の
教育支援計画関連図」が示すよう，授業実践を行い，教育課程の評価をしていかねばなりませ
ん。教員のアンケートにも，分からない，学んでいきたいなど率直な意見が出ています。また，
今年度３か年ロードマップにより，校時表を改訂し，１５時３０分だった下校時間が１５時と
３０分間早くなりました。中学部，高等部は６時間目終了から下校時間まで１５分しかなく，
掃除ができない，下校準備が慌ただしいなどの新たな問題が出てきており，対応策を検討して
いるところです。新たに提案したプロジェクト学習については，平成２９年度の管理指導計画
の教科等指導方針に「プロジェクト学習を通して児童生徒の学びの質を高めるとともに，主体
的且つ，共同的に学ぶ意欲・態度を育てる。」と明記しました。図９のＨ２９富附特支教育課程・
個別の教育支援計画関連図が示すよう，プロジェクト学習を通して主体的で対話的な深い学び
への関連を明らかにしながら授業実践に取り組んでいこうという試みです。教員のアンケート
には，分からない，学んでいきたいなど素直な意見が出ており，平成２９年度の早い段階でプ
ロジェクト学習の定義を明確にして共通理解を図り，児童生徒がアクティブラーナーになる学
びをプロジェクト学習で行うことで、主体的で対話的な深い学びを推進していきたいと考えて
います。そのためには，教師がアクティブラーナーにならねば実現できません。今年度，「学び
あいの場」において，教師一人一人が対話によるアクティブラーナーへの転換が始まったばか
りです。
３か年ロードマップ～授業研究を学校経営の中核に据え，教師が専門家として育ち合うため
の同僚共生を築き，学校の社会適応を図るために～」という学校改革の下，教員自身も新たな
学びを深め，授業研究を行うことの必要性，それを担い支えるための実行可能な校内組織につ
いても検討が必要です。 
２９年度は改革の最終年です。課題が多く残されていますが，Ａ～Ｄの方針を丁寧に進める
中で，一つのつながりが見えてくること，それが主体的・対話的で深い学びとカリキュラム・
マネジメントが連動した富附特支の特色ある教育課程の改革となると考えています。 
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校
外
学
習
（
学
級
）
冬
の
お
楽
し
み
集
会
水
遊
び
・
水
泳
体
つ
く
り
運
動
を
し
よ
う
（
歩
く
・
走
る
）
体
つ
く
り
運
動
を
し
よ
う
（
ま
た
ぐ
・
跳
ぶ
・
縄
跳
び
）
器
械
器
具
を
使
っ
た
運
動
を
し
よ
う
（
マ
ッ
ト
・
跳
び
箱
・
鉄
棒
・
平
均
台
の
サ
ー
キ
ッ
ト
）
道
徳
学
校
行
事
体
育
・
遊
び
の
指
導
キ
ッ
ズ
タ
イ
ム
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う
音
楽
に
合
わ
せ
て
動
こ
う
全 体
ダ
ン
ス
ゲ
ー
ム
姿
勢
を
意
識
し
よ
う
友
達
と
仲
良
く
踊
ろ
う
元
気
よ
く
踊
ろ
う
く
わ
し
く
伝
え
よ
う
思
い
出
し
て
書
こ
う
、
発
表
し
よ
う
　
ウ
　
小
学
部
　
年
間
学
習
指
導
計
画
月
１
１
１
２
１
６
７
９
１
０
２
教 科 別 の 指 導
国 語 算 数
体
育
音 楽
図
画
工
作
ボ
ー
ル
運
動
を
し
よ
う
（
ホ
ッ
ケ
ー
／
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
／
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
）
器
械
運
動
を
し
よ
う
（
跳
び
箱
／
マ
ッ
ト
／
平
均
台
）
記
録
に
挑
戦
し
よ
う
（
走
る
：
持
久
走
／
短
距
離
走
／
ハ
ー
ド
ル
走
　
跳
ぶ
：
立
幅
跳
び
／
垂
直
跳
び
　
投
げ
る
：
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
／
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）
た
し
ざ
ん
を
し
よ
う
時
刻
・
時
計
を
読
も
う
３
４
５
い
ろ
い
ろ
な
数
え
方
で
数
え
よ
う
・
等
し
く
分
け
よ
う
な
ま
え
は
な
あ
に
（
身
近
な
物
や
人
の
名
前
）
自
分
の
顔
を
描
こ
う
水
彩
絵
の
具
で
塗
ろ
う
（
模
様
/
身
近
な
物
／
世
界
の
国
旗
）
粘
土
で
作
ろ
う
/
木
で
作
ろ
う
(
カ
ラ
ー
粘
土
の
混
色
/
金
槌
を
使
っ
て
）
い
ろ
い
ろ
な
素
材
で
作
ろ
う
（
染
め
紙
／
砂
絵
/
ビ
ニ
ー
ル
凧
）
ポ
ス
タ
ー
を
作
ろ
う
（
歯
磨
き
・
給
食
）
自
分
の
顔
を
描
こ
う
紙
粘
土
で
作
ろ
う
（
お
弁
当
／
貯
金
箱
）
飾
り
を
作
ろ
う
（
木
の
実
、
石
な
ど
/
モ
ー
ル
、
ビ
ー
ズ
な
ど
）
数
え
て
み
よ
う
く
ら
べ
て
み
よ
う
（
多
い
・
少
な
い
、
長
い
・
短
い
な
ど
）
位
置
や
順
番
を
考
え
よ
う
（
前
後
、
上
下
、
右
左
）
合
わ
せ
て
い
く
つ
、
増
え
る
と
い
く
つ
時
計
の
読
み
方
を
知
ろ
う
（
今
何
時
、
何
時
何
分
）
な
か
ま
あ
つ
め
を
し
よ
う
（
形
や
色
）
水
彩
道
具
を
使
っ
て
描
こ
う
木
材
を
使
っ
て
作
ろ
う
（
ロ
ボ
ッ
ト
・
人
形
／
怪
獣
／
ゲ
ー
ム
／
ド
ミ
ノ
）
自
分
の
こ
と
・
友
達
の
こ
と
を
話
そ
う
経
験
し
た
事
柄
や
気
持
ち
を
表
そ
う
役
割
を
演
じ
よ
う
領 域 別
の 指 導
児
童
生
徒
会
特
別
活
動
低
学
年
高
学
年
低
学
年１
・
２
年
３
・
４
年
１
・
２
年
５
・
６
年
１
・
２
年
３
・
４
年
５
・
６
年
２
年
遊
び
の
指
導
低
学
年
高
学
年
日
常
生
活
の
指
導
自
立
活
動
基
本
的
生
活
習
慣
（
衣
服
の
着
脱
 、
洗
顔
、
手
洗
い
、
排
泄
、
食
事
、
歯
磨
き
な
ど
）
 　
挨
拶
　
持
ち
物
の
整
理
　
掃
除
　
朝
の
会
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
卒
業
の
歌
を
歌
お
う
合
奏
し
よ
う
Ⅱ
花
や
野
菜
を
育
て
て
観
察
し
よ
う
（
４
月
～
９
月
）
図
書
室
へ
行
こ
う
、
買
い
物
へ
行
こ
う
、
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
（
通
年
）
各 教 科 等 を 合 わ せ た 指 導
５
・
６
年
み
ん
な
な
か
ま
花
や
野
菜
を
育
て
て
観
察
し
よ
う
（
４
月
～
７
月
）
　
健
康
な
身
体
づ
く
り
を
し
よ
う
（
通
年
）
　
余
暇
を
楽
し
も
う
（
通
年
）
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
お
小
遣
い
を
貯
め
て
買
い
物
に
行
こ
う
（
通
年
）
み
ん
な
な
か
ま
か
っ
こ
い
い
男
の
子
・
か
わ
い
い
女
の
子
に
な
ろ
う
新
春
ゲ
ー
ム
大
会
を
し
よ
う
調
理
を
し
よ
う
Ⅱ
も
う
す
ぐ
卒
業
（
祝
う
会
の
準
備
、
ア
ル
バ
ム
作
り
）
お
手
伝
い
を
し
よ
う
Ⅱ
生 活 単 元 学 習
お
手
伝
い
を
し
よ
う
Ⅰ
調
理
を
し
よ
う
　
校
外
学
習
に
行
こ
う
校
内
就
業
体
験
を
し
よ
う
お
手
伝
い
を
し
よ
う
Ⅱ
お
手
伝
い
を
し
よ
う
Ⅰ
集
会
の
準
備
を
し
よ
う
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
調
理
を
し
よ
う
Ⅱ
校
外
学
習
に
行
こ
う
新
年
の
準
備
を
し
よ
う
身
近
な
も
の
を
比
べ
よ
う
・
は
か
ろ
う
（
長
さ
、
重
さ
、
か
さ
）
い
ろ
い
ろ
な
形
を
分
類
し
よ
う
ポ
ス
タ
ー
を
作
ろ
う
（
歯
磨
き
・
給
食
）
自
分
の
顔
を
描
こ
う
そ
っ
く
り
に
描
こ
う
（
野
菜
／
果
物
／
植
物
／
動
物
／
乗
り
物
）
粘
土
で
作
ろ
う
／
　
　
紙
版
画
を
し
よ
う
（
カ
ラ
ー
タ
ッ
ク
シ
ー
ル
版
画
）
い
ろ
い
ろ
な
素
材
で
作
ろ
う
（
張
り
子
／
コ
ラ
ー
ジ
ュ
）
色
を
楽
し
み
な
が
ら
作
ろ
う
（
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
／
ひ
っ
か
き
絵
）
ポ
ス
タ
ー
を
作
ろ
う
（
歯
磨
き
・
給
食
）
手
話
や
身
振
り
を
つ
け
て
歌
お
う
Ⅰ
楽
器
の
音
当
て
を
し
よ
う
手
話
や
身
振
り
を
つ
け
て
歌
お
う
Ⅱ
合
奏
し
よ
う
Ⅰ
み
ん
な
で
歌
お
う
（
交
互
唱
・
輪
唱
）
・
簡
単
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
ろ
う
全
教
育
活
動
を
通
し
て
指
導
気
持
ち
や
動
作
を
表
す
言
葉
を
知
ろ
う
お
話
を
聞
こ
う
劇
遊
び
を
し
よ
う
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
よ
う
自
分
の
こ
と
を
話
そ
う
場
面
に
合
っ
た
気
持
ち
や
動
作
を
表
す
言
葉
を
使
お
う
劇
遊
び
を
し
よ
う
く
わ
し
く
話
そ
う
思
い
出
し
て
伝
え
よ
う
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
（
キ
ャ
ス
タ
ー
ボ
ー
ド
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
な
ど
を
使
っ
た
遊
び
）
触
っ
て
・
感
じ
て
遊
ん
で
み
よ
う
（
水
、
砂
、
紙
）
チ
ー
ム
対
抗
で
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
（
ひ
っ
く
り
か
え
る
、
あ
っ
ち
い
け
ゲ
ー
ム
、
リ
レ
ー
式
ゲ
ー
ム
な
ど
）
ご
っ
こ
遊
び
を
し
よ
う
（
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
、
劇
遊
び
な
ど
）
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
（
ボ
ー
ル
送
り
ゲ
ー
ム
、
風
船
遊
び
な
ど
）
力
を
合
わ
せ
て
遊
ぼ
う
（
む
か
で
レ
ー
ス
、
宅
配
便
ゲ
ー
ム
な
ど
）
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
（
鬼
ご
っ
こ
、
円
陣
ゲ
ー
ム
、
卓
上
ゲ
ー
ム
な
ど
）
見
立
て
遊
び
を
し
よ
う
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
変
身
ご
っ
こ
な
ど
）
校
外
学
習
に
行
こ
う
調
理
を
し
よ
う
Ⅰ
買
い
物
に
行
こ
う
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
歌
っ
て
踊
ろ
う
い
ろ
い
ろ
な
打
楽
器
で
リ
ズ
ム
遊
び
を
し
よ
う大
き
い
数
を
数
え
よ
う
時
刻
・
時
計
を
読
も
う
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資
料
２
 
 
４
５
６
７
８
 ・
９
１
０
１
２
１
３
自
分
の
顔
を
描
こ
う
よ
く
見
て
描
こ
う
①
ポ
ス
タ
ー
を
作
ろ
う
①
よ
く
見
て
描
こ
う
②
ポ
ス
タ
ー
を
作
ろ
う
②
作
品
の
整
理
を
し
よ
う
友
達
と
一
緒
に
体
づ
く
り
を
し
よ
う
（
集
団
行
動
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
の
内
容
を
含
む
）
陸
上
競
技
を
し
よ
う
①
（
短
距
離
走
、
リ
レ
ー
）
陸
上
競
技
を
し
よ
う
②
（
走
り
幅
跳
び
、
立
ち
幅
跳
び
/
ハ
ー
ド
ル
走
/
ボ
ー
ル
投
げ
）
水
泳
を
し
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
知
ろ
う
余
暇
施
設
を
利
用
し
よ
う
調
理
を
し
よ
う
①
調
理
を
し
よ
う
②
身
の
回
り
の
物
を
管
理
し
よ
う
余
暇
施
設
を
利
用
し
よ
う
調
理
を
し
よ
う
①
衣
服
に
つ
い
て
考
え
よ
う
調
理
を
し
よ
う
①
余
暇
施
設
を
利
用
し
よ
う
修
学
旅
行
に
行
こ
う
調
理
を
し
よ
う
②
卒
業
に
向
け
て
①
(中
学
生
活
を
振
り
返
ろ
う
)
春
季
就
業
体
験
秋
季
就
業
体
験
縫
製
班
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
班
学
習
発
表
会
の
準
備
を
し
よ
う
型
紙
、
手
順
表
な
ど
の
作
成
、
説
明
や
実
演
の
練
習
学
校
行
事
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
対
面
式
宿
泊
学
習
校
外
学
習
（
学
級
）
社
会
見
学
校
外
学
習
（
学
部
）
卒
業
を
祝
う
会
児
童
生
徒
会
栄
養
調
べ
班
A
栄
養
調
べ
班
B
ふ
る
さ
と
調
査
班
特
別
活
動
　
ウ
　
中
学
部
　
学
習
指
導
計
画
（
案
）
教 科 別 の 指 導
国 語 数 学
要
点
を
読
み
取
っ
て
ま
と
め
発
表
し
よ
う
（
説
明
文
、
物
語
、
新
聞
記
事
や
コ
ラ
ム
な
ど
）
要
点
を
読
み
取
っ
て
ま
と
め
て
発
表
し
よ
う
 （
説
明
文
、
物
語
な
ど
）
生
活
の
中
の
数
を
知
ろ
う
・
計
算
し
よ
う
（
１
０
０
ま
で
の
数
、
繰
り
上
が
り
や
繰
り
下
が
り
の
な
い
加
法
、
減
法
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
の
決
ま
り
や
マ
ナ
ー
を
知
ろ
う
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
（
ワ
ー
ド
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
）
を
活
用
し
よ
う
（
ポ
ス
タ
－
作
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
作
り
、
年
賀
状
作
り
な
ど
）
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
（
ｉＰ
ａ
ｄ
な
ど
）
を
操
作
し
よ
う
月
１
１
観
察
日
記
や
行
事
の
感
想
文
を
書
こ
う
、
発
表
し
よ
う
葉
書
を
書
い
て
出
そ
う
①
日
記
や
経
験
し
た
こ
と
を
書
こ
う
、
発
表
し
よ
う
手
紙
や
葉
書
を
書
い
て
出
そ
う
①
（
近
況
報
告
、
暑
中
見
舞
い
）
体
験
、
経
験
し
た
こ
と
を
書
こ
う
、
発
表
し
よ
う
手
紙
や
葉
書
を
書
い
て
出
そ
う
①
（
近
況
報
告
、
暑
中
見
舞
い
）
用
件
や
発
表
を
正
し
く
聞
き
取
ろ
う
伝
え
よ
う
（
敬
語
、
電
話
の
応
対
）
説
明
文
を
読
ん
で
使
っ
て
み
よ
う
作
っ
て
み
よ
う
(使
用
説
明
書
や
レ
シ
ピ
な
ど
の
説
明
文
)
２
自
己
紹
介
を
し
よ
う
友
達
を
知
ろ
う
(あ
い
さ
つ
、
住
所
、
家
族
、
趣
味
/
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
、
正
し
く
聞
き
取
り
メ
モ
に
取
る
、
聞
い
た
こ
と
を
整
理
し
て
ま
と
め
る
)
自
己
紹
介
を
し
よ
う
友
達
を
知
ろ
う
（
あ
い
さ
つ
、
家
族
の
名
前
、
住
所
/
詳
し
く
説
明
す
る
、
友
達
の
話
を
正
し
く
聞
き
取
る
、
メ
モ
を
取
る
）
自
己
紹
介
を
し
よ
う
友
達
や
先
生
の
名
前
を
覚
え
よ
う
（
丁
寧
語
、
あ
い
さ
つ
、
自
分
・
友
達
の
名
前
）
興
味
・
関
心
の
あ
る
こ
と
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
(公
共
の
場
や
身
の
回
り
に
あ
る
標
識
や
案
内
な
ど
の
意
味
理
解
を
含
む
)
手
紙
や
葉
書
を
書
い
て
出
そ
う
②
（
行
事
の
案
内
状
、
簡
単
な
礼
状
、
年
賀
状
）
お
話
を
読
も
う
、
演
じ
て
み
よ
う
（
あ
ら
す
じ
、
登
場
人
物
の
理
解
、
劇
遊
び
）
葉
書
を
書
い
て
出
そ
う
②
（
年
賀
状
）
好
き
な
物
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
(公
共
の
場
や
身
の
回
り
に
あ
る
標
識
や
案
内
な
ど
の
意
味
理
解
を
含
む
)
手
紙
や
葉
書
を
書
い
て
出
そ
う
②
（
行
事
の
案
内
状
、
年
賀
状
）
壁
新
聞
を
作
ろ
う
（
一
年
間
の
振
り
返
り
、
こ
と
わ
ざ
、
四
字
熟
語
、
な
ぞ
な
ぞ
、
俳
句
な
ど
を
含
む
）
か
る
た
を
作
ろ
う
（
一
年
間
の
振
り
返
り
、
物
の
名
称
、
様
子
を
表
す
言
葉
な
ど
の
意
味
理
解
身
の
回
り
に
あ
る
し
る
し
や
こ
と
わ
ざ
な
ど
を
含
む
)
生
活
の
中
の
数
を
知
ろ
う
・
計
算
し
よ
う
（
少
数
、
分
数
、
正
負
の
数
、
約
数
、
倍
数
な
ど
乗
法
、
除
法
）
壁
新
聞
を
作
ろ
う
（
一
年
間
の
振
り
返
り
、
こ
と
わ
ざ
、
な
ぞ
な
ぞ
、
俳
句
な
ど
を
含
む
）
生
活
の
中
の
数
を
知
ろ
う
・
計
算
し
よ
う
（
大
き
な
数
、
少
数
、
分
数
、
繰
り
上
が
り
や
繰
り
下
が
り
の
あ
る
加
法
、
減
法
）
校
外
学
習
の
計
画
を
立
て
よ
う
(時
刻
と
時
間
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
、
予
算
内
な
ど
の
金
銭
)
情
報
機
器
（
パ
ソ
コ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
コ
ピ
ー
機
な
ど
）
を
操
作
し
よ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
の
決
ま
り
や
マ
ナ
ー
を
知
ろ
う
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
を
活
用
し
よ
う
（
文
字
入
力
、
自
己
紹
介
カ
ー
ド
作
り
な
ど
）
校
外
学
習
へ
行
こ
う
（
時
刻
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
、
両
替
な
ど
の
金
銭
）
身
近
な
も
の
を
比
べ
て
み
よ
う
(図
形
、
長
さ
、
重
さ
、
表
グ
ラ
フ
の
内
容
を
含
む
)
身
近
な
も
の
を
比
べ
て
発
表
し
よ
う
（
長
さ
、
重
さ
、
面
積
等
、
図
形
の
作
図
、
表
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
の
内
容
を
含
む
）
身
近
な
も
の
を
比
べ
て
発
表
し
よ
う
（
図
形
、
容
積
、
体
積
、
速
度
、
表
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
の
内
容
を
含
む
）
計
算
の
仕
方
を
発
表
し
よ
う
（
１
０
０
ま
で
の
数
、
繰
り
上
が
り
や
繰
り
下
が
り
の
あ
る
加
法
、
減
法
）
計
算
の
仕
方
を
考
え
よ
う
、
発
表
し
よ
う
(四
則
計
算
、
文
章
問
題
な
ど
)
計
算
の
仕
方
を
考
え
よ
う
、
発
表
し
よ
う
(四
則
計
算
、
文
章
問
題
な
ど
)
校
外
学
習
の
計
画
を
立
て
よ
う
（
時
刻
と
時
間
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
、
割
引
な
ど
の
金
銭
）
英
語
の
言
葉
を
覚
え
よ
う
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
、
天
気
、
曜
日
、
数
字
、
食
べ
物
、
身
体
部
位
な
ど
）
英
語
で
会
話
し
よ
う
（
あ
い
さ
つ
、
自
己
紹
介
、
買
い
物
し
よ
う
、
今
日
の
天
気
な
ど
）
　
　
　
英
語
で
遊
ぼ
う
（
カ
ー
ド
取
り
、
Ｂ
ｉｎ
ｇ
ｏ
な
ど
）
英
語
で
歌
お
う
 （
T
h
e
 A
lp
h
a
b
e
t 
ｓ
o
n
g
、
H
e
ll
o
 ｓ
o
n
g
、
Ｇ
o
o
d
 b
y
e
 s
o
n
g
、
 H
e
a
d
 s
h
o
ld
e
rs
 k
n
e
e
ｓ
 a
n
d
 t
o
e
ｓ
、
T
ic
k
 t
o
c
k
、
T
o
d
a
y
 i
s 
m
o
n
d
a
y
な
ど
）
英
語
で
書
こ
う
（
名
前
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
カ
ー
ド
作
り
な
ど
）
英
語
の
言
葉
を
覚
え
よ
う
（
色
、
動
き
、
気
持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
国
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
ハ
ロ
ー
ウ
ィ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
な
ど
）
英
語
で
会
話
し
よ
う
（
ど
ん
な
気
持
ち
、
好
き
な
色
、
動
い
て
み
よ
う
、
行
き
た
い
国
な
ど
）
　
　
　
英
語
で
遊
ぼ
う
（
カ
ー
ド
取
り
、
す
ご
ろ
く
な
ど
）
英
語
で
歌
お
う
（
T
h
is
 i
s 
th
e
 w
a
y
 、
R
a
in
b
o
w
 s
o
n
g
、
 T
e
d
d
y
 b
e
a
r、
C
la
p
 y
o
u
r 
h
a
n
d
sな
ど
）
英
語
で
書
こ
う
（
ハ
ロ
ー
ウ
ィ
ン
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
カ
ー
ド
作
り
）
　
　
英
語
の
絵
本
を
読
も
う
（
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
、
き
つ
ね
と
ぶ
ど
う
、
町
の
ネ
ズ
ミ
と
田
舎
の
ネ
ズ
ミ
な
ど
）
友
達
と
一
緒
に
歌
お
う
（
校
歌
・
宿
泊
学
習
の
歌
・
手
話
ソ
ン
グ
・
輪
唱
・
合
唱
な
ど
）
身
体
や
楽
器
を
使
っ
て
表
現
し
よ
う
（
ボ
デ
ィ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
リ
ズ
ム
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
合
奏
な
ど
）
い
ろ
い
ろ
な
曲
に
親
し
も
う
（
富
山
県
の
民
謡
・
日
本
の
民
謡
・
世
界
の
民
謡
な
ど
）
卒
業
の
歌
を
歌
お
う
（
卒
業
を
祝
う
会
の
歌
・
卒
業
式
の
歌
な
ど
）
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
ろ
う
（
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
創
作
ダ
ン
ス
・
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
）
工
夫
し
て
描
こ
う
（
名
画
の
技
法
で
描
こ
う
/
点
や
直
線
で
描
こ
う
/
ス
ク
ラ
ッ
チ
）
い
ろ
い
ろ
な
材
料
や
道
具
で
作
ろ
う
（
銅
板
レ
リ
ー
フ
/
砂
絵
、
モ
ザ
イ
ク
/
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ー
ト
）
経
験
画
を
描
こ
う
版
画
を
し
よ
う
（
一
版
多
色
版
画
/
モ
ノ
プ
リ
ン
ト
版
画
/
回
転
版
画
）
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
し
よ
う
朝
食
の
作
り
方
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
（
ス
ー
パ
ー
で
の
食
材
調
べ
、
レ
シ
ピ
調
べ
、
調
べ
た
こ
と
を
基
に
し
た
調
理
活
動
）
調
理
を
し
よ
う
②
衣
服
に
つ
い
て
考
え
よ
う
自
分
の
部
屋
を
整
頓
し
よ
う
１
年
間
を
振
り
返
ろ
う
（
ア
ル
バ
ム
、
文
集
な
ど
）
清
潔
・
身
な
り
、
食
事
の
配
膳
・
マ
ナ
ー
、
清
掃
、
持
ち
物
の
管
理
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
（
お
手
伝
い
課
題
、
運
動
課
題
、
余
暇
的
課
題
、
学
習
課
題
、
係
活
動
）
、
朝
の
会
入
学
式
、
交
通
安
全
教
室
、
運
動
会
、
避
難
訓
練
学
習
発
表
会
、
避
難
訓
練
、
卒
業
証
書
授
与
式
球
技
を
し
よ
う
①
（
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
/
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
）
器
械
運
動
を
し
よ
う
球
技
を
し
よ
う
②
（
卓
球
/
ホ
ッ
ケ
ー
/
サ
ッ
カ
ー
）
ダ
ン
ス
を
し
よ
う
大
切
な
体
に
つ
い
て
知
ろ
う
（
思
春
期
の
心
と
体
の
変
化
/
男
性
・
女
性
の
体
の
し
く
み
/
ス
ト
レ
ス
）
健
康
な
生
活
に
つ
い
て
知
ろ
う
（
運
動
・
休
養
/
生
活
リ
ズ
ム
/
病
気
の
種
類
と
予
防
）
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
指
導
（
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
、
他
の
人
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
、
自
然
や
崇
高
な
も
の
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
、
集
団
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
)
学
習
発
表
会
に
向
け
て
製
品
を
作
ろ
う
牛
乳
パ
ッ
ク
再
生
紙
、
ポ
チ
袋
、
く
る
み
ボ
タ
ン
、
新
聞
紙
エ
コ
バ
ッ
グ
、
新
聞
紙
籠
な
ど
の
制
作
（
紙
ち
ぎ
り
、
ミ
キ
サ
ー
が
け
、
型
取
り
、
切
り
出
し
、
張
り
合
わ
せ
等
）
自
立
活
動
生 活 単 元 学 習
班
別
作
業
学
習
発
表
会
に
向
て
製
品
を
作
ろ
う
コ
ー
ス
タ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
カ
バ
ー
な
ど
の
製
作
（
刺
し
子
の
模
様
付
け
、
し
つ
け
縫
い
、
ミ
シ
ン
掛
け
、
ア
イ
ロ
ン
掛
け
）
自
分
に
合
っ
た
食
事
の
量
や
カ
ロ
リ
ー
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
（
食
品
の
カ
ロ
リ
ー
調
べ
、
自
分
に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
調
べ
、
調
べ
た
こ
と
を
基
に
し
た
献
立
作
り
）
社
会
見
学
の
行
き
先
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
（
新
湊
観
光
船
・
新
湊
大
橋
/
Y
K
K
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
・
四
十
物
昆
布
昆
布
/
北
前
廻
船
問
屋
森
家
・
富
岩
水
上
ラ
イ
ン
）
社
会
見
学
の
行
き
先
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
（
梅
か
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ほ
た
る
い
か
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
滑
川
深
層
水
分
水
施
設
/
能
作
・
高
岡
御
車
会
館
/
四
季
防
災
館
・
源
ま
す
の
す
し
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
社
会
見
学
自
分
に
合
っ
た
食
事
の
量
や
カ
ロ
リ
ー
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
（
食
品
の
カ
ロ
リ
ー
調
べ
、
自
分
に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
調
べ
、
調
べ
た
こ
と
を
基
に
し
た
献
立
作
り
）
就
業
体
験
に
つ
い
て
考
え
よ
う
、
振
り
返
ろ
う
基
礎
技
術
を
身
に
付
け
よ
う
（
糸
の
始
末
、
運
針
、
ミ
シ
ン
、
ア
イ
ロ
ン
の
扱
い
方
）
使
う
人
に
喜
ば
れ
る
製
品
を
作
ろ
う
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
カ
バ
ー
、
巾
着
な
ど
等
の
製
作
（
裁
断
、
刺
し
子
の
模
様
付
け
、
ミ
シ
ン
掛
け
、
ア
イ
ロ
ン
掛
け
、
ボ
タ
ン
付
け
、
ひ
も
通
し
な
ど
）
自
分
の
食
生
活
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
（
食
品
の
栄
養
調
べ
、
食
事
の
栄
養
調
べ
）
自
分
の
朝
食
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
（
食
品
の
栄
養
調
べ
、
朝
食
の
栄
養
調
べ
）
朝
食
の
作
り
方
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
（
ス
ー
パ
ー
で
の
食
材
調
べ
、
レ
シ
ピ
調
べ
、
調
べ
た
こ
と
を
基
に
し
た
調
理
活
動
）
自
分
の
食
生
活
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
（
食
品
の
栄
養
調
べ
、
食
事
の
栄
養
調
べ
）
就
業
体
験
に
つ
い
て
考
え
よ
う
、
振
り
返
ろ
う
宿
泊
学
習
に
行
こ
う
す
て
き
な
中
学
生
に
な
ろ
う
生
活
の
中
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
知
ろ
う
ア
ル
ミ
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
（
ア
ル
ミ
缶
つ
ぶ
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
つ
ぶ
し
、
近
所
の
ス
ー
パ
ー
に
つ
ぶ
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
運
搬
等
）
を
通
し
て
、
生
活
の
中
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
知
る
販
売
会
を
し
よ
う
牛
乳
パ
ッ
ク
再
生
紙
、
ポ
チ
袋
、
く
る
み
ボ
タ
ン
、
新
聞
紙
エ
コ
バ
ッ
グ
、
新
聞
紙
籠
な
ど
の
制
作
（
紙
ち
ぎ
り
、
ミ
キ
サ
ー
が
け
、
型
取
り
、
切
り
出
し
、
張
り
合
わ
せ
等
）
任
さ
れ
た
仕
事
に
取
り
組
も
う
②
洗
濯
物
畳
み
（
タ
オ
ル
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
）
、
ア
イ
ロ
ン
掛
け
（
バ
ン
ダ
ナ
、
エ
プ
ロ
ン
、
Ｙ
シ
ャ
ツ
な
ど
）
、
洗
濯
物
の
配
達
・
回
収
、
全
自
動
洗
濯
機
で
の
洗
濯
、
洗
濯
物
干
し
自
分
の
朝
食
を
調
べ
て
発
表
し
よ
う
（
食
品
の
栄
養
調
べ
、
朝
食
の
栄
養
調
べ
）
総
合
的
な
学
習
の
時
間
リ
サ
イ
ク
ル
班
基
礎
技
術
を
身
に
付
け
よ
う
（
ハ
サ
ミ
、
テ
ー
プ
、
ノ
リ
、
空
き
缶
つ
ぶ
し
機
な
ど
の
扱
い
方
）
健
康
の
保
持
・
心
理
的
な
安
定
・
人
間
関
係
の
形
成
・
環
境
の
把
握
・
身
体
の
動
き
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
健
康
の
保
持
・
心
理
的
な
安
定
・
人
間
関
係
の
形
成
・
環
境
の
把
握
・
身
体
の
動
き
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
習
発
表
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
自
分
の
身
の
回
り
の
物
を
使
い
や
す
く
し
よ
う
富
山
に
つ
い
て
調
べ
て
発
表
し
よ
う
（
自
分
の
住
ん
で
い
る
市
や
町
/
観
光
地
や
名
所
/
特
産
物
）
富
山
に
つ
い
て
調
べ
て
発
表
し
よ
う
（
自
分
の
住
ん
で
い
る
市
や
町
/
観
光
地
や
名
所
/
特
産
物
）
各 教 科 等 を 合 わ せ た 指 導
図
書
・
生
活
委
員
会
、
報
道
委
員
会
、
運
動
・
給
食
委
員
会
、
保
健
・
美
化
委
員
会
、
児
童
生
徒
会
執
行
部
、
児
童
生
徒
総
会
、
全
校
集
会
領 域 別 の
指 導
基
礎
技
術
を
身
に
付
け
よ
う
（
タ
オ
ル
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
洗
濯
物
畳
み
、
洗
濯
物
の
配
達
・
回
収
、
全
自
動
洗
濯
機
で
の
洗
濯
、
洗
濯
物
干
し
）
任
さ
れ
た
仕
事
に
取
り
組
も
う
①
洗
濯
物
畳
み
（
タ
オ
ル
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
靴
下
な
ど
）
、
ア
イ
ロ
ン
掛
け
（
バ
ン
ダ
ナ
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
）
、
洗
濯
物
の
配
達
・
回
収
、
全
自
動
洗
濯
機
で
の
洗
濯
、
洗
濯
物
干
し
作 業 学 習
チ
ャ
レ
ン
ジ
小
遣
い
で
買
い
物
を
し
よ
う
卒
業
を
祝
う
会
を
し
よ
う
卒
業
に
向
け
て
②
(卒
業
の
準
備
を
し
よ
う
)
ア
ル
バ
ム
作
り
、
行
事
の
目
標
・
振
り
返
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
、
毎
月
の
目
標
学
部
活
動
日
常
生
活
の
指
導
全
学
年
就
業
体
験
道
　
　
　
徳１
年
２
年
３
年A B C A B C
外
国
語
情
　
　
報
音
　
　
楽
美
　
　
術
保
健
体
育
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資
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３
 
 
４
５
６
７
９
１
０
１
１
１
２
１
２
３
進
路
講
演
会
（
高
３
）
事
業
所
見
学
（
高
２
）
事
業
所
見
学
（
高
１
）
市
役
所
訪
問
（
高
３
）
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
高
1
、
２
）
事
業
所
見
学
（
高
１
、
２
）
高
等
部
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
よ
う
働
く
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
よ
う
・
企
業
と
事
業
所
に
つ
い
て
考
え
よ
う
選
挙
に
つ
い
て
知
ろ
う
金
銭
の
管
理
を
し
よ
う
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
給
料
を
活
用
し
た
日
用
品
の
購
入
、
収
支
の
整
理
）
い
ろ
い
ろ
な
家
事
に
取
り
組
も
う
（
洗
濯
・
ア
イ
ロ
ン
が
け
）
就
業
体
験
先
・
進
路
先
を
考
え
よ
う
職
場
で
の
マ
ナ
ー
や
振
る
舞
い
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
選
挙
に
つ
い
て
知
ろ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
給
料
で
購
入
し
よ
う
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
給
料
を
活
用
し
た
衣
類
の
購
入
）
い
ろ
い
ろ
な
家
事
に
取
り
組
も
う
②
（
電
球
・
電
池
の
交
換
、
ゴ
ミ
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
、
昼
食
・
弁
当
作
り
）
卒
業
後
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
よ
う
卒
業
後
の
「
働
く
、
暮
ら
す
、
遊
ぶ
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う
①
家
庭
生
活
に
つ
い
て
考
え
よ
う
③
（
健
康
管
理
、
食
生
活
、
家
事
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
知
ろ
う
木
工
清
掃
縫
製
ハ
ウ
ス
キ
ー
プ
春
季
就
業
体
験
秋
季
就
業
体
験
冬
季
就
業
体
験
（
高
３
）
学
校
行
事
学
部
行
事
学
部
活
動
歓
迎
会
校
外
学
習
チ
ャ
レ
ン
ジ
発
表
会
修
学
旅
行
(
高
2
・
3
)
宿
泊
学
習
(
高
1
)
チ
ャ
レ
ン
ジ
発
表
会
ふ
れ
あ
い
育
成
ス
ポ
ー
ツ
大
会
チ
ャ
レ
ン
ジ
発
表
会
チ
ャ
レ
ン
ジ
発
表
会
校
外
学
習
（
高
３
）
校
外
学
習
（
高
1
・
２
）
校
外
学
習
（
高
３
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
発
表
会
卒
業
を
祝
う
会
H
R
活
動
児
童
生
徒
会
ウ
　
高
等
部
　
年
間
学
習
指
導
計
画
月
教 科 別 の 指 導
国
語
A
自
分
の
こ
と
を
伝
え
よ
う
身
近
な
人
の
名
前
を
知
っ
て
読
ん
で
書
こ
う
写
真
や
絵
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
書
こ
う
（
自
分
の
持
ち
物
／
生
活
場
面
の
様
子
／
行
事
名
や
日
課
、
内
容
）
読
ん
で
書
い
て
み
よ
う
（
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
／
少
年
写
真
ニ
ュ
ー
ス
／
商
業
施
設
の
看
板
）
聞
い
て
や
っ
て
み
よ
う
（
連
絡
／
友
達
の
話
／
校
内
放
送
）
数
学
A
数
を
知
ろ
う
（
１
０
の
合
成
・
分
解
、
１
０
０
ま
で
の
数
唱
）
表
や
図
形
を
使
っ
て
み
よ
う
（
カ
レ
ン
ダ
ー
、
時
間
／
簡
単
な
位
置
関
係
、
簡
単
な
図
形
／
表
）
お
金
を
確
認
し
て
払
お
う
（
金
種
、
ち
ょ
う
ど
の
額
・
多
い
額
を
出
そ
う
）
B
自
分
や
友
達
の
こ
と
を
話
し
合
お
う
（
詳
し
く
話
す
／
質
問
す
る
／
理
由
を
含
め
て
書
く
）
身
近
な
名
前
や
様
子
を
書
こ
う
（
身
の
回
り
の
物
／
生
活
場
面
の
様
子
／
市
町
村
名
・
都
道
府
県
名
）
読
み
取
ろ
う
（
簡
単
な
説
明
文
／
少
年
写
真
ニ
ュ
ー
ス
／
情
報
誌
）
色
々
な
物
を
測
っ
て
み
よ
う
（
長
さ
／
重
さ
／
か
さ
）
B
計
算
し
よ
う
（
整
数
と
小
数
／
2
桁
以
上
の
加
法
と
減
法
／
乗
法
）
表
や
図
形
を
知
っ
て
使
っ
て
み
よ
う
（
カ
レ
ン
ダ
ー
、
時
間
／
位
置
関
係
、
図
形
／
表
・
グ
ラ
フ
）
お
金
の
確
認
や
計
算
を
し
よ
う
（
金
額
内
の
買
い
物
、
／
レ
シ
ー
ト
の
読
み
取
り
／
小
遣
い
帳
の
記
入
）
色
々
な
物
を
測
っ
て
み
よ
う
（
長
さ
／
重
さ
／
か
さ
）
D
目
的
に
応
じ
て
伝
え
合
お
う
（
自
分
の
こ
と
を
伝
え
よ
う
／
友
達
の
話
を
聞
こ
う
／
敬
語
を
話
そ
う
）
要
点
や
意
味
を
読
み
取
ろ
う
（
新
聞
記
事
、
情
報
誌
／
こ
と
わ
ざ
、
四
字
熟
語
、
い
ろ
い
ろ
な
語
句
／
説
明
文
）
目
的
に
そ
っ
て
書
こ
う
（
手
紙
、
葉
書
、
礼
状
／
出
来
事
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
／
い
ろ
い
ろ
な
様
式
の
書
類
）
ま
と
め
て
書
こ
う
（
小
説
（
文
学
的
文
章
）
を
読
ん
で
感
想
を
書
く
／
調
べ
た
こ
と
を
書
く
／
ニ
ュ
ー
ス
や
電
話
で
聞
い
た
こ
と
を
書
く
）
聞
き
取
ろ
う
（
連
絡
／
友
達
の
話
／
校
内
放
送
）
C
目
的
に
応
じ
て
話
そ
う
（
自
己
紹
介
／
電
話
の
応
対
／
面
接
、
敬
語
）
読
み
取
ろ
う
（
新
聞
記
事
、
情
報
誌
／
物
語
文
／
説
明
文
）
目
的
に
そ
っ
て
書
こ
う
（
季
節
の
手
紙
、
礼
状
／
日
記
、
記
録
な
ど
／
履
歴
書
、
申
込
書
な
ど
）
聞
い
て
書
こ
う
（
伝
言
、
連
絡
、
注
文
／
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
電
話
の
応
対
）
C
い
ろ
い
ろ
な
数
で
表
そ
う
、
計
算
し
よ
う
（
小
数
／
分
数
／
大
き
な
数
・
概
数
）
生
活
の
中
で
目
に
す
る
表
や
図
形
を
活
用
し
よ
う
（
暦
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
・
時
刻
表
の
活
用
／
図
形
／
表
・
グ
ラ
フ
）
お
金
の
確
認
や
計
算
し
よ
う
（
お
お
よ
そ
の
値
段
／
レ
シ
ー
ト
の
読
み
取
り
／
割
引
の
計
算
）
い
ろ
い
ろ
な
量
を
測
っ
て
表
そ
う
（
長
さ
／
重
さ
／
か
さ
）
D
い
ろ
い
ろ
な
数
を
使
っ
て
計
算
し
よ
う
（
小
数
・
分
数
／
正
負
の
数
／
概
数
）
生
活
の
中
で
目
に
す
る
表
や
グ
ラ
フ
や
図
形
を
活
用
し
よ
う
（
時
刻
表
の
活
用
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
／
作
図
、
面
積
／
表
・
グ
ラ
フ
の
読
み
取
り
、
作
成
）
生
活
に
必
要
な
金
銭
の
計
算
を
し
よ
う
（
生
活
費
の
予
算
立
て
／
消
費
税
／
割
引
、
割
り
勘
）
い
ろ
い
ろ
な
量
の
計
算
と
測
定
を
し
よ
う
（
長
さ
／
重
さ
／
か
さ
）
卒
業
式
の
歌
を
歌
お
う
（
歌
詞
の
内
容
や
曲
想
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら
の
歌
唱
、
曲
に
合
わ
せ
た
身
体
表
現
や
ダ
ン
ス
）
美
術
創
造
的
に
か
こ
う
Ⅰ
：
絵
に
か
く
（
素
描
き
、
水
彩
画
、
版
画
、
切
り
絵
、
デ
ザ
イ
ン
）
切
り
絵
（
ち
ぎ
り
絵
、
絵
手
紙
水
墨
）
／
ス
ク
ラ
ッ
チ
ボ
ー
ド
／
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
創
造
的
に
つ
く
ろ
う
Ⅰ
：
工
芸
（
食
器
、
花
器
、
置
物
、
箱
物
な
ど
生
活
に
役
立
て
る
器
物
や
装
飾
品
を
作
る
）
樹
脂
粘
土
／
紙
バ
ン
ド
編
み
、
籐
編
み
／
染
色
創
造
的
に
つ
く
ろ
う
Ⅱ
：
彫
刻
な
ど
の
立
体
に
表
す
彫
金
（
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
）
／
粘
土
に
よ
る
塑
像
（
全
身
）
／
粘
土
に
よ
る
塑
像
（
体
の
一
部
）
創
造
的
に
か
こ
う
Ⅱ
：
版
画
（
木
版
、
孔
版
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
）
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
（
ス
テ
ン
シ
ル
）
／
ウ
レ
タ
ン
版
画
／
石
こ
う
版
画
自
分
の
作
品
の
よ
さ
、
友
達
の
作
品
の
よ
さ
を
見
付
け
よ
う
芸
術
音
楽
好
き
な
曲
を
紹
介
し
よ
う
（
リ
ズ
ム
や
曲
想
に
合
わ
せ
た
身
体
表
現
、
楽
器
の
特
色
や
音
色
を
生
か
し
た
合
奏
）
世
界
の
音
楽
を
知
ろ
う
（
ア
メ
リ
カ
／
ア
ジ
ア
、
中
近
東
／
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
世
界
の
音
楽
を
知
ろ
う
（
ア
メ
リ
カ
／
ア
ジ
ア
、
中
近
東
／
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
日
本
の
民
謡
・
富
山
の
民
謡
を
知
ろ
う
（
こ
き
り
こ
節
、
麦
屋
節
／
日
本
の
民
謡
／
越
中
お
わ
ら
節
）
保
健
体
育
保
健
分
野
男
女
の
違
い
に
つ
い
て
知
ろ
う
Ⅰ
（
体
の
変
化
／
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
マ
ナ
ー
／
身
を
守
る
方
法
）
男
女
の
違
い
に
つ
い
て
知
ろ
う
Ⅱ
（
将
来
の
生
活
／
異
性
と
の
接
し
方
／
思
春
期
の
心
の
変
化
）
健
康
に
つ
い
て
考
え
よ
う
（
飲
酒
、
喫
煙
、
医
薬
品
／
生
活
習
慣
病
／
体
と
心
の
関
係
、
心
の
病
気
）
体
育
分
野
集
団
行
動
を
身
に
付
け
よ
う
運
動
会
の
練
習
を
し
よ
う
陸
上
競
技
を
し
よ
う
（
リ
レ
ー
／
障
害
走
／
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）
室
内
運
動
に
取
り
組
も
う
（
器
械
運
動
／
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
／
創
作
ダ
ン
ス
）
外
国
語
英
語
で
自
己
紹
介
を
し
よ
う
（
名
前
、
誕
生
日
、
年
齢
、
住
所
、
好
き
な
物
な
ど
）
英
語
で
話
そ
う
・
伝
え
よ
う
（
英
語
劇
／
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
／
ス
ピ
ー
チ
）
英
語
を
知
ろ
う
・
書
こ
う
（
食
べ
物
、
国
の
名
前
、
身
体
部
位
、
天
気
、
色
、
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
な
ど
）
英
語
を
知
ろ
う
・
書
こ
う
（
月
、
曜
日
、
時
刻
、
気
持
ち
、
動
き
な
ど
）
英
語
の
歌
を
歌
お
う
（
G
o
o
d
 
m
o
r
n
i
n
g
 
s
o
n
g
、
G
o
o
d
 
b
y
e
 
s
o
n
g
、
A
B
C
 
s
o
n
g
な
ど
）
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
 
を
し
よ
う
（
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
ビ
ン
ゴ
）
英
語
の
歌
を
歌
お
う
（
T
h
e
 
H
o
k
e
y
 
P
o
k
e
y
 
、
S
i
n
g
、
t
o
m
o
r
r
o
w
な
ど
）
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
（
す
ご
ろ
く
、
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
）
外
国
の
文
化
に
触
れ
よ
う
（
外
国
の
料
理
）
外
国
の
文
化
に
触
れ
よ
う
（
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
ー
ド
作
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
、
外
国
の
料
理
）
春
季
就
業
体
験
に
つ
い
て
考
え
よ
う
・
振
り
返
ろ
う
（
先
輩
の
体
験
先
見
学
含
む
）
秋
季
就
業
体
験
に
つ
い
て
考
え
よ
う
・
振
り
返
ろ
う
得
意
な
こ
と
と
苦
手
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
働
き
方
、
暮
ら
し
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う
今
年
の
「
働
く
、
暮
ら
す
」
を
振
り
返
ろ
う
（
私
の
「
働
く
、
暮
ら
す
」
生
活
）
い
ろ
い
ろ
な
家
事
に
取
り
組
も
う
（
レ
ト
ル
ト
食
品
や
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
を
使
っ
た
簡
単
な
調
理
）
情
　
報
情
報
機
器
（
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
）
を
操
作
し
よ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
き
ま
り
や
マ
ナ
ー
を
知
ろ
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ペ
イ
ン
ト
、
ワ
ー
ド
な
ど
）
を
活
用
し
よ
う
情
報
の
収
集
、
処
理
、
発
信
を
し
よ
う
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど
）
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
）
を
活
用
し
よ
う
日
常
生
活
の
指
導
清
潔
な
身
だ
し
な
み
・
習
慣
、
食
事
、
排
泄
、
挨
拶
・
言
葉
遣
い
、
持
ち
物
の
管
理
、
清
掃
健
康
管
理
と
安
全
、
予
定
の
管
理
、
仕
事
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
係
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
運
動
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
朝
の
会
生 活 単 元 学 習
進
路
関
係
行
事
１
年
３
年
春
季
就
業
体
験
に
つ
い
て
考
え
よ
う
・
振
り
返
ろ
う
秋
季
就
業
体
験
に
つ
い
て
考
え
よ
う
・
振
り
返
ろ
う
卒
業
後
の
「
働
く
、
暮
ら
す
、
遊
ぶ
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う
②
学
校
生
活
を
振
り
返
ろ
う
家
庭
生
活
に
つ
い
て
考
え
よ
う
①
（
金
銭
管
理
、
余
暇
の
過
ご
し
方
）
家
庭
生
活
に
つ
い
て
考
え
よ
う
②
（
余
暇
の
過
ご
し
方
、
家
事
）
２
年
春
季
就
業
体
験
に
つ
い
て
考
え
よ
う
・
振
り
返
ろ
う
秋
季
就
業
体
験
に
つ
い
て
考
え
よ
う
・
振
り
返
ろ
う
働
く
た
め
に
必
要
な
力
に
つ
い
て
考
え
よ
う
今
年
の
「
働
く
、
暮
ら
す
」
を
振
り
返
ろ
う
金
銭
の
管
理
を
し
よ
う
（
安
全
な
管
理
、
口
座
開
設
、
銀
行
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
）
い
ろ
い
ろ
な
家
事
に
取
り
組
も
う
①
（
部
屋
の
整
理
・
整
頓
、
掃
除
）
基
礎
技
術
を
身
に
付
け
よ
う
（
針
の
糸
通
し
、
玉
ど
め
、
玉
結
び
、
運
針
、
ミ
シ
ン
・
ア
イ
ロ
ン
の
扱
い
方
）
製
品
を
作
ろ
う
①
（
花
布
巾
、
小
物
入
れ
な
ど
）
製
品
を
作
ろ
う
②
（
エ
コ
バ
ッ
グ
、
巾
着
袋
、
花
布
巾
な
ど
）
製
品
を
作
ろ
う
③
（
布
バ
ッ
グ
、
巾
着
袋
、
雑
巾
な
ど
）
領 域 別 の 指 導
道
徳
特
別
活
動
入
学
式
、
交
通
安
全
教
室
、
運
動
会
、
避
難
訓
練
学
習
発
表
会
、
避
難
訓
練
、
卒
業
証
書
授
与
式
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
学
校
の
生
活
の
充
実
と
向
上
に
関
す
る
こ
と
、
健
康
や
安
全
に
関
す
る
こ
と
個
人
及
び
社
会
の
一
員
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
、
学
業
生
活
の
充
実
、
将
来
の
生
き
方
と
進
路
の
適
切
な
選
択
決
定
に
関
す
る
こ
と
各 教 科 等 を 合 わ せ た 指 導
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
指
導
（
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
、
他
の
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
、
自
然
や
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
、
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
）
基
礎
実
技
を
身
に
付
け
よ
う
洗
濯
（
干
す
・
畳
む
）
、
掃
除
、
炊
事
（
食
器
洗
い
）
シ
フ
ト
表
を
確
認
し
て
分
担
さ
れ
た
作
業
に
取
り
組
も
う
洗
濯
（
干
す
・
畳
む
・
収
納
）
、
掃
除
（
部
屋
・
窓
・
玄
関
・
ト
イ
レ
・
風
呂
・
庭
・
ご
み
分
別
）
、
炊
事
（
お
茶
入
れ
・
食
器
洗
い
）
、
車
椅
子
操
作
・
掃
除
手
帳
を
確
認
し
て
分
担
さ
れ
た
作
業
に
取
り
組
も
う
手
帳
を
活
用
し
て
、
一
連
の
自
分
の
作
業
を
行
お
う
洗
濯
（
干
す
・
畳
む
・
収
納
）
、
掃
除
（
部
屋
・
窓
・
玄
関
・
ト
イ
レ
・
風
呂
・
庭
・
ご
み
分
別
）
、
炊
事
（
お
や
つ
作
り
・
お
茶
入
れ
・
食
器
洗
い
）
、
車
椅
子
操
作
、
掃
除
作 業 学 習
班 別 作 業
基
礎
技
術
を
身
に
付
け
よ
う
（
計
測
道
具
、
の
こ
ぎ
り
、
電
動
糸
の
こ
ぎ
り
、
鉄
・
紙
ヤ
ス
リ
、
ド
リ
ル
、
色
付
け
、
組
み
立
て
な
ど
）
製
品
を
作
ろ
う
①
（
ブ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
、
鍋
敷
き
、
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
）
製
品
を
作
ろ
う
②
（
正
月
飾
り
な
ど
）
製
品
を
作
ろ
う
③
～
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
～
（
コ
ー
ス
タ
ー
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
、
ペ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
）
基
本
的
な
清
掃
道
具
の
使
い
方
を
身
に
つ
け
よ
う
（
自
在
ぼ
う
き
、
ダ
ス
タ
ー
、
モ
ッ
プ
、
ス
ク
イ
ー
ジ
ー
の
使
い
方
）
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
掃
除
し
よ
う
（
廊
下
掃
除
、
階
段
掃
除
、
玄
関
扉
ガ
ラ
ス
掃
除
な
ど
）
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
掃
除
し
よ
う
（
机
や
椅
子
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
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「学びあいの場」を通して考えたこと 
  
       小学部 稲垣 恭子  
 
１ はじめに 
 
私はこれまで，同僚と一緒に環境を整えたり，支援ツールを作成したりしながら授業づくり
に取り組んできました。授業づくりのために，言葉の使い方や言葉を発するタイミングから，
物を置く位置，教師の立ち位置，そして，目印のために床に貼るテープの向きや色，細かいと
ころまで一つ一つ丁寧に考えていくことに，「どうしてそこまで」という思いもありました。
しかし，みんなで授業や児童への思いを話し合い，思いを同じにして授業を行うことで，今ま
で授業に参加できなかった児童が生き生きとした表情で，自分から活動に参加し，友達と一緒
に学び合うことができるようになっていく姿を見て，丁寧に授業をつくっていくことの大切さ
を知ることができました。 
授業をする中で，児童が「できた」「分かった」と満足そうにしていたり，「もっとしたい」
「またしたい」と言ってくれたりすることで，時間を掛けて，丁寧に授業づくりをして良かっ
た，この子たちのためにまた頑張ろうと思えました。 
今年，本校では，「学びあいの場」という新しい取り組みが始まりました。今回，この「学
びあいの場」に参加して考えたことをまとめてみたいと思います。 
 
 
２ 「学びあいの場」へ向けて 
 
４月，私は小学部１年生の男子三人の担任をすることになりました。三人とも知的障害と自
閉症，広汎性発達障害などの障害を併せ有し，見通しをもちにくい活動が苦手，言葉での指示
理解が苦手，自分の思いを適切な言葉で伝えることができず不適応行動を起こすなどの様子が
見られました。興味関心があることに対しては敏感に反応し，ものすごい集中力や執着をみせ
る子供たちでしたが，人，特に友達に対しての興味関心が薄く，授業が始まっても三人三様で，
「友達と同じ活動を自分もしなくては」という意識はないようでした。子供たちの前に立ち，
三人に向けて言葉掛けをしたつもりであっても，彼らはそれが自分に対してのものであると気
づきませんでした。あるときは，友達が授業の準備をしているのに，私が直接，言葉掛けしな
かったために，一人椅子に座ってぼんやりしていて，一体，いつになったら三人そろっての学
習ができるようになるだろうと気が遠くなったこともありました。 
しかし，どの子も，教師が側に付き添い，一つずつ，彼らのペースに合わせて指示を出した
り，手順を示したりすることで，きちんと課題に取り組むことができました。課題ができたこ
とや教師に褒められることを喜び，頑張る姿を見ることができました。 
そんな彼らと一緒に過ごしていくに当たって感じたことは，自分のしたいことを自分で考え
ること，そして，自分の思いを実現するにはどうしていけば良いか考えて行動してほしいとい
うことでした。大人に頼りきった生活や，自分だけの世界で完結している彼らに，自分から行
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動を起こし，友達と一緒に活動する中で新しい楽しみを見付けて自分の世界を広げていってほ
しいと思いました。 
そこで，授業の中で友達と関わりをもつことができるような場面をつくり，自然と友達同士
で関わることができるようにしていくことにしました。 
 
 
３ 授業者として「学びあいの場」で考えたこと 
 
 ７月，私は，授業者として「学びあいの場」に参加することになりました。１年生の彼らに
とっては，初めてたくさんの方に授業を見てもらう機会でした。いつもと違う環境の中，落ち
着いて学習に取り組むには，見通しをもって自分から活動できる学習でなくてはいけないと思
いました。そのために，「自分もできる」と安心して取り組むことのできるような学習内容に
すること，授業の準備や片付けも児童が行うようにして，待つ時間をできる限り減らすこと，
物の受け渡し，役割分担など，人とのやり取りができる機会をたくさん作ることを大切にして
いこうと思いました。これらの条件を取り入れた授業にするため，子供たちがよく知っている
動物がたくさん登場し，ケーキを作るという親しみやすい内容の「ケーキがやけたら，ね」と
いうお話を取り上げることにしました。あらすじが分かるように絵カードを動かしながら読み
進め，友達と一緒に絵本を楽しむことができる授業をすることにしました。友達が読み進める
お話を聞いて，自分の担当する絵カードをホワイトボードに貼ることができるということを目
標としました。 
 
 
 
 
 
 
（１） ブリーフィングシートを作成して
授業をするに当たり，自分の授業や子供たちに対する思いを観察者に伝えるため，ブリーフ
ィングシートを書くことになりました。決められた形式がなく，自分の思うことを書いていい
と言われ，果たしてどんなことを書けばよいのか困りました。 
初めは，児童の国語科に関する実態，授業の簡単な流れを書きましたが，本当にこれで私の
思いが伝わるのか分からなくなり，主事に相談しました。すると，「この授業で何をねらって
いるのか，同僚に何を聞きたいのかということが伝わるように書けば良いのでは。」というア
ドバイスをもらいました。このブリーフィングシートを書いたことで，自分が児童をどういう
風に捉え，彼らに対しどんな思いをもっているのか，そして，この授業を通してどうなってほ
しいのかということを改めて考えることができ，良い機会になったと思いました。 
 
（２） 授業を振り返って感じたこと
ワークショップ時，同僚がラベルコミュニケーションをしている間，私は自分の授業のビデ
オを見ました。 
子供たちの様子を見ていて驚いたことは，少しでも「できない」と感じた活動があると大き
な声を出したり，離席をしたりなどの不適応行動を起こしていたＨ児が，しっかりと友達の言
写真１ 絵本「ケーキがやけたら，ね」 
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葉を聞き，自分に任された役割を果たしながら授業に参加できていたことです。また，いつも
自分から手を挙げて発表をしたり，「○○がしたい。」と積極的に授業に参加したりしている
Ｍ児の表情がこわばっていたことです。 
ビデオを見て，私は彼らの表面的な言動でしか彼らのことを受け止めておらず，一方的に自
分の思いを押し付けていたのではないかと考えました。 
  
（３） 同僚からの話を聞いて考えたこと，分かったこと
同僚から，「一人の楽しみを三人の楽しみへ」という表題でラベルの図解をもらいました。 
同僚からは，どの児童も「やってみたい」と自分から手を挙げて意欲をみせていたことから，
授業の題材や教材は，児童の実態に合っていたと思うと意見をもらいました。しかし，「子供
たちが褒められることを先生の顔を見ながら待っていたように感じた。」というラベルを見て，
私が子供たちを褒める機会が少なく，彼らの思いをしっかりと受け止めきっていなかったこと
に気がつきました。児童の学習意欲を盛り上げ，達成感を感じさせる評価の場面が抜けていた
ことに気がつきました。Ｍ児の不安そうな表情の理由はこれが原因なのではないかと思いまし
た。一方，あまり授業に参加できていないのではないかと思っていたＨ児は，「やりたい人」
と聞かれたときに「はい」と手を挙げており，話はしっかりと聞いている様子だったと聞き，
自分が不適応行動にばかり気を取られ，彼のできることを評価し，認めていなかったことに気
づきました。 
ラベルコミュニケーションを通して，今まで自分が気づくことのできなかった児童の様子を
知ることができ，改めて公開授業をする良さを感じました。子供たちのできたことを褒め，評
価していく，そして，友達が評価されている様子を見て，自分もあんなふうにしたいと友達か
らの影響を受けながらお互いに高め合っていく授業をつくるということが，これから私の課題
だということが分かりました。しかし，今までの研修とは違い，「この教材をこんなふうに変
えてみれば？」「児童が注目できるようこの位置に教材を置いて，先生はここに立って・・」
という，直接的，具体的な話ではないため，すぐに改善することが難しく，大きな宿題をもら
ったような気持ちになりました。 
 
 
４ 観察者として「学びあいの場」で考えたこと 
 
「学びあいの場」では，観察者として授業を観る機会もいただきました。観察者として「学
びあいの場」に参加して，私は今まで，「何を改善するとより良い授業になるだろう」と，教
材を中心に，授業者の言動に注目して授業を見てきたことが分かりました。「私はこう思う。」
と，自分の視点で授業を見ていたことに気づきました。 
今回，「学びあいの場」で，児童生徒の行動から授業を考えることになり，始めはどういう
ふうに授業を観れば良いか分からず困りました。しかし，「学びあいの場」に参加していく中
で，学習がスムーズに進む場面と，児童生徒が困ったり，自分で答えることができなかったり
する場面があることに気がつきました。学習がスムーズに進むのは教材や支援が適しているか
ら，逆に児童生徒が困っている場面は，教材や支援，学習活動自体に問題があるからなのでは
ないかと思いました。児童生徒の立場に立って授業を観ることで，これまでとは違う視点で授
業を観ることができるような気がしました。 
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授業は，児童生徒の学びのためにあるもののはずです。だから，授業者側からばかりでなく，
児童生徒の様子から授業の改善点を探ってみることも大切であると学びました。 
 
 
５ 「学びあいの場」を通して考えたこと 
 
「学びあいの場」で授業を公開して以降，私が心掛けてきたことは，言葉掛けをした後の児
童の表情をよく観るということ，不適応行動に振り回されるのではなく，できたことを褒め，
認めていくということです。そして，できなくて悔しかった，嫌な思いをしたという子供たち
が自分では言い出しにくい気持ちを，全員の前できちんと言葉にし，自分が今，どんな気持ち，
状態でいるのか，子供たちが自覚できるように働きかけました。何が起こっているか状況を判
断したり，友達の思いを考えたりすることが苦手な彼らが上手く友達と関わっていくためには，
そのような気持ちこそ，お互いに理解し合い，認め合っていく必要を感じました。 
現在，国語科の学習では，「桃太郎」の劇遊びを 
しています。今回もお話を楽しむことを目的とした 
学習です。７月の学習，「ケーキがやけたら，ね」 
では，物（絵カード）を通しての友達との関わりで 
したが，今回は，直接，言葉のやり取りを通しての 
友達との関わりになっているところが大きな違いで 
す。この授業を通して，自分の出番まで，友達に注 
目して静かに話を聞くことや，友達の顔を見てせり 
ふをやり取りすることができるようになりました。 
友達を意識しながら，一緒に学習することができる 
ようになってきたと感じます。三人そろって取り組 
むことが自然になり，せりふを言い間違えると「ご 
めん，間違えた。」と言ったり，友達がせりふを言 
い忘れていると，「犬だよ。」と小さな声でそっと 
教えたりする姿が見られるようになりました。学習 
が「三人の楽しみ」になってきたと感じることがで 
きました。子供たちからは，「もっとしたい。」 
「○○（の役）がしたい。」と授業を楽しみにする 
言葉が聞かれるようになりました。そして，私自身， 
彼らとの授業が，とても楽しく，「もっとしたい」 
と思えるようになりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真３ ７月の子供たち② 
友達が貼る絵カードを見て自分の言ったことが
伝わったかを確認している様子 
写真２ ７月の子供たち① 
友達が言ったことを挿絵で確認している様子 
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今回，同僚と学びあったことで，私は「児童をよく観る」ということを学んだように思いま
す。自分が発信したことが，児童にきちんと受け入れられ，彼らの確実な学びになっているか，
表情や言動から，彼らが何を感じ考えているか見取り，思いを受け止めながら授業を進めてい
かなくてはいけないということに気づきました。 
そして，今まで培ってきた，授業づくりの技術も大切であるということにも気づきました。
児童が授業に参加できる環境，学びの機会があってこそ，授業は成り立っていくと思います。
興味関心の幅が狭く，新しいことに取り組むことの苦手な児童が，興味を示し，落ち着いて学
習に取り組むことができるように環境を整えることなしには授業は成立しません。７月の「学
びあいの場」で，「私は環境づくりに重点を置いて授業をつくってきた，私の授業は，授業づ
くりというより，授業の形づくりになっていたのではないか」と思うこともありました。しか
し，この４月，今まで側にいる大人を頼りに生活をしてきた１年生の児童が，大人の手を離れ，
自分の力で考え，友達と一緒に行動できるようになるためには，まず，安心して過ごすことの
できる場をつくらなくてはいけないと思います。 
 授業は，教師と児童がいるから成り立つものです。今年度，学びあいを通して，授業は，教
師と児童生徒が一緒になってつくり上げていくものであるということに改めて気づくことがで
きました。この気づきは私一人でできるものではなく，同僚の話を聞いたり，授業を観察させ
ていただいたりすることができたから気づくことができたことです。児童が安心して学ぶこと
のできる場が必要なように，教師も心を開いて困ったことを相談し合える同僚が必要だと思い
ます。今，私の周囲には，困ったときに相談できる上司や同僚がそろっているからこのような
気づきを得たり，児童の成長をみたりすることができたのではないかと思います。 
 一方，今年度，授業づくりや児童理解のための専門知識に関する学びが私には足りなかった
ように感じています。児童の成長はみられているものの，「学びあいの場」を通して私が考え，
気づいたことが，実際に児童の学びにつながっているかという検証もきちんとできていないよ
うに感じます。今後，この反省を活かし，私自身も児童とともに成長を続けられるように学び
続けていかなくてはいけないと思います。 
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「学びあいの場」で学んだこと 
～実際の生活場面で使える算数を目指して～ 
 
小学部 遠藤 安由子  
 
１ 授業づくりについて 
 
 １１月３０日（水）３限に，算数科「同じ数に分けよう」の授業を公開し，多くの先生方に
参観していただきました。対象児童は，小学部５，６年の男子２名で，「実生活に生きる算数，
『やりたい』と思える授業」をキーワードに挙げました。 
 
（１） 授業者の思い
 本グループは，５年生１名，６年生１名から成ります。これまでは，小学部３組の児童６名
のグループで，時計の読み，長さ・重さ，２とびで数える学習，形の学習を行ってきました。
児童の実態に開きがあるため，本単元からグループを分けて行うこととしました。 
対象児は２名とも，算数の授業の中では，やり方を覚えてできていても，授業以外の場面で，
「あと何分」や「どちらの方が何人多い」などの教師の問い掛けに，なかなか答えられない様
子が見られました。計算はできるけれども，実際の生活場面でそれを使えないため，実際の生
活で使える算数の力を育てたいと考えました。 
今回は，年間指導計画に基づき，「同じ数に分けよう」の学習を行うこととしました。等分す
る場面は，日常生活の中でよくあるため，実際の場面を想定して具体物を操作しながら，学習
をすることにしました。 
 
（２） 児童の実態
 単元開始前の児童の実態として，以下の様子が見られました。 
 
 
 
 
また，単元を進めていく中で分かった実態として，数を数える際，二人とも，「２・４・６…」
で数えられますが，１０ずつにまとめたりせずただ並べて数えるため，数えているうちにいく
つだったか分からなくなる様子，確かめもしづらい様子が見られました。また，等分する際に
は，一つずつ皿に配るため，時間が掛かっていました。 
 
（３） 本単元について
本単元では，「○人に同じ数に分ける」という等分除を取り扱いました。一つずつ無くなるま
で皿に分けていき，いくつずつ配ることができたか，具体物を操作しながら答えを求めること
は比較的早い段階でできるようになったため，効率的に数えたり分けたり，足りない数を考え
たりするなど，レベルを上げたいと考えました。 
 今回は，①お菓子の総数を数える活動，②指定された人数分に同じ数に分ける活動を行いま
Ｔ：２とびの数え方で数えることができる。掛け算九九はほぼ覚えており九九の答
えを言うことはできるが，実際の場面で掛け算の知識を使うことは難しい。 
Ｓ：２とびの数え方で数えることができる。掛け算九九は未学習。 
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した。①では，これまでに学習した２とびの数え方を用
いて，２０～８０程度のお菓子の総数を正しく数えられ
るようになってほしいと考えて学習を行いました。その
際，ただ並べるのではなく，１０ずつのまとまりを作っ
て数えると後から確かめるときにも効率的であることに
気づいてほしいと考えました。 
 ②では，分ける人数分の皿を用意し，順番に一つず
つお菓子を入れていくことで等分できることは理解で
きていたため，たくさんある場合にはおおよその見当を付け２～３個ずつ配ることができるよ
うになってほしいと考えました。また，「あまり○個」となった時に，あといくつあれば同じ数
にぴったり分けられるか考えられるようになると，実際の日常生活においても役立つのではな
いかと思って取り組みました。 
 
（４） 困っていること・アドバイスしてほしいこと
「学びあいの場」では，困っていることとして，以下の３点を挙げました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学び合いの場で学んだこと（□の中は，観察者のラベルやコメント） 
 
（１） 言葉の整理が必要
 
 
 
答え合わせの際，児童が答えを書いたシートに沿って確かめを行うため，「全部でいくつ？」
「いくつずつに分けられた？」「余りはいくつ？」と質問をしていました。シートに沿って答え
れば良いので，そんなに難しいこととは思っていませんでしたが，児童にとっては，一つ一つ
の言葉の意味を理解して答えたり，手順を一つずつ確認したりすることに混乱が起きていると
いうことが分かりました。言葉の意味の違いを理解することは難しく，イメージしづらいのだ
ということに気づかされました。「全部で」「いくつずつに」「余り」の言葉の意味が理解できる
ような視覚的な手掛かりが必要だったと分かりました。 
 
（２） 児童が間違えることも大事
 
 
・「余りはいくつ？」の質問に，足りない数を答えていた。 
・「全部でいくつ？」の質問に，総数でなく分けた数を答えていた。 
 
・あといくつあれば同じ数にぴったり分けられるかを考える際の手掛かりとして「あまり
シート」を用意したが，子供にとって分かりやすい手立てになっているか。 
・レベルアップしたいと思ってこの活動を取り入れたが，実際の生活場面で使える算数と
なっているか。 
・計算はできても，実際の場面になったときに，言葉の意味を理解して計算問題に答える
ことが難しい児童に対し，どのような手立てや工夫を行ったらよいか。 
 
写真１ お菓子の総数を数える様子 
・３個ずつ配っていた児童に対し，それではなくなりそうなときに，教師が一旦止めて
１個ずつにするように提案した。 
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一つずつ皿に配っていくやり方は理解できていたので，次の段階として効率的に配ることが
できるように「２個ずつ（３個ずつ）配ってみよう」ということを前時より取り組んでいまし
た。その経験を生かして３個ずつ配っていたＳ児が，最後まで３個ずつ配ろうとしてそれでは
足りなくなって同じ数に分けられないという場面で，私は間違える前に一旦止めて，「それで足
りる？」と言葉を掛け，考えさせようとしました。Ｓ児は「そっか。」と言って１個ずつ配り直
しましたが，「なぜそうすれば良いのか」が本当は理解できていないまま，促されたからやり直
したのではないかという質問を受けました。児童が間違えたとしても，その後どうするか，自
分で気づいて直せるかもしれないし，友達との確かめ合いの時に気がつくかもしれないので，
見守るべきだったと反省しました。また，自分で気がついて直せるような手立てが必要であっ
たと思いました。 
児童が間違えた時，つい教師が指示してもう一度考えさせようとしてしまうことがよくあり
ます。間違えはその子にとっても，周りの子にとってもよい学習の機会であることを忘れず，
見守る姿勢も大切にしたいと思いました。 
 
（３） 学習課題・学習活動の設定
 
 
 
 
 
 これまでに学習した知識を生かして取り組めると良いと思い，２とびの数え方を使って数え
る活動，分ける活動を一連の流れの中で行っていましたが，これが混乱の原因になっていたと
いうことが分かりました。また，児童に１個ずつ配ると時間が掛かり，２個ずつだと速く配れ
るということがうまく伝わっていませんでした。数える活動，分ける活動をそれぞれ別の活動
として提示することで，児童にとって分かりやすい活動になるのではないかと思いました。 
その後に行った授業では，皿に配ってしまう前に，皿の前に一旦並べてみて，同じ数ずつあ
るのか，確かめてから皿に入れるように伝えました。児童はこれで良いのか，迷いながら行っ
ていました。おおよその見当を付けて，２～３個ずつ配るという課題は，簡単に考えていまし
たが，教え方が難しいということが分かりました。「たくさんあるから２個ずつ配れる」「少な
くなってきたから１個ずつ配ろう」といった感覚は，繰り返しの経験の中で身に付けていくも
のなのではないかと思いました。 
 
（４） 確かめ方の工夫（思考のプロセスが分かるように）
 
 
 
 確かめの時間は，友達が正しく同じ数ずつに分けられたかどうかを確認するようにしていま
した。皿が小さい物だったことで，一回ずつ出して数えなくてはならず，確かめがしづらい状
況でした。確かめの時間は，工夫すべきところがたくさんありました。二人の児童がやり取り
をしながら，結果だけでなく経過も確かめられるような工夫が必要だということが分かりまし
た。その後の授業では，思考のプロセスが分かるように，シートに①②③…と番号を付けまし
・確かめの時，確かめられる児童が参加できない時間になっていた。 
・確かめの時，不足しているのに「ＯＫ」と言った。 
・１個ずつ配っていたＴは，「１個ずつだと時間が掛かる」と言われて配るペースを速めて
いた。 
・２個ずつ配り，足りなくなったので，やり直していた。 
→効率的に数えることと分けることは，児童にとっては別の学習課題では？ 
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た。また，平らな大きい皿を使うことで，何個ずつあるのかをパッと見て判断しやすくなり，
数えやすくなったことで，確かめがしやすくなった様子が見られました。 
 
（５） 何のために分けるのか，分けて楽しい場の設定を
 
 
 
「やりたい」と思える授業とキーワードに挙げておきな
がら，そう思える場面設定になっていなかったと反省しま
した。パーティーでみんなの分のお菓子を配るために分け
るなど，児童にとって分かりやすく，意味のある活動にし
なければならないと強く感じました。 
 
 
３ おわりに 
 
「学びあいの場」でたくさんの先生方に授業を見ていただいたことで，自分一人ではなかな
か気づけなかった児童の姿をたくさん知ることができました。具体的にどうすれば良いかを教
えてもらったわけではないので，悩むことも多いですが，今回いただいたヒントを基に，今後
の算数科の授業づくりを行っていきたいと思いました。 
 
  
・どんなものを数えさせたいのか，分けさせたいのか。どのような場面設定，意欲付けを
したのか。 
写真２ お菓子を分ける様子 
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確かな学びがある効果的な指導を目指して 
～児童が正しく伝える力，文字を読む力を付けるための取組から～ 
 
             小学部 高附 真梨子  
 
１ はじめに 
 
私は今年度小学部３組（５，６年）を担任しています。４月に新しい学級になり，児童と関
わる中で児童が懸命に何かを言っているけれども私には分からないということがありました。
始めは発音が不明瞭で伝わらないと思っていましたが，「ゆっくり言ってみて」と促し，児童
がゆっくり言った言葉を私が同じように言ってみても「違う」，児童が口では伝わらなかった
と分かり，文字で書いて伝えようとするが書かれたものを読み上げると「違う」ということが
あり，発音の不明瞭さだけでなく，発音が不正確，つまり児童が聞いたものを発音したり，文
字に変換したりする段階で不正確になっていることに気がつきました。せっかく自分の見たこ
と，聞いたこと，経験したことを話したい，友達からも聞きたいという思いがあるのに発音が
不明瞭，不正確であるために聞き取れず，正しく伝わらないことも多いのは非常に残念なこと，
何とかして正しく伝える力を身に付けてほしいと強く思いました。 
また，連絡帳の日課の記入など文字を上手に書いてはいるものの，読めていないということ，
手本を見れば平仮名や片仮名を正しく書くことができるものの，口で言ったことを書き取れな
いということがあり，文字を書くということが手指の運動になってしまっている場面があると
思いました。児童によっては「あ」という発音を聞いて「あ」という文字を瞬時に想起すると
ころでのつまずきがあること，「あ」という文字を見たときにその先の文字に関係なく，今ま
での経験から想起して思いついた言葉を言い，間違って読んでいたり，文字を読むときに文字
を見るよりも教師の方を見て手掛かりとなる始めの一文字を読んでもらうのを待っていたりす
ること，一文字ずつ拾い読みをするため言葉の意味が取れていないことに気づきました。文字
を読むことの困難さから抵抗感さえ感じることがありました。少しでも流暢に読めるようにす
ることで文字を読むことへの抵抗感を軽減し，文字情報が手掛かりとなるようにしたいと思い
ました。 
 
 
２ ４月からの取組 
 
文字を読むことへの抵抗感を少しでもなくし，正しい発音で読めるために，スムーズに正し
く言葉を読む機会をたくさん設けようと考え，毎日行う朝の会のお楽しみタイムで「６文字で
つくろうゲーム」に取り組みました。「６文字でつくろうゲーム」とは，「どうぶつえん」「ホ
ットケーキ」など６文字で構成される言葉のカードを引き，学級の６名の児童が１文字ずつ担
当し，「と」「゛」「う」などの文字カードを黒板に張って言葉を作るゲームです。言葉が完
成したら全員で手拍子を付けて「音の動作化」言葉を読みます。始めは平仮名清音のみの言葉
にし，少しずつ濁音，撥音，片仮名，長音，促音，拗音を含む言葉にしていきました。ここで
は多層指導モデルＭＩＭで用いられている指導法を用いました。ＭＩＭでは，特殊音節や読み
の流暢性指導において３つのポイント①視覚化や動作化を通じた音節構造の理解②逐字ではな
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く，かたまりとして語を捉えることによる読みの速度の向上③日常的に用いる語彙の拡大と使
用を挙げています。 
活動を進めるうちに，「小さい『っ』だよ」「『てんてん』（濁点）忘れているよ。」など
児童同士で声を掛け合う姿が見られるようになりました。始めの頃は言葉カードの文字を手掛
かりに「と」など一文字の文字カードを探す児童もいましたが，言葉カードの文字の部分を隠
し，イラストや写真のみにしても該当の一文字の文字カードを探すことができるようになりま
した。 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 家庭と連携した取組 
  
身近な物のイラストや写真を見てその名称を書くプリントの宿題に毎日取り組みました。そ
の際，保護者にＭＩＭの指導法で用いられる音の動作化の方法を説明し，音を動作化して名称
写真１ 文字カードを選ぶ児童 
写真２ 担当の一文字を黒板に張って言葉を完成させる児童 
写真３ 完成した言葉の音を動作化しながら読む児童 
図１ 特殊音節表記ルールの明確化（視覚化と動作化） 
『多層指導モデル MIMアセスメントと連動した効果的な「読み」の指導』ｐ２４より 
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を言い，書いた後，文字を読むというやり方で宿題に取り組んでもらいました。そして翌日学
校で宿題点検の際に書いた名称を「音の動作化」をして読むということを続けました。 
 夏休み明けから国語の授業で取り上げてきた「あめですよ」「ふたとぶた」（東京書籍「新
編 あたらしいこくご 一上」）などの音読教材を冊子にし，冬休みの宿題としておうちの人
の前で読んだり，冬休み明けに「音読発表会」でお互いの音読を聞き合ったりしました。その
後も「音読がんばり表」に記入しながら宿題としての取組を続けました。 
 
 
４ 国語科での取組 
 
１１月から「おはなしをよもう～サラダでげんき～」の単元に取り組みました。４月から児
童の様子を見ていると，休み時間等に本を見て過ごすことも多いけれども，挿絵を見たり，図
鑑の写真や絵を見たりして楽しんでいて，文や文章を読み，話の流れを理解して楽しむまでに
は至っていないと思いました。文字はスムーズに読めるが文の意味をつかむことが難しかった
り，まだ文字をスムーズに読むことが難しかったりするためと考えられました。もっとスムー
ズに単語，文を読むことができ，場面を想像することができる力が高まれば，読んで楽しむ本
の種類が増えたり，映像であっても登場人物の動きを楽しむことに加え，ストーリーを楽しめ
たりし，余暇生活が広がるのではないかと考え，本単元を設定しました。 
授業は，教材文「サラダでげんき」（東京書籍「新編 あたらしいこくご 一下」）を用い
て学習しました。病気のお母さんに元気になってもらおうと主人公がサラダを作り始めたとこ
ろに，順に動物が具材を持ってくるお話です。①文章中に出てくる単語を読む活動②正しい表
記の単語カードを選ぶ活動③本文を音読し，登場人物カード，挿絵カード，単語カードを貼り，
場面をホワイトボード上に表す活動を行いました。 
①では，４月から取り組んでいる「６文字でつくろうゲーム」と同じように音を動作化して
発音するとともに，●や⦿などの記号を使い，音節の仕組みを視覚化したものを提示しました。
動作化，視覚化することにより一音，一音はっきりと発音すること，促音，拗音，長音などの
特殊音節を意識することで正しい発音ができることをねらいました。②では，「きゅうり」「き
ゅり」「きゆうり」など間違った表記の単語カードも含まれている中から正しい表記の単語カ
ードを選び，黒板に貼りました。貼ったカードは全員で音を動作化して読み，正しい読み方を
確認しました。①②の活動を踏まえることで，③の音読時に正しく，語をかたまりとして捉え
てスムーズに読むことにつながると考え，このような学習活動の流れにしました。 
 
 
５ 「学びあいの場」から 
  
１２月に「学びあいの場」で「おはなしをよもう～サラダでげんき～」の授業を本校の教員
に観察してもらいました。単元を進めながら特に③の活動時に，文字の読み，話の流れの理解
度に実態差がある児童達それぞれに学びが成立しているかに不安がありました。その点に重点
をおいて観察してもらいました。 
（観察者のラベルに書かれた児童の姿） 
N.S は「(本文中に)『びょうき』ってどこに書いてある？」と言われ，「（作者の）ちょう しんや」の「ち
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ょう」を３回くらい指でトントンと指した。 
N.S は「(本文中に)つくってあげようはどこに書いてある？」と言われたときには少し探して正しく指さ
していた。 
N.S は「すずめはどこから出てきたらいい？」という教師の発問に対し，すずめの動作をしようとした
S.S がドアに立ち，考えている間，（他の児童は S.S を注目して見ていたが）ずっと目をこすって下を向
いていた。 
 
 
 
 
 
 
 N.S に学びが成立しているか不安に思っていましたが，このことから，授業に参加しようと
しているけれども T１の発問の意味が分からず，どこに注目すればよいのかが分からない N.S
の姿が浮き彫りになりました。N.S には今どこの話をしているのか，どこに注目すればよいの
か，もっと明確に絞る支援が必要なのではないかと思いました。 
（観察者のラベルに書かれた児童の姿） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 他にも発問のタイミング，仕方によって児童が混乱している場面が見られ，精選しなければ
ならないと改めて気づかされました。 
（観察者のラベルに書かれた児童の姿） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この観察者からの問い掛けから児童が音読する活動を入れた意味を再度考えました。教師が
読み聞かせることで何が登場したか，登場人物が何をしたかが分かる児童もいます。そこから
もう少しステップアップして児童が「自分で本を読んで」という姿につなげたいためなのだと
いうこと，そのために①②の活動で児童が本文から捉えられる語を増やし，少しでも音読でき
る部分を増やしたいということを再確認しました。「全文を音読する」ではなく，「教師の読
み聞かせと一緒に読める部分が増える」ことを目指すのがよいのではないかと思えてきました。
そのように発想を転換すると，ゆっくりの音読であっても「読み」の能力が追い付かない児童
T.S は「誰が持ってきたの？」の発問に「いぬ」と答えていたが，黒板には「ハム」の挿絵カードを貼っ
た。 
どうして音読したのか。何をさせたかったのか。 
T.S が張りに行ったのと同時に N.S に「何を持ってきたの？」と再度発問し，周りが「ハムだよ」と答
えたのを聞いて「ハム」の挿絵カードを貼ったのではないか。 
教師の言葉が誰に向けられて何を答えたらよいか混乱しているのではないか。 
「聞こえた言葉の一部分を手掛かりに文章の中から文字を見付けているのかもしれない。」 
「文章全体から目的の言葉をどうやって探しているのだろうか。」 
「全体に向けて話されたことに注意を向けにくいのか，話されている内容が分からないのか。」 
③の活動で教師が「せえの」と声を掛けて読むように促したが，教師の音読と一緒に声を出して読んで
いる児童は少なかった。途中から S.T が声を出して読んでいた。 
みんなで音読するときに T.S はきょろきょろしていた。 
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には，キーワードとなる言葉に囲みを付け，その部分だけでも注目し，読めるよう支援するな
ど，Ｔ２と一緒に具体的な支援方法を探ることができました。 
 観察者から指摘を受けることで，③の活動につなげるために①②の活動をするとはいえ，４
５分間の授業時間ではメインとなる③の活動時間はその半分程度となり，なかなか物語が前に
進まない，でも早く次の展開を知りたい児童もいるという中で早く物語を読み進めたいと思い，
参加度が下がっている児童の姿を見落としていた自分に改めて気づかされました。単元として
ねらうこととこの１校時の授業でねらうことを整理し，活動内容を考えること，発問，板書，
物の配置を整理することが必要だと分かりました。 
 
 
６ おわりに 
 
今年度担任した児童には正しく伝える力，文字を読む力を付ける必要があると考え，１年間，
多層指導モデルＭＩＭで用いられている指導法を軸に据え，取り組んできました。知的障害の
特別支援教育では児童生徒の実態等に即した指導内容を選択・組織する教育的対応をしていま
すが，時にこの指導でよいのかと不安に思うこともあります。「まずは，文字，そして語を正
確に，素早く読むこと，それがひいては読解力へつながっていく」「繰り返し教えていれば，
特殊音節はそのうち入るものでもない」「読みはすべての学習の基本であり，基礎が固まって
いない段階では他の学習前も阻害されるおそれがある」など今まで自分が何となく考えてきた
ことが，研究によって科学的根拠に基づいた指導法である多層指導モデルＭＩＭでの指導法で
示されていることと一致し，腑に落ちることでこの指導法がよいと思い，指導を進めてきまし
た。４月の始めにきちんとしたアセスメントを取らなかったので数値として児童の伸びを示す
ことはできませんが，授業の進行表の文字を読もうとする姿，校内放送の原稿を読むことに意
欲的に自信をもって取り組む姿が見られるなど変化を感じています。また，特殊音節を含む語
の表記が完全に身に付いたわけではなく，「ぎゅにう」「チャハーン」など表記間違いはあり
ますが，児童と一緒に音の動作化をしながらゆっくり「ぎゅうにゅう」「チャーハン」と言う
と「小さい『ゆ』か」「ここに伸ばす（ー：長音）だ」と児童自身で正しい表記が分かり，直
すことができる姿が見られています。 
繰り返し教え，繰り返し活動すればそのうち分かること，できることはあり，児童自身が経
験したことは児童の力となると思います。そこにもっと効率よく，効果的な指導方法を用いる
ことが教師の専門性だと思っています。その専門性を教師同士で共有し合うことがさらに高め
ることにつながると思います。「学びあいの場」はそういう場であり，そして観察者の客観的
な眼から見た児童の姿を知ることで授業者が見落としていたり，気にはなっていたけれども踏
み込めていなかったりしたことに気づく場だと思います。 
 
 
７ 引用・参考文献 
 
海津亜希子，杉本陽子著『多層指導モデル MIMアセスメントと連動した効果的な「読み」の指
導』学研教育みらい（2016） 
海津亜希子編著『「多層指導モデル MIM読みのアセスメント・指導パッケージ」ガイドブック』
学研教育みらい（2010）  
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子供たちの気持ちを引き出すやりとりを目指して 
 
      小学部 幅 裕子  
 
１ はじめに 
  
 小学部２年に在籍する３人の児童の担任をしています。休み時間は一緒に絵本を読んだり，
双六をしたりして過ごしています。双六では，友達が進んだ升に書かれた文字が読めないと一
緒に読んだり，ルールを確認したりする仲良し３人組です。それぞれの児童の実態は次のとお
りです。A さんは，「そのときどんな気持ちでしたか？」と質問されると答えることが難しいで
すが，過去に経験したことを「○○した。」と記憶し，「何をしましたか。」と質問されると答え
ることができます。さらに，質問に答えるとき，相手がどんな答えを待っているのか考えてし
まい，否定的な答え方は相手を困らせてしまうのではないかと考えるため，自分の本当の気持
ちや考えを素直に伝えることができないときもあります。B さんは，家族との様々な経験を通
して感じることは多様にありますが，それを思い出し，相手に伝える表現力は乏しいです。平
仮名を一文字ずつ丁寧に読み，気持ちを表す言葉カードと絵を組み合わせることができます。
C さんは，自分が経験したことを相手に伝えることはまだ難しいですが，これから取り組む活
動に対して何をするのか知りたい，分かりたいという思いが強く，教師に進んで質問する姿が
見られるようになってきました。日常の中で自分の思い込みと異なる展開，困った状況になる
と気持ちが高ぶり，気持ちを切り替えるために一人静かな環境が必要となることもあります。 
 相手の気持ちを考えすぎて，自分の気持ちを素直に表現できず立ち尽くす児童や自分の考え
や気持ちは相手も同じであってほしいという思い込みが次第に強くなってきた児童など三者三
様ですが，相手に伝えたい，お互いを知りたいという思いが芽生え始めてきました。 
 そこで，授業の中で物語を読んだときは登場人物の気持ちを考え，自分が経験したことはど
んな気持ちだったのか写真を見て思い返すことで，自分の気持ちを表す言葉はたくさんあり，
一人一人の思いは違って良いことを伝えていく学習に日々取り組みました。その実践について
振り返っていきます。 
 
 
２ 日々の実践 
  
（１） 国語の授業として
 最初に「気持ちって何？」ということを理解できるよう物
語「おむすびころりん」を読んで，主人公の気持ちについて
考えてみました。 
物語の挿絵に描かれた主人公の表情を見て，「楽しい。」や
「困った。」「うれしい。」などと答える姿が見られました。さ
らに，おむすびを見て「美味しそう。」と言いながら食べる素振りを見せたり，繰り返し登場す
るせりふ「おむすびころりん，すっとんとん」を３人揃ってリズム良く笑顔で言いながら「面
白いね。」と話したりする姿が見られました。ここから，主人公の気持ちだけでなく，一緒に活
写真１ 「おむすびころりん」
で主人公の気持ちを考え
ている様子 
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動することで同じ気持ちになれるのだなと感じました。日々の活動の中でも，気持ちを言葉に
して子供たちと気持ちを共有していこうと感じました。 
 
（２） 自分で経験したことを通して
 学校では校外学習や運動会など様々な行事があります。バスに乗ったり，雨に遭ったり，転
んだり，勝敗が付いたりとその場で何が起きるか分かりません。だからこそ，いろいろな気持
ちが生まれるのではないかと考え，活動後に振り返り学習をすることにしました。 
まずは，その日の活動写真を見ながら何をしたのか思い出します。その写真の中から相手に
伝えたい，自分で話したいと思う写真を選びます。最後に，そのことについて一人ずつ話し，
文を書くことにしました。 
ここで，私の中で二つの悩みが生まれました。一つ目は平仮名を読むこともままならない子
供たちにとって，写真を選んだり，話をしたりすることは楽しい活動ですが，書くことは難し
いです。３人がそれぞれ違う写真を選んだときは，一人一人の気持ちを引き出したいという思
いから，書くときは一対一の学習となり，なお時間が掛かる活動となりました。  
二つ目に，４月の校外学習は雨天での活動でした。予定していた公園での活動ができなくな
り，当日は残念な表情を見せていましたが，後日，活動を振り返るとき，どの子も「遊びまし
た。」や「お弁当がおいしかった。」，「バスに乗りました。」という感想でした。雨になり，活動
が変わったことついて誰も触れませんでした。５月の運動会では，「頑張りました。」や「応援
しました。」など同じ気持ちが何度も出てきました。複数の競技があり，勝敗が付いた競技もあ
りましたが，３人の感想は同じようなものでした。私は，一人一人違う気持ちを表現してほし
いと願い，感じたことをそのまま話してほしいという思いばかり募っていきました。 
この二つのことから，この後の学習をどう展開していくべきか考え直すべきだと感じました。 
 
（３） 毎日の取組として
 ７月に入り，平仮名を読んだり書いたりすることが上達してきた A さんへの新たな取組とし
て，毎朝，今日の給食の献立の中からお勧めメニューをクラスで紹介する活動を始めました。
前日のうちに献立表を見て，友達に何をどんなふうに紹介するのか教師と一緒に考えました。
始めたときは，A さんは自分が食べたことのあるものばかりを選び，「〇〇が入ってます。」と
料理に入っている野菜を紹介するのみでした。紹介するときの表情が硬いときもあり，私は本
当に紹介したかったのだろうか，もっと違うことを伝えたいのではないかと感じることもあり
ました。そこで，９月から献立を紹介するときに使う用語集（色や味，素材などをカテゴリー
別に分けて書かれたシート）を準備し，A さんに参考資料として見せることにしました。する
と，A さんはその用語集の中から「スープは温かいです。」や「小魚はカリカリです。」などを
選び，A さんらしい表現が見られ，表現の幅が広がったように感じました。 
この取組から，子供たちは自分が経験したことでも，写真や絵を見て思い出し，自分で考え
て表現することが難しいのだと改めて実感しました。そして，子供たちは用語集のように何か
選択肢があると，その中から自分で選び，友達と異なった表現をしようとする姿が見られるの
ではないかと考えました。 
 
（４） 「学びあいの場」では
自分が授業を公開する「学びあいの場」が近づき，これまでの取組の中から生まれてきた二
つの悩みを挙げることにしました。 
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① １年間の活動を振り返るときのために，活動とその時の気持ちを書き残していきたい。
しかし，平仮名を書くことすらままならない児童が，活動を思い返して書くと時間が掛
かるので，どんなワークシートが良いのか。 
② 自分が経験したときの気持ちをその児童らしい言葉で表現するにはどうしたらよいか。 
 
１０月の学習発表会を題材とし，国語の授業で子供たちと学習発表会を思い返しました。 
授業の流れはこれまでと同じよう自分で写真を選び，そのことについて話す，話したことをワ
ークシートに書くこととしました。これまでは，話したことを文として書いてきましたが，時
間が掛かってしまうため，「誰と」「何をした」の部分は，選択肢から丸を付けて選ぶ形式のワ
ークシートにしました。「どんな気持ち」の部分は，「気持ちシート」（いろいろな気持ちを絵や
文字で表したもの）を提示し，このシートから気持ちを選択し，ワークシートに貼り付けたり
書き込んだりするようにしました。 
 
ここで，「学びあいの場」で出てきたラベルやコメントから私が考えたり，気づいたりしたこ
とを書き表していきます。（□の中はラベルやコメントです） 
 
 １年間を振り返ったとき，私はそのときの気持ちを思い出すためには，自分で書くことが大
切ではないかと考えていました。しかし，今，私が求めていることは書くことではなく，表現
することだと気づかされました。国語という授業で取り組むことから，書くことと表現するこ
との二つともを求めていました。しかし，平仮名を書くこともままならない子供たちにとって
二つを同時に求めることは難しいことでした。この学習で何を大切にしたいのか考えさせられ
ました。 
そこで，授業の中で子供たちがつぶやいた気持ちは，文字の色を変えて，教師がワークシー
トに書き加えることにしました。こうすることで，子供たちが自分で書いた言葉を残しつつ，
そのときつぶやいた気持ちも記していくことができるのではないかと考えました。 
 
 私は子供たちが発言した言葉はそのまま書いて伝えているつもりでした。しかし，どんな気
持ちだったのか話をしながら，子供たちが後でワークシートを書くときに書きやすくなるよう，
後で読み返したときに正しい文になるように（例えば「でかかった」を「でっかい」）修正して
いました。 
子供たちが自分らしく表現できるようにと考えていましたが，私は自分で無意識に言葉を書
き換えていたのだと授業を振り返って知りました。当たり前のことですが，子供たちが自分ら
しく表現するためには，ありのままの言葉を受け入れることが大切だと感じました。 
 
 私は一人一人の気持ちを大切にしたいと思い，そのときどんな気持ちなのか何度も聞いて学
習を進めていました。それは，気持ちシートに子供たちの気持ちを当てはめたいという思いや
自分が期待している答えを引き出したいために，子供たちに繰り返し聞いていたのではないか
と思いました。 
文章をそんなに書かなくてもよい。子供の言葉を教師が加えて書く。 
子供の言った言葉をそのまま書く方が振り返りやすいし，発表もしやすいのではないか。 
 気持ちを表現するより，理由を聞くことに重点をおいていた。一つのことにいくつも気持
ちがあるのか。 
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確かに１枚の写真からは一つの気持ちしか生まれないこともあります。それが児童の素直な
気持ちなのだと，そのとき気づかせられました。繰り返し気持ちを聞くほど，個別に対応する
時間が長くなり，３人で協同学習する時間が減っていくのだと気づかされました。 
 
 上記と同じように一人一人の気持ちを大切にしようと思い，一人ずつ選んだ写真を見て，気
持ちを聞いて授業を進めました。しかし，３人で話し合える場面設定をすることで，一つの場
面からでも，一人一人の気持ちを引き出すことができると気づかされました。実際，今回の授
業でも獅子舞と稚児が舞う１枚の写真を見て，３人が「でかかった。」や「怖くなかった。」「剣
でブスッが上手だった。」など気持ちシートにはない言葉で，それぞれ感じた気持ちを自由に表
現しました。私は，３人がそれぞれ違う気持ちを表現できる機会が生まれ，良かったと感じま
した。 
 
（５） その後の実践として
 １月から給食の献立の中からお勧めメニューを紹介する活動をAさんとCさんの二人で交互
に行うようにしました。C さんはこれまで紹介してきた A さんの姿を見てきたため，「スープ
は温かいです。」など A さんの紹介文を真似ることが多いですが，時には教師と一緒に考え，
そのときのつぶやきを教師が書き加えていきます。そうすることで，うまく書き表せないC さ
んの気持ちを引き出し，発表するときの C さんは楽しんでいるように見えました。紹介を始め
たとき，A さんは表情も硬く，同じ内容の紹介が続くことも多かったのですが，今では「鰺は
魚です。骨があります。気を付けましょう。」や「なめこはヌルヌルしています。」，自分の知ら
ないメニューが登場すると「どんな具か楽しみです。」など，用語集にはない言葉で表現する姿
が多く見られるようになってきました。発表のときも自分の紹介文を聞いて，友達や先生が笑
顔を見せると，A さんの表情にも笑顔が見られることが増えてきたと感じています。 
 私は，「自分の気持ちを表す言葉はたくさんあり，一人一人の思いは違ってよい」ことを子供
たちに伝えたいと思い，「学びあいの場」に臨みました。そして，３人がそれぞれ伝えたい場面
を選び，友達と違う気持ちを表現することが，一人一人の思いだと私は考えていました。しか
し，一つの場面から感じる気持ちは一つのときもあれば，違うときもあるという，とても当た
り前のことに「学びあいの場」を通して改めて気づかされました。 
そして，国語の授業や行事の振り返りだけでなく，日々の活動の中でお互いに同じ気持ちや
違う気持ちが生まれるから，相手に伝えたいと思うのではないかとも考えました。一つの場面
で同じ気持ちのときもありますが，友達から違う気持ちを聞いたときに「あ，そう思ったのか。」
と感じる機会がどんどん増えると，子供同士のやり取りの中で「僕は○○だと思うけど，君は
どう？」と相手を思う気持ちが生まれるのではないかと思います。 
今後も，様々な経験の中で子供が感じた気持ちやつぶやきを大切にし，気持ちを表す言葉は
たくさんあり，一人一人の思いは違ってよいことを伝えていきたいと思います。 
 
  
 子供同士のやり取りが生まれるためには，場面設定が大切。同じ場面で，いろいろな気持
ちを聞き合う場面設定があってもよいのではないか。 
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共に学ぶ楽しさ 
  ～活動の中に思考することを取り入れて～ 
 
 
小学部 廣島 幸子  
 
１ はじめに 
  
「一人ではできない，友達が一緒だからできる学び」ということを，２組を運営するに当た
って大切に考えてきました。友達と学ぶ中で気づくこと，友達を真似ることでできるようにな
っていくことなど，関わり合うことでそれぞれが大きく成長できると感じています。 
また，支援ツールを手掛かりに活動するだけでなく，活動の中で，踏み止まって思考すると
いうことを学びの中に取り入れてみました。本来，子供たちは，思考し，自己選択，自己決定
する力をもっていると考えています。しかし，その力を十分に発揮できていないのではないか
と感じています。そこで，学校教育の場で，思考し，自己選択，自己決定する力を使う場面を
設定することで，日々の生活の中でその力を使いこなして，より豊かな人生を歩んでほしいと
考えています。 
本稿では，国語の授業において，実態が違う五人が関わり合うことによって，「五人だからこ
そできる学びとは」と問いながら進めた国語の授業を通して，私の子供たちへの見取り方の変
化とそれによって生まれた子供たちの変容について述べたいと思います。 
 
 
２ 思考すること ～国語だからできること，五人だからできること～ 
 
キャリア教育の視点の「思考力・判断力・表現力など」に注目をしました。自分が「できる
こと」「意義を感じること」「したいこと」を基に，自分と社会との関係を考え，主体的にキャ
リアを形成していくことができる力が必要だという点から以下のように考えました。「したいこ
と」をすることで思考し表現することにつなげることはできないか。また，障害があるから思
考は難しいのではなく，彼らの特性を生かし，手立てを提供したり場面を設定したりすること
で，思考することはできないか。そして，思考することで自己決定力を付けることはできない
か。さらに意欲的に学ぶことから付けられる力があるのではないかと考え国語の授業を展開し
ました。 
 
（１） 思考の場の提供 ～実態の差から生まれるもの～
 教材を考えるに当たって，「児童のやる気」→「興味・関心」ということを念頭に掲げ選定
してきました。児童が意欲的に取り組めるよう「お菓子」を教材としました。自分の欲しいも
のを詳しく伝える学習です。Ａは「何色の袋」「お菓子」と二つのことを伝える，Ｂは「どこに
ある」「何色」「形」の三つのことを伝えるという２つのパターンを用意しました。 
Ａのパターンでは，欲しい気持ちが強いため，何も言わずに取ってしまっていました。そこ
で，「詳しく話そうね。」「色は？」「これ何?」と教師が言葉掛けをして促しました。２回目から
は教師が言葉掛けをせずに待つということをしました。時間を掛けて「何色か」「お菓子の名前」 
を考えている時間を大切にしました。パニックになる寸前に言葉の頭文字を言うことでヒント
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を与えると言葉が出てきて，伝えられた喜びを笑顔で表していました。思考して，選ぶことが
喜びにつながっていきました。 
 Ｂのパターン（写真２）は，どんなお菓子が入っているか分からないドキドキ感を意欲付け
としました。自分の欲しいお菓子がどこにあるだろうかと考え，教室中に置かれた形や色の違
った箱を探して伝えることとしました。廊下側の窓，ホワイトボードの上など生活の中で使う
であろう言葉を選定しました。「窓のところ」だけでは伝わらない，「上」だけでは伝わらない
もどかしさを思考して伝えることで解消していきました。その後，Ａのパターン（写真１）の
児童もＢのパターンの学習を行いました。Ａのパターンの児童はＢのパターンを見ていたので，
意図することを理解し詳しく話すことができるようになりました。また，教師役を児童が行っ
て関わり合う場面も設定しました。 
 
 
 
（２） 目標設定からやる気を引き出す
子供の好奇心を褒めているだけでは，自信はなかなか育ちませ
ん。そこで，子供が頑張ることについて選択肢を示し，どちらか
を選ぶことにしました。子供が自分で選んだことには責任をもた
せます。責任をもたせるからこそ，達成感が得られると考えてい
ます。 
始めは，一つしか目標シールを貼っていなかった子供が，三つ
目標シールを選び貼るようになりました。（写真３）どうして三つ
にしたのかと尋ねると，「頑張りたいと思ったから。」「出来て褒め
られるとうれしいから。」と答えが返ってきました。褒められたり，
自分が出来たことを実感したりすることで自己理解が深まり自己
肯定感が高まったと感じています。そして，より頑張りたいとい
う気持ちにつながったのではないかと思います。 
 
（３） 気持ちを感じる，伝える喜び
 特性上，自分の気持ちを伝えることが難しい児童が多か
ったです。伝えるためにはまず実感することから始めよう
と考えました。教師が手の中にお菓子を隠し「どっちの手に
持っているか。」と聞きます。当たれば「うれしいね。」とカ
ードを見せ「うれしい」という言葉と気持ちを実感させまし
た。当たらなければ「残念だったね。」（図１）と同じくカードと言葉の意味を実感させました。
２回目からは，「今どっち？」と聞いてみました。 
今まで悔しい気持ちや嫌なことを我慢して黙ってしまっていた児童が「残念な気持ちです。」
写真２ パターンＢ 写真１ パターンＡ  
写真３ 子供の意欲
が見えた頑張りカー
ド頑張りカード 
図１ 気持ちカード 
うれしい 残念 
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と言うことができました。始めはその言葉を言うことすら難しい様子でしたが，この活動を繰
り返していくうちに，「あー残念やわー。先生もう一回お願いします。」と伝えられるようにな
りました。 
 また，泣くことでしか気持ちを伝えられなかった児童が「うれしい」と「残念」という気持
ちを理解したことで，泣くこと以外の行動で人に伝えることができるのだということを学びま
した。泣いて訴えてきたときには「先生，残念です。」と示し，その行動は違っていることを伝
えました。すると，何度か繰り返すうちにカードを出すだけで泣かなくなりました。また，悪
いことをしたときにも，同じように残念カードを出しました。すると「ごめんなさい。」と言っ
て正しい活動に戻ることができるようになりました。 
 この実践より，自分の気持ちを表現すること，相手の気持ちを理解し受け取ることができる
ようになること，この２つができるようになってこそ，伝えるという行為が成立するのではな
いかと感じました。 
 
（４） ９月 ～自分自身の公開授業，ワークショップを経験して考えたこと～ 
 児童一人一人の「思考」を充実させることを大切にしてきたことで，子供たちが日常生活に
おいて，思考して判断し，自己決定している場面を多く見るようになり，国語の実践が生きて
いると感じました。一方，一人一人の学習を充実させることを大切にするあまり，他の児童の
待ち時間が多くなったことが懸念されました。あえて，実態が違う児童同士が一緒に学ぶこと
を選択しているので，５人の共有の学びを追究したい。それらの折り合いを付けていくのが難
しいと考える中で，「学びあいの場」における公開授業，及びワークショップで取り上げ，話題
にすることにしました。 
 以下，ワークショップの中でもらった同僚からのラベルやコメントと，それを受けての自分
自身の気づきや学び，考え方の変化などについて記します（四角で囲んだ文章は，ワークショ
ップでの同僚からのラベルやコメントを示しています）。 
 
 
 活動に興味があるもの，分かるもののときには，５人が一つになって活動に取り組めている
と気づきました。共有できていることの要素，できていないことの要素について洗い出すきっ
かけとなったラベルでした。 
 
 
  
 
 私の提供していた課題が「発信すること」に重きを置いていたことに気づきました。本来，
伝えるということは，受け取る人がいるからできることです。この二つの活動があってこその
学びなのだと思いました。また，楽しいやり取りは友達とやることに意味があることにも気づ
きました。私が学級経営上大切にしている，友達同士だからできること，友達がいるから楽し
いにつなげていけると思いました。 
 
 
 
 「やらせている活動」になっていたことにハッとした発言でした。児童が逸脱しないで活動
○さんは友達の話のときにしっかり顔を向けていた。 
友達との楽しいやりとりを増やすとよい。 
友達に伝えたい「何か」や伝える必要のある活動があればよいかな。 
子供たちがやりたいと思うような活動にするには，教材選びが大切である。好きなこ
と，興味のあることが前提にある。 
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に取り組めることばかりを考えていたことに気がつきました。うまくいくことが大切ではない，
子供たちが生きるために必要な力を身に付けることがねらいでした。私がねらいたいこととは
大きくずれてしまったことにも気づき，教材の選定から再構築しようと考え直しました。 
 
 
 
５人をうまく活動に乗せることに重きを置いてしまったことに気づいたラベルでした。一人
一人の学びをしっかりと受け止め，評価することをしなければならないこと，ゆっくり学んで
いる子供たちのことを信用して待つことをしたいと思いました。 
 
（５） 子供たちが楽しいと思う授業づくり
 子供たちの楽しいことを前提として後期の授業を組み立てました。子供たちが注目できるよ
うに教材に動画を使用すること，子供同士が関わり合うような場面を設定すること，何よりも
子供たちが楽しいと感じる教材づくりを心掛けました。 
遊園地にある乗り物の動画を見て，自分が好きな乗り物を詳しく伝える。 
  自分の見たい動画を伝え，その画像を見て内容を詳しく伝える学習をしました。児童が説
明しているのを他の児童が聞き，児童が「よく分かる（うれしいカード）」「よく分からない
（残念カード）」（図１）で評価し合いました。始めは長い時間集中できなかった児童も自分
を含めた５人が終わるまで聞くことができるようになりました。動画を見て説明できない児
童にはめくり式のカードを用意し，友達からそのカードについて質問を受けるという形式に
しました。子供同士が関わり合い学び合うことができるよう教材，授業展開を工夫してみま
した。自分以外の友達が発表している時も一緒に学ぶ時間となりました。 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自分が作ってほしいお菓子のお弁当を友達に伝えて作ってもらう。 
○君はゆっくりだが教師の働きかけや関わりに彼なりの応答をしている。支援が多く
なると手をつねっていた。 
写真４ 遊園地に行こう 写真５ モンスターは何してる？の画像 
写真６ 写真を見て答える，詳しく話す児童 写真７ 動画を見て詳しく話す児童 
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自分が欲しいお菓子を三つ選び，友達に伝えてお弁当箱に入れてもらうという活動（写真
８）をしました。お弁当箱のどこに，何を，いくつ入れるのか詳しく説明しました。聞く方
もどこに，何を，いくつ入れるのかを集中して聞いていました。やり取りをする児童以外の
児童は，話し手の情報を聞き漏らさないように聞き，写真カード（写真８）でお弁当を作り
ました。活動に待ち時間がないため，逸脱する児童がいなくなり，５人一緒に学ぶことがで
きるようになりました。興味のあるお菓子の活動なので楽しんで参加していました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一人の学びを５人で共有（片仮名で書いたプリントをみんなでチェック）する。 
絵カードを見て文字カードで単語を作成する児童とプリントに書字する児童が，一つの場
面で二通りの活動（写真１１）を同時に展開しました。ｉＰａｄを用いた書画カメラを利用
して，書字したプリントをみんなで見て，評価するということをしました。評価しやすいよ
うに，マスからはみ出ていないことや四つの部屋に入っているかなど分かりやすい観点を設
定しました。すると，子供たちは映し出されたプリント（写真１０）をよく見て「四つの部
屋に入っている」「はみ出ない」（図２）などと評価できるようになり，集中して話を聞くこ
とができるようになりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
子供たちは国語の授業を楽しみにしてくれるようになりました。休み時間に国語の授業（遊
園地に行こう）で用いた動画が見たくて「女の子の水鉄砲見せてください。」と言って，見たい
気持ちを自分の言葉で伝えてくるようになりました。また，「おかしのおべんとう。」と言って
登校時に国語と書かれたホワイトボードを指してニコニコするようになりました。「楽しみだな
あ。」という気持ちの表れだと感じました。また，「今度はどのお菓子にしようかな？」「新しい
メニューをお願いします。」とやりたいことや望むことを自分の言葉で伝えてくるようになりま
した。 
 国語の授業で児童が自己選択，自己決定してきたことが，日常生活でも生かされるようにな
写真１０ 気を付けたところ
を発表する児童の姿 
写真８ 伝える児童，受けとる児童 
写真１１ 実態差の
ある児童が同時展開
で学ぶ児童の姿 
図２ 四つの部屋を示
す支援 
写真９ 評価し合う児童 
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りました。休み時間にやりたいことを「ＤＶＤを見せてください。」「本を読んでも良いですか？」
とやりたいことを選択し訴えることができるようになりました。やりたくないこと，嫌なこと
を泣かずに「やらない」と選択し泣かずに訴えられるようになったのは大きな変化，成長だと
感じています。 
今までは教師主体でカードを使って友達を評価していたことが，友達と関わることで，友達
をよく見てその友達の良さを的確に表現して褒められるようになりました。詳しく話す学習で
培われた力が，伝える力を大きく伸ばすことにもつながりました。また，褒める褒められる関
係が自己理解，他者理解につながり，日常生活における関わりに変化が見られるようになりま
した。困っている児童にすぐに手を貸すのではなく，少し様子を見て「手伝ってあげようか？」
と言葉を掛けるようになりました。自分のことにしか興味がなかった児童が友達の休みのとき，
その児童の写真カードを指でなでていました。友達の活動の様子を動画で見た後「うれしい」
「残念」のカードを見せて「どっちだった？」と聞くと「うれしい」（上手だったという意味で）
とカードを示し友達を評価できるようになりました。 
５人が５人の歩幅で５人なりの思考を重ね，表現できるようになりました。  
   
 
３ 気づきから変容した私の姿，子供の姿 
 
 日々の授業について同僚と話をすることは私の気づきにつながりました。子供たちの姿から，
子供たちが楽しく学べたかどうか，この学びは子供たちに必要かどうかについて話をしました。
自分では気が付かなかった子供の姿，同じ子供の姿を見ていても，視点が違うと見取りが違う
ことを感じました。客観的な目で観た子供の姿を提示されたことで，自分の中にあった自分に
見えていたこと，感じていたこと，考えていたことを検証することができました。また，自分
の授業を別の視点で振り返ることができ，授業改善の手掛かりとなりました。お互いに意見を
交わし合うことで，自分との差異に気づき，違う価値観に触れる良い機会になりました。自分
にはなかった新たな価値観を得た喜びを感じることができました。 
また，同僚と話をする中で，私が大きく心を揺さぶられたことは，子供たちの思いを自分は
十分受け止めていなかったかもしれないということに気づいたことでした。私ができるように
なってほしい子供の姿は本当に子供たちが望んでいることなのか。梅永雄二(2014)は次のよう
に述べています。「臨床家と呼ばれる人たちは，発達障害がある人を定型発達に変えようとした
りしすぎるのではないでしょうか。彼らは教育や訓練，あるいは治療によって定型発達の子供
になれることはないにも関わらず・・・・・・。本当の臨床家は彼らが大人になって幸せにな
れるように支援することなのだと考えます。」１）私が子供たちを育むために大切にしているこ
とです。子供たちがどうしたいのか，何ができたら彼らの生活は豊かになるのかを子供たち目
線で考えることを再確認しました。 
  
 
４ おわりに 
 
 授業者として「学びあいの場」に参加する際に，自分の授業デザイン（自分の願いを反映さ
せて展開すること）をどの程度分かってもらえるだろうかという不安がありました。また，一
対一で信頼している同僚にアドバイスをもらう方が的確な答えがもらえると思っていました。
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私は「学びあいの場」から何も得ることはないだろうと期待していませんでした。しかし，私
の授業での「学びあいの場」でその考えは覆されたのです。 
私の授業のテーマは「実態に差がある児童の協同の学び」でした。ラベルコミュニケーショ
ンでは，児童同士が関わる場面について，活動の様子から実態を捉え，授業者が思う，その授
業で付けたい力を子供たちは獲得できたか，と肯定的に話し合ってくれました。論点は「子供
への意欲付け」へと進みました。「一番大切なのは子供がやりたいと思う題材，興味をもつ教材
なのではないか。」という同僚からの意見に自分の授業展開を瞬時に振り返ったのです。私はそ
の中で，５人を逸脱させないように飽きさせないようにと授業を展開してきたことに気づいた
のです。本来，学びとは子供の興味関心の上に構築されるものであること，やらせるのではな
く，やりたいと思う気持ちを大切にしなければならないことを再確認することができたのです。 
私は授業者として同僚からの働きかけによって自分の授業を振り返り新たな気づきを得るこ
とができました。アドバイスされることよりも，自分で気づくことの方が，「あーそうだったの
か。」と自分の気持ちがより揺り動かされるように感じました。また，孤独ではなく，仲間に支
えられている心強さを感じ，一人で頑張るのではなく，多くの先生方の考え方を取り入れて，
「子供たちのためのベストな学び」を一緒に考えていけたら，私たち教員も，学ぶ子供たちも
楽しく充実した日々を送ることができるのではないかと思いました。 
 
 
５ 引用文献 
 
１）梅永雄二『自立をかなえる！〈特別支援教育〉ライフスキルトレーニングスタートブック』
明治図書出版株式会社,（2014） 
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「学びあい」からの発見とキャリア発達 
～同僚との「対話」を通じた「気づき」から， 
自分自身の本質的な学びへ～ 
                   小学部 柳川 公三子  
 
１ はじめに 
 
私達教師は，児童生徒一人一人の将来を見据え，その子らしい自立と社会参加の在り方を探
り，より豊かな人生の実現に向けて小学部段階から『キャリア発達』を支援していくことが求
められています。 
「自立と社会参加」を意識するあまり，教師が「できることを増やす」ことに力点を置き，
ともすると教師の思いが先行することがあるように感じています。無意識のうちに，あるいは
よかれと思って「させる」支援をしてしまいがちです。そうならないために，児童生徒が「生
活に生かすことのできる力」の獲得になっているか，児童生徒が何のためにという目的意識を
もち意欲的に取り組んでいるか，などといった「キャリア教育の視点」で授業を見直していま
す。児童のキャリア発達を促すためには，児童の発達レベルを踏まえ，教科の特性やねらいと
授業における優先すべき事項，方向性などを整理しておく必要があり，授業者の悩みは尽きま
せん。 
本稿では，知的障害と自閉症のある小学部の児童を対象とする図画工作科の授業づくりにお
ける私自身の悩みについて，「学びあいの場」を通じた自分自身の課題の発見と試行錯誤から
の気づき，内面の変容を振り返ります。 
 
 
２ 図画工作科の特徴と児童の実態の乖離からの悩み 
 
学習指導要領における図画工作科の目標は，「初歩的な造形活動によって，造形表現につい
ての興味や関心をもち，表現の喜びを味わうようにする。」とされています。しかし，小学部
３・４年の対象児童５名は知的障害があり，内３名は自閉症を併せ有することから認知面に偏
りが見られます。図画工作科は創造やイメージの要素が強く，障害特性との相性が悪いです。
完成形や作業工程が分かれば実行できるところが自閉症の特性の強みですが，授業への参加を
優先すれば，今度は教科の目標から遠ざかってしまいます。しかし，自由過ぎれば逸脱行動に
つながりかねません。 
２名は，絵の具や糊などを見ると感触遊びを行います。見通しがもてないことやできないこ
とに対する不安感が強く，不安になると自傷や泣き暴れることがあります。さらに，聴覚過敏
があるため，友達の泣き声で不安定になるといった悪循環に陥ることがあります。こういった
悪循環を避けるために，活動内容や使用する道具，材料等に十分な配慮を要する児童です。 
一方，残りの３名は，教師の説明を聞いたり，見本を見たり，教師と一緒にやってみたりす
ることで，活動内容ややり方を理解することができます。そして，「どんな作品を作りたいか」
「どんな工夫をしたらよいか」などを自分で考えたり，選択肢から自分で選んだりして造形活
動や表現活動に取り組むことができる児童です。 
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このように実態差が大きく，課題設定や活動内容の精選に配慮を要する小集団において，５
名の児童が全員，落ち着いて造形表現を楽しめる図画工作科の授業づくりを目指しましたが，
図画工作科の目標にある「造形表現についての興味や関心をもち」について，すぐに壁にぶつ
かりました。自閉症の特性として，新しいこと，初めてのことに対する不安感の強さや固執性，
興味関心の広がりにくさといったことがあります。また，創造性の苦手さなどの特性を踏まえ
た上で，「造形表現についての興味や関心」をもたせるには，どのような題材を設定し，手立
てを工夫したらよいか悩みました。 
また，協同の学習場面において，児童が「自分で目標を設定し，自分で振り返る」ことや「振
り返りを踏まえて次の目標を設定する」ことで，児童同士が互いの目標や振り返りを共有し，
相互に評価し合うことを目指しました。友達の目標や振り返りに触れることを通して目標の立
て方や新たな視点の発見につながり，より自分に適した目標の設定や目標に沿った自己評価を
可能にすることをねらいました。さらに，友達からの評価は素直な喜びや次への意欲に効果的
です。しかし，認知面に偏りがあり，因果関係の理解が難しい児童にとって有効な協同学習の
在り方や手立ての工夫が悩みでした。 
 
 
３ 同僚との学びあいを通じた授業づくり，授業改善の変遷 
 
（１） 授業者の思いとジレンマ（７月）
図画工作科の授業づくりに当たり，第一に考えたことは題材選びでした。５名の対象児童全
員が「落ち着いて取り組めること」「自分なりの表現を工夫し楽しむこと」を目指しました。
そのために「分かる」「できる」「感触遊びへの衝動につながらない」ことに配慮し，「カラ
ータックシール版画」を選びました。 
また，児童が目的意識をもち意欲的に活動する姿を目指して「前時の振り返り→本時の目標
設定→本時の振り返り」の一連の活動を一校時中に行う。さらには，児童同士が互いの意見を
聞いて参考にして学び合えるように協同で行うこととしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
※口頭でのやり取りが難しい児童への配慮として作品の画像や「ＱＢプレゼン」を 
用いて発表内容や目標を印や文字で視覚的に提示した。 
 
しかし，この一連の活動を実施することには二つの問題がありました。 
一つ目は，対象の５名全員にとって意味のある活動になっているかということです。友達の
発表や教師の賞賛を聞いて，それを参考にして本時の目標を考えることができる児童にとって
は，とても意味のある活動ですが，「聞く」「参考にして考える」ことが難しい児童にとって，
この活動はどうあればよいか悩みました。 
①前時の作品を見て前時に 
頑張ったことを発表する 
 
④本時の作品を見て本時に 
頑張ったことを発表する 
 
②本時の目標を決める 
③版画を制作する 
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二つ目は，メインの制作活動との時間配分です。①②④に時間を要し，③の制作活動の時間
が短くなりがちなことも少々気掛かりでした。 
 
（２） アクティブ・リスニングを通しての方向付けの確認
前時の振り返りを行う協同場面において，教師の他児へのコメントを聞いた児童が，自分も
真似をしてもっと上手な作品を作りたいという意欲をもち，自ら苦手なはさみを使用して，細
かく丁寧に制作活動に取り組んだ場面がありました。この場面を観た同僚観察者から，協同で
振り返りを行うことは児童の意欲向上に有効だったとの指摘がありました。やり取りの理解が
難しい児童にとっての協同学習の在り方に関する私の悩みは解決していませんが，協同の学習
場面で振り返り活動を行うことを継続していこうと思いました。 
人はみんな，障害の程度や認知特性の問題にかかわらず，社会において人と関わりながら生
きていきます。そのため，できるだけ早期から人と関わって楽しかった，うれしかったという
成功体験を積み重ねることが必要です。協同の学習場面への参加が難しいから個別学習を行う
べきという考え方をするのではありません。人の話を聞く，聞いて反応する，人に自分の思い
を伝えるなどといったコミュニケーションの力を高め，人と関わることが楽しいと感じる気持
ちを育てることが大切です。 
私自身がこのことを再認識したことで，他児の意見を参考にして自分の目標を考えることが
難しい児童にとっての協同の学習場面の意味やねらいが明確になりました。今後も手立ての工
夫をしながら，５名全員で「前時の作品の振り返り→目標設定→造形活動→振り返り」の流れ
で授業を展開したいと確信することができました。 
 
（３） ラベルコミュニケーション図解からの気づきと深まり
 
（ラベル１） 
Ａは目標に「たくさん」を選び，たくさんシールをはっていた。あまり下絵を意識 
しているようには見えなかった。 
 
「たくさん」「すきまなし」「はみださない」を目標の選択肢として提示していましたが，
ラベル１により，どうしてこの選択肢を設定したのか，その理由や意図について振り返り，再
考しました。シールをたくさん貼ること，隙間なく貼ること，下絵からはみ出さないで貼るこ
とが，きれいな作品づくりにつながると考えていました。 
しかし，こういった発想自体が授業者の価値観に基づいており，児童の自由な表現とは異な
るかもしれないと気づきました。同時に，児童らしい表現を引き出すことが可能な目標の選択
肢はどういったものなのか，図画工作科の授業として，児童が意識して意欲的に取り組む姿を
実現するための目標はどうあるべきか，自分の中で悩みが深まったことを実感しました。 
 
（ラベル２） 
Ｂは飛行機の下絵の中で，自分なりに“ここまで”という量が決まっていて，ある程 
度したらトイレなどに行っているような気がした。活動内容を切り替えるなどで集中 
できるかな？ 
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図２ 目標や印を書き込んだ写真 
図１ コメントカード 
ラベル２のような児童の捉え方は，自分にはないものでした。「もしかしたら，Ｂにとって
は“もう十分『すきまなく』貼った。これでおしまい”という思いだったかもしれない。私の
価値基準を押し付けようとしていたのかもしれない。」と反省しました。 
図画工作科の授業としての目標はどうあるべきか，益々悩みが深まりました。 
 
（４） 学びからの授業の再構築（９月）
アクティブ・リスニングを通して授業展開の方向性が定まり，支援の方法や手立ての工夫を
重点的に行いました。同僚のラベルからの気づきを基に，全員が目標を意識して活動し，振り
返りにおいて目標に沿った自己評価や他者評価ができるように，目標の意味理解を図りました。 
例えば，張り子のお面作りでは，『すきまなし』『しろなし』を目標の選択肢として提示し
ました。そして，隙間なくびっしりと色画用紙を貼った見本と，隙間だらけで白い部分がたく
さん見える見本を提示しました。両方を比較することで３名の児童は，『す
きまなし』『しろなし』とはどういうことか理解できました。理解が難し
い児童には見本の画像と言葉を一緒に提示しました。さらに，両方の見本
を比較することで，「隙間なく色画用紙を貼ると『きれい』」「隙間だら
けだと『きたない』」ことに気づいた児童がいました。この児童の気づき
を全ての児童で共有し，「隙間なく色画用紙を貼ると『きれい』なお面が
できる」ことを確認しました。この因果関係の理解が難しい児童には，隙
間（白い部分）がない見本の画像に『きれい』という言葉を添えた「コメ
ントカード（図１）」を提示して理解を図りました。 
さらに，振り返り場面において，自分で考えて感想を伝えることが難しい児童が，友達の作
品を見て感想を伝えることができるように，『コメントカード（図１）』を活用しました。最
初は，「教師と一緒に『コメントカード（図１）』を見ながら友達の作品を見て感想を伝える
こと，伝えたら相手の友達が喜んでくれたこと，そして伝わったことを実感することを経験し
てほしい」「こういった他者とやり取りする楽しさや喜びを味わうことを積み重ね，自ら伝え
ようとする意欲を育てたい」そして，いずれは「少しずつコメントカードの選択肢を増やし，
自分で選んで友達に感想を伝えられるようになることを目指したい」と考えました。 
前時の振り返り場面では何を評価するのかが全ての
児童に分かりやすくなるように，前時の作品画像やＱ
Ｂプレゼン（スズキ教育ソフト株式会社）を活用し，
印やコメントを書き込んで視覚的，具体的に示しまし
た。（図２）児童にとって，何に注目すればよいか，
今度は何を頑張ればよいかが分かりやすくなり，具体
的に本時の目標を考えることができるようになりまし
た。さらに，本時の振り返り場面では，実際の作品と
目標を書き込んだ写真（図２）を見比べることで，目
標の達成度が一目瞭然になり，振り返り場面への参加度が高まりました。例えば，「ここの白
い所の白がなくなるように貼ることができました。」と目標を書き込んだ写真と作品を指さし
ながら具体的に自己評価をする児童がいました。これは，見ている他の児童にとって発表の内
容が分かりやすく，全員が集中して聞くことができました。そして，聞き手の児童が「◯◯の
所が『しろなし』で『きれい』です。」のように目標に沿った感想を発表する姿にもつながり
ました。 
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４ 同僚との学びあいを通じた自分自身の変容 
 
自分なりの試行錯誤を通した本質的な学び
障害種や障害の有無にかかわらず，全ての児童生徒は，全ての教育活動において『キャリア
発達』の支援が保障されるべきです。しかし，知的障害や自閉症が比較的重く，因果関係を理
解し，自分で考えて行動することが難しい児童生徒の意欲を引き出し，初めての活動やステッ
プアップの活動に主体的に取り組み，キャリア発達を促すことは容易ではありません。実際の
授業で良い支援方法や手立てが見付けられず，教師としての自分の力不足や発想の貧困さを痛
感し，無念な気持ちになることがあります。 
同僚が公開授業を行った「学びあいの場」における同僚観察者とのやりとり（アクティブ・
リスニング）において，知的障害や自閉症が重い児童が主体的に活動に取り組むための支援が
話題となった際，別の同僚から「一番大切にしたいのは，児童自身が興味をもち，『やりたい』
と思う題材，教材選びではないか。」という意見がありました。この瞬間，私はハッとしまし
た。初任の頃は授業づくりにおいて，まず始めに考えていたことです。もちろん，今でも題材
や教材選びにおいては，集中して課題を遂行できるよう個々の児童の特性等に配慮しています。
しかし，授業が円滑に進行できるように，児童が逸脱しないようにといった問題を回避する観
点で題材を選ぶ傾向があったことに気づきました。本来，配慮というのは，そういうことでは
ないはずです。児童が興味をもって，自分から取り組みたくなるような題材，教材の精選は授
業づくりのベースと言えます。児童生徒の内面に働きかけけるには，児童生徒が「できること」
「分かること」はもちろんですが，因果関係の理解が難しい場合は特に，児童生徒が「好きな
こと」「興味のあること」といった児童生徒自身が意欲を示す内容が前提であることに改めて
気づきました。児童の「キャリア発達」を促すことを目指しながら，最も基本的なことを忘れ
ていたことを恥ずかしく思い，反省しました。 
また，「学びあいの場」における同僚とのやり取りから，自分では児童生徒の実態を鑑み，
よく考えて実践しているつもりでしたが，教師の願いが先行したり，固定した考え方になった
りしていたことに気づきました。同僚からの質問や指摘を受けて，実態把握した“つもり”に
なっていることや，教材研究や支援環境の整備をした“つもり”になっていることが，まだま
だ十分でないことに気づかされました。 
改めて，目の前の児童の実態を自分なりに捉え直してみました。協同学習の場面で，なかな
かやり取りの流れが捉えられず，落ち着いて参加し続けることが難しくなってくる児童にも，
活動の意味が分かり，「自分が何を見て，何を考えて，どう参加したらよいのか」を児童なり
に捉えて参加できるような仕掛けや仕組みづくりはどうあればよいのか，試行錯誤を重ねなが
ら，同僚の授業をそういう視点で観察しました。そこで，自分なりに気づいたことは，「いい
ものを真似る」ということでした。同じ対象児童の他の授業における協同学習の場面で参加で
きている授業を観て，何がポイントなのかを改めて考えました。教科，題材，活動は異なりま
すが，まず「児童自身が分かる」ことが重要です。教師のねらいや願いからではなく，児童の
実態を第一に考えたとき，内容は異なっても同じやり方を真似ることで，児童にとって分かり
やすくなるのではないかと思いました。 
ずっと悩んできた因果関係の理解が難しい児童にとっての協同学習における自己の「目標→
評価」や他者との相互評価においては，関係する教師間で連携を取り，児童が分かるやり方で，
児童が何を頑張ればよいかが分かる具体的な目標，またはその選択肢を設定することがポイン
トではないかと気づきました。 
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このように言葉にすれば，ごく当たり前のことです。これまでの授業研究においても意識し
てきたことです。しかし，まだまだ教師の思いが先行し，児童の実態に沿わない設定をしてい
たのではないかと反省しました。知識として学んだことがあっても，これまでも実践してきた
ノウハウであっても，まだまだ確実に使いこなせる自分自身の力になっていないのだと実感し
ました。今回，何度も何度も試行錯誤を繰り返しながら，同僚の授業実践を参考にしたり，「学
びあいの場」における同僚との対話から再認識したりして気づいたことは，今後の私の授業づ
くりにおいて重要なポイントとなりました。 
以前，本校で行ってきた授業研究は，同僚や外部講師から具体的な改善案を教えてもらうと
いうものであり，すぐ授業を改善することができました。現在の「学びあい」は，同僚からの
投げ掛けで問題を発見したり方向性が定まったりするものであり，その先の具体的な解決方法
や手立ては自分で考えなければなりません。これには時間が掛かり，なかなか悩みが解消され
ませんが，何とか問題を解決しようと試行錯誤を重ねる中で，児童生徒を捉える力の向上や問
題を解決するための発想の広がりを実感しています。「学びあい」からの気づきは試行錯誤を
経て自分自身が体得した「本質的な学び」であると思います。 
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生活に生かすことができる授業づくりを目指して 
 
小学部 山﨑 智仁  
 
１ これまでの授業を振り返って 
 
 私のこれまでの授業を振り返ると，ねらいが曖昧なものやスキルの反復練習のような授業で
した。例えば平仮名の読み書き練習や計算ドリル，箸つまみの練習などです。どれも子供たち
の実態を見て考えていましたが，そこで培った力を生活に生かすことまで想定できていません
でした。生活に生かすことを考えていればもっと子供たちにとって身近で意味のある授業にな
っていたと思います。 
 
 
２ 授業づくりに向けて同僚の授業，発言から学んだこと 
 
 授業づくりに向けて同僚の授業，発言から学んだことが二つあります。 
 一つ目は，子供たちの生活に即しているかどうかです。同僚の国語の授業では，子供の校外
学習の写真や動画を使って授業を行っていました。子供たちはとても興味深く写真や動画を見
ており，活動を振り返って楽しそうに発言する子供もいました。子供たちは校外学習で活動し
ている自分たちの姿を見て，実態に応じてそれぞれ口頭やカードで自分たちの様子を説明して
いました。子供たちが経験したことを簡単な形容詞を使って説明することで，楽しみながら人
に伝える力を高めることができます。伝える力を高めることで，生活の中で家族や友達ともっ
とコミュニケーションをとってもらいたいという同僚の願いが伝わってきました。 
同僚の数学の授業では，時期が１２月ということもあり，クリスマスツリーの飾り作りを行
っていました。子供たちは様々な形の飾りでクリスマスツリーを彩りたいと考え，試行錯誤し
ながら展開図を書いて組み立てていました。ただ図形の特性を伝えて展開図を書く練習をする
のではなく，色々な形の飾りを作りたいという子供たちの思いを生かして授業づくりをされて
いることが分かりました。様々な形の飾り作りを通して，試行錯誤しながらも楽しんで図形の
特性を理解することができます。生活の中であふれている物にはそれぞれ様々な形があり，そ
れらに気づいてもらいたい，図形に慣れ親しんでもらいたいという同僚の願いが伝わってきま
した。 
生活に即している授業は，子供たちに関心が高く，活動内容も分りやすいため，楽しみなが
ら学ぶことができます。そして，目標としている具体的な子供の姿を想定しているが故に，授
業の中で高めた力をいつ使えばいいのかが子供たちも分かりやすいと思いました。 
 二つ目は，子供たちにとって意味のある活動になっているかどうかです。授業づくりを始め
るに当たり，買い物学習を行いたいと思った私は，調理実習の材料を近くのスーパーマーケッ
トに買いに行くことを計画しました。その際に同僚より，果たしてスーパーマーケットに買い
物に行って，子供たちが調理実習の材料を買っているという意味が分かるのか，そもそも５人
とも簡単な買い物の意味（欲しい物とお金を交換する）を理解しているのかという質問を受け
ました。この質問を受けて私は深く反省し，私の思考が固定概念に囚われていることに気づき
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ました。今まで私は，買い物学習はお店に行ってお金を支払う経験をすれば良いと考えており，
子供たちにとって意味のある活動になっているかどうかなんて考えてもいませんでした。そし
て子供たちの実態を踏まえて考え直したところ，買い物の意味を理解できていると思われる子
供はクラスの半数に満たないことが分かりました。そして買い物の意味を理解することをねら
いとして授業改善に取り組みました。 
今までの私はつい子供たちに様々なことを学んでもらいたい，経験してもらいたいという思
いが先行してしまい，子供たちにとってその授業がどのような意味があるのか考えることを忘
れていました。本当に子供たちの力を高めたいと考えるならば，子供たちにとって今必要な力
は何か，意味のある活動は何かを考えなければいけないと思いました。 
これら二つを常に念頭に置き，私は授業づくりを行いました。 
 
 
３ 授業改善の変遷 
 
（１） 前単元の授業について（６月）
 前単元の買い物学習はＴ２として授業に参加しました。子供たちが簡単な買い物の意味（欲
しい物とお金を交換する）を理解することをねらいに授業づくりをしました。活動内容は，複
数の中から食べたいお菓子（実際にあるお菓子を小分けにした物）を１つ買って実際に食べる
ことにしました。その理由として，子供たちにとって最も身近で「欲しい」「買いたい」と思え
るものを買って実際に食べるからこそ買い物の意味を理解することができると考えたからです。
また，子供たちの生活に即し，本当のお店で買い物をしている雰囲気を出すために模擬店を実
際に買い物に行く予定のコンビニエンスストアに似せて作りました。また，一部の保護者から
子供が金銭のやり取りをすることが難しいため，電子マネーカードの使い方を指導してほしい
という話がありました。そこで，子供の実態から一部の子供は電子マネーカードを使うことに
しました。 
 授業においては，始めの頃見通しがもてずに不安定になる子供がいました。しかし，欲しい
お菓子を選んでレジに持って行き，お金や電子マネーカードを出すとお菓子がもらえるという
ことが分かりやすかったようで，活動も３回目になると教師の支援を受けて落ち着いて買い物
をすることができるようになりました。そして，実際にコンビニエンスストアに買い物へ行っ
たところ，子供たちは落ち着いて教師と一緒に欲しいお菓子を１つ選び，レジにて買い物をす
ることができました。レジにて不安定になることなく，支払いができたことから授業のねらい
として定めた簡単な買い物の意味をおおよそ理解できたと考えました。 
 
（２） 前単元の授業を踏まえた授業づくり（１月上旬）
 前単元の授業を踏まえて，私は簡単な買い物の意味を理解できた子供たちにとって次に生活
に即した意味のある買い物学習は何かを考えました。そして，次のねらいを簡単な買い物と調
理の結び付きの理解に定めました。理由としては，今後子供たちが家庭において料理の食材や
調味料などのお遣いができるように，又は食べたいご飯を保護者に伝えて一緒に買い物ができ
るようになってもらいたいと考えたからです。そのねらいの第一歩として複数の冷凍食品の中
から食べたい物を選び，それを教師に調理してもらって食べるという活動をすることにしまし
た。冷凍食品を選んだ理由は，様々な種類があるため子供たちが楽しんで選ぶことができる点，
調理をしても見た目があまり変わらないため，子供たちに何になるのかが分かりやすい点で決
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めました。また，以前までは教室に模擬店を作っていましたが，買い物へ行くということを子
供たちに感じてもらいたいと思い，模擬店を特別教室に作ることにしました。 
 そして私は授業の導入として冷凍食品を買う前に，子供たちに前単元の授業を振り返っても
らいたいと思い，私がＴ１として前時のお菓子の買い物学習を行いました。活動の流れは以下
の通りです。 
①今日の活動内容を知る。②買い物の流れと買い物のルールを確認する。（買う物だけを触る，
静かに並んで待つなど）③教室で買い物の模擬練習を行う。④模擬店に行き，お菓子を１つ買
う。⑤頑張り表を使って，買い物の振り返りをする。（友達から評価を受ける）⑥買ったお菓子
を食べる。 
しかし，実際に買い物学習をしてみると，予期せぬことが起こりました。私が子供たちの買
い物を支援して活動を続けていると一部の子供たちがとても不安定になったのです。子供たち
が不安定になった理由として，久しぶりの買い物学習であったこと，買い物を行う場所が特別
教室に変更になったことが考えられました。しかし一番の理由は，私の言葉掛けや指さしなど
のタイミングの悪さや指示の多さだと感じました。以前と異なる場所に久しぶりに買い物へ行
って不安定になっている中，横から何度も言葉掛けや指さしなどをされれば，子供たちが不安
定になるのも無理はありません。その時に，授業を参観してもらっていた同僚からもっと買い
物の仕方を簡単にしたらいいのではないかという助言をもらいました。この助言から私はもう
一度子供たちの買い物の方法について検討し直すことにしました。そして，コンビニではエコ
バックを使用する利点が低いこと，手先があまり器用ではない子供は財布からカードやレシー
トを出し入れするのが困難であることに気づきました。また，一方では自身の子供たちへの支
援のまずさも感じていました。しかし，子供の環境面を支援することで子供たちがほぼ一人で
買い物ができるようになること，そして教師や保護者の人的な支援が減ることは生活に生かす
ことができる授業づくりを目指している私にとって大切なことであると考えました。 
 
（３） 生活に生かすことができる授業を目指した授業改善（１月下旬）
 前回の買い物学習の経験から私は授業改善を行いました。授業のねらいを，子供の実態に応
じて設定し直しました。買い物時に不安定になる子供は，教師の人的な支援をできる限り少な
くし，整えられた環境で子供がほぼ一人で買い物を行うことにしました。買い物時に慌ててし
まい買い物の仕方を誤ってしまう子供は，一人で落ち着いて買い物を行うことができることに
しました。お金を扱い，支払い時にお金をいくら出せばいいか分からなくなる子供は，支援ツ
ールを使って支払金額を把握し，お金の支払いができることにしました。複数の中から物を選
ぶことが難しい子供は，たくさんの種類の中から好きな物を一つ選ぶことができることにしま
した。授業改善としては，前回の授業の気づきから買い物時にエコバックを使うことを止めま
した。また，電子マネーカードを使う子供たちは財布を持参せずにパスケースを衣服のポケッ
トに取り付けることでお金の支払いを簡単にできるように変更しました。そして，商品を強く
握ってしまう可能性がある子供がいたため，買い物かごを使用することにしました。慌てて買
い物を行う子供には，買い物へ行く前の事前学習にて買い物の手順や約束を丁寧に確認し，落
ち着いて買い物を行うように伝えることにしました。お金を扱い，支払い時にお金をいくら出
せばよいか分からなくなる子供へは，手掛かりカードを渡し，事前学習にて使い方の練習をす
ることにしました。複数の中から物を選ぶことが難しい子供へは，決められた時間内に欲しい
お菓子を選ぶ経験を積んでもらいたいと考え，模擬店に置くお菓子を２０種類以上にしました。
活動内容は以下のとおりです。 
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①今日の活動内容を知る。②買い物の流れとルールについて確認する。（買う物だけを触る，
静かに並んで待つなど）③買い物の一連の流れを説明して，教室で買い物の模擬練習を行う。
④模擬店に行き，お菓子を一つ買う。⑤「頑張り表」を使って，買い物の振り返りをする。（ビ
デオを見て友達の評価をする）⑥買ったお菓子を食べる。 
授業の評価については，振り返りができる子供たちは模擬店に設置したｉＰａｄで撮影した
動画から友達の姿を見て友達の評価を行うことにしました。振り返りが難しい子供たちは，教
師が活動中に「頑張り表」を持ち，一つの活動毎にその場で即時評価を行うことにしました。 
 授業改善を行って買い物学習をしたところ，前回不安定になった２名のうちの１名の子供は
すぐにはカードのことが理解できず一時的に不安定な様子も見られましたが，教師からカード
への指さしを受けて買い物をすることができました。もう１名の子供はポケットからカードを
取り出して支払うということをすぐに覚え，安定して買い物をすることができました。２名と
も買い物の方法を簡単にしたことで買い物の工程が減り，教師からの人的な支援も減ったこと
で以前に比べるとだいぶ落ち着いた様子でした。慌てて買い物を行う子供は，買い物の手順に
関して事前学習で丁寧に確認したため，上手に買い物を行うことができました。しかし，お菓
子の種類が増えたことで選ぶ際に悩んでしまい，買わないお菓子を触ってしまいました。この
行動に関して，振り返りの際にビデオを見た他の子供から「ルール違反だ」という指摘があり
ました。そこで私は，優しくお菓子を触ることはルール違反ではないということを説明しまし
た。ルール違反を指摘した児童は納得がいかない様子でした。お金を支払う子供は，今までの
経験からいくら支払えばよいかが分かったようで，支援カードを使うことはなくお金の支払い
をすることができました。物を選ぶことが難しい子供は，今までの買い物学習の中で友達が美
味しそうに食べていたお菓子を覚えており，その経験からすぐにお菓子を選ぶことができまし
た。買い物に関しては以前に比べて全体的にスムーズに行うことができるようになりました。
振り返りはビデオを見ることで，友達が活動をできていたかどうかが明白になり，以前に比べ
て他者評価をすることが容易になりました。子供たちも友達の様子が気になるようで，ほとん
どの子供たちが興味をもって画面を見ることができました。その一方で，友達の活動の様子を
買い物の始めから終わりまで評価するため，とても時間が掛かり，見通しをもちづらい子供が
不安定になる様子も見られました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ ビデオを見て，買い物の振り返りをしている様子   図１ 「頑張り表」 
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４ 公開授業，ワークショップからの学び 
  
（１） アクティブ・リスニングからの気づき
 アクティブ・リスニングでは，個々のねらいを定めているのに，どうして全員が「頑張り表」
の８項目全てに評価を行うのかという質問を受けました。この質問から，私は今まで全ての活
動に対して評価をしなければいけないと思っていたことに気がつきました。個々の子供の目標
を絞ることで，子供たちはどの活動を特に頑張ればいいのかが分かり，また評価を行う際も友
達のどの活動を見ていればいいかが分かることで評価がしやすくなると思いました。また，評
価が絞られていることで，活動に見通しがもちづらい子供も，今どの友達の評価を行っている
かが分かり，見通しをもちやすくなることで安定した気持ちで活動に取り組めるようになると
感じました。 
 生活に結び付く買い物のねらいとは何かという質問に対して，私は人的な支援を減らすよう
に買い物の仕方を工夫することで支援を受ける側の子供や支援を行う側の保護者の精神的負担
を減らしたいと答えました。そこで「買う物だけを触る」というルールがある中，買わない商
品を触ってしまった子供にとって生活に結び付くということとは一体何だろうかという話にな
りました。そして話を重ねる中で，生活に結び付くというのは何も手段や方法などのスキル面
だけではないことに気がつきました。授業の中で私は子供たちにルールは伝えたものの，どう
してそのルールを守らなければいけないのか説明していませんでした。子供たちにルールの意
味を伝え，それを納得，理解して守ってもらうことが生活に生きるということだと分かりまし
た。 
 ある子供が電子マネーカードを使って支払いを行う際，怒っていたのはどうしてかという質
問に対して，私は財布を使用するのをやめて，パスケースにカードを入れて使うことがまだ理
解できていないのではないかと答えました。そして改めて考えると，カードをパスケースに入
れて子供の衣服に取り付けてきましたが，今まで使ってきたカードがパスケースに入っている
ことやケースに入れたまま使えばよいという説明を子供にあまりしてこなかったことに気がつ
きました。少しの変更だからすぐに理解できるだろうと大人の考えで物事を進めるのではなく，
子供の実態に合わせて丁寧に説明し，理解してもらう時間を設ける必要があることが分かりま
した。 
 
（２） 「学びあいの場」を終えてからの授業改善
授業を終えて，子供たちの個々のねらいは大方達成したと考え，当初予定していた簡単な買
い物と調理の結び付きの理解をねらうことにしました。また，同僚から，コンビニエンススト
アの利点である様々な商品を販売していることを子供たちに伝えたらどうかと助言をもらいま
した。そこで，子供たちが関心をもっている文房具も模擬店で販売することにしました。活動
内容は以下のとおりです。 
①今日の活動内容について知る。②買い物の流れ，ルールとルールを守る理由の確認をする。
③教室にて買い物の模擬練習を行う。④模擬店に行き，お菓子，冷凍食品，文房具の中から好
きな物を一つ買う。⑤「頑張り表」を使って，買い物の振り返りをする。（ビデオを見て友達の
評価をする）⑥買った物を食べる，買った文房具を使う。 
授業改善として，「頑張り表」を変更しました。評価する活動は個々のねらいに沿って教師が
一つ選ぶことにしました。 
また，事前学習にてルールを確認する際に，どうしてルールを守らなければいけないのかを
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考える時間を設けることにしました。また，子供たちに分かりやすいように教師がルールを守
っている姿とルールを破っている姿を演じて見せることにしました。 
 そして，お金で支払いをしている子供たちは手持ちの５００円で好きな物を２つ買ってよい
ことにしました。今後，お小遣いを使って買い物をしたり，家族からお遣いを頼まれたりした
際に簡単なお金の計算をしてお金のやり繰りができると便利だと思ったからです。 
 授業改善より，「頑張り表」を変更し，子供たちのねらう活動を一つにしたことで，目標が明
確になり，以前よりねらいを意識して活動を行うようになりました。また，振り返りの際はど
こを見ればいいのかが一目瞭然で，画面をよく見て友達の評価を行うようになりました。授業
の見通しがもちづらい子供たちも評価が簡潔になったことで見通しがもちやすくなり，画面に
注目することができるようになりました。買い物時のルールに関しても，どうしてそのルール
を守らないといけないのかが分かったことで，以前に比べてルールを意識して守ろうとする姿
が見られました。また，振り返りの際に自分や友達の姿を見て，「ルールを守っているね。」と
いった言葉が聞かれるようになりました。お金の支払いに関しては１名の子供は暗算をしてお
およその支払金額がレジに並ぶ前に分かるようになりました。もう１名の子供は２００円コー
ナー，３００円コーナーの中から１つずつ好きな商品を選ぶことで，５００円で好きな物を二
つ買うことができるようになりました。簡単な買い物と調理の結び付きの理解に関しては，最
初の活動時，冷凍食品のことを子供たちが分からず，購入する子供が１名しかいませんでした。
そのため，一度冷凍食品を全種類温めてみんなで食べる活動を入れました。その結果，子供た
ちは冷凍食品を購入すると温めてもらえて食べることができると分かってきました。まだ，完
全に簡単な買い物と調理の結び付きの理解に関しては達成できてはいませんが，今後も継続し
て指導を行っていきます。 
 
 
 
 
 
 
  
図２ 子供たちそれぞれの「頑張り表」 
 
５ 「学びあいの場」を通した自分自身の変容 
  
 今年度，私は「学びあいの場」を通して，どのようにすれば子供たちが授業を楽しみながら，
生活に生かす力を身に付けていけるのかを学ぶことができました。今までの私は，授業でいか
に子供たちにやり方や方法，スキルを身に付けてもらうかということばかりに気が取られてい
ました。そのため，スキルの反復練習の授業になりがちでした。しかし，同僚の授業や「学び
あいの場」などを通して生活に生かすことができる授業の大切な要素について気づくことがで
きました。また，同僚から教わった子供たちの様々な姿やその姿に対する意見は，私自身の中
にある「きっと子供はこう考えているに違いない」「この授業はこうあるべきだ」などという固
定概念を取り払ってくれました。そして私に今までなかった新たな気づきや視点を授けてくれ
たと思います。これからも子供たちの生活に生かすことができる力を育てるため，同僚と共に
考えていきたいと思います。
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生徒が「できた」と思える授業を目指して 
～「学びあい」を通して気づいたこと～ 
 
 
中学部 青山 真紀  
 
 
１ はじめに 
  
中学部の保健体育を担当して４年になります。中学部の保健体育の授業は，週に３回，１年
生から３年生まで各学年６名の合計１８名で行います。簡単な日常会話ができる生徒が多く，
休み時間に友達や教師と会話を楽しむ様子が見られます。ほとんどの生徒が落ち着いて活動に
取り組むことができていますが，意にそぐわないことがあると気持ちや行動のコントロールが
難しい生徒もいます。教科の学習で学部の生徒が毎回全員で行う授業は保健体育だけです。学
部の生徒が全員で行うからこそ授業をする上で大事にしていることは，理解度も運動能力も違
う生徒たちが「できた」「もっとやってみたい」と思える授業にするにはどうしたらよいか，友
達との関わりを通して協力したり，競い合ったりすることを楽しめる授業にするにはどうした
らよいかということです。中学部では，３年間でいろいろな運動の特性に触れ，体験を通して
スポーツの楽しさを実感して卒業後も積極的にスポーツに親しんでほしいという思いから，障
害者スポーツ大会が行われている「陸上」「フライングディスク」「卓球」の競技を保健体育で
取り入れています。「陸上」では短距離走（５０ｍ走，１００ｍ走）とリレーは毎年行うことと
し，ハードル走，ボール投げ，立ち幅跳びの３つを３年間でローテーションをして行うことに
しました。今年度は「陸上競技～立ち幅跳び～」の授業を通して，生徒が「できた」「やってみ
たい」と思える授業について検討しました。 
 
 
２ 授業づくり，授業改善の変遷 
 
（１） ６月 立ち幅跳びの授業について
 授業をするにあたって授業担当者と話し合ったこと 
 今年度の保健体育は，１８名の生徒に対し教師５名が担当することになりました。はじめに，
授業者（Ｔ１）として授業で大事にしたいことを他の教師（Ｔ２～Ｔ５）に伝えました。 
 
 
 
 
 
 
 Ｔ１の思いを受けて，Ｔ２～Ｔ５から意見をもらい，学習活動や展開，環境設定の見直しを
しました。そして，３つのことを共通理解しました。 
 
＜授業で大事にしたいこと＞ 
・一時間の授業の中に，「できた！」と思える瞬間がたくさんあるように。 
・生徒が目標をもって授業に参加したり，振り返りを深めたりすることができるように。 
・運動能力，体力に個人差があっても，ある程度の活動量を維持できるように。 
・個人競技ではあるが，友達が意識できるような学習活動がたくさんあるように。 
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＜単元の目標＞ 
・跳び方のポイントに気を付けて，目標地点を目掛けて跳んだり，より遠くまで跳んだりす
ることができる。 
・見本の跳び方や自分の空中姿勢を動画で見て，より良い跳び方を教師と一緒に振り返るこ
とができる。 
・活動を振り返り，学習ファイルで目標を一人でまたは教師と一緒に自己評価することがで
きる。 
・学習ファイルで記録を録りためていくことで，自分の記録の変化や頑張りに気づくことが
できる。 
・友達と協力して準備運動や振り返り，準備や片付けを行うことができる。 
＜学習活動＞ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ 目標確認 
アプリ「Coach my video」で跳び方のポイント３つ（腕の振り，膝の曲げ
伸ばし，視線）をスローで再生。注目してほしい部分にリアルタイムで矢
印や文字を書き込みながら確認。 
＜授業担当者全員で共通理解したこと＞ 
１，生徒自身が「できた」と思えるようになるためには，毎時間目標をもって授業に参加し
振り返りを深めることができないといけないのではないか。そのために，目標確認と振
り返りを生徒に分かりやすくするための工夫が必要。 
 ・跳び方のポイントを含めた本時の目標を，毎時間授業の初めに確認する。 
・跳び方のポイントを三つに絞って分かりやすく提示する。 
・跳び方のポイントが意識できたか分かるようにｉＰａｄで動画を撮影して，自分の姿を
視覚化できるようにする。 
・跳んだ距離や跳び方（踏み切りから着地姿勢まで）が前時と比べて，または単元の始め
と終わりで比べてみてどのように変化したかが分かるように記録を取りためていく。 
・跳び方のポイントを意識してできたかどうか「○△×」で，実際に跳んだ距離を記録し
て「できた，頑張った，難しい」で，それぞれ自己評価し記入する。 
２，体力や障害による運動機能の差など個人差はあるが，保健体育の授業としてある程度の
運動量を確保するための工夫が必要。 
・学習活動を三つに分けての３グループが同時展開で行う。 
グループ①：立ち幅跳びの動きにつながるような運動を取り入れたサーキットトレーニ
ング 
グループ②：遠くまで跳ぶことを目標に，跳び出す姿勢（やや前傾姿勢）から跳ぶ練習 
グループ③：跳び方のポイントを意識して跳ぶ練習 
３，友達を意識して一緒に活動するための工夫が必要 
・準備運動や振り返りをグループに分かれて行う。 
・友達の頑張りが見て確認できるように，跳んだ距離を床面にテープで貼り記録していく。 
１あいさつ 
２目標確認 
３準備運動（グループ） 
４活動（グループ） 
①サーキットトレーニング 
②遠くまでジャンプ 
③跳び方チェック 
５振り返り 
６あいさつ 
写真２ 目標確認 
学習ファイルで 
本時の目標を確認 
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（２） ６，７月 単元のスタートから授業公開まで～ワークショップを経験して考えたこと～
立ち幅跳びは全身運動のため，ボディイメージが低い生徒は記録が伸びていかないことが予
想されました。授業を進めていくうちに，跳び方のポイントを意識しすぎて体の使い方がぎこ
ちなくなり記録が伸び悩む生徒も出てきました。どのような支援をしていけば単元を通してモ
チベーションを落とさずに授業に参加できるかが課題だと思いました。また，友達と協力した
り，競い合ったりする楽しさを感じてほしいと思いながら個人の記録をどうしたら伸ばしてい
くことができるのかというところに支援が優先してしまい，十分な手立てをせずに授業を進め
ていました。「学びあいの場」における公開授業，及びワークショップでは，授業担当者で共通
理解をした授業で大事にしたい三つのことに加えて，単元を通してモチベーションをどのよう
に維持していくか，友達の良いところに気づくための課題設定や手立ての工夫についても話題
にすることにしました。 
 以下，ワークショップの中でもらった同僚からのラベルやコメントと，それを受けての自分
自身の気づきや学び，考え方の変化などについて記します（四角で囲んだ文章は，ワークショ
ップでの同僚からのラベルやコメントを示しています）。 
 
 
 
  
 
目標着地点を跳ぶ直前に確認することで，跳ぶ生徒は目標に目掛けて跳ぼうとする意欲が高
写真４ グループ活動② 
「遠くまでジャンプ」 
写真３ グループ活動① 
「サーキットトレーニング」 
「遠くまでジャンプ」のグループでは，生徒が友達の様子に注目していた。教師が跳ぶ
直前に，目標着地点をグループの生徒全員に知らせていたことが注目することにつなが
ったと思う。 
図１ 学習ファイル（１） 
跳び方のポイント３つをイラストで提示 図２ 学習ファイル（２） 
跳び方のポイントも含めた本時の目標と自己評価欄 
本時の記録と自己評価欄 
写真５ グループ活動③ 
「跳び方チェック」 
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まり，他の生徒は友達がどこまで跳ぶかが分かり，目標に対する結果が分かりやすくなったの
だと思いました。このラベルから，友達を意識するための支援についてＴ２～Ｔ５と支援の共
通理解をしていないことにも気づかされました。 
 
 
 
 授業の最初に全員で跳ぶポイントを確認したのは，一人一人が目標を意識できるようにした
いと思ったからでした。同僚からの意見を受けて，跳ぶポイントの明示は，友達が，腕の振り，
膝の曲げ伸ばし，視線のうちのどのポイントに気を付けて跳んでいるか，友達の頑張りに気づ
くことにつながることが分かりました。 
 
 
 
友達の頑張りに気づき，跳躍の直後に生徒が互いに評価し合うこととで，より友達への意識
が高まるのではないかという意見を受けて，授業全体を通して即時評価の場面が少ないことに
気づかされました。即時評価をすることが，目標に対しての正しい振り返りができることにも
つながると思いました。 
 
同僚からの意見を受けて，生徒が「できた」と思える授業にするためには，跳ぶ生徒と見る
側の生徒への支援，この２つの支援の工夫が必要だと思いました。跳ぶ生徒には，目標着地点
を意識して跳んだ結果がどうだったか明確に分かること，見る側の生徒には，見るポイントが
分かり「腕の振りがよかった。」「目標着地点までもうちょっとだった。」などと他者評価の仕方
が分かるようにすることが必要だと思いました。生徒が友達から「上手だね。」「頑張っていた
ね。」と言葉を掛けてもらうことで，記録更新以外のやりがいを感じることにもつながっていく
のではないかという同僚の意見もあり，参考にしたいと思いました。 
集団で行う授業では，授業者は授業の全体像を見ることがなかなかできません。体育館やグ
ラウンドのように活動場所が広くなればなおさらのことです。今回のワークショップでは公開
授業のビデオを繰り返し見ることができ，自分以外の教師が個に応じた支援をそれぞれのグル
ープで行っている様子がよく分かりました。生徒が「できた」と思える瞬間をたくさん授業の
中につくるには，一緒に授業をする教師と支援や環境の工夫について話をしながら授業を見直
していく機会をもっと多くもたなくてはいけなかったと思いました。同時に，私自身が一緒に
授業づくりを行う同僚に，「今日の授業はどうだった？」「生徒にどんな姿が見られた？」など，
日々の授業について積極的に話しかけずに授業を進め，授業づくりの見直しをしてこなかった
ことに気がつき反省をしました。 
 
（３） １１，１２月 ～T２として授業に参加して～
 自分の授業の反省から，自分が T２として授業に参加する際には，自分が授業者だったらど
うしたいかという視点で参加するようにしました。授業の話し合いの段階で，単元を通してど
んな力を身に付けてほしいのか，そのための単元の計画は，目標設定は，支援や環境の工夫は
などについて授業者と納得するまで話をすることを大事にしました。そして，実際の授業の後
に，生徒の姿から気づいたことを授業者に伝えるようにしました。その結果，生徒のつまずき
にどう支援したらよいかを授業担当者とすぐに相談ができ，生徒の支援に対して悩むことが少
活動している友達の様子はあまり見られていないと感じた。その場で友達の様子を評価
したり本人が振り返ったりすることはできないか。 
最初に跳ぶポイントを明示したことは，友達のよさに気づくための観点になると思いま
した。 
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なくなりました。 
 
 
３ おわりに 
 
 保健体育の授業と「学びあいの場」を通して，授業は授業者が一人ではなく，授業を担当す
る教師みんなで作っていくものだと改めて気づきました。今回の「立ち幅跳び」の授業では，
授業者がどんな授業をしたいか担当する教師に伝えて，教科の目標と生徒の実態を踏まえた単
元の計画や単元の目標設定について，目標に対する学習活動の内容，目標達成のための支援や
環境設定の工夫について話し合いをしましたが，話をしたのは単元のスタート時だけでした。
実際の授業を通して，生徒の様子について「今日はこんな姿が見られたね。」「次はこんな支援
に変えてやってみようと思うけど，どう思う？」と話をしながら授業を改善していくまでには
至らなかったと思いました。実際の授業を通して生徒の様子から授業改善を繰り返ししていく
ことが，授業づくりでは大事だということを学びました。「学びあいの場」を通して気づいたこ
とは，授業者が迷ったり，悩んだりしているときは，生徒も何をしてよいのか一緒に迷ったり
悩んだりしているのではないかということです。授業者が長い時間迷ったり，悩んだりすれば，
生徒の貴重な学びの時間を無駄にしてしまいます。授業者自身が気づき学んでいくには時間が
かかります。今後は，生徒の学びを保証しながら，教師がどう自ら学んでいくことができるか
が課題だと思いました。 
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「学びあいの場」に参加して 
      ～気づいたこと・変化したこと～ 
 
 
養護教諭 池田 優香  
 
１ はじめに  
 
前任校で，ある男子生徒に「先生，暇そうやね。」と言われたことがあります。その時はムッ
としてしまいましたが，よくよく考えるとそれが自分の理想とする養護教諭像であることに気
づきました。子供たちにとって，忙しそうに，そしてピリピリしているように見えるのではな
く，暇そうに見える養護教諭でありたい。そう気づくと「暇そう」は褒め言葉と捉えられるよ
うになりました。日頃，子供たちが声を掛けやすい養護教諭，そして，入りやすい保健室を目
指してはいるものの，実際は，ピリピリしたり落ち着かなかったりすることが多々あります。
また，放課後，児童生徒玄関から「さようなら。」という子供たちの元気な声が聞こえると，５
９人の児童生徒のうち，今日は何人と話しをしただろうか，関わっただろうか，じっくり表情
や雰囲気を観察しただろうかと反省することがよくあります。今回の「学びあいの場」を通し
て感じたことについて，このような点からもまとめてみたいと思います。 
 
 
２ 養護教諭も参加することになって 
 
今年度から，「学びあいの場」という研修の場ができ，養護教諭も参加し，授業を見せてもら
ったり，話し合いに参加したりしました。これまで，先生方の授業を見せてもらうことは，保
健関係の授業以外なかったように思います。しかし，国語，生活単元学習，作業学習などほと
んど関わりのなかった授業を見ることで，様々なことに気づくことができました。 
  
気づいたこと，役に立ったこと 
・「はじめに」のところで触れましたが，丸一時間，授業を見せてもらった日は子供たち
の表情や動き，様子をじっくり見ることができ，今日も元気だな，風邪気味だな，など
直接じっくりと健康観察することができました。 
・普段おとなしそうに見える生徒が授業中にハキハキと発表するなど，保健室では見るこ
とができない表情や様子も見ることができました。 
・授業内容について，どのような学習に取り組んでいるのか知ることができ，「こんな難
しいことを勉強しているのか」，「この子はこんなことができるのか」，など新しい発見
があり，その子ができることや能力を知ることができました。 
・保健室対応でも役に立つことがありました。授業中に体調不良を訴えて保健室に来室し
た生徒の原因が，疲れや心的なものからくる訴えなのか，それとも感染症などの病気を
疑うべきか判断するため，本人にどのような授業を受けていたのか確認するのですが，
授業の内容や雰囲気を把握できていると，イメージしやすく，その後の対応もしやすく
なります。けがをした際も，同様のことが言えます。 
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ただ，「学びあいの場」に参加し始めた当初は，正直ラベルコミュニケーションなどの話し合
いについていけず，自分の考えを述べることができませんでした。同じグループの方には本当
に申し訳なかったのですが，話し合いに参加できていなかったように感じます。ただ，回数を
重ねていくうちに，自分が気になったことは，教えてもらえばいい，自分が気づかなかったこ
と，分からなかったことは，その場で知ることができればいいと思えるようになり，少しずつ
話し合いに参加できるようになりました。また，自分が授業を行うことについても不安はあり
ましたが，普段の授業を見てもらい，同僚に意見をもらうという趣旨であったため，普段の授
業を見てもらい，いろいろ意見してもらおう，貴重な機会と捉えよう，と考えることができま
した。ブリーフィングシートに関しても自分の好きなように書いていい，こう書かなければい
けないという決まりはないとのことから，自分の思うように書くことができました。この年報
に関しても，自分の書きたいことを書きたいように書くという趣旨であることから，自分の書
きたいように書いてみようと思います。 
  
 
３ 先生方の授業から学んだこと 
 
先生方の授業を見せてもらい，その後の話し合いに参加することで学んだこと，気づいたこ
とは大きく３つありました。 
① 子供たちが中心となって活動を行うことの大切さ，そして，自ら考え行動できるよう，
教材などを工夫し支援することの大切さ 
② 子供たちにこんなことを身に付けてほしいという明確な思いをしっかりともつことの
大切さ 
③ 何度も繰り返し学習することの大切さ 
先生方の授業で一番印象的だったことは，子供たちが自ら，授業の準備や片付けをテキパキ
と行っていることでした。頼めば快く引き受けてくれる子供たちです。これからは，小さなこ
とであっても，掲示や配布物，片付けなど子供たちにお願いしてやってもらおうと思いました。
また，以前，保健の授業を行った際，授業後にＴ２の先生から「もっと生徒に発表させたらい
いよ。」とアドバイスをもらったことがありました。１回の限られた授業であれもこれも教えた
いと自分がしゃべりすぎていたのです。子供たちが自ら考え発表する，子供たち同士で考え気
づかせるなど，主体である児童生徒がしっかりと活動ができるような工夫が必要でした。自ら
考え，活動に取り組む子供たちの姿を見て，改めてそう感じました。また，どのような授業を
行うか考える上で大切なことは，その子供たちに何を学んでほしいのか，身に付けてほしいの
かという明確な思いをもつことであり，その思いがぶれないよう，その思いから授業を考える
ことが大切で，あれもこれもと多くのことではなく，要点を絞って，それを繰り返し繰り返し
学習することが大切であることに改めて気づくことができました。 
 
 
４ 今回，授業を行ってみて 
 
１２月に中学部A グループで保健の授業「健康な生活」を行いました。たくさんの先生方に
見てもらうという経験は，教育実習以来でした。今回，授業をするに当たり，事前準備から授
業当日，その後に至るまでたくさんの新しいことを経験することができたように感じます。ま
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た，このような形で先生方と関わることができたことはとても新鮮でした。そして，何より周
りの先生方にたくさん助けてもらい，気に掛けてもらい，本当にありがたかったです。授業の
中身というより，授業を行ったという経験から良かった点や反省点を中心にまとめてみたいと
思います。 
 
（１） 良かった点
・授業を見てもらうという緊張感，不安感などを教育実習以来久しぶりに感じました。
このような思いを先生方は研究授業などや授業参観などで毎回感じているのだという
ことを，ほんの少しですが知ることができたのではないかと思います。 
・保健担当の先生方と時間を掛けて話し合いを行い，授業の内容だけでなく，授業の進
め方について，ポイントなどについてなど多くのことを教えてもらいました。自分が
こんなことをしたいと提案すると，それに対し，どんなやり方が良いか，ワークシー
トはどんな形が良いかなど繰り返し話し合う時間を設けてもらいました。そのような
中で，いつも子供たちと関わり，子供たちのことを一番よく知っておられる先生方と
話し合うことの大切さを実感しました。その後，保健，生活単元学習など授業を行う
際，授業担当者と事前の打ち合わせをする時間を設けてもらうようこちらから依頼す
るようになりました。（詳しくは，この後にも述べます。） 
・保健担当以外の教師も気に掛けてくれ，情報機器に関して教えてもらったり，「がんば
ってね。」「お疲れ様。」「面白かったよ。」「他学部でも必要な内容だね。」と声を掛けて
もらったりしました。先生方の優しさ，気遣いを改めて感じました。 
・先生方が行う保健の授業を見せてもらう機会が増えました。 
  
（２） 反省点
  ・果たして，この授業を準備するに当たり，授業を行うに当たり，「はじめに」に述べた
理想とする暇そうな養護教諭，落ち着いた雰囲気の保健室であっただろうかと振り返
った時に，反省点がいくつかありました。授業を行う前は心に余裕がなかったように
思います。また，授業当日，体調不良により来室した生徒がいましたが，落ち着いて
対応をすることができませんでした。しかし，生徒と一緒に来室した担任に「授業で
しょ，ここは大丈夫だからがんばってね。」と声を掛けてもらいました。授業を行うこ
とと，それに伴い保健室を空けることになることのバランスを保てるような保健室経
営が必要であると感じました。例えば，養護教諭が授業で留守にしていても，他教師
が対応することができるよう「このような場合は，こう対応する」などのマニュアル
を目に付く場所に掲示しておく，授業で保健室が空くと分かっている場合は事前に全
教員に知らせておく，などの対応を行い，授業が入っていても落ち着いて対応できる
ようにしておこうと思いました。 
   
 
５ 実際に行った授業の流れ（簡単に）  
  
１／４ 時 
 規則正しい生活のポイント（睡眠，食事，運動）を学習した上で，自ら，生活目標を設定 
し，一週間「生活習慣チェックシート」を記入することを宿題としました。 
 
第３章
― 99 ―
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２／４ 時 
生活習慣チェックシートの結果をまとめ，どれくらい達成できたか確認し，ワークシート
に良かったところ，悪かったところ，これからどうしていきたいか記入し振り返りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３／４ 時 
  ワークシートにまとめたことを各自発表し，友達の良かった 
ところを共有しました。また，身近な先輩の生活についての話 
（動画）を聞き，どう感じたか発表しました。また，冬休みの 
生活について目標を決め，冬休み中に再度，生活習慣チェック 
シートを記入することを宿題としました。 
 
４／４ 時 
  冬休みの生活習慣チェックシートの結果をまとめ，良かっ 
 たところ，悪かったところ，これからどうしていきたいか一 
人ずつ発表をしました。また前回の生活チェックシートと比 
べてどこが改善できたか，できなかったかを確認しました。 
 
 
 
 
６ 今回，授業を行い自分の中で変化した思い，強くなった思い 
 
「学びあいの場」を通して自分の中で以下のような変化がありました。 
 
 
 
 
 
 
写真１ 授業の様子        図１ 目標記入用紙 
図２ 生活習慣チェックシート      図３ 結果記入用紙 
写真２ 発表の様子 
図４ チェックシートを振り返って 
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・大人数で行う講義型の授業でもなんとなく満足していた自分    
→少人数で，生徒とじっくり関わる授業がしたい。 
 ・「こんなこと教えたいからこんな授業をしよう」と勝手に進めてきた自分  
   →「年度初めに設定された教科目標って何だろう？」それに沿って行うことが大切。 
そしてそのクラスの実態を知り，それに合った内容を行う必要がある。 
・一回の授業で満足していた自分。 
   →繰り返し，繰り返し行うことが大事。授業中だけでなく，その後の言葉掛けや保健
室前の掲示での工夫など自分でできることはたくさんあるはずだ。 
・あまり周りの先生と打ち合わせをしてこなかった自分        
→先生方と打ち合わせをして，話しをしたい！相談したい！どうしたら子供たちに伝
わりやすくなるか，教えてもらいたい！ 
 
養護教諭は，生活単元学習，保健などの授業で小学部１年生から高等部３年生まで幅広い年
代の子供たちを対象に授業を行います。また，それぞれ理解度も実態も異なります。よって，
毎日，一番近くで一緒に過ごしているクラス，学部の先生方に相談し，一緒に授業を考えるこ
とはとても大切であると感じました。その後，授業について相談させてもらうと，「これくらい
なら，中学部のときに習ったから，もっと難しくても子供たちは理解できると思います。」「保
健室の先生ならではの，へぇという内容をぜひお願いします。」「子供たちはこういう様子が見
られるので，こうなってほしい。だからこんな授業をしてほしいです。」「言葉の表現は，こっ
ちの方が良いです。」「こうした方が，子供たちにとって分かりやすいです。」など，教えてもら
うようになりました。お菓子作りに例えると，材料（養護教諭が持っている知識）がどれだけ
あっても，その材料の分量（１時間の授業内で伝える情報量）が適切でないと，また，どうい
った順番で（授業の流れ）何をするのか（活動内容）を間違えると，おいしいお菓子（子供た
ちに伝わる，子供たちに身に付く授業）は作ることができません。おいしいお菓子を作るため
にも，「先生方に作り方を教えてもらおう。」，そう，感じました。そして，こちら側からも，「授
業の目標は何ですか？」「グループはもう少し少ないとありがたいです。」「もう一回同じ授業を
したいなと思いました。」など自分が分からないことや感じたことを先生方に伝えようと思いま
した。 
 
 
７ おわりに 
  
最近保健室では，けがをして来室した生徒に対し，すぐに養護教諭が処置を行うのではなく，
どのような手当をする必要があるのか考えさせ，自分で処置させるようになりました。指から
出血して来室した生徒には，持っているティッシュやハンカチで押さえてくることが大事であ
ることを確認し，自分でばんそうこうを貼らせるようになりました。傷口にガーゼ部分が当た
っていなかったり，よじれてしまったりすることもありますが，将来，けがをしたときに自分
で判断し，正しい処置が出来るようになってもらうためには，貴重な体験となります。 
 この「学びあいの場」を通して，周りの先生方や子供たちから気づかせてもらったことを，
子供たちに返していけるよう，今後も，どのように保健室経営や授業を行っていくべきか自ら
考え，また，周りの先生方に相談しながら，日々の業務を進めていきたいと思います。 
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「学びあいの場」で気づいたこと 
 
中学部 岡村 早江子  
 
１ はじめに 
  
中学部１年生の担任になりました。本校の小学部から３名と他校の小学校から３名の計６名
のクラスです。中学部の一日の流れや学部行事も何もかも初めての生徒達と一つ一つ確認しな
がらこれまで活動をしてきました。見通しを持ったり，練習をしたりすることで少しずつ「や
ってみよう」という気持ちが育ってきました。 
生徒達が好きな授業（活動）の一つに，調理活動があります。どのような調理活動を行おう
か考えました。自分の「学びあいの場」の前に他の先生方の「学びあいの場」と９月の調理活
動があったので，それらも含めて気づいたことや感じたことをまとめようと思います。 
 
 
２ 授業づくりに当たって 
 
（１） 生徒たちの実態把握と彼らにできるようになってほしいこと
 生徒たちはこれまでの学校での調理活動はどのようなことをしてきたのか，また，家庭での
調理活動はどのようなことをしているのかを生徒たち本人や保護者に確認しました。以下のよ
うなことが分かりました。 
 
・食べることが好き ・お菓子作りが好き ・自由研究でレシピを作ったことがある 
・家で手伝いをしている（味噌を溶く，野菜を炒める，米とぎ など）  
・鍋の様子をじっと見つめている 
・皮をむいたり，材料を切ったりするのに時間がかかる              など 
 
実態に差はありますが，おおむね全員が調理経験が何度もあること，調理を楽しみにしてい
ることが分かりました。そこで，生徒たちにできるようになってほしいこと（授業者の思い）
を以下のように設定しました。 
 
 ・材料や道具の準備，調理，片付けまで可能な限り一人でできるようになってほしい 
・包丁やピーラーなどの道具を正しく安全に使えるようになってほしい 
・「皮をむく」「芽を取る」など調理で使う言葉を知り，言葉と行動を結び付けることができ
るようになってほしい 
・いちょう切りや同じ幅に切るなどの基本的な切り方ができるようになってほしい 
・レシピをよく見て，そのとおりに作れるようになってほしい 
・「家でも作ってみたい」「他のものも作ってみたい」「楽しい」と思えるようになってほしい 
 
最終的に学校で作れるようになった料理を家庭でも作ってもらいたいと思い，授業の流れを
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考えていきました。 
 
（２） ９月の調理活動
９月は「キャベツウインナー（味は鶏ガラと中華あじの二種類）」と「ジャガベーコン」作り
をしました。自分が作りたいもの・食べたい味を選択できるようにしました。 
まず，生徒たちが自分で見て分かる・作
れるレシピが必要だと思い，レシピ作りか
ら始めました。教師が調理の過程を写真に
撮り，生徒たちはそれを見ながらレシピを
作成しました。写真の様子を文章にするこ
とが苦手な生徒もいますが，「レシピがない
と作れない」ことが分かっていたので，写
真と同じように自分が作るためにどうした
らよいか友達と相談しながら「ちっちゃく
切る」や「フォークでかたくないかたしか
める」など詳しく文章にしていました。 
その後，調理活動を行いました。生徒たちはレシピを見て作ったり，友達の様子を見て参考
にしたり，困ったときは友達に質問したりして調理を行っていました。その他にも以下の様子
が見られました。 
 
・「皿を取ってくるから，フォークを取ってきて」と友達に声を掛けていた 
・包丁やピーラーを安全に使っていた 
・電子レンジの中の様子を手を止めてずっと見ていることが多かった 
・「キャベツをちっちゃく切る」のところで，みじん切りのように細かく切っていた。友達の
作った物と見比べて，見た目が異なることに気づいた 
・猫の手にして切らないが，包丁もピーラーも危ないものと分かっているようでよく見て切
ったりむいたりしていた 
・教師と一緒にレシピを確認しながら調理を行っていた 
・ピーラーの刃を逆にして使っていることがあった 
・「小さく切った方が早く柔らかくなる」「レンジを待っている間に他のことをする」など，
いろいろなことを知っていた 
 
（３） 他の先生の「学びあいの場」に参加して
 ここで，他の先生方の「学びあいの場」に参加して気づいたこと，大切だと感じたことをま
とめます。 
 一つ目は，「この授業で自分がやりたい（児童生徒に気づいてほしい・学んでほしい）ことは
何か考える」ことです。私は，よく「今日は，まずあれをして，つぎにこれをして…」とする
ことだけを考えてしまいます。「こういうことに気づいてほしい・知ってほしい」「ここで考え
てほしい」という観点であまり授業を考えていなかったと気づきました。 
 二つ目は，「児童生徒同士で学び合う場面を考える」ことです。生徒と教師の一対一のやり取
りだけで授業が進んでいかないようにすること，生徒同士で学び合う場面を設定することは難
しいですが，生徒に聞いてみる場面，確認し合う場面を設定するところから少しずつ増やして
図１ 「ジャガベーコン」のレシピ 
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いこうと思いました。９月の調理でも，困ったことがあると教師に相談する様子が見られまし
た。レシピを確認せずに聞いてきた生徒には「レシピを確認したら分かるよ」，自分から活動し
ている生徒を指して「友達に聞いてみたら」と声を掛けました。伝える力や聞き取る力が付き，
生徒同士で話し合いや学び合いができるようになるようにこれからも支援をしていこうと思い
ました。 
 三つ目は，「児童生徒が興味をもつ，児童生徒が必要性（必然性）を感じる内容を考える」こ
とです。９月の調理では，事前学習で「作り方は①道具を準備する②材料を準備する③調理を
する④できあがりです。」と生徒に提示しました。「これじゃ作れない。」という意見が出ました。
そこで，調理の写真を提示し，自分たちでレシピを作らないと調理ができない状況を作りまし
た。その他の授業でも，生徒たちが「知りたい」「聞きたい」「調べたい」などの「やりたい」
気持ちになるような授業をしていきたいと思いました。 
 
（４） １月の調理活動①
 ９月の調理や他の先生方の「学びあいの場」を受けて，１月の調理活動を少し変更しました。
レシピを生徒たちで作ることは変わりませんが，提示する写真は９月のときより細かく工程を
撮影していないものにしました。調理活動を二回行った後で，三回目に向けてレシピの改良を
行うためです。 
レシピ改良の授業では，うまくできたところ，二回目で変更したら成功したところ，レシピ
をしっかり読まなかったために失敗したところ，レシピに書いてあることが分からなくて困っ
たところなどを出し合いました。また，解決策も考えました。そして，自分達が作ったレシピ
を見て，分かりにくいところを友達に聞いたり，板書を参考にしたりしてレシピを改良する活
動を行いました。 
 
（５） 自分の「学びあいの場」を行って
 自分の「学びあいの場」で，先生方からいただいたラベルをもとに気づいたこと，大切だと
感じたことをまとめます（四角で囲んだ文章は，ワークショップでの同僚からのラベルやコメ
ントを示しています）。 
 一つ目は，「情報量をどうするか，どのように提示するか」です。一回目と二回目の調理の写
真をグループ（Ａ，Ｂ，Ｃ）毎に時系列に沿って並べたものを提示しました。 
 
 
 
 
写真の提示の仕方にもいろいろあります。今回のように時系列にする方法，失敗した所だけ
にする方法，失敗と成功をセットにする方法など，私が生徒に思い出してほしかったことが思
い出せる提示方法はどれだったのだろうかと思いました。 
 
 
 
 
 各グループの写真を順番に見ながら，生徒達に気づいたことを発言してもらいました。生徒
２は，グループＢの写真のときにグループＡのことについての発言をしました。教師が見てほ
教師が聞きたい場面ではない場面について生徒２が話をし始めた。教師が発問して答えてほしい箇所
と生徒が発言したいと思う箇所にズレがあるようだった。 
写真を見ている場面で生徒１，２の発言が少ない。写真を見るポイントが分かっていないのではないか。 
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しい写真と違うところを見ていたことになるので，注目させるためにグループＢ以外の写真は
見せないようにした方が良かったのではないかと思いました。しかし，グループＢとＡの写真
を見比べて気づいたのかもしれません。写真が生徒たちの気づきに必要なものではありますが，
その量や提示方法はやはり難しいと思いました。 
 
 
 
 生徒の発言を発言した順番に板書しましたが，その後のレシピ改良や「調理のときに気を付
けること」をまとめることを考えた板書にしたらよかったと反省しました。生徒同士で協力し
合ったり関わり合ったりするためにも教師の板書が手掛かりになるようにしていこうと思いま
した。 
二つ目は，「生徒の発言で授業をどう進めていくか」です。事前に生徒の発言を予想しました
が，実際はレシピの内容についての発言は少なく，調理の手際（レンジを待っている間に他の
ことをする，まな板には必要なものだけ乗せるなど）についての発言の方が多かったです。レ
シピの改良に加えて「調理のときに気を付けること」もまとめることにしました。 
 
 
 
 
生徒３のようにたくさん発言をしてくれる場合は，それらの発言をどのように分類してまと
めていくかが大切です。反対に生徒１のように発言が少ない場合は，どのように発言を引き出
すかを考えなければいけないと思いました。緊張していて発言できないのか，写真の見るポイ
ントが分からなくて発言できないのか，どのように発言すればよいか分からないのか，考えて
いかなければいけないと思いました。 
 三つ目は，「教師が思い描いていたカレーと生徒たちが思い描いていたカレーにズレがあった
こと」です。 
 
 
 
 
 このラベルを見たときに「私は生徒たちにどんなカレーを作ってほしかったのだろうか」と
思いました。三回目の調理では，生徒と一緒に「どんなカレーを作ろうか？」というゴールを
確認しようと思いました。 
 
（６） １月の調理活動②
 自分の「学びあいの場」の翌日に三回目の調理がありまし
た。調理の前に「どんなカレーを作ろうか？」を生徒達と確
認しました。「直したレシピをよく見て作る」「友達や先生に
『おいしいそう（見た目）』『おいしい（味）』と言ってもらえ
るカレーを作る」ことを確認しました。これまでの調理活動
ではあまり見られなかった「見た目」を意識して材料を切る
様子が見られました。また，「調理のときに気を付けること」
「うまくいく」を生徒はどのようにとらえているのか。教師はどのようにとらえているのか。何ができ
たら「うまくいく」なのか。 
生徒１は，教師の投げ掛けに対して最初は消極的な発言が見られたが，生徒３や教師の話から自信をも
って発言できていた。 
うまくいったことと，３回目にどうしたらいいかを同じ箇所に書いていた。 
図２ 「調理のときに気を付けること」 
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も意識してまな板の上を整理して使用したり，材料をしっかり混ぜたりする様子も見られまし
た。 
 
 
３ おわりに 
 
 「学びあいの場」に取り組んで，今までも授業を作って行う際に大切とされていたものが，
改めて大切だと感じました。そして，自分はそれらをどれくらいできているのか，できていな
いのか考えさせられる機会となりました。 
 今後も，「気づいたこと・大切だと感じたこと」を授業に生かしていこうと思いました。 
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中学部国語科における授業づくりについて 
        ～学びあいを振り返って～ 
 
 
中学部 片平 尚美  
 
１ はじめに 
  
 今年度は，中学部国語科Ｃグループを担当することとなりました。グループの生徒４名は，
どの生徒も個別の教育支援計画において，就業体験や作業学習において適切に報告や依頼をす
ること，公共施設や余暇施設をスムーズに利用することが目標として挙げられています。これ
らの目標から，国語科では，①相手に分かりやすく伝える力，②分からないことや知りたいこ
とを自分で確かめる力，③説明されたことを聞き取ったり，書かれていることを読み取ったり
する力を高めたいと考えました。また，実際の授業づくりに取り組むに当たって，これまで学
校として取り組んできた授業づくりの成果から，以下のことを大切にしたいと考えました。 
・生徒にとって学習に取り組む目的が分かりやすいようにし，見通しをもって意欲的に学習に
取り組めるよう，単元や１校時の学習課題の設定を工夫したい。 
・友達同士で確認し合う，伝え合うなど，協同の学習機会を設けることで，学習した内容につ
いて理解を促したり，個で学習に取り組むよりも多くの内容を知ったりできるようにしたい。 
 年度初めにこれらのことを考え，授業づくりに取り組むこととしました。 
 
 
２ 授業づくりの実際について 
 
 授業づくりに当たり，年間指導計画を以下のように立てました。 
単元名 学習の概要 
自己紹介をしよう 
インタビューをしよう 
（４～５月） 
 
・相手に分かりやすい話し方（声量，話す速さ，体の向き） 
で自分のことを伝えたり，質問したりする。 
・相手から伝えられたことを，メモに書き取ったり，友達同
士で確認し合ったりする。 
経験したことを伝えよう 
（６～７月） 
・動画を見て，動きの様子（速さ，強さ，方向，回数など） 
について修飾語を付けて詳しく説明する。 
・友達に説明されたことを実際に行い，動きの様子を説明で
きているか確かめ合う。 
要点を読み取って伝えよう 
（９～１０月） 
＊「学びあいの場」の授業 
 
・パンフレットや案内ポスターから，指定された内容を読み
取り，書き留める。 
・読み取ったことをペアで確認し，グループ全体で発表した
り，発表を聞いて感想を伝えたりする。 
調べたことを発表しよう 
（１１～１２月） 
・季節や地域の話題など，自分が関心をもったことを読み物
で調べ，分かったことを書く。 
・調べたことを発表し合う。 
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壁新聞を作ろう 
（１～３月） 
・関心をもったことや調べたことについて，相手が読みやす
いように記事に書く。 
・記事に書いたことを発表したり，感想を伝えたりする。 
 
 
３ 「学びあいの場」について 
 
（１） 授業について
「学びあいの場」では，単元「秋のおすすめを紹介します～要点を読み取って伝えよう②～」
の授業を観察していただきました。 
この単元は，「旅のおすすめを紹介します～要点を読み取
って伝えよう～」に続く単元で，読み取りを主な目標とし
て取り組む単元としては２単元目にあたりました。前単元
の学習を通して，生徒たちは，修学旅行先のパンフレット
から，見出しを手掛かりに指定された内容に該当する言葉
を見付けること，見付けた言葉をワークシートに書くこと，
書いたことを基に発表することができるようになってきて
いました。 
そこで，この単元でも「読み取って分かったことを友達
に伝える」という目的をもって学習に取り組んでほしいと
考え，１校時の学習課題を，①読み取りタイム（個人で案
内ポスターの内容を読み取り，ワークシートに書く），②確
認タイム（ペアで読み取ったことが正しいか確認する），③
発表タイム（読み取ったことを全体に発表したり感想を伝
えたりする）と設定しました。 
また，題材として，生徒が関心をもったり，読み取った
内容を身近なものとして感じたりできるよう，「秋」をテーマに，地域のスポーツ大会，コンビ
ニの秋限定商品，校内読書週間などの案内ポスターを題材として取り上げました。ポスターを
読む必然性を感じてほしいと考え，単元の導入では，案内文を全員で読むようにしましたが，
生徒たちは文章から「どんなスポーツ大会があるだろう」「秋限定の商品って何だろう」という
考えをもつことが難しいようでした。そこで，「学びあいの場」では「生徒の知りたいという気
持ちを引き出すにはどうしたらよいか」を学びたいと考えました。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 案内文 
 
図２ 案内ポスタ  ー
 
図３ ワークシート 
 
写真１ 読み取りタイム 
 
写真２ 発表タイム 
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（２） ワークショップからの気づきについて
授業を観察してくださった先生方から，たくさんのラベルを書いていただきました。書いて
いただいたことから気づいたこと，次の単元に向けて考えたことを記したいと思います（枠内
の文章はラベルの内容を示しています）。 
 
① 生徒の役割について  
 
 
  
生徒同士で確認し合ったり，伝え合ったりしてほしいと思うあまり，授業の中で生徒が担う
ことのできる役割を教師が担ってしまった場面が多々ありました。これまで本校で取り組んで
きた授業づくりに立ち返り，生徒同士で学習を進めていくことができるようにしたいと改めて
思いました。 
 
② 言葉の理解について 
 
 
  
 
 
 
   
   
 
 
「ワークシートの項目に沿って読み取ってほしい」ということに意識が向いていましたが，
言葉を選び取るだけの活動になってしまいがちでした。今後に向けて「内容を理解する」ため
の学習の組み方や手立てが必要だと感じました。 
  
③ 発表のもち方について 
 
 
 
 
 
 
発表する内容は，読み取ってワークシートに記入した内容でした。教師が読み取ってほしか
ったことは，生徒が伝えたいことではありません。１校時がつながるように学習を組んだつも
りではありましたが，流れに不自然さがあったことに気づかされました。 
内容を理解すること，１校時を生徒の気持ちに沿った自然な流れとすることで，「分かったか
らもっと知りたい」「分かったから伝えたい」という生徒の姿につなげることができれば，と感
じました。 
発表を聞く生徒が淡々と聞い
ているように思えた。ペアごと
に異なるポスターについて発
表し，聞く側が初めての知る情
報にしたらよいのではないか。 
「伝える」ときに，聞き手は聞
こうとしていたが，情報の何を
聞けばいいのか，感想を述べる
ときに困惑している様子があ
った。 
「知らせたい」と興味を引くも
のがあれば意欲が出てくるの
ではないか。聞く側も同じ。生
徒が好きなものを読み取り，発
表することにしてはどうか。 
生徒は問題文を読み，正しく案
内ポスターから読み取ってい
たが，教師は「秋限定」など，
言葉の意味を生徒がどの程度
理解していると捉えているの
か。 
「商品とは何」という質問に答
えられないなど，言葉の理解が
できていない様子が見られた。
何が分かってどこにつまずき
があるのか，生徒の実態を知り
たい。 
ポスターとワークシートの項
目が合っていて生徒は記入し
やすいそうだった。反面，書き
写すだけの作業になっていた
のではないか。 
単元計画の中に，実際にコンビニで買い物をし，読み取ったことが正しかったかどうか，確認する学習
を取り入れてはどうか。 
プリントの配布，タブレット端末での撮影，進行など，生徒が考えて行うことができる活動がある
と思うが，今後どうしていきたいと思っているか聞いてみたい。 
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４ 「学びあいの場」以降の学習について  
 
 「学びあいの場」で気づいたことを，その後の単元にどのように生かしたか記したいと思い
ます。 
 
（１） 単元「調べたことを発表しよう」での取組
身近な話題として「気になるコンビニスイーツ」や「年賀はがき発売中」を設定しました。
どちらの話題においても，ホームページやチラシから自分が関心をもった商品について，具材，
デザインなどの特徴，価格を読み取り，読み取ったことが正しいか，実際に商品を購入して確
かめる機会を設けました。 
 
（２） 単元「見つけて調べて伝えよう～壁新聞を作ろう～」での取組
言葉を理解して伝えてほしいと考え，「冬の言葉」「天気の言葉」「料理の言葉」など，テーマ
ごとに提示された複数の言葉の中から，自分が気になる言葉を見付け，調べて発表する学習を
設定しました。一つの言葉について，国語辞典で調べる係，タブレット端末で画像を探す係と
ペアで役割を分担して調べることで，意味と画像を合わせ，言葉の理解を促すようにしました。 
また，「知らないな」や「はじめて聞く」など，気になる言葉を選ぶ観点を具体的に提示し，
発表を聞いた生徒が選ぶ感想カード（「なるほど」「はじめて知った」など）と対応させること
で，１校時の流れが自然になるようにしました。見付けて，調べて，発表し，選んだ言葉につ
いて理解した上で，調べた意味や探した画像，自分の感想を記事に書き，壁新聞を作る学習へ
とつなげるようにしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ おわりに 
 
（１） 授業づくりについて
年度初め，授業づくりにおいて大切にしたいことを自分なりに考え，授業づくりに取り組ん
だつもりでいましたが，「学びあいの場」でいただいたご意見，生徒の姿から，「生徒同士で役
割を担って学習を進めることの大切さ」を改めて確認したり，「生徒にとって学習の流れが不自
然であったこと」「題材の内容について生徒の理解が不十分であったこと」に気づいたりしまし
た。 
年度の半ばで先生方に観察し，ご意見をいただいたことで，以降の単元では，自分なりに改
善のテーマをもって授業づくりに取り組むことができました。 
今後も，授業・地域生活において目指す生徒の姿を踏まえ，教科として付けたい力やその力
図５ 言葉を選ぶ観点 図６ 感想カード 図４ 調べた意味や画像 図７ 壁新聞の記事 
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を付けるための授業づくりを考えていきたいと思います。 
 
（２） 「学びあいの場」について
本校に在籍して１１年目になります。昨年度までは，児童生徒が地域社会で主体的に活動す
る可能性を高めるために，授業において目指す児童生徒の姿を共通理解し，学部研究や学校全
体での授業研究において学習課題や学習活動，協同の学習機会や支援方法の工夫について検討
しながら授業づくりを行ってきました。    
また，検討を経て授業を改善した結果，児童生徒が自ら考えたり，判断したり，表現したり
する姿を数多く目の当たりにしてきました。「こんなにも姿が変わるのか」と思ったことも少な
くありません。これらのことは，自分にとって大変貴重な経験となっています。 
今年度から，個人研究を主とした「学びあいの場」の取組が始まり，児童生徒の姿という事
実に基づいて，授業について話し合うこととなりました。このことは，授業者としては，自分
では見過ごしていた多くの姿を教えてもらうことに，授業を観察する立場では，児童生徒の姿
を注意深く観察することにつながりました。しかしながら，授業者（もちろん自分もです）が
「こういったことを知りたい，困っている」と思っていることと，授業を観察して（してもら
って）気づいたこと，気になったことに大きなずれがある場合，話し合いが漠然としたことも
あったように思えます。授業者が自分の授業の現状を把握し，現状に合った話題を設定するこ
とで，学びが深まり，児童生徒の姿の変容につなげられる気づきが多くなるのではないかと思
います。 
「学びあいの場」が授業者，観察者，双方にとって充実したものとなり，児童生徒の姿の変
容が多く見られることにつながる場になれば，と感じた１年間でした。 
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附属生活１０周年を迎えて思うこと 
～ 授業づくり 研修 ～ 
                       
            中学部 黒地 忍  
 
１ はじめに 
 
何ということでしょう。この学校に赴任してからもう１０年間が過ぎようとしています。そ
の間，授業づくりや研究会を中心に貴重な経験をしました。思い起こせば，私は自分からこの
学校への異動を希望しましたが，動機は研修の進め方を学びたかったからです。この区切りの
時に年報を書く機会をもらいました。せっかくなので附属生活の集大成のつもりで行った「学
びあいの場」の公開授業と，附属生活の出発点である研修について思うことを書いてみようと
思います。 
 
 
２ 公開授業について 
 
 １２月の「学びあいの場」で数学の授業をさせてもらいました。単元名は「いろいろな形 ～
クリスマスパーティの準備をしよう～」です。この単元を進めるにあたり，考えたことや分か
ったことがいろいろありました。なお，授業の概要は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１） キャリア発達を促す
 昨年度，特総研の専門研修に参加しました。お世話になった特総研の先生は，キャリア発達
のことを「心の在り様」だと教えてくれました。その頃から，私はキャリア発達を促す授業と
は，生徒が自らの気づきによって内面に変化を起こし，心の在り様を変えていく授業だと考え
るようになりました。また，その先生からは本校の授業づくりが応用行動分析を基にしたもの
であり，授業の中の行動の変容は丁寧に追っているが，内面の変化を評価していないといった
指摘をもらいました。そこで，この授業では，単元を通して生徒に気づいてほしいことを「身 
生徒の実態から，正三角形，正方形などの平面と角錐や角柱な
どの立体を同時に取り扱いました。まず１次では，定規やコン
パスを用いて正方形や正三角形を描く学習を行いました。２次
では，「みんなでクリスマスツリーの飾りを作ろう」というテー
マを設定し，三角錐や四角錘，立方体などの形を展開図から作
ったり，予め準備した正方形や正三角形の切片を使って立体を
組み立てたりしました。単元の最後に，みんなで飾り付けたツ
リーを眺めながらお茶会を行いました。また，毎時間授業の始
めに，家や近所で見付けた平面や立体を写真に撮って発表し合
う機会も設けました。 
 
 
 
写真１ 完成したツリー 
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近にいろいろな形があることに気づく」「簡単な形なら自分で
も作ることができることに気づく」とし，単元の最初と最後に
アンケートを取って内面の変化を評価しました。このような取
り組みは自分にとって初めてでしたが，面白かったです。生徒
の「心の在り様」まで丁寧に評価していくことの大切さを学ぶ
ことができました。 
 
（２） 単元の目標
 単元を通して生徒に気づいてほしいことにつながるよう
に，どのような単元の目標を設定すればよいか悩みました。
以前であれば，本校には「四つの力」という目標を立てる視点
がありましたが，今回は観点別学習状況の評価の観点「関心・
意欲・態度」「数学的な思考」「技能」「知識・理解」に沿っ
て，目標を立ててみました。実際に行ってみると，単元のどの
部分でどの評価の観点に沿った内容を入れていくか，これま
でより具体的に，効果的に計画できたという実感があります。
また，「数学的な思考」の観点があったからこそ，この単元における中心的な数学的学びを「作
りたい立体の展開図をイメージする」「形をイメージしながら，正方形や正三角形の切片を貼
り合わせて立体を作る」とすることに考え至ることができました。観点別学習状況による評価
は，授業づくりにおいて有効な考え方であることを学ぶことができました。 
 
（３） 分かって動ける授業づくり
 生徒たちに，もっている力を発揮して自由に活動してほしい
と考えました。そこで，自分で作る形を決められるように，平
面や立体を集めた『メニュー表』を準備しました。一人で制作
が進められるように『手順表』を準備しました。『手順表』は
難易度を四段階に分け，生徒が自分のやり易い方法を自分で選
べるようにしました。分からないときに生徒同士で解決ができ
るように，数学が得意な生徒とそうでない生徒をペアにしました。
みんなでツリーの飾りを作っている意識を高めるために，出来上がった形の集計表を用いまし
た。教室で学んだことを家庭生活に結び付けて考えやすいように，家で形を探して写真に撮っ
てくる宿題を出しました。その写真を発表する際，生徒同士で形の名前が確認し合えるように，
セリフを書いた『コメントカード』を準備しました。 
  
（４） 「学びあいの場」での授業リフレクション
 授業を見てもらい，たくさんのご意見をもらいました。ありがとうございました。印象に残
ったご意見が二つありました。（枠内の文章はラベルの内容を示しています） 
 
 
 
 
家で形を探して発表 
M 君が，コンパスのふたが開かずに，１０分間
ぐらい活動が止まっていた。 
写真４ ペアでの活動 
写真２ 自分の作りたい形を 
作成 
写真３ 家で形を探して発表 
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このＭ君の状況に私は全く気がついていませんでした。Ｍくんは私のすぐ隣の席で学習して
いました。全体を見える位置にいたつもりですが，こんなに近くにいる生徒が目に入っていな
かっただなんて・・・。次の授業からは，私の位置をより全体を見やすい位置に変更して対応
しました。 
          
 
 
 
 これは毎時間授業の始めに行っていた，家や近所で見付けた平面や
立体を写真で発表しているときの一コマです。Ｍくんがアイロンの写
真を撮ってきて「二等辺三角形です」と発表してくれました。私はそ
う見えなくもないし，生徒同士で教え合ってほしいと考えていたので，
その時そのまま流してしまいましたが，正解をきちんと教えて基準を
つくっていく方がよいという話になりました。生徒同士で学び合う部
分と教師が教える部分，その線引きの難しさを改めて体感することが
できました。 
 小さな一つの単元でしたが，１０年間の附属生活の集大成のつもり
で本気で授業を考えました。普段，忙しさにかまけてここまで力を入
れることはなかなかできないのですが，この授業については「出し切った感」があります。結
果として，「まだまだだな～」と未熟な自分の力を確認することができました。授業を見てもら
える機会って大切ですね。このような機会を与えてくれた「学びあいの場」に感謝しています。 
 
 
３ 研修について 
 
 前任校の最後の年度は研修部でした。高等部の学部研究を進める立場でしたが，全くうまく
できませんでした。「研修の進め方を学びたい」と思い，この学校に異動希望を出しました。本
校でも研究部に４年間所属させてもらい，貴重な経験を積むことができました。 
これまで学部研究を中心として研修を進めてきた本校ですが，今年度から全く新しい研修「学
びあいの場」がスタートしました。研修の進め方に興味がある私としては，この転換期に立ち
会えたことをとても幸せに思っています。「学びあいの場」の中に参加して，時には俯瞰して見
て，研修についてこれまでよりも深く考え多くの学びを得ることができました。せっかくの年
報ですから，そのことについて少し書こうと思います。また，以前に研究・研修部から紹介し
てもらった「看護教育を拓く授業リフレクション」という本がとても参考になりました。その
本の内容も踏まえて，書き進めたいと思います。 
 
（１） 「学びあいの場」の主役は授業者であるべきではないでしょうか
 「学びあいの場」では，まず「ラベルコミュニケーション」という時間があり，観察者が小
グループに分かれて授業中の児童生徒の行動や授業者への質問を出し合い，分類したり並べた
り紙の上で操作しながら整理していきます。授業者はその間，一人で授業の動画を見て振り返
っています。次は，「アクティブ・リスニング」という時間になり，各グループからの代表が授
業者に話し合った内容を伝えます。最後に，「グループ・リスニング」という時間をとり，また
アイロンの輪郭は，二等辺三角形ではないことを
教えてあげるべきではないか。 
写真５ 話題になっ
たアイロン 
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始めの小グループに戻り，その日に学んだことを出し合い
ます。その間，授業者の活動は特に設定されていません。 
 「学びあいの場」でいつも感じることは，授業者の授業
の振り返りが十分できていたのかということです。今は，
どちらかと言えば観察者の学びに重点が置かれているシス
テムになっている気がします。本には，“観察者による指摘
や評価表によって気づかされることは，授業の実感とはズ
レてしまうことが多く，その場限りのものとなりがちです”と述べています。とすれば，グル
ープでいくら話し合ってもグループの意見を整理した紙を見ても，授業者の授業の振り返りに
とってはあまり意味がないということになります。また，本には「カード構造化法によるツリ
ー図の作成」や「授業リフレクションシートの活用」などの授業者の振り返りを「見える化」
するための手法が紹介されていました。手法は何でもよいのですが，授業者の振り返りを「見
える化」し観察者が共有しながら，観察者が授業で見取った「事実」を伝えることで粛々と授
業者の授業の振り返りを支えていく。そんな「授業者の授業者による授業者のための授業リフ
レクション」になればいいなと思います。 
 
（２） 授業者の願いをもっと明確にする必要はないでしょうか
 「学びあいの場」は，話題が焦点化されず，「もっと子
供同士の活動を増やせばよい」「活動の意味を子供に伝え
る必要がある」といったいつも同じようなふわっとした
話にしかならない印象があります。「授業の中での事実を
基に話し合う」ということが共通理解されましたが，そ
れでもあまり変わったとは思えません。原因は，ブリー
フィングシートにある授業者の願いが具体的でないため，
観察者の授業を見る視点が定まらないことにあると思
います。授業リフレクションは授業者の願いに沿って
行われるものです。本には“授業者の願い（本時の目標）”とありました。授業の中で授業者の
願いが込められた活動や場面を具体的にして限定し，観察者はそこに集中して授業の事実を見
取るようにしていけば，話し合い（授業者の振り返り）はぐっと深まっていくと思います。 
 
（３） 授業や支援の具体的な方法を研修する場が必要ではないでしょうか
 この授業リフレクションという方法は，小中学校で盛んな方法だという印象があります（ち
なみにｙａｈｏｏで「授業リフレクション 小学校」で検索すると約９１，３００件，「授業リ
フレクション 特別支援学校」で検索すると２５，０００件がヒットします）。目黒氏は“授業
は相互性の場であり，授業者と学習者との関わりによって成り立っている”と述べています。
通常の小・中学校であれば，授業者が授業リフレクションを行って関わり方を変えれば授業は
変わることは充分見込めるでしょう。しかしながら，関わり方だけでなく環境的な面も含めた
支援が必要となる特別支援学校の授業において，同等の成果を求めることは難しいと思います。
授業者の「気づき」だけで，必要な専門的支援に思い至ることができるとは思えないからです。
しかも，他者からのアドバイスは，その場限りなものになりがちだとしたら・・・。授業者が
自分自身の「気づき」により，必要な支援にたどり着けるように，具体的な授業方法や支援方
法を研修する機会が授業リフレクションと合わせて必要だと思います。早急に。 
図１ 観察者が意見を整理し
たシート 
写真６ アクティブ・リスニングの様子 
第３章
― 115 ―
（４） 教師ファーストでよいのでしょうか
 授業者の願いに寄り添い，授業者自身の気づきを支える授業リフレクションという方法はと
ても素晴らしいと思います。ただ一方で，子供を伸ばすことよりも授業者の思いを大切にして
いるとも感じます。この取組により授業者の力量がアップしていけば問題ありませんが，非常
に時間が掛かりそうです。子供たちの時間はかけがえのないもので，待ってはくれません。学
校とは本来，生徒ファーストの場であるべきなのではないでしょうか。 
 私が本校に在籍した期間は，本校の授業づくりの最盛期と重なります。これまで本校教員の
外部からのイメージは，「分かって動ける授業が出来る授業が上手い教師」だったのではないで
しょうか。県立の特別支援学校に異動になれば，異動先で授業づくりの先導的な役割を期待さ
れることも多かったと思います。その頃に比べれば，今は大学にとっての附属学校園の存在意
義の見直しが図られる時期と重なったこともあり，附属の教員の役割が以前よりも見えにくく
なっていると感じています。しかし，こんな時だからこそ，私達は附属特別支援学校の教員と
してどう在るべきか，話し合って共通理解を図る機会をもつことが必要だと思います。これま
でのように授業が上手い存在なのか，授業リフレクションを促進するプロンプタとしての役割
が上手い存在なのか，チーム運営・組織づくりが上手い存在なのか・・・。先程は，「学びあい
の場」の主役は授業者であるべきだ，と言いましたが，観察者の学びを含め，「学びあいの場」
はもっと多様な学びを得ることができる可能性があると思います。今，一番大切なのは，附属
特別支援学校の教員としての存在意義と「学びあいの場」のつながりを明確にして，それぞれ
がそれぞれの目的意識を明確にもって「学びあいの場」に参加できるようにしていくことだと
思います。 
 
 
４ 参考文献 
 
目黒悟『看護教育を拓く授業リフレクション』メヂカルフレンド社（2010） 
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「学びあいの場」を振り返って思うこと 
 
中学部 紺 恵  
 
１ はじめに 
 
 今年度の数学では，中学部２年生４名（２Ａ，２Ｄ，２Ｅ，２Ｆ）を担当しました。４名と
も担当クラスの生徒であり，数学の授業以外でも関わることが多くありました。 
 昨年度からの自分自身の課題として，「本人・保護者・教師などの願いを踏まえて，授業改
善を重ねていきたい」「学習課題や協同的な学習場面の設定，効果的なＩＣＴ活用，評価方法
などについて工夫し，学校から地域生活につながる授業づくりに取り組みたい」「学習活動への
意味付けを大切にしたい」という思いを抱いていました。 
 
 
２ 授業の変遷（１年間を振り返って） 
 
（１） 「数と計算」の観点について 
 
①  「数と計算」の観点における目標 
    ２Ａ，２Ｅ：２００までの数を１０のまとまりを作って数えることができる。 
    ２Ｄ，２Ｆ：１００までの数を１０のまとまりを作って数えることができる。 
 
②  授業者の思い 
     ２００までの数を１ずつ数えるより１０のまとまりを作って数える方が数えやすい，
早く数えることができるということを実感してほしいと思っていました。 
 
③  生徒の変容 
     ２Ａ，２Ｅは，文房具を１０ずつ箱に入れて１０のまとまりを作り，「１０，２０，
…」と１０ずつ小さい数から正しい順序で読み上げ，その総数を書いて２００まで数
えることができるようになりました。２Ｄは，１０のまとまりの文房具を「１０，２
０，…」と１０ずつ小さい数から正しい順序で読み上げ，その総数を書いて１００ま
で数えることができるようになりました。２Ｆは，１０のまとまりの文房具にランダ
ムに並んだ数字シールを「１０，２０，…」と小さい数から正しい順序で貼り，その
総数を書いて１００まで数えることができるようになりました。 
     また，２Ａ，２Ｅ，２Ｆは，就業体験でボールペンの組立て・分解の作業に取り組
みました。組み立てたボールペンや分解した部品を１０ずつケースに入れ，１０のま
とまりとして総数を数える姿が見られました。１ずつ数えるより１０ずつ数える方が
早く数えることができると感じたのではないかと思いました。 
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（２） 「実務」の観点について
① 「実務」の観点における目標 
    ２Ａ，２Ｅ：１０円硬貨や５０円硬貨を１００円硬貨に両替することができる。 
    ２Ｄ，２Ｆ：１０円硬貨を５０円硬貨や１００円硬貨に両替することができる。 
 
② 授業者の思い 
     等価関係を理解して両替できるようになってほしいと思っていました。２Ａの保護
者からは，両替できるようになってほしいという思いを聞いていました。生徒は，硬
貨の数が多い方がお金をたくさん持っているという感覚があるようで，両替する意味
を理解できていないのではないかと感じました。 
 
③ 生徒の変容 
     ２Ａ，２Ｅは，１０円硬貨１０枚，５０円硬貨１枚と１０円硬貨５枚，５０円硬貨
２枚が１００円と等しいことが分かり，１０円硬貨と５０円硬貨が混ざった中から１
００円になる組み合わせを選び，両替することができるようになりました。２Ｄは，
１０円硬貨と５０円硬貨が混ざった中から，硬貨の写真が並んだ「両替シート」を手
掛かりに１０円硬貨１０枚，５０円硬貨１枚と１０円硬貨５枚の組み合わせを選び，
１０ずつ数えながら１００円になることを確かめ，両替することができるようになり
ました。２Ｆは，硬貨の写真が並んだ「両替シート」を手掛かりに１０円硬貨１０枚，
５０円硬貨１枚と１０円硬貨５枚，５０円硬貨２枚が１００円と等しいことが分かり，
１０円硬貨と５０円硬貨が混ざった中から１００円になる組み合わせを選び，「両替
シート」に硬貨を並べて両替することができるようになりました。 
     また，校外学習で公共の１００円ロッカーを使用したため，同じ１００円でも１０
円硬貨や５０円硬貨を使用することはできないと答えていました。この経験から，１
００円硬貨に両替する意味や必要性を感じることができたのではないかと思いました。 
 
（３） 「量と測定」の観点について
① 「量と測定」の観点における目標 
    ２Ａ，２Ｄ，２Ｅ：○lや○mlなど，身近な物の分量表示を読み取ったり，計量カッ
プを使って液体を計量したりすることができる。 
    ２Ｆ：lや mlなどのかさの単位を読んだり，身近な物の分量表示や液体の入った計量
カップの目盛りを見て，その分量と同じ分量カードを選んだりすることができ
る。 
 
② 授業者の思い 
     かさの単位について知り，身近な物の分量表示に気づいてほしい，計量カップで正
しく計量できるようになってほしいと思っていました。 
 
― 118 ―
③  生徒の変容 
     ２Ａ，２Ｄ，２Ｅは，ペットボトル飲料や紙パック飲料の２lや２００mlなどの分
量表示を読み取ったり，計量カップの数字のない目盛りを数えて１３０mlや１７０ml
などの分量を計量したりすることができるようになりました。２Ｅは，３００ｍｌの
計量では，２００mlと１００mlに分けて計量することができるようになりました。２
Ｆは，２lや２００mlなど，ペットボトル飲料や紙パック飲料の分量表示を読んだり，
液体の入った計量カップに数字のある目盛りを当てたりして，その分量と同じ分量カ
ードを選ぶことができるようになりました。 
     また，２Ａ，２Ｄ，２Ｅは，調理実習において，計量カップで必要な水の量を計量
することができました。興味の高い活動に，更に自信をもって取り組む姿が見られま
した。 
 
（４） 「図形・数量関係」の観点について
① 「図形・数量関係」の観点における目標 
    ２Ａ，２Ｅ：折れ線グラフから身長や体重などの数値を読み取ったり，「増えた」「減
った」などの変化を答えたりすることができる。 
    ２Ｄ：折れ線グラフから身長や体重などの数値を読み取ったり，最大値や最小値を答
えたりすることができる。 
    ２Ｆ：表から身長や体重などの数値を読み取り，１０ごとの目盛りを使った棒グラフ
を作成することができる。 
 
②  授業者の思い（公開授業のブリーフィングシートより） 
＜授業者の思い＞ 
 学習活動として，①「１０ごとの数え方の確認」②「数字カードの合計を基に棒
グラフの作成」③「棒グラフの読み取り，順位決め」を考えている。本時より前に，
アプリ「動物神経衰弱」を使ってゲームをした。獲得したカードの枚数を「正」の
字を使って数え，表を作成し，それを基に目盛りが１ごとの棒グラフを作成した。
２００までの数を１０ごとに数えられるようになった（前期の時点で）ため，目盛
りが１０ごとの棒グラフを作成する。２Ａ，２Ｄ，２Ｅには，数字のない目盛りを
読み取って棒グラフの作成，棒グラフの読み取りをしてほしい。数字で比較するよ
りグラフに表した方がデータの大小を比較しやすい，分かりやすいというグラフの
良さを実感してほしい。 
＜困っていること・アドバイスしてほしいこと＞ 
 ２Ａ，２Ｅは，ワークシートに取り組む姿や発言から数字よりグラフの方が大小
を比較しやすい，グラフにすると大小が分かりやすいと感じているようである。も
っとできることを増やしたいと思っているが，学習機会が少ないのではないかと感
じている。２Ｄは，皿に盛られた給食の量やコップに入った飲み物の量を瞬時に判
別して多い量を選ぶが，棒グラフの大小関係の判別は難しいようである。この学習
や棒グラフが分からないからなのか関心がないからなのか他に理由があるのか分か
らない。手掛かり次第でもっと落ち着いてできるのではないかと思っている。２Ｆ
は，グラフより数字の方が大小を認知しやすいのではないかと感じている。グラフ
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の学習を通してどのようなことをねらえばよいのか分からない。 
③ 生徒の姿・変容（ラベルより） 
    ＜黒ラベル＞観察者が観た生徒の姿を正確に記入 
    ＜赤ラベル＞その事実についての解釈や聴きたいことを記入 
＜黒ラベル①＞ 
友達の棒グラフの読み取りで２Ａが１番目の時は「１５０，１６０，…，１８０」
と数えていた。３番目くらいの時はすぐ書いていた。 
＜赤ラベル①＞ 
ぱっと見て読み取りやすい数字だったからか？先に友達の答えが書いてあったから
なのか？ 
 
＜黒ラベル②＞ 
２Ｄは，２Ａのグラフの読み取りの時に２５０と記入していた。（正解は２００） 
＜赤ラベル②＞ 
他の友達のグラフの読み取りでは，１８０，１５０と正確に読み取っていた。２５
０と書いたのはなぜか？→自分の記録の２５０に引きずられたのか？ 
 
＜黒ラベル③＞ 
２Ｄは，１５０から指で押さえながら数え（無言），１８０とグラフの下に書いた。 
＜赤ラベル③＞ 
他の友達の答えがなかったら何を書いたか？ 
     棒グラフの読み取りと友達の作った棒グラフに対する他者評価を兼ねて，棒グラフ
の目盛りを読み取る活動を設定しました。２Ａは，数え間違えなければ目盛りを正し
く読み取ることができていると思っていましたが，自分が書く前に友達の答えが書い
てあると，考える前に引きずられて答えてしまうことがあるのではないかと気づかさ
れました。また，２Ｄにおいても，考える前に引きずられてしまう，情報量が多過ぎ
るのではないかと思いました。 
 
＜黒ラベル④＞ 
グラフを見て，２Ｄ，２Ｆは多いカードを逆に貼った。 
＜赤ラベル④＞ 
教師は，こっちは違うよ，どっちが多いと言った。どうやって，多いことを気づか
せたかったのか？ 
     ２Ｄ，２Ｆは，皿に盛られた給食の量やコップに入った飲み物の量を瞬時に判別し
て多い量を選ぶことができるのに，棒グラフの大小関係の判別ができないのはなぜか
分かりませんでした。しかし，そもそも「多い」という言葉と意味が一致していない
のではないかと思い，コップに入った違う量の飲み物を二つ並べてどちらが「多い」
のか，どちらが「少ない」のかを選んでもらうと，正しく選べないことが分かりまし
た。そこで，コップに入った飲み物を二つ並べ，量の多い方に「多い」，少ない方に
「少ない」というカードを置く活動を繰り返し，飲み物を棒グラフに置き換えました。
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「多い」「少ない」の意味が分かったからか，棒グラフの大小関係を判別することが
できるようになりました。 
 
 
３ 「学びあいの場」を振り返って 
 
（１） 観察者の立場から
 まず，ブリーフィングシートの内容に沿った視点でラベルを書くことが難しいと感じました。
授業を観察して気になったことと授業者の思い・困っていること・アドバイスしてほしいこと
とが異なった場合，授業者に寄り添う・授業者を支えるという視点で，気になったことをその
ままラベルに書いてよいのか困りました。次に，ラベルコミュニケーションでは，いろいろな
捉え方や考え方に触れることができた一方，憶測でしか話せないこともあり，この捉えが授業
者の支えになっているのか，気づきを促しているのか気になりました。また，児童生徒の実態
を知っているかどうかで捉え方が異なることもあり，児童生徒の実態を知らない観察者の視点
から授業者が気づくこともあれば，もどかしい気持ちになることもあるのではないかと思いま
した。 
 
（２） 授業者の立場から
 ラベルコミュニケーション，アクティブ・リスニングでの話題が焦点化できるように，困っ
ていること・アドバイスしてほしいことを絞りましたが，観察者から聞きたいことは山のよう
にありました。観察者からの投げ掛けで気づくこともありましたが，経験が浅い自分にとって
は，指導方法や指導内容の工夫について率直にアドバイスしてほしい，教えてほしいという思
いが強く残りました。 
 
 
４ おわりに 
 
 「学習課題や協同的な学習場面の設定，効果的なＩＣＴ活用，評価方法などについて工夫し，
学校から地域生活につながる授業づくりに取り組みたい」という自分自身の課題は，次年度に
持ち越すことになりました。自分らしい授業づくりに取り組むに当たって，本校が大切にして
いきたいこと，各学部で大切にしていきたいことを基に，自分自身が大切にしていきたいこと
を改めて考えなければならないと思いました。 
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協同的な学びを目指して   
 
中学部 瀧脇 隆志  
 
１ これまでの授業を振り返って 
 
３月まで県立の特別支援学校で，小学部の児童に，少人数で平仮名や片仮名，漢字の読み書
きなどを指導してきました。児童の好きなもの，興味関心があるものを使って指導するように
してきました。学習の目標や評価は明確で，子供たち自身もできるようになることが増えるの
で意欲的に取り組むことが多かったです。しかし，今振り返ってみると，生徒対教師になりが
ちで，児童生徒同士が関わって学ぶ協同学習ではありませんでした。また，そのような視点で
授業づくりをしていませんでした。 
 
 
２ 協同学習を目指して 
 
 ４月に附属特別支援学校に異動になりました。附属で授業をするのだから，附属の紀要に出
てくるような，ＩＣＴや協同学習を取り入れて，生徒達が主体的に学ぶ授業にしたいと考えて
いました。６月に国語で作文の単元の授業を公開することも決まり，紀要を読んだり，周りの
先生方から話を聞いたりして考えていましたが，どうやったら協同学習ができるのか分からな
いまま試行錯誤を続けていました。以下，角丸四角形の中はポートフォリオからの記録の抜粋
です。 
 
 
４月１５日（金） 
自己紹介をするために，自己紹介カードを記入してもらう。Ｇは名前しか書けなかった。  
４月１８日（水） 
記入した自己紹介カードを手掛かりに自己紹介。Ｇは教師の指さしや言葉掛けが必要だ
った。  
５月２３日（月） 
写真を見て，誰がどこで何をしているのか文を作る課題。Ｇは動作とイラストを結び付
けるプリントはできた。  
６月８日（水） 
Ｇは音を聞いて漢字を選ぶのは難しい。 
５月６日（金） 
授業が始まると，Ｈが下を向いていた。  
５月２０日（金） 
水筒の片付けが遅れてしまい，司会ができなかったＨが泣き出し，机を蹴る。注意する
と，床に寝転がる。  
６月１５日（水） 
Ｈがファイルを取りに行って止まる。教師が声を掛けてもダメで，Ａに声を掛けてもら
うと，スムーズに動けていた。 
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 このように，実態把握や，友達同士で関わること，目標設定や振り返りのことについて試行
錯誤を繰り返していましたが，漠然と授業がうまくいっていないと感じていました。しかし，
なぜうまくいかないのか，どこに問題があるのか，どう改善したら良いのかが自分では分から
ずにいました。授業を公開するに当たって，ブリーフィングシートにその漠然とした困り感に
ついて次のようなことを書きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 公開授業，ラベルコミュニケーション，アクティブ・リスニングからの気づき 
 
（１） 生徒の実態把握に関して（以下各丸四角形の中はラベルより抜粋）
 
 Ｇについて，言葉の指示が通らない，意味のある活動になっていない，逸脱が多いという
様子を捉えて，実態把握をしたつもりになっていました。そのようなできない姿を実態把握
というのではなく，この単元で，Ｇに何ができるようになって欲しいかを明確にし，授業の
中で実際にＧがどのような反応をしているかを捉えることが実態把握なのだという気づきが
ありました。 
 
６月１５日（水） 
作文で，今までの作文から個々の目標をこちらで決めて提示。４人ともそれぞれに目標
に挙げたところをがんばっていた。 
目標・振り返りについて 
・目標・振り返りをどのようにしたら良いか悩んでいる。特にＧにとって意味のある活動
にするにはどうしたら良いか悩んでいる。  
学習内容について 
・能力差が大きいため，待ち時間ができることが多い。待ち時間ができたり，活動が分か
らなかったりすると，Ｇが逸脱してしまう。 
・Ｈはもっと表現あふれた作文が書けそうだが，今のやり方だと決まった文にしかならな
い。Ａ，Ｋにはもっと高い課題が必要。 
・Ｇにとって，ただの手の運動にしかなっていないのではないか。Ｇの学習意欲を高める
ためにも，選択するとか組み合わせるとか，主体的な場面を増やさないといけないと考
えている。  
生徒との関係について 
・Ｈがすぐに止まってしまう。原因が，自分と良好な関係を築けていないからなのか，授
業が分かりにくいからなのか，何をするのかが分かりにくいからなのか，面白くないか
らなのかが判断できない。どのような支援が有効なのか伺いたい。  
ＩＣＴについて 
・ＩＣＴをどのように活用したら良いか。進行表の提示，漢字の提示，作文の振り返りと
目標の提示，作文のときに画像を提示するなど，こちらから情報を一方的に提示するこ
としかできていない。以前は生徒がｉＰａｄを使うようにしていた。Ｇ以外の３人には
良かったが，Ｇの番になると止まってしまい，そのことで友達から「Ｇ君早くしてよ！」
と言われることが多かった。そのため４人の生徒に操作させることは控えている。 
・Ｇは集中できる時間は短いが，声を掛けられ数秒だけ注目することができていた。 
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（２） 目標設定に関して
 
 その場しのぎ的に手立てを思い付きで入れていき，なんとか授業の形にしなければという
ことばかりに気を取られていて，作文を書けるようになってほしいという漠然とした思いは
ありましたが，作文の単元を通して，生徒にどのようなことを学んでほしいのかが具体的に
なっていなかったという気づきがありました。 
 
（３） 友達同士の関わりに関して
 
 司会進行表をこちらで作り，それを生徒に読み上げさせることや，友達同士で声を掛け合
って準備片付けをさせることで，協同学習をさせているという思いになっていました。ここ
でも，なぜ生徒に協同学習をさせたいのか，協同学習でどんな力を付けさせたいのかなどに
ついて具体的に考えておらず，協同学習をしているように見えるように形だけを追っていた
のだという気づきがありました。そして，授業の中に協同学習を生徒同士が自発的にするた
めのチャンスがたくさんあることに気づいていなかったという気づきがありました 
 
 
４ 「学びあいの場」以降の授業改善 
  
授業を公開して，実態把握，目標設定，協同学習について気づいたことを，「学びあいの場」
以降の授業改善に生かしていきました。 
 
（１） 生徒の実態把握に関して
  過去の記録から実態を捉え，教材を作っていましたが，実際に課題に取り組ませることで
何ができて，何ができていないかを把握することが増えました。そこから教材を工夫したり，
支援ツールを作成したりするようになりました。 
 
・Ａが「もっと山まで登ります」と言ったとき，もっとは，もっと高い山か，もっとた
くさんの山か。Ａはここを強く思い願っているのではないか。 
・Ｇは書こう書こうとしていたが，すぐにあきらめていた。Ｇに正しい言葉を覚えさせ
たかったのか，楽しかったことを文にさせたかったのか？ 
・なぜＧの目標をあの２つにしたのか？ 
・３人が目標を選ぶときに，すぐに選んでいたが，生徒は目標を決めるときに迷うこと
はないのか？ 
・目標の振り返りで，「〇〇はできましたか？」「できました」と応答するだけだった。 
・Ｋは漢字パズルをマスターしているのなら，他の子に教えるなど，違う役割があって
良いのでは？ 
・作文発表の時，Ａは消しゴムのかすを集めていて聞いていなかった。 
・前に出て発表したＡには他の子も注目したが，その場で発表した生徒には聞いていな
い様子が見られた。 
・一人一人異なる作文シートを作っていたが，そのシートで子供たちに何をねらったの
か？ 
・Ａにも，Ｈにも途中かなり教師が手伝っていた。（支援に追われていた） 
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（２） 目標設定に関して
 授業でどんなことをするのか，何を学んで欲しいかが生徒に伝わるように，具体的な単元
名や活動名をホワイトボードに書き出すようにしました。しかし，そこから個々の目標に下
ろしたり，振り返りをしたりするところが，まだまだできていません。なぜこの授業，単元，
題材をするのか，それらを通して生徒にどのような力を付けさせたいのかなどの授業の根本
に関するところを考えているつもりですが，もっと具体的に考えなければならないと感じて
います。 
 
（３） 協同学習に関して
 学習の中で，生徒が困る場面が出てきたときに，それを解決するために教師が出ていくの
ではなく，生徒同士で解決するように言葉掛けをしたり，見守ったりするようにしました。
以下，角丸四角形の中はポートフォリオからの記録の抜粋です。 
 
 
国語，数学において，生徒同士が関わり合い，その中で学ぶ様子が少しずつ見られるよう
になってきました。具体的な活動であれば，協同学習をしているように見える場合もありま
すが，教科としてのねらいは達成できていないように感じることがありました。その原因は，
やはり授業の根本にあると次のエピソードから気づきました。 
 
  掲示し終わってから，タイトルや写真がないことに気づき，慌ててこちらで作成しました。
そのときに，掲示することをゴールだと考えていたため，今回の学習で何が分かったのか，
どんなことに気づいたのかを言語化して，それを友達や先生に見てもらい，評価してもらう
というサイクルが抜けていることに気づきました。自分は授業で協同学習をすることを目的
にしてしまっていたことに気づきました。 
 
（４） 同僚との「学びあい」を通しての気づき
そこで思い出したのが，同僚の先生方の授業を見て気づいた，なぜ協同学習をするのか考
える必要があるということや，協同学習は手段の一つということでした。先生方の授業を見
て気づきはあったものの，実際に自分の授業の中で「あ，こういうことか。」と気づくために
は，いろいろな試行錯誤が必要だったのかなと感じています。 
 
 
 
１１月３０日（水）国語 
・Ｋは最初「穴を通す」と書いていたが，ＡやＨが言っているのを聞いて，「あ，そっか」
と「穴をあける」に直していた。 
１２月１日（木）数学 
・Ｎが指示を出して，スタート地点や角を曲がるときに押さえるところなど友達同士で協
力し合っていた。 
・巻き尺が１つでは足らず，２つ目の巻き尺を伸ばし，Ｋが測った長さを「１０ｍ～」と
言っていたが，Ｎは「合わせたら良いんぜ」と答えていた。 
１２月１５日（木）数学 
・前回まで巻き尺で測った長さを，２人１組になって地図に記入し，できあがったものを
廊下に掲示した。 
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５ プロンプタとしての気づき 
 
 ７月から１月までのワークショップで，計５回プロンプタをしました。授業者のブリーフィ
ングシートを読み，事前にどんなことに困っているのか，何について話をして欲しいかなどを
話し合って臨みました。しかし，毎回分からないことばかりで，うまくいったと手応えを感じ
たことはなく，これで良かったのかと悩んでいます。プロンプタとして，私自身，何が分から
なかったのか，どんなことに悩んでいたのかを振り返ってみました。 
 
（１） ブリーフィングシートの読み方，質問の内容，方法が分からない
授業者のブリーフィングシートを読んだときに，授業者の悩みや困っていることが書いて
あるのですが，なぜそのことに悩んだり，困ったりしているのか分からないことがありまし
た。本当に困っていることなのか，もっと違うところに困っていることがあるのではないか
と思うことがありました。また，ブリーフィングシートを読んで，疑問に思うことがたくさ
ん出てくるのですが，例えばこの題材で何をねらっているのかと授業者に聞いても，目標に
挙がっているからという答えが返ってくることがあり，授業者の思いを聞き出せていないと
感じることがありました。どうしたら良いのか分からなかったのですが，他の先生方に事前
の打ち合わせに入ってもらって，授業者にされる質問を聞くことで，私が授業者にした質問
の裏には，（自分だったら違うのに）（他の支援の方が良いのに）という自分の考えや，あわ
よくば授業者に考えを変えてほしいという思いがあり，授業者に寄り添っていなかったこと
に気づきました。 
 
（２） 授業を観察する意味が分からない
授業を観察するとは，どんな目的で，具体的に何をすることなのか分かっていませんでし
た。これまでは，生徒が課題をできているかどうかなどを遠くから見ているだけでした。こ
のような観察だと，ラベルコミュニケーションやアクティブリスリングにおいて，自分の価
値観や思い込みで話をしてしまうことが多くなり，普段の様子を知らない観察者からの話は
授業者の想定内であったり，見当違いであったりすることが多いようでした。普段の様子を
知らないと良い支援方法を見付けることができないということがあるかもしれません。しか
し，普段の様子を知らないからこそ，思い込みのない視線で事実を捉え，普段の様子を知っ
ている先生とは違う解釈ができるのではないかと考えました。そのことを授業者に伝えるこ
とで，授業者が知っていると思っている普段の様子を更新することができ，支援方法などの
改善につながるのではないかと考えました。これが授業を観察する意味なのだと気づくこと
ができました。 
  
（３） プロンプタとして何をして良いのか分からない。
 他の先生がプロンプタをする様子を見ていて，自分とは決定的に違うと思ったことがあり
ました。それは，「学びあいの場」が終わったら，授業者が問題点を発見し，改善するために
意欲的になっているという点です。自分は授業者がどんなことに気づくのだろうかと見守っ
てしまい，「学びあいの場」が終わっても授業者が混沌としていたり，望んでいたような話に
ならなかったりすることが多くありました。授業者の気づきや思考を促す役割を果たすため
に，授業者の困り感に寄り添い，キーワードを見付けたり，話を掘り下げたりして，落とし
どころを見付けられるようなプロンプタになりたいと思いました。 
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６ まとめ 
 
 自分らしい授業づくりと言われても，どのような授業が自分らしいのか分からずにいます。
「学びあいの場」を通して，いろいろな気づきがありました。それを基に授業改善しているつ
もりですが，４月当初と変わらず，試行錯誤を繰り返していて，生徒から「楽しかった」「もっ
と学びたい」という反応をなかなか引き出せずにいます。しかし，試行錯誤する中で，新たに
気づくことがあったり，ラベルに書かれていたことを理解したりすることがありました。気づ
くことだけで終わっては授業改善や自分の専門性の向上はできなくて，やってみて，振り返っ
て，同僚と話して，気づいて，準備して，またやってみてというサイクルにしていく必要があ
るのだなと実感しています。そのサイクルの中に自分らしさが見えてきたら良いなと思います。 
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キャリア発達を促す授業づくり 
  ～中学部国語科で主体的・協働的に学ぶ学習を目指して～ 
 
 
中学部 中林 由利子  
 
１ はじめに 
  
昨年度は，各学部で｢目指す児童生徒の姿｣の実現のために，本校が設定した｢キャリア発達を
促す授業づくりの観点｣に基づき授業づくりを行いました。中学部では，生徒本人，教師，保護
者が共通理解した｢目指す姿｣の達成に向けて，中学部で大切だと考える「活動の意味や価値の
理解」，「友達との関わりや役割」，「目標をもった取組」の３点に重点を置いて先生方と一緒に
授業づくりを行い，私は授業研究｢国語科｣を担当しました。 
授業づくりでは，個別の教育支援計画の目標を達成するために，国語科でどのような力を獲
得し伸ばすかということを学部で共通理解し，授業では，何のために学習するのか，学習した
ことが何につながるのかなど学習の意味付けを生徒と一緒に考え確認し，共有する場を設定し
ました。そしてこれまでの研究成果を踏まえ，各生徒が役割を担い自分たちで授業を進め，友
達同士で話し合い教え合う協同学習の場面を意図的に設定したり，各自の目標確認，自己・他
者評価，次時の目標設定などを行う場も設定したりしました。 
その結果，一日の授業の中で頑張りたい授業に国語の授業を挙げる姿，電話を積極的に使っ
てみたいと発言する姿，生徒同士で相談し合って授業を進めていく姿につながりました。また，
生徒が興味・関心をもつｉＰａｄや書画カメラなどのＩＣＴ機器を効果的に使用したことで，
生徒たちがより意欲的に授業に取り組む姿を学部の先生方と共有することもできました。 
今年度も，国語科を担当することになり，「学びあいの場」の研修を通して，国語科でキャリ
ア発達を促すための授業づくりの工夫を行っていくとともに，先生方と学習内容の意味付け，
価値付けや協同学習の意義などについて話を深められたらと思いました。また，今後求められ
る｢主体的・対話的で深い学び｣の実現（｢アクティブ・ラーニング｣の視点） に向けての授業づ
くり，知的障害における｢アクティブ・ラーニング｣の考え方などについて学びたいと考えまし
た。 
 
 
２ 授業づくりについて 
 
（１） 国語科Ｄグループの生徒の実態
担当するＤグループは，１年生２名（女子），２年生１名（男子），３年生３名（男子１，女
子２）の計６名の生徒がいます。内４名（３年女子以外）は自閉症スペクトラムと称される生
徒です。６名ともおおむね小学校中学年程度の漢字の読み書きはできますが，日常的な会話に
おいて，見聞きしたことや経験したことなどを周りの大人からの質問に答えることはできても，
自分から話題を挙げて会話をしたり，友達や教師に分かりやすいように話をしたりすることは
難しいです。また，興味・関心の幅が狭く，世の中の出来事や言葉の意味を知らないことが多
い生徒たちです。生徒たちが，家庭や地域でより主体的に生活するために作成した個別の教育
支援計画の目標には，｢自分から必要な報告や質問，依頼をする｣｢地域で困ったときは，依頼す
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る｣の内容を含み，国語科では，授業の様子や担任の先生方との話し合いで｢話のおおよその内
容を聞き取る｣｢見聞きしたこと経験したこと，自分の意見などを相手に分かるように話す｣｢簡
単な語句，文及び文章などを正しく読む｣などを主とする目標に挙げることが望ましい生徒たち
と考えました。３年生３名，２年生１名は，これまでの協同学習の積み重ねにより，自分の役
割を理解し，友達と協力し合って授業を進めていこうとすることができるようになってきた生
徒たちです。１年生２名は，読み書きの力は他の生徒たちと同じくらいですが，集団で活動す
ることや役割を担うこと，自分から主体的に活動するなどの経験が少ない生徒でした。この１
年生２名を含めて協同学習を行うことは，４，５月は非常に難しく，１年生に対応していて他
の生徒を待たせる，生徒たちが意欲的に取り組めない様子が見られるなど，学習課題，学習活
動の設定や役割分担も含む支援環境の工夫などを更に行う必要があると考えました。 
  ＊単元ごとの目標設定の際は，各生徒の教育支援計画の目標，本人の願い，好きなこと，
保護者の願い，困っていることなどを確認し設定しています。 
 
（２） 第５回｢学びあいの場｣において実践した単元｢わくわくどきどき気になるニュー
ス｣について
前述した自分自身の授業づくりの課題を解決するため，｢日常生活に必要な国語の力｣｢学習プ
ロセスの工夫｣｢協同学習｣｢ＩＣＴの効果的活用｣などをキーワードとし，年間指導計画を基に授
業実践を行いました。また，第２回～４回までの｢学びあいの場｣においては，自分の課題解決
の糸口を見付けることができればと考え，ラベルコミュニケーションやアクティブ・リスニン
グなどで与えられた役割を主体的に行い参加しました。 
以下第５回｢学びあいの場｣において授業実践した単元｢わくわくどきどき気になるニュース｣
について述べます。 
単元名｢わくわくどきどき気になるニュース｣(９月～１０月初め) 
単元について 
本単元では，自分で選んだ「気になるニュース(新聞記事)」の内容を５Ｗ１Ｈ(いつ・ど
こで・だれが・何を・どうした・どのように)の要素の言葉を手掛かりに正しく読み取り，
整理して書いたり，分かりやすく友達に発表し感想を言い合ったりする活動を通して，「文
章を正しく読む」「読み取った内容を相手に分かるように話す」「話のおよその内容を聞き取
る」ことなどができるようにしていきたいと考えました。また『新聞記事』の内容，特徴を
友達と一緒に確認したり，分からない言葉の意味を調べたりすることで，生徒たちが新聞を
読むことに興味をもち，知識や言葉の語彙を増やし，興味・関心の幅が広がればと考えまし
た。新聞記事の内容には，社会，経済から文化，スポーツの内容，漫画や作品募集欄など多
岐に渡っており，将来的に新聞を読むこと自体や記事の内容を活用することが余暇につなが
ったり，読んで知ったことなどを給食や休み時間，家庭において，友達や教師，家族との話
題として会話を楽しむことにつながったりすることができるようになればと考えました。 
単元の目標 
・新聞で使用する用語，記事の種類などを正しく答えたり，書いたりすることができる。 
・新聞記事を読んで，主見出しや袖見出しを正しく選んだり，５Ｗ１Ｈの言葉を手掛かりに
その内容を正しく発表したり，書いたりすることができる。 
・伝えたい（興味をもった）新聞の記事を読み，内容を５Ｗ1Ｈの言葉を手掛かりに整理し
て書いたり，書いた物を手掛かりに順序立てて発表したりすることができる。 
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ニュース，新聞記事に関するアンケート結果(単元開始前８月末実施⇒単元後１月末) 
問１ 毎日ニュースを見ますか？ 
見る ５人⇒６人   時々見る １人 
問２ ニュースは何で見ますか？ 
テレビ 5 人⇒６人  新聞   １人⇒４人 
 
 問３ 夏休みで，気になったり，よく見
たりしたニュースはなんですか？ 
問４ 新聞を読むとしたら何について読みた
いですか？ 
１Ｄ（女子） オリンピック お天気，テレビ番組 
１Ｆ（女子） 流行系のニュース 昨日起きたイベントや事件について 
２Ｂ（男子） 東京サマーランドでカミソリを持って
きて女性の水着を切ったニュース 
社会面，番組表 
３Ｃ（女子） （オリンピック）でどんなことをがんば
っているか 
メダルの数について読みたい 
３Ｄ（女子） オリンピック いろいろな小学校や中学校で行われた行事に
ついて 
３Ｅ（男子） 映画ペットのニュース 
めざましテレビで流れるニュース 
番組表，天気 
学習プロセス及び支援環境の工夫 
学習に取り組むに当たって以下のように全体計画を立て，１時間の授業の中で学習課題を設定しました。 
全１９時間 
 
 
１
次 
新聞記事の特徴を知ろう   (４時間) 
①新聞は何が書いてあるか発表しよう 
②新聞の内容を調べて確認しよう(１時間) 
①新聞の特徴を知ろう  
②新聞の情報を読み取ろう(３時間) 
 
 
 
２
次 
気になるニュースを友達に発表しよう (１５時間) 
             
１ 
①新聞の情報を読み取ろう 
②気になるニュースを読もう 
(新聞記事選び，言葉の意味調べ，発表シート作成) 
 
２ 
①新聞の情報を読み取ろう 
 
 
 
 
 
 
 
友達と一緒に 
 
 
 
②気になるニュースを発表しよう(練習，発表，感想) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ペアの内一人は，発表の練習を
行い，もう一人は前時の自分の
発表をｉＰａｄの動画を見て
振り返る。発表者は，ペアの友
達に発表を聞いてもらう。 
発表者は，気をつけるポイン
トに留意して発表する。ペア
の友達は，ｉＰａｄで発表の
様子を撮影する。 
友達の発表を聞いて『わく
わくカード』を挙げて判定
したり，感想を言ったり，
アドバイスしたりする。 
新聞記事を友達と一緒に
読む。(小学生新聞より生徒
が興味をもつ内容を抜粋) 
調べた言葉の意味を発表
する。言葉の意味を友達と
一緒に確認し合う。 
５Ｗ１Ｈの内容を問う問
題を解く。答え合わせをす
る。教師と一緒に記事の内
容を確認する。 
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＊発表はグループ一人ずつ(一人目) 
 
３ 
①新聞の情報を読み取ろう 
②気になるニュースを発表しよう(練習，発表，感想) 
＊発表はグループ一人ずつ(二人目) 
＊２次では，一つのニュース(新聞記事)について各自が発表するため３校時掛けて行いまし
た。                  第５回｢学びあいの場｣９／２７(火)・・・  
＊以下，本単元において授業改善を行いながら学習課題・学習活動の工夫などを行った一部を載
せます。 
・２，３年生は，主たる学習課題の進行役を担い，場の状況に応じて考えて活動するようにして，
責任感ややりがいをもてるように，１年生は挨拶や決まった進め方の学習課題の進行役を担い
自信をもって活動できるようにと役割分担を行い，生徒同士が協力して授業を進めていけるよ
うにした。 
・相談協力しやすいように，性格や行動の特徴を含めて実態を配慮し３年生女子と１年生女子，
２・３年生男子をペアとして活動することとした。 
・５Ｗ１Ｈの要素の内容を読み取る練習や流行の情報，新しい言葉を知ることをねらいとして学
習課題「新聞の情報を読み取ろう」を設定した。新聞記事として，読みやすい文章量で，読み
仮名が振ってある『小学生新聞』の記事から生徒が興味・関心をもちそうな記事を設定した。
授業の進度が６名そろうように，分からない言葉の意味調べは家庭学習で行うこととした。 
・発表すること自体を楽しんだり，意欲をもったりできるように，発表後友達から『わくわくど
きどきカード（もっと知りたい！楽しい！）』で判定してもらったり，感想を聞いたりする場を
設定した。 
・発表時に情報を共有するために書画カメラで新聞記事を拡大して投影したり，ペアの友達がｉ
Ｐａｄで動画撮影をする役割を担うこととし発表者が自分の発表を振り返ることができるよう
にしたりした。 
 
（３） 第５回｢学びあいの場｣ワークショップに参加して気づいたこと
授業のねらいを生徒たち自身が理解し，目的をもって主体的に取り組んだり，友達同士で
協力し合い，教え合いながら授業を進めたりできるように授業を工夫しましたが，生徒が理
解していないような表情を見せたり，全く違う意味の発言をしたりすることもあり，その都
度更に授業改善を行ったり，学部の先生方に相談したり，授業を見に来てもらい意見をもら
ったりしました。「学びあいの場」における公開授業では，「協同学習をしていたか」「子供た
ち同士でどのようなやりとりをしていたか」「子供たち同士でどのようなことを学びあってい
たか」という観察のポイントで先生方に観察していただき，「授業のねらいを達成するための
よりよい学習プロセスの工夫とは？」も加えてワークショップでの話題にしてもらいました。 
  以下，ワークショップの中でもらった同僚からのラベルやコメントとそれを受けての自分
自身の気づきや学びについて述べます。（以下四角枠の中はラベルより抜粋） 
 
 
  単元最初は，一般の新聞記事を題材に，新聞の特徴を確認したり，内容を読み取ったりす
る学習を設定していました。しかし新聞記事に書かれた言葉の理解や文章量が多すぎて内容
を読み取ることが難しい様子が見られたので，「小学生新聞」の話題の記事を活用し，内容を
端的に表す主見出し，袖見出しが何なのか，「いつ」「どこで」「なにが」「どうした」の内容
を読み取り生徒同士で確認し合う学習課題としました。ラベルコミュニケーションでのラベ
ルに書かれているように，改善して取り上げた新聞でも内容によっては，難しい生徒もいる
ので生徒同士で確認できるように，同じ新聞内容でもプリントの様式を工夫したり，個別に
事前に言葉の意味について確認したりする必要があると考えさせられました。 
新聞の情報の読み取りに実態差を感じた。 習熟度によって２グループに生徒を分けて内容の違うものを
読み発表しては？ 
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「協同学習」を生かす授業展開のポイントを踏まえて，全員に進行係や準備，片付けなど
の役割を与えたり，生徒同士で確認し合ったり，手掛かりを活用して教え合ったりする場を
設定したつもりでした。単元初めとはいえ，ラベルの記述にもあるように，ｉＰａｄ操作が
分かり，学習の流れに見通しをもっているはずの３年生でさえも，教師に確認する場面が見
られました。生徒同士で教え合う場を設定するにしても，手掛かりを使用して一人で操作で
きる手立てを講じ，教師がきちんと教える場を作る必要があったと思いました。 
 
 
  「協同学習」の観点で，気になるニュースの内容や選んだ理由や感想などを発表し，評価
カードを上げることで評価を行い，発表に対しての質問や感想，アドバイスを行う場を設定
していました。評価の場面として，カードは上げますが，何を質問していいか分からない様
子や同じ感想ばかりが続くといった様子が見られました。ラベルコミュニケーションのラベ
ルに記述されているように，生徒たちにとってこの学習活動は，いろいろな意味を含み分か
りにくいものだったいうことを改めて実感しました。また，ラベルコミュニケーションやア
クティブ・リスニングでの先生方の私への質問やコメントから，授業のねらいや私が工夫し
た学習プロセスや協同学習の意図などをきちんと説明できていなかったのではないか，説明
不足だったのではないかと感じられました。 
  「学びあいの場」で感じ気づいたことも参考にして更に授業改善を進めていこうと思いま
した。また，自分自身の課題を解決し，｢主体的・対話的で深い学び｣の実現（｢アクティブ・
ラーニング｣の視点）に向けての授業づくりを学んでいく上でも，これまでの本校の研究や実
践を再度振り返ったり，｢主体的・対話的で深い学び｣に関する文献を読み，｢協同学習｣と｢協
働学習｣との違いや授業づくりに必要なことについて考えたりしたいと強く思いました。 
 
（４） 単元「わくわくどきどき気になるニュース」授業改善について
｢主体的・対話的で深い学び｣の実現（｢アクティブラーニング｣の視点）に向けての授業づ
くりの学習やこれまでの研究の振り返りと平行して，１月中旬に中学部で互見授業を設定し
て，授業に対する感想や意見などを先生方からもらい，単元「わくわくどきどき気になるニ
ュース」の授業改善を進めました。 
９月から，互見授業を経ての変更点 
・学習課題①「新聞の情報を読み取ろう」では，改善前は，生徒同士で答え合わせをし，間
違えた場合，スライドの正解の答えを見て直すことにしていました。５Ｗ１Ｈについての
読み取り課題を間違えた場合，｢再度生徒自身で考え直す｣｢どのように考えるか教師と確
認する｣ことが大切だと思い，答え合わせで終わらず宿題として再度問題に取り組み教師
と確認する場を設定しました。 
・学習課題②「気になるニュースを発表しよう（練習，発表，感想）」で，ただ「わくわく
どきどきカード」を上げたり，アドバイスしたりするのでなく，友達の発表を聞いて分か
らないことを質問したり，質問に分かりやすく答えたりする活動を設定しました。新聞記
事の内容や友達の発表の内容が理解できれば，質問したり，答えたりできると考えたから
です。また「わくわくどきどきカード」を上げる観点（初めて知った！へ～と思った！お
もしろい！）を絞り，観点を理解してカードを上げ，感想（上げた理由）を発表できるよ
うにしました。 
動画を撮るとき，ｉＰａｄの操作が分からず，友達に聞く姿が見られた。まだ，ほとんどの生徒が教師に
聞くので生徒同士へと促していくとよいと思った。 
発表した後，質問やアドバイスしている時間があったが，内容，発表方法どちらについて，もしくは両方
だったのか知りたい。 
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・生徒が，学習したこと，友達からの評価などを振り返ることができるようにファイルを作
成し整理しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
授業づくりを進めていく中で，友達に発表したい，紹介したい新聞記事の内容を５Ｗ１Ｈ
の言葉を手掛かりに分かりやすくまとめ発表することができるようになってきました。また，
生徒が発表のポイントを守って意欲的に発表したり，今まで新聞をあまり読まなかったり，
テレビ欄しか見なかったりした生徒が，家で新聞を見て切り抜き教師に「発表したいです」
と言って国語のない日でも学校に持参する姿や，｢この前先生が紹介してくれたことが決まっ
たことが載っていました！｣と言って新聞記事の切り抜きを見せに来てくれる姿などが見ら
れるようになりました。保護者からも，授業の様子をお知らせした返事として｢毎朝自分で新
聞チェックするくせがついています｣というコメントをいただくことができました。 
この単元での授業づくりを通して，｢生徒同士が協力し合う｣｢教え合い学び合う｣ことがで
きるように，生徒の行動，発言，表情，課題（プリント）などを毎回確認し，授業改善を重
ねることが必要であり，自分以外の先生に客観的な意見をもらい参考にしながら授業改善を
行うことが大切であることを再認識しました。 
 
 
 
カードを上げる観点表 ｢振り返りファイル｣課題や新聞記事の内容をまと
めたものをファイルしたもの 
｢振り返りシート｣ 
学習課題①｢新聞の情報を読み取ろう｣ 
課題プリントの答え合わせを行い，係の生徒が
友達の答えを聞き取り，電子ペンで本文の答え
の部分に強調線を引いている様子 
学習課題②｢気になるニュースを発表しよう｣ 
活動の進行係を担い，発表の練習や振り返りの
時間を友達に知らせている様子 
学習課題②｢気になるニュースを発表しよう｣ 
ｉＰａｄで前回の自分が発表した動画を見てポ
イントを守って発表できていたか振り返った
り，次回発表時の目標を考えたりしている様子 
学習課題②｢気になるニュースを発表しよう｣ 
ペアの友達に自分の発表を聞いてもらい，発表
のポイントを守れているか，分かりやすいかな
どアドバイスしてもらっている様子 
学習課題②｢気になるニュースを発表しよう｣ 
自分の気になるニュースの新聞記事を書画カメ
ラで投影し強調したい所を示して発表し，ペア
の友達がｉＰａｄで発表を撮影している様子 
学習課題②｢気になるニュースを発表しよう｣ 
友達の発表を聞いて｢初めて知った｣｢おもしろ
い｣｢もっと知りたい｣と思った生徒が｢わくわく
どきどきカード｣を上げている様子 
第３章
― 133 ―
３ おわりに 
 
中学部で，授業改善後の授業を互見授業として設定して，生徒たちが主体的学び合えるよう
にするために，感想や意見などをもらって授業づくりを進めることができたことを大変うれし
く思っています。また１０回の「学びあいの場」をとおして，「学びあいの場」は，先生方の指
導観などを知り，偏っている可能性のある自分の指導観を修正し，自分の課題を再確認する場
と捉え，授業づくりの前段階としては大切であると考えるようになりました。 
私個人としては，学校，学部の教育目標，各児童生徒の目標を達成するために，これまでの
研究の成果を踏まえ，今求められる｢主体的・対話的で深い学び｣の実現（｢アクティブ・ラーニ
ング｣の視点）に向けての授業づくりを行っていきたいと強く思っています。またその過程で児
童生徒が「たのしい！」「できた」と感じている姿を実感できればと思っています。 
今後，学校，学部，自分の授業づくりの方向性が合っているのか，妥当なのかなどを学校全
体，学部全体で振り返ったり，方向付けを行ったりする場があればと強く願っています。 
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第３章
 
思いとねらいを整理する 
～対話から学びを深めていくために～ 
 
高等部 絈野 裕美  
 
１ はじめに 
 
 教員になって１０年が経ちました。昨年春まで勤務していた県立の特別支援学校では，主に
高等部の担任をし，進路支援及び卒業後の生活への移行に向けた学習を中心として生徒の支援
を行ってきました。これまでに送り出した生徒たちとの想い出，そして反省，それが今の自分
を作っています。生徒一人一人が卒業後の進路先で，そして社会で，その子らしさを理解して
もらいながら成長し続けてくれることを願い，そのために自分が子供の人生の貴重な１年にど
う関われるかを悩み続けてきました。 
以前作業所の指導員として勤務していたこともあり，特にこの数年は，一人一人の実態や家
庭環境，これからの居場所となる進路先での姿を考えることが中心でした。「個に応じた」将来
の生活を思い描くことが多く，「協同学習」といった観点で活動をするのは学習発表会や修学旅
行など，行事に関わる学習や，生活単元学習，総合的な学習の時間，作業学習など，限られて
いました。特に教科学習においては，教師主導を当たり前として授業を行ってきました。その
ため，本校であらゆる場面で行われている協同学習は，自分にとっては新鮮な光景でした。 
  
 
２ 「学びあいの場」への参加を通して 
 
（１） 同僚として 
異動してきたばかりの私にとって，チャレンジタイムはもちろん，日々のいろいろなことが
異文化ともいえる仕組みの中で流れていました。一つ一つ自分の中に落とし込んでいく余裕は
なく，正直ただ既にあるものに乗っかっていく，長いものに巻かれるしかない毎日でした。 
そんな中，本校のこれまでの授業研究の成果や「附属らしさ」と称される要素をもつ同僚の
授業を，学部を問わず幅広く見ることができ，かつ，同じ授業を観察した同僚がどのように捉
えているのか，それを知る場があるというのは，単純にありがたいことでした。 
 「学びあいの場」を重ねるにつれ，授業の内容とは異なる問題に気づかされました。それは
「このコメントは合っているのだろうか」「この意見はどう思われるだろうか」と考えてしまう
自分がいることです。自分が感じたこと，考えたことが，議題にそぐわないものになっていな
いか，ラベルを書くにも発言するにも，気になっていました。それぞれが「何に気づくか」に
正解はなく，間違いもないはずですが，間違いを恐れる自分がいました。このこと自体も，自
分にとっては気づきの一つだと感じています。 
そして同じように，今書いているこの原稿についても，ずれたことを書いているのではない
か，と心配しています。「合ってるとか違ってるとかじゃないから，自分の考えを書けばいいん
だよ」…自分がそう言っているときの生徒の気持ちを味わうことになり，反省しています。 
 もちろん，この場でなければ得られない学びも多くありました。観察した授業の一部分を切
り取っただけではわかりにくい授業者の思いを，この「学びあいの場」では知ることができま 
― 135 ―
した。児童生徒の姿を事実のみ切り取って捉えること，授業者に寄り添って質問をすることは，
思った以上に難しいことでした。 
同じ授業を観察しても，人により切り取る事実が異なることも，自分が何に重点をおいて考
えようとしているのかを知る機会となりました。 
 
（２） 授業者として
①  事前の準備 
 授業者としては，１月に国語科で「聞いて書こう」という年間計画に沿った単元で授業を行
いました。聞いてメモを取ること，とシンプルに考えてブリーフィングシートを書き始めたの
ですが，いざ書き始めると，考えていた以上に「メモを取る」ということに様々な要素が絡ん
でいることに気づきました。そして書けば書くほど，自分の考えがまとまっていないというこ
とが露呈しました。頭に散らかっていたのは，以下のようなことでした。 
 
散らかった状態のまま事前打ち合わせを迎えました。打ち合わせの場で説明を試み，同席さ
れた方からの問い掛けに答えようとする中で，自分の中で明確になっていないことが具体的に
洗い出されていき，考えるヒントも得られました。そして，「国語として，話の要点を得ること
をねらう」というところで，整理されそうな気がしました。 
・「メモを取ること」も大切だが，「メモを活用すること」が最終的なゴール。国語でど
こまで取り上げるか？「必要なことを書く→何らかのタイミングでメモを見る→メモ
を見て必要なことを行う」という流れを作るための工夫，メモを見る習慣づくりのた
めの工夫は？ 
・進路先での活用を考えると，仕事のポイントなどをメモに取る，ということがある。
作業学習での指導がリアル（前任校は作業学習ではメモ帳を持参することと袖のポケ
ットにペンを入れておくことを続けていた）。その場合，言われたことそのものを書
くことは少ない。 
・自分でうまく書けない（ポイントを言語化できない）ときに，何と書けばよいか相談
したり，「書いてください」と依頼したりする力も必要。 
・「メモを取ること」はあくまでも手段であり，それが目的ではない。評価のための課
題や教材になっていないか？ 
→しばしば目標に挙げる「メモを取る」ことは確かに大切だが，電話を受けた時に
メモが取れる環境か，確認が必要な項目は何か…など，メモを取るという技術的
なことより大切なことがあるのではないか？ 
→項目が書かれたプリントを用意すれば評価はしやすい。しかし，実際の場面に存
在しないものでその場限りになるのは心配。最終的に生活に落とし込めるように
していくにはどうしたらよいか？ 
・「友達との電話連絡で休日の予定をメモする」ことは興味がもてそうだが，そのよう
な場合の連絡は電話より LINEやメールの活用が増えているのでは？ 
・実生活に合わせ，必ずしも「メモを取る」ことにこだわらず，本人が活用しているも
の…例えばスマホなどを，よりうまく活用できるように指導することも視野に入れて
いけないか？ 
・上記内容のいったいどこまで国語科で扱えるだろうか。 
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② 公開授業とワークショップ 
 残念ながら，就業体験で３年生が抜けることに加え，１，２年生は学年閉鎖や欠席が相次ぎ，
当初５回目の授業となるはずだった公開授業は２回目にしかならず，「要点をつかんでメモをす
る」にはまだ遠い内容での授業公開となりました。そのため，シンプルな連絡事項をメモに取
るワザを紹介しあって友達のワザを試したり，自分に合った方法を見付けたりすることを中心
とした活動となりました。いつもは賑やかで発言も（脱線も）よくある生徒たちですが，当日
は私に気を遣ってくれたのか担任に釘を刺されてきたのか，別人のようにひっそりした集団で
した。 
 そんな授業を終え，同僚からいただいたラベルや質問と，それについてワークショップでの
やり取りなどの中から，自分が気づいたこと，考えたことの一部が以下のことです。 
 
  
 
 最終的な目標を「自分が活用できるように（自分で活用するために）メモを取ること」と考
えているので，一字一句正確に書き取れていなくても本人にとって用が足りればよい，と思っ
ていました。しかし，メモをしたその場では分かると思っていたり，メモ＋記憶でカバーでき
たりしても，数日後に「このメモなんだっけ？」となることは，私自身よくあります。その日
の自分に必要なメモと数日後の自分に必要なメモでは，内容が異なることもあるかもしれない，
と気づきました。また，どの程度のメモがＯＫか，生徒にうまく伝えられていないのではない
かということも，反省の一つです。 
 余談ですが，「自分のためのメモ」という観点から，学級でシステム手帳に記入した予定を友
達と確認し合うことには疑問を感じており，未だ自分の中でその活動の意味は未解決です。 
 
  
 
 
  
上記と重複しますが，各自が自分に合ったメモの取り方，自分に分かる書き方ができればよ
いと考えています。しかしそうすると，互いに評価し合うのが難しい場面が出てくることが想
定されます。実際公開授業の際も，自分が分かればよいと言いながら他人が丸付けをするのは
矛盾していると感じていました。そのメモで本人が分かっているかどうかは，メモそのもので
なく，実行できるかどうかで評価し合う必要があると感じました。また，生徒同士で評価し合
うためには，ポイントや目標が明確になっていなければならず，教師側に迷いや曖昧さがある
状態では，生徒同士の評価が難しいということを感じました。 
  
 
 
 
 
 忘れ物をすると困るとか，行きたいイベントの情報を得たら控えておくと楽しめるとか，小
さなエピソードはこちらから例示していますが，具体的な経験を生徒たちに聞いていなかった
メモはどの程度自分が分かればいいと教師は思っているのか 
 
今後どのような関わり方で生徒同士で評価し合ったり，共有し合ったりさせたいと 
思っているのか 
生徒に「メモを取ったらお得」「メモを取らなかったから困った」などの経験を聞か
れたことはあるのか 
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と，痛いところを突かれました。こんなときに活用できるようになってほしい，こんな力をつ
けてほしい，そのためには…と，教師側の理想や都合で考えていたことに気づきました。妙な
ところで悩みすぎて，肝心の生徒たちのモチベーション，必要性を感じて取り組む，というと
ころが抜け落ちてしまったことを反省しました。 
 
このほか，ブリーフィングシートでキーワードとして挙げていた「目的ではなく手段として」
という観点では，もう少し生徒たちの視点に立って丁寧に説明する必要があると感じ，今後の
授業で取り上げていきたいと考えています。 
 
また，このような感想もいただきました。 
 
 
 
 
 
 ラベルのように授業の一場面を切り取ったことではなく，授業全体についてもらった感想で
す。観察してもらったのはもちろん同じ授業ですが，グループにより，全体の印象の捉えが違
っていた，ということも一つの気づきでした。 
 生徒たちはいつもの２０分の１ほどのリアクションと５０分の１ほどの静かさだったので，
動けていない授業だった，という感想にはかなり心当たりがあります。 
 逆に，目立った動きや見せ場のない中，生徒たちがじっくり考えられていた，という感想は
予想外でした。素直にうれしく思ったのと同時に，どこかで「見せ場を作らなければ」「動きが
なければ」と思っていたのだと，気づかされました。 
 「考えている」というのは目に見えないため，見本を示すことも仕組むことも難しく，授業
者である私自身が気づけていませんでした。「生徒の手や発言が止まっているときは，言葉を掛
けようと思ったタイミングからさらに同じくらい待つ」ことを心がけるようにしています。「待
つ」だけでなく，生徒が「考えている」ということにもっと気づき，受け止められるようにな
りたいと思いました。 
 
（３） 対話を通して
 人に話すこと，伝えようとすることで自分の気持ちや考えが整理されていくこと，私の場合，
それは日常生活の中でもよくあることです。結論や答えを得ることを目的とせず，ただ話をす
る場や時間は，自分にとって気持ちや考えを整理するために不可欠なものだと，今年度は特に
感じています。相手に話しているようで，自分と話している部分もあるのだと思います。 
同じように授業についても，他者とのやり取りの中で未解決な部分が浮き彫りになり，そこ
から自分に気づきがあることを，今回の「学びあいの場」を通して改めて感じました。 
 自分の中に答えがあっても自分だけではたどり着けない，そんな時に同僚との対話があるこ
とでたどり着けるかもしれません。また，自分の中に答えがないとき，同僚との対話からヒン
トが得られ，考えを先に進められるのだと感じました。  
 今こうして振り返る中，「学びあいの場」で学部を超えて様々な方と意見交換をしていながら，
日々の授業については，身近な教師と話し合う機会がもてていないということに気づきました。
とりあえずその日，次の日の準備を自転車操業でこなすばかりの日々が続いています。余裕が
生徒たちが動けていなかった。 
生徒たちがじっくり考えることができていた。 
― 138 ―
ないから話せないのか，話さないから余裕がないのか，ちょっと興味深いところでもあります。 
 
 
３ おわりに 
  
 「学びあいの場」だけでなく，初めての異動，１１年次研修，と，今年度は自分にとって変
化と学びの大き過ぎる１年でした。そのおかげで，自分のことを少し客観的に知ることができ
たように思います。 
 ブリーフィングシートのキーワードとして挙げていた「目的ではなく手段として」というの
は，自分にとって様々な場面でポイントになっていることに気づきました。システムにせよ教
材にせよ，自分が作ったものでないと使いこなせないということも，改めて感じることができ
ました。自分の中に落とし込むことが不十分なまま既存のものを使おうとすると，手段でなく
目的になってしまう，その気持ち悪さを，今年は至るところで感じています。 
また，授業を進めていく上で，まず何を考えさせるか，何にどうやって気づかせるかを大切
にしたいと，再確認できました。その手段として，今はうまくできていない「協同学習」を有
効に活用できるよう，工夫を重ねていきたいと思います。 
 そして自身の課題だと感じたことは，考えや思いを整理すること，端的に説明することがで
きていないことです。ブリーフィングシートもこの原稿も，とりあえず書き始めてから思いが
広がり，整理ができなくなって，同じように行き詰まりました。話すときも同様で，ねらいや
目的を伝えようとしていたはずが，思いや迷いを混同してしまうことが多々あります。ぼんや
り自覚はしていたので「またか…」と思うと同時に，自分の処理の仕方の癖を改めて知ること
ができました。 
昨年海外研修でご一緒した方からも「教師が『話すのがうまくなくて』と言ってはいけない，
整理して伝える力を付けなければならない」と指摘を受けました（私個人宛てでなく，メンバ
ー全員に向けてでしたが）。今回の「学びあいの場」をはじめ，１１年次研修，企業のトップに
立つ方々の講演や交流など様々な機会から，整理して伝えることの大切さを強く感じた１年で
もありました。 
日々の自分の気づきを書き留める習慣，考えを言語化する習慣を付けるとともに，それが思
いなのかねらいなのかを整理することで，他者との対話や自分との対話に生かし，より深い学
びにつなげていきたいと思います。 
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「学びあいの場」による授業づくりから考えたこと 
～生徒と向き合い，自分と向き合う授業づくり～ 
 
                        高等部 越村 早貴子 
 
１ はじめに 
 
今年度は，教員として採用されて１１年目。小学部で１０年間過ごした後の１１年目の今年
は高等部でした。私にとって学部が変わったことは大きな変化の一つでしたが，もう一つ大き
な変化は，校内の研究・研修体制が変わったことでした。これまでの研究・研修体制は，学校
として，学部としての方向性を学部全員で考え，一つの授業についてみんなで一つ一つ検討す
るやり方でした。しかし，今年からは，それぞれの教員が自分で授業づくりを行い自分なりの
やりたい授業や生徒に対する目指す姿，それを実現するための手立てをこれまで以上に自分で
考えることが求められる自分主体の授業づくりとなったと感じました。本稿では，この「学び
あいの場」による研修から考えたこと，「学びあいの場」から学びながら行った情報の授業づ
くりを通して考えたことの二つについて振り返ってみたいと思います。 
 
 
２ 私にとっての「学びあいの場」  
 
「学びあいの場」の研究・研修体制に際して，私が考えたことは以下のことでした。 
   ①学校としての授業や指導の方向性を理解したい。 
   ②授業を見せてもらった先生に何か役立つ意見を考え，伝えたい。 
   ③授業に関するアイディアやコツを学びたい。 
どうしてこの３点について考えて臨んだのか，また一年を終えてどう考えたかを振り返ります。 
  
（１） 学校としての授業や指導の方向性を理解したい。
本校のこれまでの授業づくりは，学校全体としての主題があり，その主題に迫る授業づくり
を各学部の段階でどう実現するか話し合いながら行ってきました。その体制がなくなったとき，
授業づくりの方向性が分からなくなりました。これまでどおりでいいのか，もっと違う何かが
必要なのか。学校全体で大切にしたいことが見えなくなり，生徒をみんなで育てる，指導する
上で共通理解をどう図るのかが見えず「困ったな」と思いました。これを解決するためには，
先生方がそれぞれどんな生徒を育てたいと思っているのか，そのためにどんな授業が必要だと
思っているのか，そのためにどう授業を行うのかを知ることが必要だと考えました。年に数回
の「学びあいの場」の公開授業の折には，違う学部の先生，これまで関わりが少ない先生の授
業をなるべく選ぶようにして「学びあいの場」に参加しました。これにより，校内のいろんな
先生方の考えが分かり，学校全体としての方向性が何か見えてくるかもしれないと考えました。
そして，実際に公開授業を観察したり，「学びあいの場」での授業者からの自評を聞いたりす
る中で校内の先生方の考えや思いに共感し，なるほどと思う機会がたくさんありました。数例
挙げると，小学部のＡ先生の国語の授業では，学習発表会を振り返って教師とやり取りしなが
ら児童の感想を引き出す授業をされていました。学習発表会という児童にとって一生懸命頑張
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った思い入れのあるものをテーマにして，教師と一緒に振り返りながら児童に考えさせる機会
を多くもち，また友達の意見を聞き合うことを大切にした授業でした。中学部のＢ先生の数学
の授業では，生徒たちにクリスマスツリーの飾りを作るという楽しい動機付けをもたせた上で，
自分が作りたい飾りの形や大きさを選び，さらにそれを作るための手掛かりも自分で選び準備
して，生徒がそれぞれ図形や立体作りを進める授業をしていました。高等部のＣ先生の生単の
授業では，生徒同士で楽しいお薦めの余暇活動を紹介し合い，生徒たちが互いに教えたり，教
えられたりして体験する授業をしていました。友達に紹介する活動やそれをどう説明するかを
生徒が自分たちで考えた上で友達に紹介し，活動のほとんどを生徒たちが主体的に進めていく
授業でした。これらの授業を見た中で，児童生徒が楽しいと思うことをベースにして，考える
こと，友達に自分の意見を伝えること，友達の考えを聞いて自分の考えを深めたり，自分の世
界を広げたりすることが共通していると気づきました。そして，そのような点がいいなとより
鮮明に思うようになりました。ただ，これは私が感じたり，考えたりしたものなので，学校全
体の方向性と言えるものではありません。授業にもよると思うのですが，学校全体としてどん
な授業を行っていくのが良いのか，共通したテーマがあると学校としてより一貫した教育を行
うことにつながるのではないかと今は考えています。 
 
（２） 授業を見せてもらった先生に何か役立つ意見を考え，伝えたい。
 授業を見せてもらい勉強させてもらった先生方に，何か役立つことができたらと考えていま
した。授業を見せてもらって，いいなと思うところを伝えたいし，授業がさらによくなる，授
業者のねらいにより迫るためのアイディアを一緒に考えたい，伝えたいと思ってきました。し
かし，年度の途中で話し合いのもち方が変更され，そのアイディアを直接授業者に伝えてはい
けないことになりました。その理由は，授業者が自分で気づき，自分で考える力を育てるため
には，他者のアイディアを聞いてそれをそのまま受け取るのではなく，授業者が自分で考える
ことが必要であるからというものでした。確かに，いつも周りの先生からアイディアをもらう
ことばかりを繰り返していたら，自分で考える力が育たないことになってしまうと思いました。
授業者がせっかく自分で考えようとしているところに，他者の価値観でよいと思うことを伝え
てもかえって邪魔になってしまうのかもしれないとも思いました。そう考えると，アイディア
をもらわない時間を保証されるのは，授業者の成長のための大切な時間であるのかもしれない
と思いました。自分が授業者の立場になったとき，すぐに答えをもらわなかったことで次の授
業までどう改善するか考え続けることができたことを思うと，意見をもらわずに自分で考える
時間をもらえることは意味があることだと実感しました。ただ一方で，自分で考えたり，気づ
いたりすることだけで「学びあいの場」が終わってしまうのは，恐いことだとも思いました。
自分が明らかに間違っている，違うことをしていることがあったとして，自分がそのことに気
づかなかったとしたら，ずっとそのまま過ごしていってしまうことになる可能性があるからで
す。「学びあいの場」は気づきを促してもらえる環境にありますが，本当に気づけるかどうか
は自分次第です。必要なことは，公開授業が終わっても自分で考え続けること，考えて改善し
たら，その後はやはり他者からの意見や指導をもらうことが必要なのではないかと考えました。
自分で考えた上で意見をもらうことは，自分では気づききれないことに気づくことや学ぶこと
につながる大切なことではないかと思うからです。限られた時間の中で，そのための時間をど
う捻出するかが今の課題です。 
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（３） 授業に関するアイディアやコツを学びたい。
授業に関するアイディアやコツを学ぶことは，自分の中の引き出しを増やし，目の前の生徒
によりよい手立てを考える上で大切なことだと思っていました。これを学ぶことを続けていけ
ば，そのアイディアや手立てが必要な生徒に出会ったときにすぐに生かすことができるものだ
と思っていました。そのため，授業を見せてもらう機会があるときには，まず環境設定やこれ
までにないアイディアは何があるだろうかという視点を必ずもって授業を見てきました。しか
し，自分の授業づくりを進めるうちに，アイディアやコツを学ぶことは必要なことであり，今
後も継続して学ぶ必要があることには変わりはないけれども，それだけでは生徒のために使え
る力になっていないのではないかと考えるようになりました。実態が似ている児童生徒たちは
もちろんいるけれども，やはり一人一人違っており，個人が違えば当然集団としても違ってい
る。その現実を考えると，目の前の児童生徒の実態をどう捉えるか，それに応じて必要な最適
な手立てはどうなのかを考える力をもち合わせていなければ，いくら引き出しを増やしたとこ
ろで生かすことはできないのではないかと思うようになりました。年度の途中で，「学びあい
の場」は授業の中での子供たちの姿を基に話し合うことに変更になりましたが，これも児童生
徒の実態を捉えるために必要な研修なのだと思いました。実態をしっかりと捉えられるように
なりたいと思ったとき，授業をどう観るかが次の課題として見えてきました。そして，この授
業を観るということが自分にとって難しさを感じるものであると思うようになりました。 
この一年を振り返ると，自分の中で「観ることができた授業」と「観ることが難しかった授
業」がありました。「観ることが難しかった授業」は記憶にあまり残っていないために考える
こともままならず，その後のワークショップでは自分の考えをどうまとめたらよいか苦戦しま
した。自分の中で「観ることが難しかった授業」の特徴を分析すると，授業の中でポイントと
なる場面に立ち合えなかったこと，個々の生徒に注目せず全体としての動きや授業の流れを漠
然と見ていたこと，授業者のねらいに迫る改善はこれ以上ないのではないかと判断しながら授
業を見ていたこと，授業者のねらいに沿うよりも自分の興味のある部分に注目して授業を見て
いたことであったと思いました。このとき，授業の後に自分の中に残ったものは少なく，また
ワークショップでもあまり貢献できずに終わったと感じました。しかし，もっと掘り下げて考
えてみたとき，自分は見せてもらった全ての授業においてどれだけ観ることができたのだろう
かと考えるようになりました。そして，これは授業を見せてもらうときだけではなく，自分が
授業をしているときにも同じことが言えるのではないか，私はどれだけ生徒一人一人と向き合
いながら授業ができたのだろうかと考えるに至りました。この授業を観る力，ひいては生徒と
向き合う力を高めることが，自分の授業力を高める上で大切なポイントであり，今の私の大き
な課題であると思いました。 
自分の弱点や足りない部分に気づくことは，嫌でも自分と向き合うことになり，これは辛く
感じることでもありました。しかし，気づかないままでいたら，自分の弱点を見ないままでい
たら，変わらない自分がずっと続いていくことになってしまいます。これは自分が困らなくて
も，生徒たちは困ることだと思いました。この辛い気持ちを乗り越えて，授業の見方を学びた
い，生徒と向き合う力を高めたい，生徒たちのために次の段階に進んでいきたいと考えるよう
になりました。 
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３ 「学びあいの場」から学びながらの授業づくり  
 
公開授業で行った情報Ｂグループの授業づくりに際して，考えたことや後に残った課題は
以下の３点でした。 
①授業づくりにおけるキーワード 
   ②生徒が分かって考えるために必要なこと 
   ③生徒にとって楽しいとは何か？ 
 これらについてどうだったか，振り返ってみます。 
 
（１） 授業づくりにおけるキーワード
 「学びあいの場」から学ぶ中で，私の中で大切にしようと思ったキーワードは「楽しい」「考
える」「生活に役立つ」の三つでした。ただ，他の先生の授業を見て，話を聞いて少しずつ自
分の中で目指したい姿が整理されてきたとき，このキーワードは並列ではなく順序や重みが違
うことに気づきました。「楽しい」はゴールでも目的でもなく，取り掛かりとなるもので，そ
れを通して考える力を身に付けさせたい，そしてその考える力は生活にも役立つだろうという
流れで考えました。情報だからこそできる楽しく考える授業をしたいと考えたとき，プログラ
ミングでゲームを作る学習を取り入れようと思いました。生徒たちはゲームが好きなので，そ
のゲームを考えるということをすれば楽しく考える学習を行うことができるのではと考えまし
た。 
 
（２） 生徒が分かって考えるために必要なこと
 公開授業までの授業では，生徒たちがプログラミングを少しずつ理解していく姿，与えられ
た課題を自分で考えて達成していく姿，そして達成して喜びを感じている姿を見て手応えを感
じていました。しかし，その後に迎えた公開授業当日，私は生徒たちのこれまでの姿を引き出
すことができませんでした。思いどおりに進まない授業から，私は自分の甘さと弱点に気づか
されました。この公開授業は，全体計画の中で大きな変化を迎えるタイミングの授業でした。
この変化のタイミングでの授業は，情報の授業に限らず，私が特に苦手としているところでも
ありました。自分の授業のビデオを見て振り返り，他の先生方からの投げ掛けをもらいながら
うまくいかなかった原因を探ると，前時に比べて課題設定を難しくし過ぎてしまったこと，初
めて使用するワークシートの使い方を丁寧に説明しなかったこと，ワークシートを活用し最終
的にどんなものができるかの見通しをもたせないままに各自で進めるような流れにしてしまっ
たことが大きかったのではないかと自分なりに結論を出しました。そのために，生徒たちの活
動が思うように進まず，私は授業でしたかったことの半分しか進めることができませんでした。
加えて，私のさせたいことと生徒の力が一致していないということは，私の実態把握が甘かっ
たということであることも思い知りました。ワークシートや環境設定についてばかり考えてい
ましたが，それを使うための丁寧な説明，生徒が内容を理解するまでの時間を計算に入れずに
授業を組み立てていたと気づきました。これは，これまでの授業の失敗とも共通していること
だと思いました。次の週の授業では，早速改善を行いました。「ああ，俺分かった。」という
生徒の声，ゲームを作って分からない点を質問する姿，友達に作り方を教える姿，友達のゲー
ムを楽しむ姿，感想を伝え合う姿など，自分が引き出したかった姿を見てほっとすると共に，
ねらったタイミングで，ねらった姿を引き出せるように今回の失敗を忘れないでいようと思い
ました。 
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（３） 生徒にとって楽しいとは何か？
 公開授業後の授業では，ゲームのキャラクターの種類や人数，スピードを生徒が自分で工夫
をしたり，友達のアドバイスを受けて変更したりして，ほとんどの生徒がそれぞれに楽しいと
思うゲームを作る姿を見ることができました。しかし，一人の生徒Ａさんだけは本人が楽しい
と思うゲームと友達から見た楽しいゲームが一致しないことが続いており，それが気になる点
でした。授業の最後には，友達のゲームを見て気づいたのか，友達からの感想やアドバイスを
もらう活動が影響したのか分かりませんが，Ａさんは友達と同じような場面を選んだり，キャ
ラクターを少し増やしたりしてゲームを設計し始めました。Ａさんにとっての「楽しいゲーム」
に気づいてもらおうと準備した手立ては使わないまま授業が終わりました。しかし，Ａさんが
設計したそのゲームをＡさん本人がどこまで楽しく感じていたのかは謎のままでした。Ａさん
にとって楽しいゲームとはどんなものだったのか。Ａさんの中の楽しさの定義はどんなものな
のか。その答えを追究しきるまでには至らずに，私はその題材を終えることとなりました。授
業を考えるとき，楽しさはベースであり目的ではないと思っていましたが，それ自体が合って
いるのかどうかも分からなくなりました。今もまだ答えは出ないままです。 
 
 
４ 最後に 
 
 一年間の自分を総括し，自分と向き合うことになるこの原稿執筆は，私にとって気が重いも
のでした。執筆に与えられた時間は２ヶ月あったにも関わらず，私が実際に書き始めたのは締
切の５日前でした。過去にないくらい，私はこの原稿に取り組む気持ちになることができませ
んでした。それは，自分のダメなところに向き合い，それを発信することの辛さに加えて，私
の中での気づきや学びを書いたこの文章は誰にも何にも役立つことはないのではないかという
疑問に答えを見出すことができなかったからです。でも，教師として生きていくからには，反
省的実践家であることが求められ，それはつまり他でもなくこの原稿を書いて自分と向き合う
ことなのだとの結論に至り，ようやくこの原稿執筆に向き合うことができました。そしてその
ことに気づいたとき，この原稿を書く機会を与えられたことは実は有難いことなのだと初めて
気づきました。 
そして，もう一つ気づいたことがあります。今年度からは，自分主体の研究・研修体制とな
ったと書いていましたが，これは一人だけで進めることができるということではありませんで
した。この研究・研修には，周囲の先生たちの存在と協力が欠かせませんでした。授業を見せ
てもらったこと，見せてもらった授業を基に自分ならどうするかを考えさせてもらったこと，
一緒に授業をしてもらったこと，自分の授業を見てもらったこと，授業についての疑問をラベ
ルに書いてもらったこと，私が気づくように，でも答えを言わないように頭を悩ませながら疑
問を投げ掛けてもらったこと，プロンプタの先生が温かい雰囲気をつくり私の意図を汲んで話
が進むようにかじ取りをしてくれたこと，「チーム越村」とグループ名を付け私のために考え
話し合ってもらったこと。思い返すとどれもとても有り難いことばかりで，私は今年一年周り
の先生方のおかげで気づきや学びを得ることができました。自分主体の研究・研修は，実は周
囲の先生方の中でしかできないことがよく分かった一年でした。いつも頭を使い気も遣って「学
びあいの場」をよりよい形にしてくれた研究・研修部の先生方と教職大学院の先生方，校内の
全ての先生方に感謝しています。ありがとうございました。 
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「学びあい」からの発見と教科指導 
～教科指導を通して 
生徒に付けたい力と教師として付けたい授業力～ 
高等部 坂田 喜和子  
 
１ はじめに 
 
 ４月より２度目の育児休業から復帰しました。復帰するたびに「変わった」と感じることが
大きく，できるだけ早く今までの教師としての自分の感覚を取り戻したいと感じる反面，自分
のライフスタイルの変化に伴って，仕事に対する姿勢や自分が担っている校務を管理したり，
遂行したりする方法を変え，常に交代や調整ができるようにしておかなければならないと感じ
ています。 
 年度当初自分が受けもつことになった生徒の実態と教科の年間指導計画から学習内容の計画
を立てる際「生活に生かすことができる」といったことを念頭に考えています。その思いは変
わりませんが，私なりの「生徒に付けたい力」とは何なのかを考えると，「生活に生かす」こと
ばかりを重視するのではなく，違った視点から考える必要があるのではないかと感じました。
そこで，私が考える「生徒に付けたい力」とは何かを考えながら授業で行ったことの変容を振
り返ります。 
 
 
２ 授業づくりの変遷 
 
（１） 生徒の実態と生徒に対する願い
 担当する数学科の生徒の構成は中学校から本校高等部に進学してきた生徒３名と中学部から
本校に進学してきた生徒２名の計５名でした。 
 高等部から入学した生徒には，ドリル学習に慣れているせいか計算はできますが，その計算
は何のためにしているかといった理解はなく，ただ機械的に計算している生徒，計算自体に苦
手意識があり，間違いを恐れるあまり答えを記入することに時間が掛かっている生徒がいまし
た。どの生徒も自分の思いを他の生徒の前で話すといった経験が少なく，自分の思いに自信も
ないため人前で話してくれないのだと感じました。また年度当初，気持ちが不安定で授業に参
加できない生徒がおり，４人で授業を始めることになりました。 
 中学部から進学してした生徒には，一つ一つの活動を丁寧に行うために時間内に終われず，
次の活動の時間も前のことが気になって集中できない生徒，楽しい気持ちが抑えられずに活動
に集中できない生徒がいました。見え方や考え方に独特の部分がありますが，どちらの生徒も
中学部での経験の積み重ねから，自分の思いを自ら教師に伝えて考えをまとめたり，意見を言
ったりといった，主体的に活動に参加する姿勢や意欲が見られました。「主体的」に学習する取
り組みをするためには，彼らの力が不可欠でした。 
高等部から入学していた生徒には考える方法を知り，その方法に基づいて考えたことの正否
について判断する活動を通して，自信をもって友達の前で堂々と発表することで，「自分にもで
きる」と感じる経験をしてもらいたい。また，気持ちが不安定で年度当初参加できなかった生
徒には，「できる」「わかる」と感じる授業を通して安定して授業に参加できるようになってほ
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しい。その上で自分の意見ばかりでなく，友達の意見を聞いたり，友達の意見を理解したりし
ながら活動する中で，そして他の生徒と評価しあって活動する中で，集団の中で自分を知るこ
とにつながっていってほしいと思っていました。 
 
（２） 数学の授業内容と計画
表１ 高等部の数学の年間指導計画（上段は月） 
４ ５ ６ ７ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 
数と計算 
１：小数 
２：分数 
３：大きな
数・概
数 
実務，図形・数量 
１：暦（カレンダー，
スケジュール帳），
時刻表の活用 
２：図形 
３：表・グラフ 
実務 
１：おおよその値段 
２：レシートの読み取
り 
３：割引の計算 
量と測定 
１：長さ 
２：重さ 
３：かさ 
 
 高等部の年間指導計画は以上のようになっていて，今年度は１の内容について学習すること
になっていました。今年度取り上げる内容は「小数」「暦（カレンダー，スケジュール帳，時刻
表の活用）」「おおよその値段」「長さ」になっていました。 
 学習指導要領の数学科の意義を読むと「生徒の数量的な感覚を豊かに」とあります。いつも
私はこの「感覚を豊かに」といった部分につまずきを感じます。どのような授業を行えばよい
のだろうと悩みます。感覚をつかむためにどういった学習内容にするか考え，自分の中で「学
習内容のつながり」「判断する」「理由を考える」「発表する」といった言葉をキーワードにして
考えてみることにしました。 
 
（３） ７月の授業を通して気づいたこと
年間を通しての学習内容につながりをもたせたいと考えていたので，４月からの学習で小数
の学習で使用していた数直線を使って，７月の授業でスケジュール帳の学習ができないかと考
えました。 
  
    写真１ 小数の学習で使った数直線    写真２ スケジュール帳で使った数直線 
 
ラベルに書かれたことやアクティブ・リスニングでの先生方の意見やアドバイスには，「数直
線を横から縦にした方が実際のスケジュール帳につながりやすいのでは？」「時刻表と一緒に使
うときは縦の方がよい。」といったアドバイスを受け改善してみました。すごく単純な提案です
が，発想を転換することでより良い方法を発見することができるのだと改めて感じました。 
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写真３ 数直線を縦に改善したワークシート 
「発表シートは生徒が理由を発表したり考
えたりするためには有効だ。」といった意見を
いただきましたが，自分の言葉で付け加えた
り，言い方を変えたりしてほしいと思ってい
た私の思いに対して，数直線を横から縦にす
ることで分かりやすくなったため，生徒が図
を指して発表する際に分かりやすく，あらか
じめ準備された説明ではなく，自分の言葉で
説明を書く姿が見られました。 
「学習内容のつながり」を大切にしたかっ
たので，スケジュール帳の学習の際に選んだ
数直線は横向きでした。しかし，アドバイスから横から縦に改善してみるうちに「実生活に即
して」「感覚を養う」という観点からは，市販のスケジュール帳や時刻表の表記にならって縦に
した方が時間の流れが分かり，生徒が活動しやすかったということに気づきました。自分の授
業に対する思いを反映させるのか，生徒の分かりやすさを重視するのかについてのバランスを
考えて教材の作成をすることの難しさに気づきました。 
また，時刻表から「どうしてスケジュール帳を題材に選んだのか。」といった質問を受けまし
た。私はこれまで高等部に所属することが多く，自分の中では疑問をもったことがないテーマ
でしたが，私にとって学習内容が形式化していることに気がつきました。年間指導計画から生
徒に教える内容を選定する際には，もっと広く学習内容を考えなくてはならないのだと気づき
ました。 
 
（４） ７月以降の授業づくり
 １月からの長さの学習では４月に行った小数の学習の振り返りをし，定規やメジャーで測っ
た長さについて単位を変えて表記しました。mmよりも大きな単位である cmで同じ大きさを表
すには小数を使うということを確認することができました。また，定規，メジャー，ノギスの
三つの計測器を，計測方法からどの計測器を使うかを考えながら様々な形の身近なものを測り
ました。選んだ理由を発表する際は，７月には机上のプリントで考えてから発表していました
が，１月からは生徒と一緒に考えた理由をホワイトボードに掲示し，全員でその理由を共有で
きるようにしました。基準となるホワイトボード上に掲示された理由のどれに当てはまるか考
えて自分の言葉で発表する活動に変えることができました。 
 高等部から入学してきた生徒が，活動をする際に友達に言葉を掛けたり，計測する道具を選
ぶ際に友達に意見を言ったりする姿が見られるようになってきました。この授業だけでの成果
ではないですが，生徒同士で考える授業を行うことで主体的に活動する場面が多くなってきて
うれしく感じました。 
 
 
３ 他の先生方のワークショップに参加して学んだこと 
 
 今年度たくさんの先生方の授業を観察させてもらった中で，私は今まで授業を観察する際に
授業の題材，教材の内容や使い方を中心に見ていたことに気づきました。ブリーフィングシー
トに書いてある授業者のアドバイスがほしい部分にクローズアップするためにどのような視点
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で授業を観察したらよいのか分かりませんでした。授業を観る視点やラベルに書くことの確認
がされる中で，初めて「生徒の発言や行動」ということに着目して観ると，児童生徒の活動や
目標の意図が分かり，評価の観点に気づくことができると感じました。 
 自分が他の教科で担当しているグループの授業も観察させていただきました。普段自分が授
業をしているときは，生徒に自分の作った教材の使い方や活動の流れの理解をどのようにして
もらうかということばかりを考えていて，生徒の手掛かりにしていることや友達の発表を聞い
ているときの反応などを観察する余裕をもてていないことに気がつきました。決まった流れの
中で，前時の振り返りをする場面，友達と活動をする場面，発表を聞く場面と友達同士や教師
の指示を受けて活動する姿を観察して，自分の授業でもその日の課題の内容の説明や振り返り
の場面での生徒への伝え方に対する考えを深めることができました。 
 また，「授業者に寄り添って」といった視点から授業者が何をしたいと思っているのかを汲み
取れるようにブリーフィングシートを読んだり，授業を観察する際，相手の立場に立って何を
伝えたかったのか考えたりする中で，同僚を理解しようとする姿勢の大切さに気づきました。
また，ラベルを書く際にどのようなことを授業者に伝えたいかを考える中で，また同僚に対し
てどのように伝えていくことで自分の思いがより伝わりやすいのかを考える中で，自分の思い
を相手に伝えるための表現方法の大切さに気づくことができました。 
 
 
４ おわりに 
 
本校で取り組まれてきた「キャリア教育」や「協同学習」の観点からのどのように取り組ん
でいくかを考えると勉強不足でどこをどう捉えて授業を組み立てていくかは考えがまとまらな
いことが多いです。しかし，私も教育の流れや時代の流れを積極的に学ぶ必要があります。苦
手意識をもたずに取り組んでいきたいと思います。 
高等部の生徒は卒業すると積極的に働きかけられて学習する機会が少なくなってしまいます。
学校にいた時間だけが生徒にとって成長のある学習をしていた時間ではなく，生涯に渡って学
習し成長していけるように，生徒が自分の力で問題を解決していく力を身に付ける必要性を感
じています。教科の内容も問題解決が行えるように考え，生徒がその経験を積んでいけるよう
に考えていきたいと感じています。今年度の研修を基に課題をもって自分の授業づくり，授業
改善ができるように力を付けていきたいと思います。 
また，これまでは授業づくりについてばかりを考えていましたが，自分が同僚にとってどの
ような存在であるかを考える機会は今までにはありませんでした。同僚の授業を糧にして学び
取る力と自分が同僚の働きに資することができるように考え，職務に当たっていきたいと思い
ます。 
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 「学びあいの場」から学んだこと 
～高等部『自立活動Ｃグループ』における授業づくりを通して～ 
 
高等部 竹脇 里織  
 
１ はじめに 
 
 平成２８年の４月より，高等部「自立活動Ｃグループ」の担当となりました。 
 高等部では，自立活動の時間として木曜日の６限に「自立活動Ａ・Ｂグループ」と「自立活
動Ｃグループ」の二つのグループに分かれて縦割りでの授業を行っています。 
 二つのグループの主な活動内容は，Ａグループは，「健康の保持」と「身体の動き」，Ｂグル
ープは，「心理的な安定」と「環境の把握」，Ｃグループは，「人間関係の形成」と「コミュニケ
ーション」です。 
 グループの分け方は，各自の「個別の教育支援計画」の支援目標を基にしています。年度初
めの４月，各自の前年度の「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」の評価や課題，前年
度末に作成した次年度の目標を受けて，担任をはじめ，高等部の教員全員で協議してグループ
分けを行っています。 
平成２８年度の「自立活動Ｃグループ」のメンバーは，高等部１年生４名，２年生３名，３
年生３名の計１０名です。 
 グループ分け後，各自の「個別の教育支援計画」の教育目標を基に，「個別の指導計画」の前
期目標を作成しました。４月末には，この目標について学部検討を行った後，個別懇談会にて
保護者の承認を得て授業実践が始まります。実践の中で授業改善を図り，９月末には前期の評
価を行い，それに基づいて後期目標の作成をします。後期も前期同様，「計画」→「実行」→「評
価」→「改善」を繰り返し行います。 
 以上のように，自分一人の思い込みではなく，その生徒に関わる全ての教員で，多面的な視
点から生徒の実態把握を行い，各自の実態に応じた目標設定や評価を行うことは大変心強いと
感じています。しかし，その反面，授業づくりとなると，自分一人で学習課題や活動を考え実
践することになります。いつも，「自立活動として生徒の実態に合った内容になっているのか」
と疑問を感じ，不安の中で授業を行っているのが実状です。今回，この「学びあいの場」を行
うことで，「こういった疑問や不安を解消できるのではないか」という期待をもって臨みました。 
 本稿では，私が平成２８年度に高等部「自立活動Ｃグループ」で行った授業づくりの変遷を
振り返るとともに，特に１２月に行った「学びあいの場」を通して，気づいたことや授業改善
についてまとめたいと思います。 
  
 
２ 自立活動の授業づくりに当たって 
 
（１） 自立活動に関連する「個別の教育支援計画」の教育目標（一部分抜粋）
「個別の指導計画」の自立活動の目標を立てるに当たって，各自の「個別の教育支援計画」
の中から自立活動に関連する部分を抜き出して参考にしました。以下に一部分を紹介します。 
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高３：ＭＫ 適切な言葉遣いや距離感，姿勢で教師や友達と関わることができる。 
高２：ＹＡ 丁寧な言葉や態度で，自分から教師や友達に質問や相談をしたり，会話を
したりすることができる。 
高１：ＳＹ 教師の指示を最後まで聞き，メモを取ったり，困ったときには丁寧な言葉
遣いで報告や質問をしたりしながら，作業に取り組むことができる。 
自立活動Ｃグループの１０名の生徒それぞれに，「適切な態度」や「丁寧な言葉遣い」，「困っ
たときの適切な対応方法」，「積極的な会話への参加」など，「人間関係の形成」や「コミュニケ
ーション」に関する目標が挙がっています。 
学校や校外就業体験先における生徒らの様子を振り返ってみると，教師からアドバイスを受
けた際に不満そうな態度で応対する様子や，体験先の職員の方に友達口調で話し掛ける姿，授
業中に何をしなくてはいけないのか分からなくなって無言で立ちすくむ様子，体験先の休憩時
に利用者の方との会話に参加できない姿など，それぞれの生徒がもつ課題が見えてきました。 
このような課題の背景には，生徒それぞれに「人と会話をするときのマナー」や，「集団の中
での振る舞い方」，「困ったときの対処方法」，「気持ちの切り替え方」などに対する理解の難し
さや経験の少なさがあるのではないかと考えました。 
そこで，このような実態をもつ生徒たちが日常生活や卒業後の社会生活において，身近な人
と適切に関わったり，意欲的にコミュニケーションを取ったりしながら豊かに生活していくこ
とを願って，「個別の指導計画」の自立活動の目標を考えました。    
 
（２） 「個別の指導計画」の自立活動の目標（一例）
各自の「個別の教育支援計画」の支援目標や上記で述べた生徒の実態を踏まえて，４月と９
月に「個別の指導計画」の自立活動の目標を立て，学習内容を考えました。 
以下に，私が「学びあいの場」で授業を公開した，１２月１２日の「気持ちのいい伝え方を
しよう！」について，目標の一例と学習内容の一部を紹介します。 
  単元名：「気持ちのいい伝え方をしよう！」 実施期間：１０月～１２月 
目 
標 
褒められたときやアドバイスを受けたときなど，身近な生活を想定した場面におい
て，どんな気持ちになるか答えたり，適切な対応の仕方を考えて模擬の会話場面で
実践したりすることができる。 
活
動 
・動画を視聴して，どんな気持ちになるか相手に何を伝えるかを考えて，ワークシ
ートに記入する。 
・ワークシートを手掛かりにして，ペアの友だちと模擬の会話場面で実践し，伝え
方について評価し合う。 
   
 
３ 「学びあいの場」を通じた授業づくり 
 
（１） 単元を設定するに当たって
本単元，「気持ちのいい伝え方をしよう！」では，日常生活や将来の社会生活において，「聞
いたことを的確に理解したり，判断したりする力」や「適切な態度や方法で相手に伝える力」
を育てたいと考えました。 
そのための工夫として，「日常生活や社会生活を想定した場面の設定」，「聞いたことに対して
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内容や自分の気持ちを分かりやすく整理する環境の設定」，「友達の意見を参考にしながら適切
な伝え方を考える協同学習場面の設定」を行いました。 
また，授業全体を通して，生徒同士で役割を分担したり言葉を掛け合ったりしながら主体的
に活動に取り組むことを大切にしたいと考えました。 
 
（２） 単元の目標
本単元の目標を以下のように設定しました。 
・学校生活や就業体験などの模擬動画を見て，自分の気持ちをイラストの中から選び，理
由について友達の意見を参考にしながらワークシートに記入することができる。 
・友達との模擬の会話場面において，適切な話し方や態度について考え，実践したり互い
に評価し合ったりすることができる。 
 
（３） 主な学習活動
１２月１２日の「学びあいの場」の公開授業で実施したメインとなる学習活動と使用した教
材・教具について以下に紹介します。 
 学習活動 使用教材・教具 
➊ こんな場面がありました 動画『こんな場面がありました』 
➋ どんな気持ち？ ワークシート『気持ちのいい伝え方をしよう！』 
➌ 発表タイム 記録用紙②『相手に伝えたいこと』 
➍ 台本を作ろう 
目標を決めよう 
ワークシート『気持ちのいい伝え方をしよう！』 
記録用紙①『気持ちのいい伝え方のポイント』 
❺ ｉＰａｄで撮影タイム ワークシート『気持ちのいい伝え方をしよう！』 
❻ 振り返りタイム ｉＰａｄで撮影した動画 
 
（４） 「学びあいの場」に向けた授業の変遷
１２月１２日の公開授業に向けて，授業づくりを進めていく中で，悩んだり，自分なりに改
善したりしました。主に改善を行った教材・教具と活動内容について以下に紹介します。 
 ➊学習活動「こんな場面がありました」について 
   「生活の中で役立つコミュニケーション」の力を伸ばしたいと考え，学習の中で取り扱
う場面を「休み時間の友達同士の会話」や，「校外就業体験先から指摘していただいた課題」
などを基に設定し，ワークシートに文章やイラストで提示することとしました。 
悩 
み 
授業開始時は，文章やイラストを用いて場面の説明を行っていましたが，場面を自
分のこととして捉えることが難しい様子が見られました。 
改 
善 
点 
生徒が設定された場面を「自分のこと」として捉えられるよう，文章やイラストで
はなく，動画『こんな場面がありました』で提示することとしました。生徒が場面
の状況を把握しやすいよう，登場人物はできるだけ少なくし，セリフも簡潔にしま
した。撮影方法も生徒の目線になるようにカメラを設置し，注目して欲しい部分を
ズームアップして撮影しました。 
 ➋学習活動「どんな気持ち？」➌学習活動「発表タイム」について 
   生徒が「自分で考えたことを整理して友達同士で伝え合う」という姿を引き出したいと
考え，ワークシートを作成して，自分の気持ちを選んだり，考えたことをメモしたりする
第３章
― 151 ―
ことができるようにしました。 
悩 
み 
自分の気持ちを選ぶことはできても，選んだ理由を記入することが難しい様子や，
友達の良い意見を聞いても，その後の自分の意見に反映させることが難しい様子が
見られました。 
改 
善 
点 
選択肢をイラストで示すことで，視覚的に理解しやすくしたり，友達から出た意見
をメモする欄を新たに設けたりしてワークシート『気持ちのいい伝え方をしよう！』
（図１）を作成しました。また，友達の意見を生徒全員で共有できるように，学習
活動として新たに➌発表タイムを設定し，記録用紙②『相手に伝えたいこと』を作
成して，教室の前方に貼り，記録係の生徒が友達の意見を記録していくようにしま
した。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 記録用紙①    図２ 記録用紙② 
（左ページ）      （右ページ） 
ワークシート『気持ちのいい伝え方をしよう！』一例 
 
 
図３ 記録用紙② 
『相手に伝えたいこと』 
 ➍学習活動「台本を作ろう・目標を決めよう」について 
   生徒が➊学習活動「こんな場面がありました」と➋学習活動「どんな気持ち」の中で考
えたことや，➌学習活動「発表タイム」で聞いた友達の意見を参考にして，「適切な話し方・
態度」「適切なやり取り」などについて考えたり，まとめたりして，グループの友達同士で
やり取りする場面を設定しました。 
悩 
み 
授業開始時は，自分で考えたやり取りを簡単にメモし，グループの友だちとロール
プレイをする方法で実施しました。しかし，やり取りを考える段階から何をしてよ
いのか分からない様子や，気を付けたいポイントについて整理することが難しい様
子が見られました。 
改 
善 
点 
生徒が「友達に伝えたい事」を考えたり，自ら考えたことや友達の意見をメモに取
ってまとめたりすることができるように，➍学習活動「台本を作ろう・目標を決め
よう」を設定し，ワークシート『気持ちのいい伝え方をしよう！』（図２）を作成し
ました。また，気を付けたいポイントについて考える際の手掛かりとなるよう，生
徒から出た意見をまとめた，記録用紙①『気持ちのいい伝え方のポイント』を作成
し，教室前方のホワイトボードに掲示し，いつでも参照できるようにしました。 
 ❺学習活動「ｉＰａｄで撮影タイム」❻学習活動「振り返りタイム」について 
   各自の意見やグループ内のやり取りなど，「学習したことを全員で共有する」ことができ
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るようにしたいと考え，授業の最後に「振り返りタイム」を設定しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
悩 
 
 
 
 
み 
授業開始時は，グループ内で行ったやり取りを全員の前で再現するという方法で「振
り返りタイム」を実施していました。しかし，５つのグループ全てが教室前に出て
きて再現していると時間が足りないことや，グループ発表のどの点に注目したらよ
いかが分からず，友達の発表からよい点を見付けることが難しい様子が見られるな
どの課題が出てきました。 
改 
善 
点 
前の学習活動でワークシートにまとめた内容を友達同士で実践するに当たって，❺
学習活動「撮影タイム」を設定し，ペアの生徒同士でセリフを言う場面をｉＰａｄ
で撮影し合うこととしました。そして，撮影した動画を❻学習活動「振り返りタイ
ム」にて，全員で視聴して，友達の意見を記録用紙①『気持ちのいい伝え方のポイ
ント』に記入することとしました。 
 
 
４ 「学びあいの場」を通して自分が学んだこと 
   
１２月１２日の「学びあいの場」に向けて，ブリーフィングシートの＜困っていること・ア
ドバイスしてほしいこと＞の欄に，三つの悩みを書きました。 
私の悩みに対して同僚の先生方がラベルコミュニケーションやアクティブ・リスニングで示
してもらった内容を紹介するとともに，それに対して自分が考えたことを示します。 
 
（１） 生徒が自分のこととしてテーマを受け入れやすい動画になっているか
小皿のタイトル ラベルの内容（一部分） 
・全員が場面の状況を理解して
いたか？ 
・どんな場面と捉えたのか？ 
・セリフの量・速さはどの程度
が適切？ 
・「仕事中に話し掛けられた」と
いう状況の理解 
・ＯＳさんが「困った」を選び，理由として「もう一
度お願いします。」と書いた。 
→ＯＳさんは，動画の登場人物が何と言っているのか
分からなかったのではないか？ 
・ＳＭさんは，T２に個別に状況を説明されて気持ち
を選び，アドバイスどおりの言葉を理由として書い
ていた。 
→ＳＭさんは，動画を見てどの程度状況を把握できる
のか？何を把握できると気持ちや理由を考えられる
のだろう。 
アクティブ・リスニングでは，『生徒たちが動画の状況や場面を理解できず，「自分のこと」
として考えることが難しいのではないか』という意見が出ました。今後は，提示する情報の量
や長さ，速さ，場面設定など，生徒にとって「分かりやすさ」「注目しやすさ」に配慮していか
なくてはいけないと考えました。 
  
（２） 自分の気持ちを整理し，友達の意見を参考にしながら考えられるようなワークシー
トになっているか
小皿のタイトル ラベルの内容（一部分） 
・考えたことを整理して分かり ・台本を作る活動の時にＮＫさんは，違う項目を書こう
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やすく伝えるワークシート
の機能，役割とは？ 
・聞く，書くそれぞれの時間が
必要？ 
としていた。 
→台本を作るためのワークシートなのか？友達とのや
り取りや学習したことを共有するためのワークシー
トなのか？ 
・ワークシートを書くときはみんな書いていたが，発言
を聞きながらメモを取る生徒はいなかった。 
→実態として話を聞きながらメモが取れる生徒か？ 
アクティブ・リスニングでは，生徒がワークシートを使いこなせていない現状が分かるとと
もに，『ワークシートの内容が一部の生徒にしか「分かりやすい」ものになっておらず，求めら
れている活動を分かって動けていないのではないか』という意見が出ました。今後は，生徒に
とって「分かりやすい」ワークシートになるように，載せる言葉をシンプルにしたり，イラス
トや画像，記号などを用いて視覚的にとらえやすいようにしたりするなど工夫していきたいと
思いました。 
  
（３） 友達の意見や発表を認め合えるような活動内容や記録用紙になっているか
小皿のタイトル ラベルの内容（一部分） 
・どうしたら書きやすくなる
か？ 
・その生徒に合わせた見るポイ
ントがある？ 
・ＫＦさんが友達の発表を記録していた時，ペンの色を
変えていたが，色を変えることに意味はあったのか？ 
→何のために記録を書き残すのか？ 
・振り返りタイムでＹＨさんの動画を見て他の生徒が
「聞こえにくい」と言い，ＹＨさんは「僕には聞こえ
ました」と言った。 
→言葉の内容？話し方？どちらをポイントとして評価
するのか？ 
アクティブ・リスニングでは，メモの取り方や友達同士で評価する際のポイントについて生
徒が分かりにくそうにしている姿が見られたとの意見が出ました。今後は，友達の意見を簡潔
に記録した物や，見てすぐに分かるようにポイントが示された物などを準備して，全員が見ら
れる場所に掲示することで，生徒の手掛かりとなるような掲示物の工夫を行っていきたいと思
いました。 
 
 
５ 「学びあいの場」を終えて 
 
 今回の１２月１２日の「学びあいの場」を終えて感じたことは，自分への「危機感」です。 
自分の授業づくりにおいて，「学習課題の設定が間違っていたのではないか？」「生徒の実態
把握が適切にできていなかったのではないか？」「使用した教材・教具の妥当性はこれでよかっ
たのか？」など，今でも自問自答しています。 
 私が本校に赴任して９年が経過しました。この間，小学部や高等部において担任をしながら，
「分かって動ける授業づくり」「支援ツール」「主体的な活動」「キャリア発達」など，その時の
研究テーマに向かって，私なりに考えたり，同僚の先生方と協力し合ったりしながら一歩ずつ
前に向かって進んできたと自負していました。 
 しかし，今回の「学びあいの場」でのアクティブ・リスニングで出た意見を振り返ると，自
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分のこれまで大切にしてきたことが不十分または不適切で，あまり機能していないという現実
に気づかされました。自分の授業づくりの拙さを強く感じています。 
 今年度に入って学部研がなくなり，全学部を通しての「学びあいの場」となったことで，広
い視点で授業や児童生徒を見ることができ，自分では気づかなかった問題点を発見することが
できるようになったと思います。今後はこの，問題点に対してどのように改善していくかを考
えていく場合，対象となる生徒と普段から関わっている同僚教師同士での深め合いも必要だと
感じました。 
 私がこれまで本校で学んできたことをもう一度確認しながら，授業づくりや授業改善に臨ん
でいきたいと思います。 
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図１ 今年度取り組むこと 
にした木工班の仕事 
 
 
生徒がやりがいを感じ， 
  協力し合って取り組む授業づくりを目指して 
～高等部木工班における現状と，生徒の実態を鑑みた活動の工夫～ 
 
 
高等部 野﨑 美保  
 
１ はじめに 
 
今年度，高等部木工班の担当になりました。高等部では，作業学習を展開するに当たり，ど
のような作業種が良いか検討を重ねてきていますが，木工班は存続について何度も話題に挙が
っている班でした。調理系の作業班への要望は高いものの，施設整備のための予算が見込めな
いことがあります。木工班における物を製作する活動は生徒自身の取組が目に見えて分かるこ
と，販売につながることで仕事のやりがいを感じられることなどから存続しているという現状
です。また，昨年の担当者からは，複雑な工程の物を製作することは難しいが，簡単な物であ
ると膨大な数が仕上がっていくことや，門松の製作については土台にする太い竹が手に入りに
くいことなどを伺い，木工班の取組みについて検討していきたいと考えました。 
 
 
２ 今年の実践を始めるにあたって考えたこと 
 
（１） 木工班の仕事内容について
木工班の生徒の個別の教育支援計画の目標には，「指示を最後まで聞いて取り組むこと」「自
分から質問をすること」「効率良く仕事に取り組むこと」などが挙がっていました。そこで，生
徒が指示をきちんと聞いたり，分からないことを自分から質問したりする必要性のある活動を
多く展開し，仕事を効率良く行うための方法について考える機会を増やしたいと考えました。
また，単に仕事に取り組むだけではなく，何のために行う仕事なのか，自分のした仕事がどの
ような人の役に立つのかなどを理解して，やりがいを感じなが
ら仕事に意欲的に取り組む姿を目指したいと考えました。 
そこで，木工製品作りと門松作りに加えて，依頼を受けて仕
事に取り組むことで，様々な種類の仕事に取り組む機会を増や
し，依頼者との直接のやり取りを通して仕事のやりがいを感じ
られる機会を増やすことができるのではないかと考えました。
また，畑仕事についても，年間を通して展開することで，いろ
いろな展開を工夫できるのではないかと考え，今年度は四種類
の仕事に取り組みたいと思いました。 
 
（２） 授業の展開について
複数の種類の仕事に取り組むことや，集中して活動に取り組
める時間の短いＴＹへの配慮，ＴＹやＹＹが友達の様子や友達からの呼び掛けなどを手掛かり
に主体的に活動できるようにしたいという思いから，作業の活動時間を四分割し，Ｔ１とＴ２
が異なる仕事を担当し，生徒は２組に分かれて仕事に取り組むこととしました。 
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写真１ 糸のこぎりで 
切断する生徒 
 
組編成 リーダー ＹＨ ＭＫ 
メンバー ＭＡ，ＴＹ ＹＹ，ＮＫ 
展開 日誌記入 
打ち合わせ 
仕事① 木工製品作り Ｔ２担当 畑仕事・委託作業 Ｔ１担当 
仕事② 畑仕事・委託作業 Ｔ１担当 木工製品作り Ｔ２担当 
仕事③ 木工製品作り Ｔ２担当 畑仕事・委託作業 Ｔ１担当 
仕事④ 畑仕事・委託作業 Ｔ１担当 木工製品作り Ｔ２担当 
片付け，掃除 
反省会 
表１ 組編成と授業の流れ 
 
 
３ 四種類の作業による実践 
 
（１） 木工製品作り
 
① 生徒の実態からの活動の工夫 
糸のこぎりを使って木を切ることに少し恐怖心があり，直 
線は可能ですが，曲線や複雑な模様を切ることは難しい生徒
がほとんどでした。そこで，直線を切るだけで製作できる鉢
置きや小物入れを製作することにしました。また，観葉植物
とセットにすることで販売数を見込みたいと考え，園芸の仕事も組み入れることとしまし
た。 
写真２ 
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写真３ 製作した門松 
 
写真４ 一人ずつ野菜を
担当 
② 生徒がやりがいを感じるための工夫 
製作目標数や完成数を記入する一覧表を活用し，仕上がった数と残りの必要数などを確
認しながら販売に向けての意欲を高めました。また，学習発表会やサンサンサンふれあい
交流フェスティバルでの販売に向け，全員の前で販売担当の生徒に依頼したり，事後には
売上額の発表や販売時の様子を伝えたりしました。 
 
③ 生徒の様子 
販売の日を楽しみにしながら，観葉植物を大切に育てたり，たくさんの製品を作ろうと
苦手な釘打ちにもあきらめずに取り組んだりする姿が見られました。（ＭＡ，ＭＫ） 
 
（２） 門松作り
① 現状からの活動の工夫 
門松の土台にする太い竹が竹林に少なくなっていること，竹
を切るためにかなりの労力と時間を要し，秋季就業体験明けの
取組では生徒の力のみでは難しいことなどの現状を受け，土台
をプラスチックのケースに変更し，布を巻いて装飾することと
しました。製作時期が限定されず，生徒の取り組める活動も増
えました。 
 
② 生徒がやりがいを感じるための工夫 
必要数を提示し，完成数と残りの必要数などを一覧表で確認しながら作業に取り組むよ
うにしました。また，注文された保護者へ製品を直接手渡す機会を設けたり，例年同様に
代表の生徒が大学へ出向き，お世話になっている先生方へ校長先生とともにお渡ししたり
しました。そして，お渡ししたことを他の生徒にも伝えました。 
 
③ 生徒の様子 
その日の目標数を意識し，仕事をやり遂げようと根気強く竹切りに取り組む姿がみられ
ました。（ＭＫ） 
 
（３） 畑仕事・園芸
 
① 現状からの活動の工夫 
木工班ではこれまでも，苗植えや収穫期に集中的に時間
を設けて畑仕事に取り組み，さつまいもや大根など収穫し
た野菜を高等部生徒が家庭へ持ち帰ったり，給食の食材と
して使っていただいたりしていました。しかし，木工班で
農作業をすることの意義は見出しにくかったものと思います。
今年は，苗の数を少なくしていろいろな種類の野菜作りに通年
で取り組みたいと考えました。雨天時にも取り組める活動とし
て，木工製品とセットで販売する観葉植物の世話や植え替え等
の園芸作業にも取り組みたいと考えました。 
図２ 
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写真６ 担当のきゅう
りを世話する生徒 
 
② 生徒がやりがいを感じるための工夫 
収穫した野菜を校内で販売することにし，野菜ごとに担当者
を決め，野菜作りから収穫，袋詰め，値段設定などの販売準備
までを担当の生徒が行うことにしました。 
 
③ 生徒の様子 
・野菜の著しい成長をうれしそうに観察し，販売を楽しみ
にしながら一生懸命に世話をする生徒の姿が見られました。
（ＭＡ，ＹＨ） 
・除草の際に弱音を吐くことが多かった生徒も，小学部の皆
さんに芋掘りをしてもらうための除草であることを伝える
と，「小学部さんが芋掘りをしやすいように」「転ばないよ
うに」と相手のことを考えて，暑い日にも一生懸命に除草
に取り組む姿が見られました。（ＭＫ） 
 
（４） 委託仕事
 
① 現状からの活動の工夫 
行事などの準備をする際に高 
等部の生徒の力を借りることが 
よくあります。そこで，先生方    
から依頼を受ける形で校内のい   
ろいろな軽作業に通年で取り組  
めないかと考えました。 
この仕事に取り組むことで，生徒の様々な仕事 
の経験を増やすことと，今後，高等部で取り組む 
新しい作業種のヒントにしたいという思いがあり 
ました。 
 
② 生徒がやりがいを感じるための工夫 
高等部以外の先生方からも幅広く依頼を受けた 
り，依頼の仕事内容等について視覚化して分かり 
やすく伝えたりするために，仕事依頼書を作成・掲示しました。仕事終了後は，生徒が
実際に依頼主の先生へ届ける機 
会を設けるようにしました。 
 
③ 生徒の様子 
    納品時に，「また仕事をお任  
せください。」と自分から言う 
様子が見られました。（ＹＨ） 
写真５ 野菜の無人販売 
 
写真７ パイプ椅子運び 
 
写真８ 名札カードの入れ
替え 
 
写真１０ ゴロ卓球ラケットの 
納品 
 
写真９ 名札の納品 
 
図３ 仕事依頼書 
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４ １月からの授業実践 
（１） 授業改善
これまで授業を進めていく中で，次の３点について課題に感じていました。 
① 
目標や評価の発表
について 
・全員での目標発表や振り返りに時間を要するものの， 
友達の発表を聞く意味合いが薄い。 
② 
生徒の目標設定に
ついて 
・一日の授業の中で，複数の種類の仕事に取り組むことに
なるため，生徒が設定した目標と直接関係のある仕事場
面が限定された一部のみになることがある。 
③ 
作業日誌への教師
のコメント記入に
ついて 
・作業後，教師の日誌記入に時間を要するが，生徒の理解・
実感につながりにくい。 
 ２月の「学びあいの場」で授業を見てもらうに当たり，これらの点について改善した
いと考えました。改善した内容は，次の表のとおりです。 
目標や評価の発表について  
 
 
 
 
 
 
写真１１ 友達との目標確認 
 
改 
善 
点 
変更前 変更後 
・ＭＫが進行 
・授業の始めと
終わりに６人
で確認 
・各組のリーダーが進行 
（ＹＨ，ＭＫ） 
・仕事のコマごとに３人で
確認 
・口頭のみで発
表 
・目標カードにマジックで
書き，友達の目標や評価
を確認しやすく視覚化し
て発表  
 
 
 
 
 
 
 
図４ 目標カード 
変 
容 
・目標カードを見て友達の発表を聞く様子が多
く見られた。（ＴＹ，ＹＹ） 
・リーダーとして聞き取りやすい声で進行した
り，友達が活動から逸れている際に，自分か
ら言葉掛けをしたりする様子が見られるよ
うになった。（ＹＨ） 
・グループの友達の活動の様子をよく見たり，
励まし合ったりする様子が見られた。 
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（２） デコパージュ製品の製作（マグネットや木製クリップなどへのデコパージュ）
 
① 生徒の実態からの活動の工夫（写真１２） 
ＴＹが接着や切り取りなどの工程を自分で進
められるよう，一般的な手順から，ナプキンペ
ーパーをマグネットに接着し，２度塗りしてか
らはさみで周囲を切る手順に変更しました。また，ＹＹ
が木製クリップのすべての面に塗り残しなく一人で専用
液を塗るための補助具を工夫しました。 
 
② やりがいを感じるための工夫（図６） 
デコパージュの工程を分担し，友達へ依頼したり，仕
上がりを確認し合ったりする機会を設定し，グループの 
  メンバーが協力して製品を仕上げる形にしました。 
 
③ 生徒の様子（写真１３） 
・見通しをもち，楽しそうに仕事に取り組む姿が見られ，集   
中して仕事に取り組む時間が増えました。（ＴＹ，ＹＹ） 
・グループの友達の仕事を確認する際に，曖昧に「ＯＫ」を
出すのではなく，「どこを確認したらよいですか」と自分から質
生徒の目標設定について  
 
図５ 変更後の作業日誌 
改
善
点 
 
変更前 変更後  
・個人で設定
する目標
は一つ。 
・目標と関連
する場面
が少ない。 
・作業日誌の様式
を変更し，仕事
のコマごとに具
体的な仕事内容
を確認した上で
目標を設定。 
 
変 
容 
・同じ仕事に再度取り組む際，改
善点を意識して確実に取り組む
様子が見られた。 
（ＴＹ，ＮＫ） 
 
  
作業日誌への教師のコメント記入について 
改
善
点 
変更前 変更後 
・授業の終わりに記入する。 
・時間がなく，その場で記入できないこともある。 
・仕事のコマごとに記入する。 
変
容 
・取り組んだ内容の説明に加えて，生徒本人への称賛，改善点などについて記入し，生
徒に直接伝えることができた。 
写真１２ 
図６ 
写真１３ 
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問をする様子が見られました。（ＭＡ，ＹＨ） 
・テープ貼り，接着，切り取りなど，担当の仕事の質が向上しました。（全員） 
・友達の日誌への評価記入の際に，友達を励ますコメントを書くなど，グループで協力し
て製品を仕上げるという意識に高まりが見られました。（ＮＫ，ＭＫ） 
 
 
５ 今年度の実践から感じたこと・考えたこと 
 
（１） 高等部木工班における授業実践より
「災い転じて福となす」というように，課題であった事柄をきっかけに新しい方法を見出し，
更に活動を充実させていけるのだということを実感した一年でした。また，どのような作業種
に取り組むかより，作業学習を行うことで生徒のどのような力を高めたいのか，生徒にどのよ
うな姿になってほしいと願うのか，という教師のねらい，願いが大切であることも強く感じま
した。今年の取組において，どのような仕事に対しても，やりがいを感じながら意欲をもって
取り組む生徒の姿を見ることができたことをうれしく思っています。 
 
（２） 「学びあいの場」における授業より
たくさんの先生方の授業を参観させてもらい，その日の授業の中で児童生徒にどのような姿
を願い，何をねらうのかを授業者自身が明確に捉えられていることの大切さを感じました。願
い，ねらいが明確であれば，自ずと工夫が生まれるからです。また，自分自身の授業づくりは，
それまで課題と感じていながらも取り組めずにいた事柄に集中的に取り組める機会となりまし
た。生徒が主体的に活動に取り組む姿，友達同士で言葉を掛け合って協力する姿，そして仕事
の質が向上する様子など，短期間にも多くの変化を見ることができ，自分自身，教師としての
やりがいを感じられる充実した期間となりました。本校での勤務は８年目を終えますが，授業
づくりに携わり，多くの先生方から学ばせてもらったことの一つ一つが自分自身の糧となって，
今回の授業づくりへとつながっていることを実感しています。これまで学ばせてもらったこと
に感謝し，今後も，生徒がやりがいを感じ，友達と協力し合って取り組む姿を目指して授業づ
くりに取り組んでいきたいと思います。  
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生活に生かす知識や技能を身に付ける授業を目指して 
～高等部数学科の授業において，同僚からの気づきに支えられて～ 
                        
 高等部 堀 ひろみ  
 
１ はじめに 
 
 本校に着任してから４年がたとうとしています。今年度は教員２５年目にして初めて高等部
に所属することになりました。 
 高等部の授業では国語や数学を担当することになりました。年間指導計画に基づいて授業を
作っていくわけですが，このときに以下のようなことを願いとしてもちました。 
 「社会生活においても生かすことができる」を目指して， 
 
数学の授業においては， 
・「そういうことか。」「こうなっていたのか。」と気づくことができるように，題材を生活の
中から選定する。 
・生活の中で生かせるのか，将来生かしていく方法は何であるかを考え活動を設定する。 
 ・学習に見通しをもたせ，ねらいを明確に示しながら，できたことを認め，次もやってみた
くなるような課題を設定していく。 
・友達と関わる場面を設定し，友達の様子や考えにも目を向けられるように仕掛ける。 
などのような生徒たちへの願いやねらいをもち，授業を行ってきました。 
 
 
２ これまでの数学 
 
 年間指導計画では，３か年を見通して，まんべんなく数学の領域が学習できるように題材につ
いて定めてあります。私は，それぞれの題材において，①生活の中での発見，②これから使えそ
うな力，③友達同士の学びあいという３つの視点に分けて，活動内容やねらいを設定しました。 
 以下にこれまで行ってきた授業について一覧にまとめます。 
時期 題材 ①生活の中での発見 ②これから使えそう
な力 
③友達同士の学びあ
い 
４月 
５月 
６月 
小数 
 
・１より小さい数には小数
点を使って表すことを
知る。 
・小数点の付いた数字を
整数と小数に分けて
答えることができる。 
・役割交代による，問題
の出し合いを行う。 
・正誤を確かめる。 
７月 
８月 
カレンダー 
 
・いろいろなカレンダーの
見方や規則性を知る。 
・何週間後や第○何曜日
の日付を読み取る。 
・役割交代による，問題
の出し合いを行う。 
・これまで無意識に生活の中で使っていたもの，目にしていたものが自分の生活にどのよう
に結び付いているかに気づき，発見をしてほしい。 
・授業の中でだけでなく，別の場面でこれから使えそうな力を身に付けてほしい。 
・友達同士で学び合ってほしい。 
第３章
― 163 ―
９月 ・記号を使った日付と行
事の文字を見てカレ
ンダーに書き込む。 
・正誤を確かめる。 
 
 
１０月 
 
２月 
３月 
（予定） 
金銭 
 
 
 
 
・買い物の際にはぴったり
でなくても，一の位や十
の位で切り上げておつ
りをもらえる金額で出
す。 
・手早く会計する。 
・所持金でやりくりす
る。 
 
 
・店と客のやり取りを行
う。 
・金額を確かめる。 
 
私自身のねらいや願いを明確にして取り組んだと思う反面，生徒自身は，「分からない」と逸
脱してしまったり，個別に言葉を掛けないと回答がなかったりという様子が見られたように思
います。そして，「協同学習を」と思ってもどこか生徒は受け身的で「先生から言われるからや
る」といったように感じました。 
 原因として， 
・生徒の実態に合っていない，今の力以上の課題を設定してしまっている。 
 ・実態を探りながら進めていて，学習内容が定まらない，生徒にとって見通しがもてない。 
・役割交代の課題では，正誤の判断基準が分からない，知識技能が定着していないので生徒
が自信をもって活動できない。 
など，推測していました。 
 どのようにすれば，生徒の気づきを促すような活動を設定できるのか，どうすれば生活に使
えそうな力を身に付けることができるのか，どのような協同学習が成立するのか，など悩みは
多くありました。 
 
 
３ 学びあいの授業（「長さを測ってみよう」）より 
 
（１） 単元について
まず，生活に生かせるための「長さ」を生徒たちにどのように提示するかを考えまし
た。活動として，長さを測るというだけでは楽しみや達成感があまりありません。一
方で，「生活の中に必ずしも定規や巻き尺などが傍にあるわけではない。そんなとき，
私たちは自分の体を基準にして，物に照らし合わせて目測することが多いのではない
だろうか。」と考え，自分の体にも「長さ」があり，体を使って「長さ」が分かるとい
うことを伝えたいと思いました。そこで，次のようにねらいを定め，学習を設定する
ことにしました。 
・様々なものに「長さ」があり，自分の体の部分にも「長さ」がある。（①） 
・自分の体を使って，「長さ」の見当を付けることができる。（②） 
・友達同士で，長さを測る，確かめ合うという活動を入れることで，いろいろな測り
方があることに気づくことができる。（③） 
   
（２） 生徒の実態より
現在の学年までの学習記録より，線やテープを測る経験はあり，定規の目盛りを読む
ことができること，「㎝」や「㎜」で表記することができることが分かりました。 
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単元を進めていくと， 
・文房具のような立体の物の長さに対する始点や終点が分からない。 
・「〇㎝△㎜」と表記する生徒と小数点を使って「〇．△㎝」と表記する生徒がいる。 
ことが分かってきました。このような実態から，長さの見当を付ける，というねらい
は，生徒の実態に合っていないかもしれないと思いましたが，生活に役立てる力にし
てほしいという思いから，そのままねらいを変えずに活動を設定していくことにしま
した。 
  
（３） 課題と活動の設定について
生徒の実態に配慮し，課題を達成することができるように，次のような支援をしま
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４） 観察者のラベルより自分の気づきへ
ラベルコミュニケーションでは，次のようなラベルが出されました。テーマごとに
様々な意見をもらうことができました。自分の気づきにつながったテーマについて整
理してみました。 
 
 
 
 
 
 
補助具を使用してみたものの，正確に長さを測ることはまだ定着していないことが
分かりました。細かいステップで学習を進め，生徒の実態に合った課題を設定してい
くことが重要であると感じました。 
                         ピン！ 
      
 
 
・「〇㎝△㎜」，「〇．△㎝」
と表記の仕方が生徒によ
り異なる。 
・数量の理解として，別に単元を組み
教える内容なので，今回はどちらの
表記でも生徒に修正を求めない。 
 
ラベル１ 
Ｂさんがものさしとシャーペンの芯入れを両手で押さえて測っていた。 
（生徒の様子より） 
身体を使う前に正確に長さを測るための測り方が身に付いているのだろうか。 
                         （観察者の疑問） 
＜気づきＡ＞道具の扱いに際して，正しい使い方に加えて，目的に応じるための
適切な方法を生徒の理解に沿って丁寧に正確に教えることは学習の基礎基本で
ある。 
・見当を付けることが難しい
のでは？ 
・指の長さ，親指と人指し指の間の長
さを測る活動を取り入れる。 
・ビニールテープで指の長さを示す。 
・立体の物を正しく測ること
ができない。 
・どこが終点の目盛りなのか
分からない。 
・補助具（写真１）
を用いて，立体の
物の終点が分か
るようにする。 
写真１ 
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「立体の物の長さを捉えることは単純なことではない」と，はっとさせられました。
生徒の特性を捉え，生徒が分かりやすい活動を設定することが大切であると考えさせ
られました。 
                          ピン！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表記について生徒が混乱していることが分かり，曖昧なままにしておくのは良くな
いと思いました。 
                  ピン！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
友達の測るところを見せる，測ったものを発表する，比べるなどの活動を通してで
ラベル２ 
Ｃさんがホッチキスの長さを測るときにホッチキスを立たせたり，寝かせたりし
ていた。 
Ｃさんは，消しゴムを親指と人差し指で挟んで持った。消しゴムの幅の指の形を
した。                     （生徒の様子より） 
 
どこを測ろうとしていたのか。 
指の端から端までが「長さ」であることをどれくらい理解していると思うか。 
                         （観察者の疑問） 
ラベル３ 
Ａさんが５．９㎝，Ｃさんは５㎝９㎜と書いていた。Ａさんは「同じです。」と
言ったが，Ｃさんの返事はなかった。 
Ｄさんが〇㎝△㎜と〇．△㎝と混ぜて表記していた。 
（生徒の様子より） 
㎝，㎜はどんな答えを導き出すものなのか。 
どっちを使ってもよいがどれくらい伝わっていると思うか。 
（観察者の疑問） 
＜気づきＢ＞生徒の「長さ」の認識はどの程度なのだろう。そこをしっかり把握
して課題を提示していこう。 
ラベル４ 
自分の手で長さを表す活動で教師が消しゴムを提示すると，Ｅさんが指で形を
作った。その様子を横にいたＤさんとＢさんが横目で見ていた。その後，教師
の問い掛けにＥさんと同じ指の形をしていた。ものさしとシャーペンの芯入れ
を両手で押さえて測っていた。            （生徒の様子より） 
 
「自分とは異なるやり方を知る」という協同学習につながっている場面では？ 
（観察者の疑問） 
＜気づきＣ＞単位の使い方について，学習での共通のものとして，明確に提示す
る必要がある。 
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も，友達と自分の違いについて気づくことができるのかも，もっと簡単に考えてもよ
かったと思いました。 
                        ピン！ 
   
 
（５） その後の授業について（「学びあいの場」での気づきを生かして）
 以後の学習では，巻き尺を使って長さを測定していくことにしまし
た。「学びあいの場」での気づきを基に改善したことは， 
＜改善策Ａ＞ 道具の使い方を丁寧に正確に教える 
巻き尺を使うのは初めてだったようです。使い方について細かく提
示し，習得するまで確認を繰り返してみました。生徒たちで測った後
に教師の方でも測って数値が合うか，正しく測ることができたかを確
認する場を設定しました。 
       始点 巻き尺のどこが０か 
          ０を測る物のどこに合わせるか 
       終点 どこが終点になるのか 
          どの目盛りが終点を指しているのか 
そして，正しく測るためのポイントとして，巻き尺を張って（「ぴん
とまっすぐ」という言葉で提示），測るものに沿わせるように注意しま
した。 
＜改善策Ｂ＞「長さ」の認識の把握  
どこからどこまでを指しているのか，始点と終点が分かるように，
ｉＰａｄのアプリを使用し，測るところ（＝長さになるところ）を明
確にするために線を引くようにしました。 
＜改善策Ｃ＞ 単位について共通のルールを示す  
 使用する単位や表記の仕方を「〇m△cm」と決めました。 
＜改善策Ｄ＞ 協同学習の場を幅広く考えて設定する 
 一人では測れないという必然的な設定があるため，巻き尺を始点と終点を持つ人で分けまし
た。２人と３人のグループに分かれて測ることにしました。 
ワークシートに「始めの人」＝始点を０に合わせる人，「目盛りの人」＝目盛りを読む人とい
うように，役割分担を書き込む欄を作りました。 
 
（６） 生徒の様子や変化
＜改善策Ａ＞に対する実践より 
巻き尺を使うことが初めてだったこと
もあり，０の位置が曖昧だったり，目盛
りの読み方が分からなかったりすること
が見られました。使い方についてポイン
トとなる事柄を一つずつ，生徒に定着す
るまで確認するようにしました。そのこ
とによって，０の位置をずれないように
しっかり押さえる生徒や測るものに沿っ
ここまで測るん
だったね。 
＜気づきＤ＞協同学習を柔軟に捉えてみよう。                    
図１ 提示した使い方 
写真２ 写真アプリの画像 
写真３ 
お０をしっかり合わせて測るよ。 
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て巻き尺をまっすぐ伸ばそうとする生徒などが見られました。（写真３） 
＜改善策Ｂ＞に対する実践より 
 写真アプリを用いることで，どこを測るのかが視覚的に分かりやすくなり，そこに始点，終
点も示したので，どこからどこまでをどのように測るかが分からないという生徒の困り感が解
消できたのではないかと思いました。また，生徒が「僕はここからここまでを測りました。」と
自分で線を記し，発表時に用いることができました。 
＜改善策Ｃ＞に対する実践より 
「メートル」は初めての知識だったようです。まず，巻き尺の「ｍ」表示に気づかせ，今ま
での㎝の知識を生かして，１０㎝ごとに目盛りを指し，何㎝か答え
る活動を入れました。９０㎝の次は「１ｍ」ということが伝わりや
すかったように思いました。目盛りを読み取る際には「ｍ」の表示
に目を向け，〇ｍ△㎝と答えることができました。（写真４） 
＜改善策Ｄ＞に対する実践より 
 巻き尺の使い方について，「ぴんとまっすぐ伸ばす」ことを伝え
た後，実際に測る活動で，２人で始点と終点に巻き尺を当てても，
間がたるんでいたため，「Ｂさん，まっすぐになるように持ってくだ
さい。」と生徒が言ったことがありました。次に測るとき，Ｂさんは，
「誰か持ってください。」と自分から友達に伝えていました。そんな
経験があり，次からは「僕が持とうか。」「〇〇さん，手伝ってくだ
さい。」など生徒同士で言葉を掛ける様子が見られるようになりまし
た。（写真５） 
 また，ワークシートに役割分担を書き込むように したことで，
２人で巻き尺を測るものに沿わせながら，始点と終点を確認して
目盛りを読む様子も見られました。 
 
 
 
４ おわりに 
 
 この一年間の数学の授業を振り返り，自分の思いや願いが生徒の実態から先行してしまい， 
観察者から生徒の姿を聞かなければ，そのまま生徒を見ずして授業を進めていき，自己満足で
終わっていたように思います。観察者の疑問は，生徒の実態把握だけでなく，教材や題材の捉
え方，活動の設定，生徒に取り組ませるときの課題の在り方など様々なことを私に気づかせて
くれました。初心に戻り，生徒たちによりよい学びを提供することができるよう，試行錯誤を
続けていきたいと思います。 
  
写真５ 
う～んと２ｍあるよ。 
○○さん，何㎝ですか？ 
写真４ 
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生徒が自ら考えて動ける授業づくりを目指して 
  ～「学びあいの場」による自らの気づきを振り返って～ 
 
 
高等部 本田 智寛  
 
１ はじめに 
  
高等部の担任をすることになって今年度で３年目になります。担任として「チャレンジタイ
ム・朝の会」の授業づくりに取り組み，特に，高等部として働くための力を付けることを目指
した「仕事チャレンジ」の在り方について，試行錯誤を繰り返してきました。 
初めて高１の担任をした際には，委託を受けた仕事の作業手順を覚え，一人できれいに作る
ことができる技術を身に付けさせることがまず始めに大切であると考え，そのための支援ツー
ルや環境設定などを考え，指導しました。その結果，作業をきちんとすることばかりに注意が
いき，生徒たちに，そして指導をする教師自身にも委託作業をすることの意味や責任について
の認識が欠けることになり，製品や材料を雑に扱ってしまう生徒の姿が多く見られるようにな
ってしまいました。学部研究で授業づくりを進める中で，ただ作業を正確に行い，主体的に活
動に参加することだけをねらうのではなく，委託作業に対する責任やその仕事の意味などを学
習の初期段階から生徒たちにしっかり伝えていくことが大切であると分かり，そのための仕組
みを授業の中に取り入れていくことで，生徒たちの姿も変化していきました。 
昨年度，もう一度高１を担任することになり，仕事としての意味や責任を意識した仕事チャ
レンジを行っていくことで，「大学の人が使うからきれいに作らないと。」「信頼してもらってま
た仕事がもらえるように頑張ります。」などの発言が生徒たちから聞かれるようになり，働く上
での土台作りができたように思いました。今年度，高２に持ち上がり，高１で培ってきた力を
生かして，働く力を付けるための新たな「チャレンジ」ができるような仕事チャレンジについ
て検討したいと思います。 
 
 
２ 授業づくり，授業改善の変遷 
 
（１） ４月 ～今年の実践を始めるにあたって考えたこと～
 高１では，封筒の表紙貼りやマグネットクリップの組 
立てなど，教室内での内職的な仕事に一年間取り組みま 
した。教師と一緒に一つ一つ確認し，目標に対しての振 
り返りをしていくことで，仕事をする上での態度や基本 
的な習慣などが身に付いたように思いました。これらの 
経験をベースにして，高２では，教室から出て他の場所 
で働くという，福祉事業所の施設外就労を意識した活動 
に取り組みたいと考えました。これまでとは違う場面， 
環境の中で，教師と一つ一つ確認するのではなく，自分 
に任された仕事に自分でしっかりと責任をもち，きちんと仕事をして帰ってくることをねらい，
一部の生徒から順に，副校長などから依頼を受ける設定でトイレ掃除や玄関掃除，洗面所掃除
写真１：委託されたトイレ掃除に 
取り組む様子 
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に取り組むことにしました。 
 また，教師に指示されたとおりに，手順表に書いてあるとおりにするだけではなく，様々な
状況の中で，自分で考えながら活動に取り組んでほしいと考え，活動の初期段階から教師があ
えて離れたり，手順表にあまり細かい情報を入れ過ぎないようにしたりしました。仕事先には
ｉＰａｄを持って行き，現場で困ったことはｉＰａｄで写真を撮り，教室に戻ってきてからそ
の写真を見て教師と相談できるようにしました。教師との相談，確認にはｉＰａｄのＱＢプレ
ゼンを用い，撮ってきた写真に文字や印を付けることができるようにしました。それらの写真
はプリントアウトし，生徒のチャレンジ手帳に綴じていくことで，次回以降にも振り返って確
認できるようにしました。手順表だけでは分からない細かな手順や作業のコツなどを自ら考え，
悩み，教師と相談する中で見付け，身に付けて行ってほしいと思いました。またそれらを手帳
に蓄積していくことで，コツや工夫点などをまとめた自分だけの「虎の巻」を作り，さらに向
上心をもって取り組んでほしいと考えました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） ７月 ～自分自身の公開授業，ワークショップを経験して考えたこと～
 教室外の清掃作業に取り組み，教師から離れて活動することで，生徒たちにより大きな責任
感が生まれ，様々な状況で悩み，考えることができる必然性を作ることができました。一方，
教師の目が届かない所で活動することで，必要な指導や評価を適切に行うことができず，委託
を受けた責任ある仕事の遂行として不十分になってしまうことが懸念されました。それらの折
り合いを付けていくのが難しいと考える中で，「学びあいの場」における公開授業，及びワーク
ショップ（以下，ＷＳ）で取り上げ，話題にすることにしました。 
 以下，ＷＳの中でもらった同僚からのラベルやコメントと，それを受けての自分自身の気づ
きや学び，考え方の変化などについて記します（四角で囲んだ文章は，ＷＳでの同僚からのラ
ベルやコメントを示しています）。 
 
 
 
 
 教師の意図するような，自ら悩み，考え，それでも難しい時に相談しようとする生徒の姿が
見られたことが分かりました。生徒自身に考える必然性をもたせるために，教師が意図的にそ
の場から離れているため，生徒の様子を毎回正確に把握することは困難でした。今回，同僚に
そのような生徒の姿，様子を見取ってもらったことで，生徒の様子を間接的に把握することが
でき，意図した学習が生起していたことを知ることができました。 
 
自分で考えて掃除していることがよく分かった。ｉＰａｄで相談したところも，初め自分で何度か
やろうとして，やっぱり難しくて，ｉＰａｄで撮っていた。 
写真２：写真を見ながら教室で教師に 
相談する様子 
写真３：ＱＢプレゼンの画像 
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委託作業の清掃として不十分に思われる点と，生徒がそれらに気づいていないであろうとい
うことが分かりました。生徒が悩み，考えることを促すために教師がその場から離れているこ
との弊害として，その場で即座に適切な支援，指導ができないということは前から想定してい
ました。その対応策として，ｉＰａｄを用いた写真による振り返りと相談の手続きを設定して
いましたが，生徒自身がそのことに問題意識や困難さをもたない限り，教師への相談には挙が
ってこないことが分かりました。如何にして，生徒に必要な問題意識をもたせるかが課題とし
て残りました。 
 
 
 
 同様に，生徒が掃除をする上で問題として感じていないことに，如何にして気づかせるかと
いうことについて，現時点では生徒たちが気づいていないその清掃箇所のポイントや視点（汚
れやすいところなど）について，教師が前もって想定しておき，意図的に問い掛けなどをして
いく（「傘立てって汚れている？」など）ことが有効であると思いました。少しだけヒントにな
るような言葉掛けや促しをすることで，教師が近くで直接指導しなくても，大切なポイントや
視点に気がつく，またはそこに問題意識や難しさを感じて写真に撮って教師に相談することが
できるのではないかと思いました。適切な促しをするためにも，教師自身がその清掃箇所と清
掃内容のポイントや注意点などについてよく理解しておくことが必要であると感じました。 
 
 
 
 仕事としての清掃作業を考えたときに，きれいにするということはもちろん大切ですが，よ
り重要に捉えるべきことは現場を保護すること，原状に戻すことであると考えています。いく
らきれいにするためでも，現場の物を壊したり，元の状態に正しく戻すことができなかったり
してはいけませんし，そのようなリスクがある場合は無理をして清掃作業を続けるべきではな
いと思いました。また，いつもはそのマットもきれいに掃除しており，その日だけスリッパが
並んでいる状況だったので，その日はあえてマットの掃除をしなかった生徒の判断を適切であ
ったと判断し，コメントを返しました。ただ，その考え方や判断も，そのときの状況で適切か
どうかがその都度変わってくると思われます。今回同僚から様々な意見をもらう中で，今回の
状況で適切であったかどうかは疑問であると感じました。より多くの同僚の意見や清掃業者の
方の意見などを聞いて，再度考えてみたいと思いました。そして，場面場面に応じて，より適
切なアドバイスや問い掛けなどができるよう，「清掃」や「仕事」などについて，教師自身がも
っと勉強して理解を深める必要性があると強く感じました。 
 自分自身の「学びあいの場」を終えて，作業学習とは違う，「チャレンジタイム」としての清
掃として生徒に取り組んでほしいのは，完璧な清掃作業と言うよりは，自ら考え，学び，手掛
かりを作っていくようなよりアクティブな学びであると改めて感じました。一方で，生徒たち
の実際の姿を見られた先生方からのご意見より，委託作業の清掃として大切なことは押さえな
ければいけないと思いました。具体的な案もいくつかもらい，少しずつ教師が清掃箇所を巡回
して直接指導することをしていきたいと思いました。 
 
道具の扱いが雑であると思った（ほうきをカーペットの上に置くなど）。 
置いてあるスリッパをｉＰａｄで撮影をしていたが，玄関マットの汚れや傘立ての汚れなども自分
だったら気になった。 
スリッパの所で？となり，ｉＰａｄで撮影していた。スリッパがなぜ置いてあるのか，でも何をし
なければいけないか考えたら「きれいにする」ためにずらしてもありかなと思った。 
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（３） ９月 ～他の先生のＷＳに同僚として参加して考えたこと～
高等部生活単元学習のＷＳに参加しました。趣味の広がりを目指して，自分のお薦めの余暇
活動を友達に紹介して，実際に体験してもらう授業でした。できるだけ教師の言葉掛けや支援
を減らして，紹介する生徒たちが，「どうすればみんなに伝わるか，興味をもってもらえるか」
を自分たちで考えてほしいという教師の思いがありました。 
 
 
 
 教師の意図どおりに，考えさせる授業でしたが，やはり「考える」ことは難しく，進行が滞
ったり，教師の言葉掛けが多くなってしまったりすることがありました。生徒の姿とＷＳでの
話から，改めて「考える」ことの難しさを実感しました。「考える」ことが生起しやすくするた
めの，その場での，または事前による支援や手立て，学習などを仕組む必要があると思いまし
た。 
 
 
発表者の生徒は，一生懸命に方法や面白い点などを伝えようとしていましたが，聞き手であ
るＢ君やＣ君には伝わっておらず，活動が止まってしまっている場面がありました。せっかく
頑張って「考えて」伝えても，相手に伝わっていなかったり，反応が得られなかったりすると，
やはり「考えよう」「伝えよう」という意欲が湧きにくいであろうと感じました。「考えた」成
果や効果が実感されやすいようにするという視点が重要であると思われました。自分の授業に
おいては，振り返りの際の教師からの評価，報告書を出すときの依頼主からの評価，チャレン
ジ発表での友達からの評価などの場面があります。受けた評価を目に見えるようにしたり，形
に残るようにしたりすることが有効であると考えられました。 
 
（４） １１月 ～他の先生のＷＳに同僚として参加して考えたこと②～
 中学部数学科のＷＳに参加しました。図形に関する学習で，クリスマスツリーの飾りを作る
活動の中で，様々な立体やその展開図に触れたり，作成したりしようとする授業でした。図形
について，教師にただ教えられるのではなく，活動の中で生徒自身が「へぇ」という気づきや
学びを得てほしいという教師の思いがありました。 
 
 
 
 
ＷＳでは，それぞれの図形の定義など，数学的な基礎知識の押さえ方について話題になりま
した。７月の自分の授業においても，「考える」活動の一方で，掃除道具の使い方などの基礎的
な知識・技能について疑問がありました。その授業で本当に生徒にさせたいことと，その活動・
教科自体における大切な目標との折り合いの付け方に改めて難しさを感じました。ただ，今回
の授業における「気づき」や自分の目指す「考える」ことはやはり難しく，基本的な学習をベ
ースにした応用的な面があるように思いました。今回のＷＳに参加して，学習の順序として，
まず先に基礎的な事柄をしっかり押さえておくことが必要なのかなと感じるようになりました。
それらをしっかり行っておくことで，生徒の思考や気づきを促したり，学習したことがつなが
ったりしやすいように思われました。ただ，すべてを教師が教えてしまうのではなく，後々に
発表者の人たちは，その場で何を言えば良いか分からない様子があり，それに気づかせようとする
と教師の言葉掛けが増えてしまう。 
 
Ｂ君やＣ君は，何を作れば良いか分からず，困っているように見えた。 
家の身近な物を写真で撮って何の形かを紹介する場面で，М君が紹介した「アイロン」をみんなは
「だいたい二等辺三角形」と表現した。直方体，立方体などが混同している生徒もいたが，図形の
定義などはどれほど理解できているのか。 
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生徒たちに考え，気づかせることを想定して，学習内容や単元計画を検討していかなければい
けないと同時に思いました。 
 
（５） １２月 ～他の先生のＷＳに同僚として参加して考えたこと③～
高等部情報科のＷＳに参加しました。パソコンを操作して，ゲームのクリア条件やキャラク
ターの動かし方などを設定（プログラミング）する授業でした。学習した知識や技術を生かし
て自由にゲームをプログラミングする中で，生徒たちにより自由に考えたり，創造したりする
学習をしてほしいという授業者の思いがありました。 
 
 
 
 
 
Ｔさんは，その障害の程度から，他の生徒より比較的参加が難しい生徒でした。実際に，授
業の中でも，授業開始時の説明や本時から始めた新しい活動において，活動から逸脱しそうに
なる行動が見られました。一方で，活動にしっかりと参加する姿もある場面では見られました。
それは，授業後半の実際に作ったゲームをプレイする場面で，この活動は前時までの授業でも
行っていた既知の活動だということでした。その姿を基に，授業者や他の同僚と対話する中で，
初めての活動に取り組む際に生徒が感じるであろう不安の大きさや困難さに改めて気づかされ
ました。一方で，経験のある，見通しがもてる活動には参加しやすいことを再認識し，そのた
めの単元計画や支援の必要性を感じました。特に，難しい課題や参加が難しい生徒においては
その重要性がより顕著だと思いました。自分の授業と同じ「考える」ことをねらった授業でし
たが，必要な支援を行うことで，知的障害や自閉的傾向の程度で難しい生徒も「考える」活動
に取り組んでいけるように思いました。自分の授業においても，全員の生徒が少しずつでも「考
える」活動に取り組めるようにしていきたいと思いました。 
 
（６） 自らの授業の改善へ
 ７月のＷＳ，その後の他の先生方のＷＳに参加して学んだこと，気づいたことを基に，「チャ
レンジタイム」の授業の改善を試みました。生徒たちの各活動場所を教師ができるだけ巡回し，
必要な指導をその場で適宜行うようにしたことで，責任ある委託作業としての活動の水準がで
きるだけ確保されるようにしました。一方，巡回する中で，指導のポイントだと思われるとこ
ろを見付けておき，それをあえてその場で指導するのではなく，生徒自身の気づきを促すよう
な質問や言葉掛けなどをすることも行いました。具体的には，教室での教師との振り返りの際
に，意図的に「傘立ての汚れはどう？」と質問したり，「今度トイレの個室の床を写真に撮って
きて。」と言ったりしました。そのことで生徒にその場所を清掃する上での新たな視点が生まれ，
これまでなかった迷いや困り，思考につなげられたように思います。ただし，新たな気づきを
促すための言葉掛けは，生徒の様子を見ながら，無理のないように行いました。悩み，困った
り，どうすればよいか考えたりすることは，生徒たちにとって負担の大きいことであるように
も思われます。過度に負担を掛けることで，生徒たちの仕事に対する意欲や自信，達成感など
が損なわれてしまわないように注意しました。 
 このように，「考える」ことを大切にしながらも，責任ある委託作業の遂行に，ある程度折り
合いを付けて取り組むことができたように思います。今後は，この仕組みをさらに他の作業や
Ｔさん，入力開始時，開始画面にならず「分からない！」と大きな声を出して足をドンと踏み鳴ら
した。 
 
 
Ｔさんが，自分で作ったゲームをして，見事相手を捕まえて「ＯＫ」と言う場面が２度あった。 
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活動，場面に広げていくことで，生徒たちの自ら課題を解決し，向上していこうとする態度の
形成を促していくことができるとよいと思います。 
 
 
３ おわりに 
 
 「学びあいの場」では，７月に自分の授業を公開して行うＷＳからはもちろんのこと，他の
先生のＷＳに同僚として参加することからも多くのことを学ぶことができました。ＷＳでは，
自分の授業づくりにおける視点や悩みと共通する事柄もあり，その点について授業の中で生徒
たちの姿を目の当たりにしたり，授業者の思いを聞いたり，同僚みんなで対話をしたりするこ
とができました。その中で，自分の授業に還元できる気づきや学びがあり，自分自身の考えが
変化していったように思います。改めて強く感じたのは「考える」ということの難しさです。
悩み，困り，考えることは生徒が成長していく上で必要不可欠なことであると思われますが，
障害の特性もあり，そのような難しい活動に取り組むことは，生徒にとって大きな負担である
ように思われます。だからこそ，その負担を少しでも軽減し，取り組みやすいようにする支援
環境の整備が重要です。難しい活動への取組を支える自己肯定感や自信を高められるような手
立てなども必要不可欠でしょう。生徒たちの成長の基本となるのはやはり「できた！」「やった！」
という成功経験なのだと再認識させられました。 
 また，自分のＷＳの時には，いまいちピンと来なかった話題やコメントなどが，同僚のＷＳ
に参加する中で「なるほど」，「そういうことか」とつながることもありました。具体的には，
７月の段階では曖昧だった，「考える」活動とその基礎になる知識・技能の獲得との折り合いの
付け方についてです。基礎的な力を押さえること，そしてその応用までを意識して授業を計画
することがやはり大切であると，同僚のＷＳを通して思うようになりました。同様に，今後の
課題についても明確になりました。今後は，「考える」活動を仕組むことを続けながら，考えた
ことを如何に蓄積して，自分のものにしていくかが課題です。また，「仕事」としての認識や責
任をどのように両立し，結び付けていくかが課題として考えられます。 
 「学びあいの場」では，同僚である授業者に寄り添い，授業者のために一緒に悩み，考える
ことが大切です。それ以外にも，同僚として「学びあいの場」に参加するということは，同僚
との対話から自らも主体的に何かを学び取ろうとすることが大切です。教師が成長していく上
で必要不可欠な自ら学ぼうとする主体的な態度を，私自身「学びあいの場」の中で学ぶことが
できました。 
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みんなが楽しんで取り組める授業づくり 
  ～自分で考えながら取り組む楽しさを～ 
 
 
高等部 松原 健  
 
１ はじめに 
  
高等部３年生の担任をすることになり，まず考えたのは社会人としての振る舞いや意識付け
をどうやっていけばいいのかということでした。高等部は２年目で就労の知識も不十分な自分
が何からすればいいのか，何ができるのか不安が大きかったからです。しかし，自分なりにで
きることをしていくしかないと思い，まずしたことは，過去の高等部３年生の学習の記録と教
材を見ることでした。その中から担任をしている生徒に合った内容はどんなものだろうという
ことから授業を考えていきました。しかし，「社会人として」，「高３として」という意識が強く
なり，自分の中で無理をしているような何か違和感がありました。それは，おそらく生徒たち
にも伝わっていたのではないかと思います。そこで，少し考え方を変えて自分が一番やりたい
こと，伝えたいことを授業の中でやろうと思うようになりました。その中で，生徒が考えて感
じて，心にとめておいてくれるものが一つでもあればいいなと思い，“みんなが楽しんで取り組
める授業“というものを考え始めました。 
これまでの自分の授業を振り返ると，楽しいといえば「笑い」ということで，どこかで笑い
が起こればそれでいいと思い，授業の中の本当のねらいとなることよりも，生徒が授業の中で
笑ってくれるようにとばかり考えていたように思います。楽しいと思えることが学びのための
第一歩だとは思いますが，それだけでは二歩目に進んでいかないように思います。二歩目に進
むために自分で考える楽しさややりがいを感じてほしいと考えるようになりました。そこで，
生徒が自分で考えながら活動できる授業づくりについて振り返ってみようと思います。 
 
 
２ 授業づくりについて ～生単の授業から～ 
 
（１） 単元名「家庭での余暇を広げよう～余暇体験会を開こう～」
 
（２） 単元について（実態，流れなど）
・卒業間近に迫った生徒たちにとって，家庭での余暇の過ごし方については，不安や問題も多
く，保護者も心配ごとに挙げる方が多かったです。現在の余暇に関する状況としては，自分
で塗り絵や手芸，数学や漢字の問題集を続けて行っている生徒もいれば，ゲームやテレビ，
ＰＣなどに偏ってしまう生徒など様々です。 
・本単元では，自分の余暇の過ごし方について振り返り，今後家でやってみたい余暇活動につ
いて「家でできる」「一人でもできる」「続けられる」ということをポイントに調べて，自分
たちで体験会を開くことで，紹介や体験をした余暇から家庭につながる余暇の過ごし方を見
付けてほしいと考えました。 
・生徒たちが企画した体験会を開くことで，より興味をもって調べたり，体験したりできれば
と考えました。 
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・家庭につながる振り返りとなるように，学校での様子や体験の感想を書いた振り返りシート
を家庭に持ち帰るようにしました。 
 
（３） 単元の目標
・自分がやってみたい余暇活動を調べて友達に分かりやすく紹介することができる。 
・紹介された余暇活動を友達と体験して楽しむことができる。 
・家庭でやってみようと思える余暇活動を見付けることができる。 
 
（４） 考えながら活動できるために
・自分が興味のある運動やゲームなどを体験の活動としてピックアップする。 
・生徒が友達に教える立場となることで，活動についてより細かく調べたりポイントとなる部
分を分かりやすく表現したりできるようにする。 
 
（５） 授業の実際
・余暇体験会として取り上げた活動について 
９月１４日（水） ９月２１日（水） ９月２７日（火） ９月２８日（水） １０月１４日（金） 
バランスボール 
トランプゲーム 
塗り絵 
踏み台昇降運動 
 
紙粘土 簡単工作 
（けん玉） 
 
紙コップタワー 
魚釣り 
 
体験会を開く上で，活動を紹介するときのポイントとして以下の３点を挙げ，体験会の進行
役の生徒が意識できるようにしました。 
 
図１ 掲示したポイント 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ 体験会の様子 
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３ 「学びあいの場」による検討から 
 
（１） 授業の中で感じた困り感
 授業を進めていく中で，紹介する生徒と体験する生徒との気持ちのずれのようなものがみら
れました。紹介する側の生徒は楽しそうに説明しているけれど，体験する側の生徒はピンと来
ていない様子が見られました。 
 
 
 
 紹介する側も体験する側もみんなが何をするのか分かって取り組めるようにするためにはど
うしたらよいのだろうか？ 
 
 
 また，授業の中では友達や教師と一緒にやってみるが，それが自然と家庭につながるという
ことがあまりないように感じました。ということは，授業の中での活動の楽しさがあまり伝わ
っていないのではないかと考えました。 
 
 
 
 活動の楽しみをしっかりと感じて，体験したことを家庭でもやってみようと思えるようにす
るためにはどうしたらよいのだろうか？ 
 
 
 
 以上の２点を特に聞きたいこととして挙げて，授業を参観していただきました。公開授業の
当日は，紙粘土で自分の好きな形を作ってマグネットにしたり，メモスタンドにしたりする活
動の体験を行いました。これまで感じていた紹介する側と体験する側の気持ちのずれのような
ものがこの日も見られ，紹介している生徒はとても楽しそうで，早くみんなで作りたいといっ
た感じでしたが，体験する側は何からどうすればいいか分からず戸惑っている様子が見られま
した。そのため，こちらからの言葉掛けが多くなり，紹介する側の生徒のやる気をそいでしま
ったように思います。また，体験する側の生徒も，分からないまま活動が進んでいくことで，
自分で考えようという気持ちがもてないような感じがしました。生徒に考えながら活動を進め
ていってほしいと思い，こちらからの支援を減らしていたつもりでしたが，生徒が自分たちで
考えられるような支援ができておらず，十分に楽しめない体験会になってしまったように思い
ます。 
 
（２） 「学びあいの場」での検討
 「学びあいの場」で授業を見ていた先生方から授業に関しての疑問やアドバイスをたくさん
もらい，困り感への対策や，生徒に考える機会を与えるための良い方法などについて，授業を
振り返る良い機会となりました。ラベルコミュニケーションによる検討ということで，テーマ
や内容ごとの意見や，困り感に合わせた対策も見やすくまとめてもらい，次の授業にすぐに生
かせるものとなりました。 
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 紹介する側も体験する側もみんなが何をするのか分かって取り組めるようにするためにはど
うしたら良いのだろうか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 活動の楽しみをしっかりと感じて，体験したことを家庭でもやってみようと思えるようにす
るためにはどうしたら良いのだろうか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 検討を受けての改善と生徒の変化 
 
（１） 検討を受けての改善点
 授業を観察した先生方の意見を受けて，自分でも授業を 
振り返った結果，紹介する側も体験する側も，家族の方も 
見て分かりやすいような，やってみようと思えるようなプ 
リントを事前に準備するのが良いのではないかと考え，生 
徒が考えながら，相談しながら作れるようなワークシートを 
準備しました。事前の準備でワークシートを記入し，体験 
当日はそれを見ながら活動をするようにしました。 
 
説明に困ったと
きの手掛かりが
必要なのでは？ 
視覚的に理解し
やすいプリント
を準備したら？ 
説明をするとき
のひな型が必要
なのでは？ 
視覚的に理解し
やすいプリント
や見本を準備し
たら？ 
発表を聞きなが
らワークシート
にメモしたら？ 
家庭につなげるための方法，連携 
紹介する側 体験する側 
その活動をするときに必要な情
報が一目でわかるプリントを準
備できれば良いのでは？ 
発表を聞きながらメモしたワ
ークシートを綴って家庭に持
ち帰ったら良いのでは？ 
家庭で活動した様子を
動画で友達に紹介した
ら？ 
図２ 余暇紹介シート 
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（２） 生徒の変化
「学びあいの場」の活動の手順や必要なものが分かりやすくなったことで，体験する側の生
徒も何をするのか？どんな形にするか？何を使うか？など考える余裕も出てきたように思いま
す。改善後の活動は簡単工作の魚釣りと，紙コップタワーでしたが，「ぼくはブリを釣ります。」
「私は短い竿を使います。」「○○君は横にコップを置きましょう。」など，自分たちで考えなが
ら活動している様子や言葉が出てくるようになってきました。また，「難しいなあ。」と言いな
がら笑顔で活動する生徒の姿も見られました。 
 
 
５ おわりに 
 
 今回「学びあいの場」で授業を見て，アドバイスをもらった中で，一番感じたことは，支援
を減らしていくための支援が必要なのだということでした。生徒が自由に活動する中で考えて
くれるだろうと思い，何の支援もせずに見守っていたところが多かったのではないかと反省し
ました。本当に必要な支援は何か自分で授業を見直し，整理していきたいと思います。 
また，生徒が“考える”ということについて，自由な時間の中で「何をしようかな。」と考え
ることもあると思いますが，決まった活動の中で自分のやり方や楽しみ方を考えることも大事
なのではないかと気づかされました。授業の中で活動に見通しを持ち，余裕をもち，自分はど
うしたいか，どうしたら楽しめるか考えられるような支援を行えるよう今後も考えていきたい
と思います。また，考えることを楽しめる授業，活動自体を楽しめる授業，みんなが笑顔にな
れる授業を目指して今後も授業づくりを行っていければと思います。 
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よりよい高等部美術科の授業を目指して 
～「学びあいの場」での気づきから～ 
 
高等部 松原 香織  
 
１ はじめに 
 
高等部美術科を担当して２年目になります。それまで，美術科を担当したことはありません
でした。Ｔ２やＴ３の先生方と日々相談しながら授業を進めています。 
卒業後の進路先や就業体験先の事業所によっては，レクリエーション活動として美術館へ行
って作品を鑑賞したり，絵を描いたりする時間があります。私は，美術の授業で取り組んだこ
とが，少しでも卒業後の余暇活動の一つとしてつながることをねらいたいと思いました。そこ
で，私は「鑑賞」の観点が重要だと思いました。卒業後の余暇活動の一つとしてつなげるため
には，作品制作を楽しいと感じ，美術の授業以外でも作品を鑑賞したり，自分の作った作品や
友達の作品について友達同士で話をしたりするようになるとよいのではないかと思いました。
しかし，なかなか鑑賞タイムを設定することができず，自分の授業の進め方についてこれでよ
いのかと常に不安を感じていました。 
昨年は，視聴覚機器は全く使用しませんでした。実物の作品を持ち，前に出て発表するスタ
イルでした。頑張ったところや工夫したところを友達に伝えるには，「特に頑張ったところは
〇〇です。」と，指さしをする方法しかありませんでした。作品が小さいときは，席が後ろで
見えにくい友達のところへ近付いて発表することもありました。その際は，実物を見ることが
できて良かったのですが，「ここです。」と見せて回っていると予想以上に時間がかかり，時
間内に発表が終わらないことがありました。また，発表者が教室内を移動することになり，集
中することが難しい生徒が落ち着かなくなることがありました。 
そこで，今年「学びあいの場」を利用して，生徒一人一人の自分らしさを表現できるよう
な作品が作れるように，また，卒業後の余暇活動の一つとしてつながるように，生徒が主
体的に取り組み，学び合う姿を目指すという授業のねらいを達成するためのアドバイスやヒ
ントを得ようと思いました。 
 
 
２ 「学びあいの場」について 
 
（１） 授業を参観して気づいたこと
 ７月の「学びあいの場」で小学部図画工作科の授業を観察しました。版画を題材とした授業
で，前回の振り返り，目標設定，活動，振り返りと一連の活動を視覚的に展開し，時間内に活
動ができるように教材や進め方の工夫がありました。振り返りでは「ＱＢプレゼン」のアプリ
を使用し，画面に印を付けたり，コメントを記入したりすることで，良いところや頑張ってい
るところを共有する工夫がありました。 
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次回の授業へつなげるために「目標確認」や「振り返り」が意味のある活動となるためには
どのように授業を展開したらよいのかが，ラベルコミュニケーションの話題となりました。私
はその話の中で自分の美術科の授業づくりに向けて，次回の授業につながるための振り返りの
方法，作品を紹介する鑑賞の方法に注目しました。 
 
（２） 「学びあいの場」での授業
 高等部美術科の授業は，１～３年生混合の１２名，２グループで展開しています。指先
の器用さや色彩理解，教師からの指示理解など，実態は様々です。友達の作品を参考にし
て作品を制作したり，友達の作品を鑑賞して感想を伝えたりすることが，生徒同士が主体
的に取り組み「学び合う」ことではないかと考え実践しました。「学びあいの場」では，季
節の花をテーマとしたちぎり絵の作品制作の最終回の発表タイムを取り上げ，アドバイス
をいただくことにしました。 
 主体的に作品制作ができるように， 
下絵を描く段階からの手順を，写真を 
交えながら和紙のちぎり方のポイント 
や，和紙をよじる技法があることなど 
も分かるように掲示しました。友達同 
士で学び合うことができるように，授 
業の最初と終わりに友達の途中経過を  写真１ 提示した作品制作の手順と友達の作品 
紹介したり，完成した作品を紹介したりしました（写真１）。これらを手掛かりに，自主
的に作品制作を進めたり，和紙で表現するときに友達のやり方を参考にした上で自分らし
い作品を制作したりすることができるのではないかと考えました。 
 作品が完成し発表するときは，「ＱＢプレゼン」のアプリを利用しました。ｉＰａｄで
撮影した写真に手書きでメモが取れるという点が，生徒が工夫したところを友達に伝える
ためには効果的ではないかと考えたためです。単元最終回の授業で，一人一人このアプリ
を使用して発表し（写真２），友達からコメントをもらう時間を取りました（写真３）。
生徒全員が，頑張ったところや工夫したところを発表することができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      写真２ 発表の様子        写真３ コメントを発表する様子 
 
（３） ラベルから気づいたこと
四角で囲んだ文章は，ワークショップでの同僚からのラベルやコメントを示していま
す。 
第３章
― 181 ―
 
 
① 教材に関すること 
 
 
 
 
 
 
 
写真を交えた手順を掲示したことは，視覚的支援を手掛かりとしている生徒へは有効であっ
たと確信することができました。授業中に友達の作品を紹介したり，作品例を提示したりした
ことも，主体的に作品制作を進めるためには有効であったと確信できました。 
完成までの見通しをもつことができれば，気持ちに余裕ができ，「友達のように〇〇してみ
よう」とアイディアが浮かんでくるのではないかと思いました。このやり方は自分のやり方と
して今後も続けていこうと思いました。 
 
② 目標設定に関すること 
 
 
 
 
振り返りで発言する生徒は限られていました。３つ目のラベルの内容にある，「授業ごとに
工夫したいこと，頑張りたいことを確認したり，掲示したりする機会」は設けていませんでし
た。授業の最初や終わりに，生徒自身ではなくＴ１である私から，「〇〇さんの制作途中の作
品です。つるの部分をよじっています。」や「〇〇さんは，葉と茎を重ねて貼っています。」
などと一方的に紹介するだけでした。生徒自身が発表することで友達にも伝わると思うので，
今後取り入れようと思いました。 
アクティブ・リスニングのときに，「日常的に目標や頑張っているところを発表するなど，
目標設定を明確にすることで，生徒自身もゴールが分かりやすくなるし，コメントをする友達
にとっても，何を頑張っていたのか明確になってよいのでは。」というアドバイスをもらいま
した。授業の最後に，次回の授業や作品の完成に向けた振り返りをしっかりと行っていないこ
とに気がつきました。 
授業の最初や終わりに私が一方的に作品を紹介するのではなく，生徒自身が目標や頑張って
いるところを発表することが，生徒自身にとっても完成後に発表することが明確化するし，コ
メントを発表する生徒にとっても，その友達が何を頑張っていたのか分かり発表しやすいので
はないかと気がつきました。授業以外のときにも，友達同士で美術の話ができるのではないか
と考え，次回の単元から実施していこうと思いました。 
 
③ ＱＢプレゼンに関すること 
 
 
友達の作品を教師が紹介した際，興味をもって見る生徒が多かった。ちぎり絵の作品例（外
部の物，大人の物など）を提示し，手法を理解する手掛かりとなることで，自分で工夫す
る生徒が出てくると思う。 
ＱＢプレゼンは，作品のポイントを簡単に示すことができて，見る人もどこを見れば良い
か分かりやすく見ることができて鑑賞に使うのはいいなと思った。 
Ｔ１の指示を聞くだけだと指示どおりに動けなかったが，ホワイトボードの指示を読むこ
とを促すと分かって動けた。 
発表の際，工夫したこと，頑張ったことをメモに書き発表していた様子が見られた。授業
ごとに工夫したいこと，頑張りたいことを確認したり，提示したりする機会があるのか聞
いてみたい。 
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 ＱＢプレゼンの使用については，メリットとデメリットがありました。メリットは，写真を
撮影し，撮影した写真に手書きで印やコメントを記入するところです。頑張ったところや工夫
したところを伝えやすくなります。そのため，昨年の授業の課題であった，発表者に集中させ
るための発表に向けて，教室の前のホワイトボードに大きく提示したことで，教室の後ろから
でも見ることができ，発表に集中することができていました。小学部の授業では教師が操作し
ていましたが，高等部の生徒は他の授業でこのアプリを使用したことがある生徒もいるので，
自分で操作しながら発表することにしました。 
しかし，撮影した写真の上から印を付けると，その部分が見えなくなるというデメリットが
挙げられます。発表のときに実物は見せませんでしたが，発表の最初に「僕が作ったのはこの
作品です。」と完成した作品の紹介はしていました。実物を片付けず横に飾っておくことで，
このデメリットはカバーできるのではないかと思いました。 
 
（４） 「学びあいの場」以降の授業について
 今回行った，写真を交えた手順やポイントを掲示して進めるやり方は次回以降の単元でも継
続させました。それらを基に一度説明しておけば，「次は〇〇をしよう。」と教師が言葉を掛
けなくても，ほとんどの生徒が見通しをもって自主的に作品制作を進めることができました。
途中で分からなくなっても，掲示に注目させると解決できることがたくさんありました。 
 ラベルコミュニケーションで話題になった，目標設定については，ちぎり絵の次の樹脂粘土
制作「そっくりに作ろう」の単元において，時間があるときに，生徒自身が目標を発表する時
間を設けました。それにより，「ぼくも〇〇さんと同じように〇〇を作っています。」と授業
以外のときに話をしたり，余暇活動として家でも粘土作品を作ったりする生徒がいました。「そ
っくりに作ろう」の次の「ＢＯＸアートを作ろう」の単元でも，目標や途中経過を発表する時
間を設け，さらに，途中の作品を常に教室内に飾りました。ＢＯＸアートの作品制作は，進度
差が出てしまいました。しかし，それを前向きに捉え，友達の完成品を見本として飾りました。
友達の作品を授業以外でも見ることができ，棚にだんだんと友達の作品が増えていったことを，
生徒同士で話をして楽しみながら見る様子が見られました。 
毎回の授業で全員が発表することはなかなかできませんでしたが，各学年一人だけでも発表
する時間を作るようにしたことで，友達が何を作っているのか分かり，授業以外の時間で話を
したり，発表しなかった友達に「〇〇さんは，何の作品を作っていますか。」と聞いたりする
など，授業以外で美術の会話をする姿が増えてきました。ちぎり絵の単元のとき，友達の発表
に対して感想を発表できる生徒は限られていました。ＱＢプレゼンはちぎり絵以降使用できて
いませんが，今後，発表タイムを設ける予定なので，そのときには完成品もそばに置きながら
使用したいと思います。 
 ちぎり絵と樹脂粘土の作品は学習発表会で展示し（写真４），ＢＯＸアートは２月の学校参
観期間に向けて廊下の掲示板に掲示しました（写真５）。みんなの目に入るところに飾ったこ
とで，立ち止まって友達同士で話をする姿や中学部の生徒と高等部の生徒が話をする姿など，
作品について話をする姿がたくさん見られるようになってきました。また，作品を見た教師や
ＩＣＴで映すことで何をねらっていたのか。子供は〇で囲みながらお薦めスポットを指し
ていたが，隠れてしまうときもあった。 
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友達から「〇〇さんの作品すごいね。」「おもしろいね。」と言葉を掛けられて，とてもうれ
しそうに言葉を返す生徒の姿も見られるようになってきました。今後予定している発表タイム
のときに，どのようなコメントが発表されるのかがとても楽しみです。卒業後の余暇活動とし
てつながるために，美術の授業以外でも作品についての話をしてほしいというねらいが達成さ
れてきていると感じています。今年度の美術の授業はまだあります。授業以外で美術の話題が
出るようになってきたので，今後は学校以外の場所で美術の話をしたり，家でもやってみたり
する姿が見られることを願っています。 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   写真４ 学習発表会での展示の様子      写真５ 掲示板での掲示の様子 
 
 
３ おわりに 
 
今年初めて「学びあいの場」を経験してみて，自分はグループ内の生徒１２人の思いを理解
しきれていなかったことに気がつきました。それは，自分自身の力量に不安を感じていたこと
も要因だと思います。しかし，授業を観察してもらった先生方から「よりよい高等部美術の授
業を目指して」というテーマで一緒に授業づくりについて考えてもらい，良いアドバイスをた
くさん出してもらったことで，自分に足りないことに気づくことができて，自信をもって授業
づくりをしたり，指導したりできるようになってきたと感じでいます。生徒が友達同士で作品
を見合って話をしたことで生徒自身が学び合うことができ，不安だったことを言葉にして伝え
たことで私自身もたくさん学ぶことができました。 
同僚として他の先生方の授業を観察してみて，他学部の先生の授業を観察する機会はあまり
ないので，私にとってはとても良い機会でした。授業の進め方，発問の仕方など，自分の今後
の授業づくりのために大変参考になる授業ばかりでした。今後の授業づくりに活かしていきた
いです。今年度の「学びあいの場」にとても感謝しています。 
  
付章
「学びあいの場」推進プロジェクトの
ＯＪＴにおける学び
付
章
付章
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推進プロジェクトにＯＪＴとして参加してみて 
～授業者の思いに寄り添うとは～ 
 
富山大学大学院教職実践開発研究科 １年 石崎 良  
 
１ はじめに（教職大学院に入学した動機） 
 
近年，団塊の世代の大量退職を背景に，新規採用者数が増加傾向にあります。現在の勤務校
に在籍して８年，教員経験年数１９年目の中堅となったこともあり，若手の先生方の悩み相談
にのる機会も増えてきました。その多くは，障害のある児童生徒への関わり方や授業の在り方，
支援方法等についてでした。少しでも若手の先生方の困り感を解消したいという思いで話を聞
いたり，分かる範囲での助言を行ったりはしていましたが，「解決できた」というすっきりとし
た表情には至らないことが多いように感じていました。 
また，折しも時代は共生社会の形成に向けてインクルーシブ教育システムの重要性が高まっ
ており，小中学校等の教員への支援機能等，学校間の連携が強く求められ，センター的機能と
して特別支援学校が果たすべき役割が増えてきました。そのため，特別支援学校教員の専門性
の向上・充実とともに，校内の支援体制の確立が求められ，それまで以上に研修を行う機会も
時間も多くなってきていました。 
勤務校においては長年研修部に所属し，校内研修等の立案，計画，実施に携わってきました。
研修部の下部組織であるワーキンググループでは，各学部の校内研修の実施状況を振り返り，
情報の共有を図りながら次なる一手を打つといったサイクルを繰り返してきましたが，自分自
身何か一つ足りないものを感じていました。特に昨年度は，「児童生徒の言語に関する能力をは
ぐくむ授業の充実」を目指して，実態に基づいた目標設定や効果的な支援の在り方などの方策
を探るべく，授業改善の取組を行ってきました。そこでは，「授業における観点位置付け・授業
改善シート」を基に話し合いが行われ，子供に付けたい力や授業の中でねらいたいことが明確
になったり，「他の授業や生活への反映」といった視点で子供がもつ力を多方面で生かせるよう
話し合ったりするなど，熱心に話し合っている先生方の姿を見ていました。しかし協議の話題
を振り返ってみると，観察者の経験に裏打ちされた一方的な解釈・提案に終始することが多い
ように感じていました。 
そのような折，今年度から富山大学に教職大学院が設置されることを知りました。そこには，
「次世代のスクールリーダー」といった言葉が躍っていましたが，その中でも「今日的教育課
題について深く理解する」「高い課題解決力を備える」「理論と実践の往還を図る」といった言
葉に魅かれ，普段の自分の不全感や違和感を解消できるのではないかと考え，教職大学院への
入学を決意した次第です。 
 
 
２ 実習先として富山大学人間発達科学部附属特別支援学校（以下富附特支）を選
んだのは 
 
年度当初，総合教育センターで実施予定の３つの調査研究と富附特支を合わせた４つの実習
内容についての発表をお聞きする中で，「やっぱり研修に関わることに取り組みたい」「学校組
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織に関わることに取り組みたい」という思いをもつようになりました。特に，今年度実習先で
ある富附特支では，従来の“教え合う”授業研究協議会の在り方を見直し，同僚教師が互いの
見方や捉え方を“聴き合う”「自分らしい授業づくりを支える学びあい」へと転換を図っていく
ことを知りました。校内研修において授業者と同僚観察者が対話的コミュニケーションを通し，
自ら気づき，相互に高め合うことを目指すものであり，勤務校での校内研修に応用できるので
はないかと考えるようになりました。また，柳川先生と直接お話をする中で，「授業者の自分ら
しいよりよい学びにしたい」という熱い思いに共感し，実習先として富附特支を選んだ次第で
す。 
 
 
３ 授業参観からの学び 
 
知的障害を主とする特別支援学校に勤務した経験がない私にとって，富附特支の授業を参観
することにも大きな学びがありました。実習日は必ず実習日誌をつけ，その日に感じたことや
学んだことを記録していました。私自身授業を参観する際は，次の５つの視点を設けています。 
Ａ先生方の指導について，Ｂ分かって動ける授業づくりについて 
Ｃ支援ツールや教材，ＩＣＴについて，Ｄ子供の評価について， Ｅその他 
ここでは今振り返ってみて印象に残った一部を書き留めておきたいと思います。 
 Ａ 教師が首から下げていたカードには，感情の「ざんねん」，「うれしい」，「おこっていま
す」が書かれていました。教師自身の気持ちを表現して伝えることで，子供自身からその
カードを使ってくれるのではないかという期待を込めているとのことでした。様々な場面
で教師の今の気持ちを伝えることで，相手の気持ちを気にする，寄り添う行動につながる
ように感じられました。(小：図画工作) 
Ｂ 授業の流れが黒板に提示されており，子供にとっては見通しがもちやすかったです。（①
先生の話，②読み取りタイム，③確認タイム，④発表タイム，⑤振り返り）。また，それぞ
れのポイントとして「正しく」や「分かりやすく」などと書かれていて，何を目標とした
活動なのかが分かるように，その活動の意義が示されているのがよかったです。(中：国語) 
Ｃ  ｉＰａｄに映し出された画像を，フリーソフトを使いペンで写真に直接書き込むことを
通して，生徒に視覚的に分かりやすく伝えることを心掛けておられました。常に「可視化」
を心掛けていて，本人の理解につながっていると感じました。アドバイスを受けた写真は
すぐに保存され，印刷してチャレンジ手帳に綴じられているとのことで，後から振り返る
手立てもしっかりなされていると感じました。(高：チャレンジタイム) 
Ｄ チャレンジタイム・朝の会のランニングでは，教師が一人所定の位置に立ち，終了の報
告を受けていました。その際，子供の目標と行動としての頑張りを併せて評価し，褒めた
り，さらに頑張りを促したりしていました。子供の表情が生き生きとしていて，次への意
欲を高めているように感じました。(中：チャレンジタイム) 
Ｅ 〇くんがカードを選択する際，若干の間ができていたことに気づきました。きっと彼の
中に何かしらの思考が働いたのだと思います。声に出すことだけではなく，心で感じたこ
と，考えたことを教師が言語化することはとても大切な要素であると思います。子供の言
語力を伸ばす観点からも，子供の思考を捉え，適切に判断して返してあげることはこれか
らも大切にしていきたいと思いました。(小：図画工作) 
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４ 「学びあいの場」への参加からの学び 
  
７月１日の「学びあいの場」では，ワークショップのプロンプタを体験させていただきまし
た。その日に実習日誌に記録されていたことを基にして，プロンプタとして心掛けたことと省
察を書き留めておきます。 
・授業者のブリーフィングシートの内容を見て大切なキーワードを取り出し，事前に①思い，
②工夫点，③悩んでいる点の視点で図式化してみました。授業者の振り返りにおいては，
その図を参照し，授業者が触れていない点については後から授業者自身に確認し，全体に
対して追加説明する必要がないかどうかを確認しました。それにより，その後の話し合い
の観点を絞ることができたように思います。 
・「授業者の語りの場」と捉え，できる限り授業者に話題を振ることを心掛けました。また，
質問者の内容を解釈し，かみ砕いて要点を整理して授業者に伝えるよう心掛けましたが大
変難しかったです。プロンプタは「つなぐ」ことと「もどす」ことがとても重要な役割な
のだと感じました。 
・冒頭授業者が聴きたい視点を取り上げて説明しその上で開始したが，一つ目のグループの
報告を「それではここまでのところで」と切って観点を絞った方が，授業者にも観察者に
も聞きやすい雰囲気をつくることができたのではないかと感じました。 
 
 
５ プロジェクトチームの一員としての関わりからの学び 
 
指導教官でもあり富附特支校長
でもある竹村教授からは，私たち
院生に求められることとして４月
当初，プロジェクトチームの取組
に参加しながらも，「俯瞰的に見て
関わる」ことを求められました。
ときにチームの一員として，とき
に院生として俯瞰しながら物事を
冷静に判断し，助言する力が求め
られました。まさしくＯＪＴとし
ての力を高める機会をいただくこ
とができたのです。 
下図は，これまでの「学びあい
の場」での様子をプロジェクトチ
ームの働きかけとその変容という
視点でまとめたものです。 
「学びあいの場」の後には必ず
ワーキンググループによる「チー
ム学習」を行いました。そこでは，
目的に沿った“学びあい”に向け
て変容できた点と改善が必要な点図１ 授業者の気づきを目指したプロジェクトチームの働きかけ 
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を整理しました。そして改善点には対策を講じ，次回の「学びあいの場」に生かすことを繰
り返し行ってきました。毎回の実習日誌を振り返ってみると，５・６月は「学びあいの場」
の流れや目的等の検討といった研修の基盤をつくる話し合いが行われています。言葉一つの
表現にも気を配り，言葉の重みを実感した次第です。そして７月以降は教員個々の態度変容
を見ながら，活動の省察とワーキンググループによる対話的な学びを繰り返し，変化を加え
てさらに働きかけていくといった「学び続ける力」の大切さを学んだように思います。また，
「学びあいの場」当初のワーキンググループによる対話では，ホワイトボードいっぱいに課
題が多く出されていました。それが少しずつ解消され，次第に「良かった点」があげられる
ようになっていったことを純粋にうれしく感じた次第です。 
ワーキンググループによる働きかけによる先生方の変化を感じていたものの，より深く客
観的に変化を確認すべく，先生方の意識や態度といった質的な変容を「学びあいの場」の音
声記録の全発話を文字にし，多角的に捉えることにしました。特に，鹿児島大学の髙谷哲也・
山内絵美里(2016)は，校内研修において協働的な対話を実現しようとする際に，①各教師の
互いの発言・意見の聴き方，②論点の意識化・視覚化，③疑問を出すことの促進の３点が探
究の方向性として確認できるとされており，富附特支の「学びあいの場」においては，次の
ように関連付けられると考えています。 
※プロンプタ役は授業者との懇談を含めて
①②③が求められます。 
 
 このように，富附特支の「学びあいの場」の取組は，私にとって理論と実践の往還を図る
よい機会となりました。 
 
 
６ 学びを勤務校へつなげる取組 
 
これまでの富附特支での学びを踏まえながら，勤務校での様子を振り返ってみると，若手の
先生方はまず初めに担任（副担任）などの学級担当者に相談します。ときには学年担当の教師
が相談にのるなど，学年のつながりが強くなっています。しかしそれでは若手の先生方の困り
感が解消されるわけではありません。先日若手の先生方２名にインタビューをした際，「まずは
自分でやりたいことをやってからアドバイスをしてほしい。」「なかなか年齢が離れていると言
いづらい。」等の声を聞きました。若手ゆえに学年以外の教師に聞きづらい，誰に相談してよい
か分からないといったことがあるようです。「そんな声に自分は何ができるだろうか」と考えた
とき，富附特支型研修ワーキンググループの一員として参加し，「学びあいの場」への働きかけ
とその変容から得た知見を自校における校内研修やＯＪＴとしてのマネジメントに結び付けら
れるのではないかと考えました。つまり，教員個々の特性を結び付けるＯＪＴとしての役割を
担う人材として関わりをもっていけたらと考えたのです。そしてその際大切にしたいこととし
て，「よりそう」「つなぐ」の２つの視点を掲げています。勤務校での校内研修や若手の先生方
への支援の在り方について検証する中で，教師のよりよい学びにつなげる方策を探り，特別支
援学校教員同士の豊かな関係性を構築し，研修促進のマネジメントにつなげていきたいと考え
ています。 
そこで勤務校における従来の校内研修やＯＪＴとしての取組にアプローチすべく，具体的な
取組として次の５つの視点を考えています。 
・ブリーフィングシート：② 
・ラベルコミュニケーション：①②③ 
・アクティブ・リスニング：①③ 
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（１） 授業参観に際して
 ・これまではVTR を視聴しながら事後検討会を行っていましたが，授業者の困り感のある
授業時間を集中的に観察できるよう，授業の調整を図ります。 
 ・授業を観察する際には，授業中の子供と教師の言動をメモに残すよう提案します。 
 
（２） 「授業における観点位置付け・授業改善シート」の記入に際して
 ・付箋を使って観察者の気づきを記入するラベルワークでは，これまで同様観察者の解釈や
質問，改善案を記入しますが，合わせて授業中の子供や教師の言動を記入するよう伝えて
いきます。 
 
（３） 授業者の悩みや困り感に寄り添うに際して
 ・プロンプタ役として授業者には質問を投げかけることで授業者が思いを語る時間を確保し
たり，話の内容を掘り下げて授業者の気づきを促したりしていきます。 
 ・１対１での対話的コミュニケーションの時間をとります。また，ISM 法を用いてその場で
図解しながら対話し，視覚的な手掛かりを基にして気づきを促していきます。 
 
（４） 授業改善のための事後検討会に際して
 ・プロンプタ役として協議会に参加し，観察者に授業中の子供や教師の言動を聞き出します。 
 ・「授業における観点位置付け・授業改善シート」を用いた「事前の読み合わせ」では，記入
前に授業者と懇談をもち，質問や応答を繰り返す中で授業者の困り感をより具体化してい
きます。 
 
（５） 若手の先生方とベテランの先生方をつなぐことに際して
 ・若手の先生方を対象とする研修会をきっかっけとして悩みを共有し，ベテランの先生方を
交えて学びあう機会をつくります。 
以上の取組を行う中で省察と同僚との対話的コミュニケーションを繰り返し行い，再度働
きかけるというサイクルを続けていく予定です。 
 
 
７ おわりに 
 
 １年間富附特支の研修に参加させていただきありがとうございました。優しく温かく見守っ
て下さる先生方には感謝の言葉しかありません。この１年間の多くの学びを少しでも生かし，
「学び続ける教師」を自ら実現していきたいと思っています。 
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推進プロジェクトにＯＪＴとして参加して 
 
           富山大学大学院教職実践開発研究科１年 鈴木 信也 
 
１ はじめに 
 
勤務校ではミドルリーダーとして働きかけをしていくことが求められるようになってきまし
たが，学校全体の取組に先生方を巻き込み，参画を促すことの難しさを感じていました。また，
同じ方向を向いて活動をしているはずなのに，子供の見方が異なるため意見がまとまらないと
感じることもありました。 
今年度，富附の先生方の「学びあいの場」に，約１年にわたり加わらせていただきました。
また，富附特支型研修プロジェクトのワーキング・メンバーに加えていただき，プロジェクト
推進の働きかけをＯＪＴとして行ったり，その様子を内部から観察させていただいたりする中
で，昨年まで悩んできたことにもつながる，多くのことを学ぶことができました。そして，こ
れらの学びは，富附特支で大切にされている，自分自身のキャリア発達としての学びであった
のだということも分かりました。 
 
 
２ プロセスを経て，意味づけることによって起きる「学び」 
 
事例１ 
ワーキンググループのメンバーは，ラベルコミュニケーションを学びあいの場に導入する
具体像が描けないでいました。 
柳川先生は，6 月 13 日に図画工作科「タックシール版画をしよう」の授業をワーキング
グループの先生方に公開し，参観した先生方にこの授業をもとにしたラベルコミュニケーシ
ョンを行うことを企画しました。これを，6 月 28 日の第 2 回学びあいの場につなげようと
しておられました。 
6 月 14日 柳川先生（授業者）のラベルコミュニケーションをしての感想 
・ よかった。たくさん褒めてもらった 
・ 「あ，やっぱりその考えでいいんだ。」と後押しになった 
・ 見えていなかった子供の見方が見えた 
こ 
この事例では，ラベルコミュニケーションによって授業者が自分の授業を新たな視点で見直
したり，後押しされていると感じたりしている（事例１下線部）ところから，私はラベルコミ
ュニケーションが授業者の省察を促すはたらきがあると考えるようになりました。また，私は
ラベルコミュニケーションでは「チア」の役割となりました。「チア」は，ラベルコミュニケー
ションでは，出てきた意見に質問をして，発言者の意見がより明確になるようにしたり，頷き
や反芻などで話し手が心地よく話せるように促したりします。このような「チア」の役割をす
ると，それを聴いていた人からも話が始まるなど，議論が盛り上がったように思い，話し合い
における「チア」の役割の大切さは今まで以上であると考えるようになりました。 
この事例から，ラベルコミュニケーションのプロセスを経験させることで，ラベルコミュニ
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ケーションの成果を実感させたり，そこで行う役割の大切さを実感させたりすることができる
と感じました。 
 
事例２ 
第２回学びあいの場のアクティブ・リスニングでは，授業者に不全感が残るという課題が
指摘されました。 
6 月 29日 アクティブ・リスニング後 竹村教授，北山先生，柳川先生，院生 2人の懇談 
・それは，聞く人主体。あくまでも，彼が考えて気づかないと。授業者優先 
・発表というときには筋を通した話になる。授業者に問いが生まれ，共有され，一緒に考える方が良い。 
翌々日は 7 月 1 日の公開研究会の当日でした。私にできることは何かないかと，進行メモ
を作成しました。当日中学部のプロンプタをした瀧脇先生と検討し， 
・事実 
・質問を通した授業者との 
コミュニケーション 
の２点でアクティブ・リスニングを行うことにし，
柳川先生に諮った上で実施しました。（右資料『進行
メモ』の抜粋） また，以下の成果も見られました。 
7 月 4日（月） ワーキング会議での報告 
・アクティブ・リスニングは授業者が困っていることを解決する助けになっていたように思った。授業者も質問に答え
る中で，すとんと落ちる様子がよく分かった。持ち帰って勤務校でもやってみたい（他の特別支援学校教員） 
・5人で（T１～T５）やっていたので，学部研ではないが，お互いに相談しながら授業を作っていた。仲間に入りたい
なぁ，と思うぐらいだった。・ブリーフィングシートの聞いてみたい観点が決まっていたので，より具体的なことが
共有でき，話し合いも深まり，授業者も満足したものになり，よかった。 
さらに，私は次の考察を得ました。 
省察前回の柳川先生の授業の時に，周りの指摘はAだけであったが，柳川先生の学びは十分だったからだ。具体では，「AさんがBさんの行動をよく見ていて，Bさんが喜んだ時には，Aさんも手を叩いている。だから，周りのことを気にして，一緒に喜んでいるような気がする」と発言したら，それに対して，柳川先生は自身の見方を修正したうえで，今後はこうしていきたいということ，さらに自分の授業の可能性に気づいておられた。  学校で行われる研修会では，手立て（のみ）→ よくなる という乱暴な発表のしあいになっていはないか。＜事実＋見取り＞→手立て なら，まだよい。手立て（のみ）ではよくない。＜事実＋見取り＞→「質問」 がよいのだ。それが，この研修でよくわかった。 
アクティブ・リスニングは，＜事実＋見取り＋質問＞でよい。手立てを話し合う必要はない。 
7 月 1 日のワークショップで，「子供たちが他の子供の運動を，真横からみられるようにするとよい」という提案
があった。授業者は，場面が描けずピンと来ていなかった。プロンプタの瀧脇先生が「どの事実からですか？」と
聞かれたところ，「跳び方チェックでは，後ろから見ていて画面も遠かった。あまり運動している人を見ていなかっ
た。一方，跳ぶ距離チェックでは，真横から見ていたので，応援しながら運動している人を見ていた。」と言われた。
このやり取りの後，青山先生は，修正すると言っておられた。このやり取りからも，手立てを言う必要はなく，事
実と見取りだけで，授業者は自分を振り返られるのではないかと感じた。 
 
ワーキング会議では，進行メモを作ることでいう内容を確定する効果はありました。一方，
前掲の「アクティブ・リスニングとは？」を印刷して配布しましたが，アクティブ・リスニ
ングを＜事実＋見取り＋質問＞で行うという考え方は受け入れられませんでした。 
数か月後の 11 月 30 日に，アクティブ・リスニングが話題に挙がりました。 
11 月 30日 
（アクティブ・リスニングは，質問をしたらよいという文脈で） 
近江 ここのことが分かっていない，数の理解に至っていないのではないか（という意見を言っている人がいた）。（ア
クティブ・リスニングの発言は）それでもいいのかな。（そのような意見が）出てきたら，どうやって質問したら
いいかな，と。 
鈴木 ①事実がなく，その先を話してしまうと，授業者は置いていかれてしまう。 
近江 最初は事実から，簡単なところから話をしていかなければいけない。 
柳川 どういうところから話が出てくるかを把握しないといけない。 
近江 事実ではなく，総称して言うことが多い。 
この後，12 月 2 日の近江先生と竹村教授の対話を経て，12 月 8 日に②近江先生が全職員
に向けたレクチャーをされ，ラベルには黒字で事実，赤字で捉えを書くことを確認し，小皿
のタイトルを疑問形にすることを伝えました。12 月 9 日には，授業者の視点に立ったアク
ティブ・リスニングに近づくなど，質的にも大きな変化が見られるようになりました。 
事例２からは，７月の段階で「事実＋捉え＋疑問」という形でアクティブ・リスニングを進
めるということがなぜ受け入れられなかったかについて２つの事柄を考えました。 
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第一は，働きかけを行ったときに，話の聴き手がプロセスを踏んでいなかったからではない
かということです。事例１では，私自身が「チア」の役割を行ったことで，疑問によって発言
者の話が明確になることを経験していました。この経験があったことで，私は，事実，捉え，
疑問という形で，授業者の考えを明確にしておかないと，手立ての話をしても伝わらないと考
えるようになったのだと思います。 
第二は，７月にワーキンググループでの私の発言に，「事実＋捉え＋疑問」の要素が足りなか
ったことではないかということです。アクティブ・リスニングのプリントを配って「手立て」
を言うだけだったために，聞き手に不全感のみが残ったと考えられます。少し乱暴に言うと，
「嫌がる相手の意見をこちら側に無理やり変えさせようとしている」と言えるかもしれません。 
一方，11 月 30 日では，私は「事実がなく，その先を話してしまうと，授業者は置いていか
れてしまう。」（事例２下線部①）としか申しておりませんが，話は「事実と捉え」「事実と授
業者」と事実とのつながりについて話が進んでいっています。そのつながりに目を向け，発言
者がそのつながりを発見するところに，学びが発言者それぞれに生まれたのだと考えます。 
 
これらの経験から，学びを生むには，次の２点が大切であると学びました。 
経験を含めたプロセスをデザインし，経験に合わせて問い掛ける 
事実と捉えを伝え，発見を促す 
これは，最初に挙げた，「子供の見方が異なるため意見がまとまらない」場合にも生かせる
と考えます。「子供の見方が違うから」と短絡的に捉えるのではなく，どのような事実を観て，
どのように捉えたのかを聴き合うことで，その違いを基にその場面を多面的に捉えることがで
きるのではないかと考えます。 
 
 
３ 参画を促すプロジェクト・マネジメント 
 
ジョンは，リーダーシップとマネジメントは補完関係にある行動体系（ジョン,2012）である
としています。その行動体系に富附特支型研修プロジェクトの働きかけを対応させたものが 表 
1 です。方向性の設定は校長の専権事項としても，「人心の統合」や「動機付け」を担っていた
のはワーキンググループであったと，私は考えています。 
特に竹村教授は，学びあいの促進者に必要な「リーダーシップとは，互いの価値観を見い出
せるコミュニケーションのスキル」（竹村,2016）と述べており，表 1 下線部で必要なコミュニ
ケーションを具体的に明らかにしています。さらに，そのようなリーダーシップを「教師のキ
ャリア発達を支える」方法論的態度の一つにしており，本「富附特支型研修プロジェクト」も
そのような態度の育成をねらったものであると，私は捉えるようになりました。 
そのような視点で考えると，事例１のラベルコミュニケーションの試行は，ラベルコミュニ
ケーションの技法は「楽しい」「授業研で使えそう」と理解する過程で「教師のキャリア発達に
寄り添う」という方法論的態度を涵養向上させる働きをもっていたものと考えられます。同時
に，ラベルコミュニケーションの技法を用いた「学びあいの場」への参加者肯定的な気持ちを，
かなり高めることにも成功したのではないかと考えています。もちろんラベルコミュニケーシ
ョンの技法自体にリーダーシップを高める作用はあるものの，そのような場を設定するリーダ
ーの力量が必要なのだと実感しました。 
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 ジョンの行動体系 富附特支型研修プロジェクトの働きかけ 
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ 
方向性の設定 
（ビジョンと戦略の立案） 
※校長の専権事項 
人心の統合 
（ビジョンの理解，信用の獲
得，権限移譲） 
授業公開とラベルコミュニケーションの試行（事例１），全職
員へのレクチャー（事例２②），プロンプタ，個別の対話 
動機づけ 全職員へのレクチャー（事例２②），個別の対話 ※校長の対
外的働きかけ，プロンプタの役割の明確化 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 
目標と計画を定める プロジェクト会議，プロジェクト・ワーキング会議，学びあい
の場の方法・約束作成 
組織編成と人員配置 学びあいの場，役割分担（ワーキング内・学びあいの場），班
編成 
統制と問題解決 
（実行の責任を負わせて，実
行状況をモニター） 
説明，プロンプタ（ブリーフィング，学びあいの場，臨時），
プロンプタの手順の明確化 
表 1 リーダーシップとマネジメントの比較 
 
事例２下線部②全職員へのレクチャ
ー以後，「学びあいの場」における参加
者の大きな態度変容が見られ，図 1 にお
いても第 4段階から次の第 5段階へと移
っていきました。全職員へのレクチャー
では，方法の大きな変化はありません。
第 4段階で決められたラベルの書き方に
沿っている，よいラベルの例を紹介しな
がら，そのようなラベルを書く意図を具
体的に説明したのです（図 1 の拡大部）。
これによって，事実がより詳細に書かれ
るようになりました。同様に小皿のタイ
トルを疑問形に変更しました。「学びあい
の場」によってもたらされることと共に
説明したことで，授業者の思いや解釈を
明確にしながら進めることができるよう
になりました。このように，参加者がビ
ジョンをより理解し，その方法が良いと
感じるようにすることを参加者に促すコ
ミュニケーションが，まさにリーダーシ
ップであることを学びました。 
また，自分自身は，「学びあいの場」で話題になっていたことについて，時間をおいてからも
う一度省察を促すように働きかけたことがありました。新たに問い返されることで，それまで
は気づきながらやり過ごしていたことの意味を再認識することにつながったようです。問い返
すことは，理解や発見にもつながりました。そして，その先生もまた，授業後の会話がリフレ
クションとして大切である，という内容のことをおっしゃっていたのが印象的でした。 
このように考えていくと，日頃どのような行動をとり，どのようなコミュニケーションをと
図 1 授業者の気づきを目指した，プロジェクトチームの働きかけ 
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っているのかが，そのままリーダーシップとなりそうです。「人心の統合」の中に「信用の獲得」
が挙げられています。今後は，このようなことに心を留め，働きかけを行うようにしていきた
いです。 
 
 
４ プロンプタとしての学び 
 
１２月９日にプロンプタをする機会をいただきました。少しでも，授業者に寄り添った「学
びあいの場」とすることができるように，柳川先生のプロンプタのテープ起こしを行い，抽出
したのが次の３点です。 
議論の活発化する切り返し，指名，授業者への問い 
そのままでは気づかれない事実や思いを引き出す（強調点，特異点，目玉，学級の経緯，変
遷）  
他者の価値観を明確化・具体化するプロンプタ 
特に 1 点目は，アクティブ・リスニングの際に，観察者の様子をよく観察し，何か言いたそ
うにしている方を注意深く見付けたり，ラベルコミュニケーションの様子を見ながら論点を探
して意図的指名を行ったりしているそうです。意識して実践してみると，言われる通り観察者
は話を聴きながら様々なことを考えていることが分かりました。発言しようか迷っている方や，
首をひねっている方を意図的指名したところ，新しい視点での発言であることがありました。
例えば，「語句の意味理解と物語を楽しむことの両方をねらうことか」という質問に授業者が「盛
り込み過ぎかな」と反応したことに対して，意図的指名により「両方ねらってはダメなのです
か」という質問が続き，授業者が新たな視点にたてるという場面がありました。 
また，瀧脇先生と本田先生のプロンプタの様子より，次の 3 点を抽出しました。 
 活動の趣旨がしっかり行われているか確認と，正しい方向への促し（事実・問いかけか，
授業者へ寄り添っているか） 
 時間を守って進めるというタイムマネジメント 
1 点目は，油断していると起きがちなことをどう軌道修正するかということにおいて重要で
した。特に，事実を基にすることで，授業者がその場面で起きていたことを理解し，リフレク
ションが深まるように感じました。 
さらに，近江先生より，ブリーフィングシートの検討の際には，何をしたいのか，困ってい
ることは何かを聴くとよいとアドバイスをいただきました。 
その場で，①特に見てほしいと挙げていた児童の望む姿の具体②一人一人をどこの場面から
評価するか③望む姿に向けた一人一人への手立て について質問をし，具体化していただきまし
た。②③については，質問によって明らかになりました。 
ラベルコミュニケーション前には，④実施した授業の成果と捉え⑤悩みの具体的場面 につい
てお聞きしました。特に④については，「〇児について，成長は見られましたか」と１対１のリ
フレクションの中で明らかになったことがありました。どれぐらいの価値があるのかを聞いて
初めて，「そういえば，○児にとっては，まったく今まででは見られなかった変化だった」と認
識を変えておられました。自分で授業をしていると見逃す点を，授業者とプロンプタが話す中
で発見していくことができることが分かりました。また，授業者との打ち合わせでは，リフレ
クションでは上記の成長と，「困っていること，アドバイスしてほしいこと」とを話していただ
くことになっていましたが，成長についての言及がなかったので，促し，お話ししていただき
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ました。話を聴いた先生方の頷く様子から，説明していただくことで授業者の先生の意図や願
いがより伝わったのではないかと感じました。 
前日に近江先生が示された「授業者の視点，事実を基にする，手立ては言わない」という方
針で，「学びあいの場」を進行しました。あえて手立てまで踏み込まないことで，事実から授業
者自身が児童の実態をもう一度捉え直そうとしている様子や，次の手立ての方向性について考
え直そうとしている様子が見られました。しかし，〇児の大きな成長が言及された場面で，十
分具体化を図ることができなかったために，授業者の視点の大きな柱であるＭＩＭについて触
れる機会を失ってしまいました。そ
のために，ＭＩＭを採用したことか
ら見られる授業者の視点から，授業
を見ることができなくなってしまい
ました。そのままでは気づかれない
事実や思いを引き出すためには，ど
の話題につなげて問いを発するかを
考えておく必要があったと悔やまれ
ます。 
アクティブ・リスニングをしながら，右の写真のように板書を行いました。その時の議論の
方向性が残ったことで，授業者は整理して考えることができたと言っておられました。 
以上のことより，次の２つの視点が大切であると考えました。 
 明確化・具体化（ブリーフィングシートの検討，ラベルコミュニケーション前，アクティ
ブ・リスニング） 
 キーワードや話題の変遷のビジュアル化（板書） 
これらのプロンプタの技術は，「学びあいの場」をより深い学びにするうえで有効でした。今
後，学級や校務分掌の運営では，子供や同僚の価値観を学修や活動の中に生かし，多面的な見
方をしながら考えを深めていけるよう，生かしていきたいと思います。 
 
 
５ おわりに 
 
富附特支型研修プロジェクト・ワーキングの一員に加えていただいて１年，ＯＪＴの中でし
か学べないことが多くありました。ここで学んだことを，まず，来年度の実践に生かしていき
ます。来年度も，ぜひ，お話を聴かせていただき，勉強させてください。よろしくお願いしま
す。 
 
 
６ 参考文献 
 
ジョン・P・コッター『リーダーシップ論 第 2 版 人と組織を動かす能力』, ダイヤモンド社, 
(2012) 
竹村哲『自己と関わりの創造学 第 2 版』,大学教育出版,(2012) 
写真１ 
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今年度中に行った対外的な実践発表等 
【紀要】 
栗林睦美，松原健，松原香織，他「知的障害特別支援学校高等部における主権者教育につ
いての一考察」富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要（2016） 
堀ひろみ，栗林睦美，遠藤安由子，他「附属学校園における特別支援教育体制と連携に関
する研究」富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要（2016） 
 
【教育雑誌】 
竹脇里織「電子黒板を活用した教材・教具のワンポイント」特別支援教育研究 P44，45，
東洋館出版社，（2017） 
 
【学会発表】 
山﨑智仁，紺恵，越村早貴子，他「知的障害のある児童・生徒の『わかった・できた！』
を促す ICT 活用の授業づくり－ワクワクできる特別支援教育をめざして－」日本特殊教
育学会第 54 回大会要旨自主シンポジウム 53（CD-ROM）（2016）公費 
柳川公三子「キャリア教育における実践と課題～障害の重い児童生徒のキャリア発達支援
について考える～」日本特殊教育学会第 54 回大会要旨自主シンポジウム 76（CD—ROM），
（2016）〔私費〕 
柳川公三子，瀧脇隆志，本田智寛，他「自分らしい授業づくりを支える学びあいのプロジ
ェクトマネジメント」日本教師学学会第 18 回大会要旨 P16，17，（2017）〔公費〕 
 
【講演（講義等含む）】 
栗林睦美「知的障害児の教育Ⅰ」富山大学人間発達科学部講義（201͸Ǥ7.27） 
栗林睦美「障害児感覚運動ムーブメント指導持論」富山大学人間発達科学部講義（2016.7.27） 
柳川公三子「発達障害の理解と支援について」富山国際大学 FD・SD 研修会講演（2017.3.1） 
野﨑美保「特別支援学校卒業後の進路状況」とやま特別支援教育セミナー2017 講演
（2017.3.18） 
 
【その他】 
越村早貴子「知的障害児を対象としたプログラミング学習」富山大学特別研究指導協力
（2016） 
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黒地忍「ｉＰａｄって便利だな～僕がしたかったことはこれなんだ～」魔法のプロジ
ェクト～魔法のたね～（2016） 
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取組を振り返って 
 
 今年度、本校の先生方は考え続けました。同僚を支えるための「学びあいの場」の意義
について、また、働き方改革の必要性と教員として業務をこなすために多大な時間が必要
であることの矛盾について、当事者として深く悩みました。私たちは、学校現場が抱える
諸課題に愚直に真っ向から取り組んでいます。 
 私は、今年度、「学びあいの場」の推進と校務効率化を両輪として学校改革を進めてくる
中で、いつしか「ケア」という言葉が心に留まるようになりました。「ケア」は看護の現場
で使われる言葉ですが、教育現場にも当てはまることを知り、驚きました。なぜなら、教
育と看護は、全く違う働きかけであるととらえていたからです。このことを考え進めるう
ちに、まだ上手くは説明できないのですが、本校が進めていることは、教育現場における
「ケア」を目指した取組なのではないかと思い始めました。「ケア」するとは、いったいど
ういうことでしょうか。「一人の人格をケアするとは（中略）幸福を祈ったり、好意をもっ
たり、慰めたり、支持したり、単に興味をもったりすること」ではなく、「最も深い意味で、
その人が成長すること、自己実現することを助けることである。」とミルトン・メイヤロフ
は書いています。そして、ケアすることは，「生きることの本質」だというのです。本校で
進めている取組は「ケア」と相似形であり、「ケア」する対象は児童生徒だけではなく、保
護者そして教員にまで広がっているのではないかと感じています。学校という共同体の中
で、互いが支え合うためにどのようにつながっていけばよいのか、日々の関わり合いの中
で今後も考えていきたいと思います。 
  
 さて、ここに年報をまとめました。管理職は、学校改革として各自が取り組んだ内容を
報告しました。そして、各教員は、「学びあいの場」の中で、同僚の言葉から、また同僚に
差し出す言葉を考え抜くことから出会った、教員としての「自分」を語りました。一読い
ただければ、幸いです。 
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